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  散 会 ……………………………………………………………………………………… １９０ 

  資料 

    議員派遣の件 ………………………………………………………………………… １９３ 
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 平成30年壱岐市議会定例会３月会議を、次のとおり開催します。 

    平成30年２月28日 

                             壱岐市議会議長 小金丸益明 

１ 期 日  平成30年３月２日（金） 

２ 場 所  壱岐市議会議場（壱岐西部開発総合センター２Ｆ） 

────────────────────────────── 

平成30年壱岐市議会定例会３月会議 審議期間日程 

日次 月  日 曜日 会議の種類 摘         要 

１ ３月２日 金 本会議 

○再開      ○会議録署名議員の指名 

○審議期間の決定 ○諸般の報告 

○施政方針    ○議案の上程 

○議案説明 

２ ３月３日 土 

休 会 
（閉庁日） 

３ ３月４日 日 

４ ３月５日 月 ○発言（質疑）通告書提出期限（正午まで） 

５ ３月６日 火 本会議 ○議案審議（質疑、委員会付託） 

６ ３月７日 水 休 会  

７ ３月８日 木 
本会議 

○一般質問 

８ ３月９日 金 ○一般質問 

９ ３月10日 土 

休 会 
（閉庁日） 

10 ３月11日 日 

11 ３月12日 月  

12 ３月13日 火 

委員会 

○常任委員会 

13 ３月14日 水 ○常任委員会（午後１時３０分開催） 

14 ３月15日 木 ○予算特別委員会 

15 ３月16日 金 

休 会 

 

16 ３月17日 土 
（閉庁日） 

17 ３月18日 日 

18 ３月19日 月 委員会 ○予算特別委員会 

19 ３月20日 火 

休 会 

 

20 ３月21日 水 （閉庁日） 

21 ３月22日 木 （議案整理日） 

22 ３月23日 金 本会議 

○議案審議（委員長報告、討論、採決） 

○追加議案審議（説明、質疑、委員会付託省略 

討論、採決） 

○散会 
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平成30年壱岐市議会定例会３月会議 上程案件及び議決結果一覧（1/3） 

番 号 件    名 
結   果 

審査付託 本会議 

議案第２号 壱岐市附属機関設置条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第３号 
壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部改正について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第４号 
壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期

付職員の採用等に関する条例の一部改正について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第５号 

壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例及び壱

岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部改正について 

総務文教厚生常任委員会 

否 決 

否 決 

（３／23） 

議案第６号 壱岐市土地開発基金条例の廃止について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第７号 壱岐観光サービス拠点施設条例の制定について 
産業建設常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第８号 壱岐市テレワーク施設条例の制定について 
産業建設常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第９号 
壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部改正について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第10号 
壱岐市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準

に関する条例の制定について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第11号 壱岐市手数料条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第12号 壱岐市介護保険条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第13号 壱岐市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第14号 壱岐市都市計画審議会条例の制定について 
産業建設常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第15号 壱岐市都市公園条例の一部改正について 
産業建設常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第16号 壱岐市道路占用料徴収条例の一部改正について 
産業建設常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第17号 壱岐市体育施設条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第18号 壱岐市火災予防条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第19号 壱岐市消防関係手数料条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第20号 
公の施設の指定管理者の指定について 

（壱岐市筒城浜ふれあい広場） 

産業建設常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第21号 
公の施設の指定管理者の指定について 

（壱岐市テレワーク施設） 

産業建設常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 
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平成30年壱岐市議会定例会３月会議 上程案件及び議決結果一覧（2/3） 

番 号 件    名 
結   果 

審査付託 本会議 

議案第22号 
壱岐市高齢者福祉計画及び第７期介護保険事業計画の策

定について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第23号 
長島地区放射線防護対策施設整備工事（建築主体工事）

請負契約の変更について 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第24号 平成２９年度壱岐市一般会計補正予算（第１１号） 
予算特別委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第25号 
平成２９年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第５号） 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第26号 
平成２９年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計補正予

算（第２号） 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第27号 
平成２９年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第

３号） 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第28号 
平成２９年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第

３号） 

産業建設常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第29号 
平成２９年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算（第

１号） 

総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第30号 平成２９年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号） 
産業建設常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第31号 平成３０年度壱岐市一般会計予算 
予算特別委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第32号 平成３０年度壱岐市国民健康保険事業特別会計予算 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第33号 平成３０年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計予算 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第34号 平成３０年度壱岐市介護保険事業特別会計予算 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第35号 平成３０年度壱岐市下水道事業特別会計予算 
産業建設常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第36号 平成３０年度壱岐市三島航路事業特別会計予算 
総務文教厚生常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第37号 平成３０年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算 
産業建設常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

議案第38号 平成３０年度壱岐市水道事業会計予算 
産業建設常任委員会 

可 決 

原案のとおり可決 

（３／23） 

陳情第１号 核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書提出の陳情 
総務文教厚生常任委員会 

不採択 

不採択 

（３／23） 

同意第１号 壱岐市教育委員会委員の任命について 省 略 
同 意 

（３／23） 

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 省 略 
了 承 

（３／23） 
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平成30年壱岐市議会定例会３月会議 上程案件及び議決結果一覧（3/3） 

番 号 件    名 
結   果 

審査付託 本会議 

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 省 略 
了 承 

（３／23） 

諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 省 略 
了 承 

（３／23） 

発議第１号 玄海原子力発電所再稼働に反対する決議について 省 略 
原案のとおり可決 

（３／23） 

 

平成３０年壱岐市議会定例会３月会議 上程及び議決件数 
市長提出 上程 可決 否決 撤回 継続  議員発議 上程 可決 否決 継続 

条例制定、 

一部改正、廃止 
１７ １６ １    

発議(条例制定) 
  (一部改正) 

  
  

予算 １５ １５     発議（意見書）   
  

その他  ８  ８     決議・その他 １ １ 
  

報告 
  

   
 

計 １ １ 
 

 

決算認定 

 (内前回継続) 
     

 請願・陳情等 
 (内前回継続) 

１  １  

計 ４１ ４０ １   
 

計 １  １  
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平成30年壱岐市議会定例会３月会議 一般質問一覧表 

月日 順序 議 員 氏 名 質  問  事  項 ページ 

３
月
８
日
（
木
） 

１ 植村 圭司 玄海原発再稼働への市の対応について 94～102 

２ 市山  繁 
郷ノ浦港フェリーターミナル駐車場整備について 

102～114 
小型クロマグロ沿岸操業の自粛について 

３ 音嶋 正吾 

水産業振興策について 

114～124 独居老人のセキュリティ対策 

壱岐市石田農村環境改善センターについて 

４ 久保田恒憲 

５月２６日（土曜日）に開催される外国人による日本語弁
論大会について 

124～136 ＯＲＣ、後継機と壱岐空港について 

高齢者世帯や一人暮らし世帯が増加している、市の対応は 

３
月
９
日
（
金
） 

５ 山川 忠久 
壱岐市の情報発信のあり方について 

140～149 
食品ロス削減の取り組みについて 

６ 清水  修 

３０年度予算について 

149～159 
第７期介護保険事業について 

人口減少に歯止めをかけるための施策について 

壱岐葬祭場の改築計画について 

７ 鵜瀬 和博 

少子高齢化社会に向けて 

160～173 郷ノ浦港フェリーターミナル駐車場の整備について 

市表彰条例の活用を 
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─────────────────────────────────────────── 

平成30年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ３ 月 会 議 会 議 録（第１日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                    平成30年３月２日 午前10時00分開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
２番 山内  豊 

３番 植村 圭司 

日程第２ 審議期間の決定 22日間 決定 

日程第３ 諸般の報告 議長 報告 

日程第４ 施政方針の説明 市長 説明 

日程第５ 議案第２号 
壱岐市附属機関設置条例の一部改正につい

て 
教育次長 説明 

日程第６ 議案第３号 

壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部改正につ

いて 

教育次長 説明 

日程第７ 議案第４号 

壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市

一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の一部改正について 

総務部長 説明 

日程第８ 議案第５号 

壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関す

る条例及び壱岐市議会議員の議員報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部改正につい

て 

総務部長 説明 

日程第９ 議案第６号 壱岐市土地開発基金条例の廃止について 総務部長 説明 

日程第10 議案第７号 
壱岐観光サービス拠点施設条例の制定につ

いて 
企画振興部長 説明 

日程第11 議案第８号 壱岐市テレワーク施設条例の制定について 企画振興部長 説明 

日程第12 議案第９号 

壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例

の一部改正について 

市民部長 説明 

日程第13 議案第10号 
壱岐市指定居宅介護支援等の事業の人員及

び運営の基準に関する条例の制定について 
保健環境部長 説明 

日程第14 議案第11号 壱岐市手数料条例の一部改正について 保健環境部長 説明 

日程第15 議案第12号 壱岐市介護保険条例の一部改正について 保健環境部長 説明 

日程第16 議案第13号 
壱岐市後期高齢者医療に関する条例の一部

改正について 
保健環境部長 説明 
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日程第17 議案第14号 壱岐市都市計画審議会条例の制定について 建設部長 説明 

日程第18 議案第15号 壱岐市都市公園条例の一部改正について 建設部長 説明 

日程第19 議案第16号 
壱岐市道路占用料徴収条例の一部改正につ

いて 
建設部長 説明 

日程第20 議案第17号 壱岐市体育施設条例の一部改正について 教育次長 説明 

日程第21 議案第18号 壱岐市火災予防条例の一部改正について 消防長 説明 

日程第22 議案第19号 
壱岐市消防関係手数料条例の一部改正につ

いて 
消防長 説明 

日程第23 議案第20号 
公の施設の指定管理者の指定について 

（壱岐市筒城浜ふれあい広場） 
企画振興部長 説明 

日程第24 議案第21号 
公の施設の指定管理者の指定について 

（壱岐市テレワーク施設） 
企画振興部長 説明 

日程第25 議案第22号 
壱岐市高齢者福祉計画及び第７期介護保険

事業計画の策定について 
保健環境部長 説明 

日程第26 議案第23号 
長島地区放射線防護対策施設整備工事（建

築主体工事）請負契約の変更について 
総務部長 説明 

日程第27 議案第24号 
平成２９年度壱岐市一般会計補正予算（第

１１号） 
財政課長 説明 

日程第28 議案第25号 
平成２９年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第５号） 
保健環境部長 説明 

日程第29 議案第26号 
平成２９年度壱岐市後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第２号） 
保健環境部長 説明 

日程第30 議案第27号 
平成２９年度壱岐市介護保険事業特別会計

補正予算（第３号） 
保健環境部長 説明 

日程第31 議案第28号 
平成２９年度壱岐市下水道事業特別会計補

正予算（第３号） 
建設部長 説明 

日程第32 議案第29号 
平成２９年度壱岐市三島航路事業特別会計

補正予算（第１号） 
総務部長 説明 

日程第33 議案第30号 
平成２９年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第３号） 
建設部長 説明 

日程第34 議案第31号 平成３０年度壱岐市一般会計予算 財政課長 説明 

日程第35 議案第32号 
平成３０年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計予算 
保健環境部長 説明 

日程第36 議案第33号 
平成３０年度壱岐市後期高齢者医療事業特

別会計予算 
保健環境部長 説明 

日程第37 議案第34号 
平成３０年度壱岐市介護保険事業特別会計

予算 
保健環境部長 説明 

日程第38 議案第35号 
平成３０年度壱岐市下水道事業特別会計予

算 
建設部長 説明 
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日程第39 議案第36号 
平成３０年度壱岐市三島航路事業特別会計

予算 
総務部長 説明 

日程第40 議案第37号 
平成３０年度壱岐市農業機械銀行特別会計

予算 
農林水産部長 説明 

日程第41 議案第38号 平成３０年度壱岐市水道事業会計予算 建設部長 説明 

日程第42 陳情第１号 
核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見

書提出の陳情 
資料のとおり 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第１号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 山川 忠久君       ２番 山内  豊君 

３番 植村 圭司君       ４番 清水  修君 

５番 赤木 貴尚君       ６番 土谷 勇二君 

７番 久保田恒憲君       ９番 音嶋 正吾君 

10番 町田 正一君       11番 鵜瀬 和博君 

12番 中田 恭一君       13番 市山  繁君 

14番 牧永  護君       15番 豊坂 敏文君 

16番 小金丸益明君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

８番 呼子  好君                 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    土谷  勝君   事務局次長 米村 和久君 

事務局係長   若宮 廣祐君                

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 …………………… 白川 博一君  副市長 ………………… 中原 康壽君 

教育長 ………………… 久保田良和君  総務部長 ……………… 久間 博喜君 
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企画振興部長 ………… 左野 健治君  市民部長 ……………… 堀江 敬治君 

保健環境部長 ………… 髙下 正和君  建設部長 ……………… 原田憲一郎君 

農林水産部長 ………… 井戸川由明君  教育次長 ……………… 山口 信幸君 

消防本部消防長 ……… 下條 優治君  総務課長 ……………… 中上 良二君 

財政課長 ……………… 松尾 勝則君  会計管理者 …………… 平田恵利子君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。会議に入る前にあらかじめ報告いたしま

す。壱岐新聞社ほか２名の方から報道取材のため、撮影機材等の使用の申し出があり、許可をい

たしております。 

 呼子議員から欠席の届け出があっております。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 ただいまから平成３０年壱岐市議会定例会３月会議を開きます。 

 これより本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（小金丸益明君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、２番、山内豊議員、３番、植

村圭司議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．審議期間の決定 

○議長（小金丸益明君）  日程第２、審議期間の決定についてを議題とします。 

 ３月会議の審議期間につきましては、去る２月２８日に議会運営委員会が開催され協議をされ

ておりますので、議会運営委員長に対し、協議結果の報告を求めます。町田議会運営委員長。 

〔議会運営委員長（町田 正一君） 登壇〕 

○議会運営委員長（町田 正一君）  おはようございます。議会運営委員会の報告をいたします。 

 平成３０年壱岐市議会定例会３月会議の議事運営について協議のため、去る２月２８日に議会

運営委員会を開催しましたので、その結果について報告いたします。 

 審議期間の日程案につきましては、タブレットに配信しておりますが、本日から３月２３日ま

での２２日間と申し合わせをいたしました。 

 本定例会３月会議に提案されます案件は、条例の制定４件、条例の一部改正１３件、条例の廃

止１件、平成２９年度補正予算関係７件、平成３０年度予算関係８件、その他４件の合計３７件
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となっております。また、陳情１件を受理しておりますが、タブレットに配信のとおりでありま

す。 

 本日は、審議期間の決定、議長の報告、市長の施政方針の説明を受け、その後、本日送付され

た議案の上程、説明を行います。 

 ３月５日は休会としておりますが、議案に対する質疑並びに予算に関する発言の通告をされる

方は、３月５日の正午までに通告書の提出をお願いします。 

 ３月６日は議案に対する質疑を行い、質疑終了後、所管の委員会へ審査付託を行いますが、質

疑をされる場合はできる限り事前通告をされるようにお願いします。 

 なお、上程議案のうち、議案第２４号平成２９年度壱岐市一般会計補正予算（第１１号）及び

議案第３１号平成３０年度壱岐市一般会計予算の２件につきましては、議長を除く議員全員で構

成する予算特別委員会を設置して、審査すべきということを確認いたしましたので、よろしくお

願いします。 

 また、予算について質疑される場合においても、予算特別委員長宛てに質疑の通告をされるよ

う、あわせてお願いいたします。 

 ３月８日と９日の２日間を一般質問日としております。 

 ３月１３日と１４日の２日間、各常任委員会を開催し、１５日、１９日の２日間を予算特別委

員会を開催するようにいたしております。 

 なお、１４日は中学校卒業式のため、午後１時３０分、開会としております。 

 ３月２３日、本会議を開催し、各委員長の報告を受けた後、議案等の審議・採決を行い、全日

程を終了したいと思います。 

 なお、本定例会の審議期間中に、人事案件４件が追加議案として提出される予定となっており

ますが、委員会付託を省略し、全員審査を予定しております。 

 以上が、平成３０年壱岐市議会定例会３月会議の審議期間日程案であります。 

 円滑な運営に御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げ、報告といたします。 

〔議会運営委員長（町田 正一君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  お諮りします。３月会議の審議期間は、議会運営委員長の報告とおり、

本日から３月２３日までの２２日間としたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、３月会議の審議期間は本日から３月

２３日までの２２日間と決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 
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○議長（小金丸益明君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 諸般の報告を申し上げます。平成３０年壱岐市議会定例会３月会議に提出され、受理した議案

等は３７件、陳情等１件であります。 

 次に、監査委員より例月出納検査及び定期監査後期の報告書が提出されており、その写しをタ

ブレットに配信しておりますので御高覧をお願いします。 

 次に、系統議長会であります。 

 去る１月１８日、長崎市において開催された長崎県離島振興市町村議会議長会正副会長会に出

席をいたしました。会議では、２月に東京都で開催された全国離島振興市町村議会議長会、平成

２９年度第２回総会及び長崎県離島振興市町村議会議長会定期総会に提出する報告事項、議案等

の打ち合わせ、協議を行ったところであります。 

 次に、２月６日、東京都におきまして開催された、全国離島振興市町村議会議長会、平成

２９年度第２回総会に出席をいたしました。会議では、平成２９年７月１日から平成２９年

１２月３１日までの会務報告が行われ、平成３０年度事業計画及び収支予算が原案のとおり承認

されたところであります。 

 引き続き、離島振興に関する研修会が行われ、国土交通省国土政策局離島振興課長佐藤正一氏

より、「平成３０年度離島振興対策予算について」と題して講演が行われました。終了後、第

３８回長崎県離島振興市町村議会議長会定期総会が行われ、平成２９年８月３１日から平成

３０年２月５日までの会務報告と平成３０年度事業計画及び歳入歳出予算が原案のとおり可決さ

れました。 

 次に、２月１５日、東京都におきまして開催された全国市議会議長会第１０４回評議員会に出

席をいたしました。会議では、平成２９年１１月８日以降の活動報告及び各委員会の事務報告が

行われ、平成３０年度各会計の予算が原案どおり決定されました。また、総務省総務事務次官安

田充氏による、「地方財政の課題」と題して講演が行われました。 

 以上のとおり、系統議長会議に関する報告を終わります。 

 次に、平成２９年１２月２７日、長崎市において開催された長崎県病院企業団議会、平成

２９年度第２回定例会に、市山繁議員と赤木貴尚議員が出席されております。 

 次に、平成３０年２月１３日に長崎市において開催された長崎県後期高齢者医療広域連合議会

定例会に、清水修議員が出席をされております。詳しい資料につきましては、事務局に保管いた

しておりますので、必要な方は御高覧をお願いします。 

 次に、去る２月１３日及び１４日に開催いたしました議会報告会につきましては、大変寒い中

に御出席をいただきまして、ありがとうございました。今回、初めての試みとして、委員会ごと

に開催いたしましたが、市民皆様の参加が少ないようでありました。今回の結果を踏まえて、市
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民に開かれたよりよい議会報告会にするため、開催方法等、検討していきたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。また、参加者皆様からいただきました貴重な御意見、御要望

につきましては、ホームページ及び議会だよりにて、後日、報告をいたします。 

 次に、２月２０日には、特定有人国境離島地域社会維持推進交付金雇用機会拡充事業を活用し

て、新たなビジネスチャンスとして捉え、事業拡大に取り組んでおられる市内の事業所を山本県

議とともに視察し、事業者の方と意見交換を行い、有人国境離島法がもたらしている効果や今後

の活用等、理解を深めたところであります。 

 今定例会３月会議において、議案説明のため、白川市長を初め、教育委員会教育長に説明員と

して出席を要請しておりますので、御了承をお願いいたします。 

 以上で、私からの報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．施政方針の説明 

○議長（小金丸益明君）  日程第４、施政方針の説明を行います。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  おはようございます。平成３０年度施政方針を申し上げます。 

 本日ここに、平成３０年壱岐市議会定例会３月会議の開催に当たり、市政運営について所信の

一端を申し述べますとともに、平成３０年度当初予算案また前会議以降、今日までの市政の重要

事項等について、その概要を申し上げ、議員各位並びに市民皆様の御理解と御協力を賜りたいと

存じます。 

 さて、去る２月４日に執行されました長崎県知事選挙において、中村知事が見事３期目の御当

選を果たされました。心からお喜びを申し上げますとともに、今後も県政発展のため、そして離

島の振興発展のため、ますますの御活躍をお祈りするものであります。 

 有人国境離島施策の推進についてですが、昨年４月の有人国境離島法施行から、間もなく１年

が過ぎようとしております。この法律は、言うまでもなく、自由民主党離島振興特別委員長谷川

弥一衆議院議員の多大な御尽力により、実現したものであります。谷川代議士の御尽力に報いる

ため、そして本法律を最大限活用して、本市の活性化につなげるため、今後も市が中心となり、

県や地域の各種団体及び民間事業者等が連携協力し、人口減少に歯どめをかけ、地域社会の維持

発展に努めてまいりますので、引き続き、議員各位、市民皆様の御理解、御協力をお願いいたし

ます。 

 本法律の施策の重要な柱の一つである雇用機会拡充事業については、平成２９年度は国から総

額１億６,６７４万円の交付決定を受け、現在、創業３件１０人、事業拡大２１件６８人、合計

２４件７８人の雇用実績見込み数となっております。 
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 課題でありました雇用人材の確保については、現在、雇用創出数の約９割を充足しております

けれども、計画どおりの雇用創出を達成するため、２月３日に福岡市において仕事・移住相談会

を開催し、７組１３名の相談者に御来場いただきました。 

 また、２月１１日には、壱岐の島ホールにおいて２０事業者に参加いただき、第２回目となる、

壱岐で働きたい方のための就職相談会を開催いたしましたが、相談者は１３名にとどまりました。

市内でも人手不足が深刻な状況となっており、今後も、県や国の関係機関と連携を図り、効果的

な方法を模索しながら、雇用人材確保に取り組んでまいります。 

 航路航空路運賃の低廉化につきましては、昨年４月から１２月までの航路航空路利用者数が全

体で６３万１,５９９人、対前年比２万７,６４１人、４.６％の増、そのうち割引運賃の適用者

は２１万４,０１７人で、全体利用者数に占める割合は３３.９％となっており、市民皆様の経済

的負担緩和と利便性の向上につながっているものと捉えております。 

 また、島外の方への適用につきましては、一定の条件のもと、島民並みの割引となる新たな仕

組みが創設される見込みとの情報があるものの、詳細につきましては、まだ示されておりません。 

 なお、国境離島島民割引カードの発行については、１月末現在、８,８９８人の方が申請され

ており、免許証等での確認による運賃低廉化の適用は、これまで本年３月末までと周知を行って

まいりましたが、このたび、県から通知がございまして、現在のカードの発行状況が低調なこと

などから、関係市町及び事業者の意向を踏まえ、平成３０年度については、国境離島島民割引

カードでの確認を基本とするものの、これまで同様、航路は免許証等公的機関が発行する書類、

航空路は島民航空カードでの確認も、引き続き島民割引の適用が可能となっております。しかし

ながら、国境離島島民割引カードの提示による乗船券の購入が窓口での混雑を緩和するスムーズ

な手続につながりますので、市民皆様には早目のカード作成について御理解、御協力をお願いい

たします。 

 国境離島法に係る平成３０年度当初予算につきましては、４本の柱の施策について積み上げを

行い、国境離島振興費として所要の予算を計上いたしております。 

 次に、まち・ひと・しごと創生についてですが、壱岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基

づき、平成２９年度は地方創生推進交付金事業により、壱岐市産業支援センター事業ほか計７事

業と地方創生拠点整備交付金事業により、ハード事業の、壱岐！活きプロジェクトしまごと博物

館サテライト拠点整備事業の採択を受け、人口減少対策と将来にわたり活力のある地域社会を維

持するため、着実に取り組んでおります。 

 また、総合戦略の実効性を高めるためにも、産官学金労言の各団体から構成される壱岐市ま

ち・ひと・しごと創生会議を中心に、基本目標とＫＰＩの達成状況や施策の効果・検証を実施し

てまいります。 
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 平成３０年度当初予算におきましても、地方創生推進交付金事業を積極的に活用するため、所

要の予算を計上いたしております。 

 大学との連携についてですが、去る２月２０日に長崎ウエスレヤン大学と本市の間において、

連携協定を締結いたしました。協定締結の目的は、本市が有する資源の効果的な活用と両者の緊

密な連携・協力により、本市が抱えるさまざまな課題に迅速かつ適切に対応し、活力ある個性豊

かな地域社会の形成・発展に寄与することにあります。 

 現在、進めているインバウンド観光並びに人材育成、産業振興などのあらゆるまちづくりの要

素に、大学の持つすぐれた知識や人材等が活用されるものと期待をいたしております。 

 また、同日付で、長崎ウエスレヤン大学副学長の井川博行様に、壱岐市政策顧問へ就任いただ

きました。 

 井川副学長は、本市出身で、長崎県観光振興課企画監として、県の観光振興に尽力され、現在

は、長崎ウエスレヤン大学副学長、そして現代社会学部外国語学科の特認教授として、特に、イ

ンバウンド観光等に造詣が深く、今後、本市におけるインバウンド事業や観光振興施策の推進、

さらに、人材育成等について、指導・助言を賜るため、壱岐市政策顧問への就任について、御承

諾いただいたところであります。 

 次に、平成２９年度のふるさと納税については、平成３０年２月末現在で、入金ベースで１万

１,１６１件、２億５,３８６万円の寄附額となっております。本年度は、５０年に一度とされた

豪雨災害における九州豪雨災害緊急支援寄附もありまして、さらには、動画の活用や各種新聞、

雑誌への広告掲載により、効果的な宣伝活動を行った結果、昨年度を大きく上回る２倍近くの御

寄附をいただいております。 

 しかしながら、総務大臣通知によりまして、２月１日から返礼割合を５割から３割に見直して

おりますことから、新年度は、寄附額の減少も想定されますことから、本年度の当初予算額を若

干上回る２億円の予算計上を行っております。 

 今後も、ふるさと納税の使途を工夫し、活用する事業内容や成果をできる限り明確にするなど、

交流人口拡大や移住定住につなげるため、効果的なＰＲに努めてまいります。 

 次に、産業振興で活力あふれるまちづくりございます。 

 まず、農業の振興についてです。本市の農業が持続的に発展していくためには、農業者が効率

的かつ安定的な農業経営ができる環境整備や人づくり、組織づくり及び農業生産額の向上が重要

であるとの認識のもと、さらなる農業振興を促すため、担い手対策、米政策、施設園芸、畜産振

興等の各種施策を講じてまいります。 

 農業の継続・成長には、後継者を初めとする人材の確保、集落営農組織の育成が不可欠であり、

喫緊の課題となっております。このため、新規就農者、農業後継者や女性農業者などの新規認定
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農業者の認定や集落営農組織、特定農業法人の設立、企業の新規参入等、多様な担い手確保対策

を推進してまいります。 

 認定農業者につきましては、現在２８３経営体を認定しており、法人経営体が３２経営体とな

っております。 

 また、集落営農組織については、集落営農法人が２７組織、特定農業団体が５組織、集落営農

組織が１１組織設立されており、本市農業の柱となる担い手として大きな期待を寄せており、今

後も引き続き、組織の持続的な経営安定に向けた育成支援を行ってまいります。 

 また、昨年４月から、壱岐市農協担い手支援室を中心として、壱岐市担い手サポートセンター

が設置されており、県壱岐振興局と市から週１回職員を派遣し、総合的な担い手の支援を行って

おります。 

 昨年４月から１２月末まで、定例相談会等により、延べ１３２経営体の相談を受けており、法

人化や事業拡大、経理等に対する支援を行っております。 

 農家皆様から一定の評価を受けておりますので、今後もこの取り組みを継続させ、地域農業の

さらなる振興発展を図ってまいります。 

 畜産振興につきましては、２月の子牛市の結果は、前回比９８.８９％と若干値下がりし、年

間平均も過去最高を記録した昨年度を１万円程度下回る８３万７,０００円台でありましたが、

依然として高値で推移しております。 

 肥育経営においても、壱岐生まれ壱岐育ちの「壱岐牛」として、地域商標登録され、人気を博

しており、今後も育種価の検証とブランド化の確立を目指してまいります。 

 一方、近年の肥育素牛の高騰により、肥育農家の経営が圧迫されており、今後の壱岐牛の維

持・確保が厳しい状況にありますので、平成３０年度より、肥育素牛導入に対して緊急的な支援

を行うことといたしております。 

 繁殖雌牛の飼養頭数につきましては、これまで飼養農家の減少等により減少傾向にありました

が、平成２９年度は、１６戸の繁殖農家が減少したにもかかわらず、若干の増頭を見込んでおり

ます。これは、壱岐市農協が昨年度から取り組んでいるチャレンジ７０００事業を初め、関係機

関の各種増頭対策等によるものと考えております。今後も引き続き生産基盤の強化、増頭対策に

取り組んでまいります。 

 農地・農業用施設災害等については、国への関係事務手続を終え、現在、復旧工事に着手して

おります。今回は被災箇所も多く、復旧に期間を要しますので、関係農家の皆様には、作物の作

付計画等もあろうかと存じますが、御理解いただきますようお願いをいたします。 

 水産業の振興については、漁獲の減少、魚価の低迷、生産コストの高どまり、漁業者の高齢化

並びに後継者不足など、依然として厳しい状況が続いております。平成２９年４月から本年１月
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までの市全体の漁獲量及び漁獲高の前年比較は、漁獲量１１.３％減の２,３９３トン、漁獲高

１２.１％減の２２億１,７００万円となっており、資源の減少や漁場環境の悪化による全国的な

スルメイカの不漁、クロマグロの資源回復のための漁獲抑制、台風などの天候不良、さらには、

燃油価格の上昇など、魚価及び漁協の経営に深刻な影響を与えております。 

 このような中、漁業用燃油については、国の漁業経営セーフティーネット構築事業での急騰対

策補填が今年１月に発動していることから、高騰に伴う市独自の支援策として、漁家経営の安定

と水産物の安定供給を維持及び確保するため、漁業用燃油１リットル当たり１０円を補助するこ

ととし、所要の予算を計上いたしております。 

 また、市単独事業として、意欲ある担い手の育成支援事業である認定漁業者制度並びに漁業後

継者対策事業の実施、漁業近代化資金等制度資金の利子補給、漁獲共済、漁船保険の掛け金への

助成、そして漁船漁業の機器設備の充実を図るため、漁船近代化機器導入への助成、さらに密漁

による被害を防止するための監視活動に対する助成など、これらの振興施策について、引き続き

実施してまいります。 

 国、県の事業としましては、魚介類の海上輸送費を助成する離島輸送コスト支援事業、漁場の

生産力向上に関する取り組みや漁業の再生に関する実践的な取り組みを行う集落を支援する離島

漁業再生支援交付金、また、漁業集落が行う漁業、海業の雇用を創出する取り組みや雇用の創出

を円滑に行うための環境整備を実施する特定有人国境離島漁村支援交付金、新規就業時の経費負

担を軽減し、若年層の着業を促進する漁業就業者確保育成総合対策事業に取り組んでおります。

今後も、これらの制度を積極的に活用していただき、漁業・漁村の活性化につなげていただくこ

とを期待しております。 

 クロマグロの資源管理については、極めて厳しい状況が続いております。市としましても、こ

れまで議会とともに、クロマグロの資源管理に伴う支援について、長崎県知事への要望等を行っ

てまいりましたが、今後も引き続き、漁業者皆様や各漁協、関係機関、団体等と連携を図り、要

望等行ってまいりたいと考えております。 

 栽培漁業につきましては、壱岐栽培センターを活用し、アワビ３１万個、アカウニ２８万個、

カサゴ１８万尾の種苗の生産・放流を計画いたしております。限られた資源を持続的に利用し、

漁業者の所得の安定・向上を図るため、効果的な種苗の生産・放流を行い、水産資源の維持・回

復に取り組んでまいります。 

 漁港整備については、漁港機能の充実と利便性の向上を図るため、補助事業により、諸津漁港

に簡易浮き桟橋、八幡浦漁港に防風柵と簡易浮き桟橋の設置、小崎漁港物揚げ場のかさ上げを計

画いたしております。漁港利用者の安全対策として、順次進めておりました、岸壁等への車どめ

設置については、本年度完了の予定であります。 
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 また、今後、漁港施設の老朽化による改修が必要となることから、各施設の機能保全計画に基

づき、平成３０年度に初瀬漁港臨港道路、湯ノ本漁港浮き桟橋、七湊漁港物揚げ場の機能保全対

策工事を予定しております。 

 観光の振興については、平成２９年の本市への観光客数を推測する上で、重要な指標である九

州郵船とＯＲＣの乗降客数は７２万９,０５９人で、対前年比１０３.９％となっております。昨

年は、天候不良等の影響が比較的少なく、年間を通して多くのお客様にお越しいただきました。 

 昨年４月に有人国境離島法が施行され、滞在型観光促進のための事業展開を実施しております。

壱岐には数多くの神社があり、これまでに４２社めぐりなど、壱岐ならではの情報発信を進めて

おり、今回、壱岐独自の御朱印帳を製作し、島外のお客様に好評を得ております。 

 一支国博物館につきましては、本年度の入館者数が１月末現在で８万４,６３３人、対前年比

１０７％となっております。現在の指定管理者が平成３０年度までであるため、次期指定管理者

の選定に向けた諸準備を進めているところであります。 

 また、地方創生拠点整備交付金を活用し、整備を進めておりました郷ノ浦港ターミナル隣接地

の観光サービス拠点施設が、この３月に完成いたしますので、今回、施設条例の制定について議

案を提出しております。 

 福岡事務所につきましては、昨年１０月から所長を観光商工課長の兼務といたしておりました

けれども、この４月からは、専任の所長を配置するよう予定をいたしております。 

 イルカパークにつきましては、１月末現在での入園者数が２万３,５６８人で、対前年比

１１６.５％となっております。安定的かつ魅力あるイルカパークの運営を図るため、これまで

浚渫工事や水質・底質調査等を実施する一方、イルカの体験プログラムのほかに、園内にさまざ

まな動物を集めての移動動物園を実施するなど、入園者数増加のための趣向を凝らしております。 

 また、今後は、園内において、イルカが自然繁殖することのできる環境づくりに向けた調査・

研究を進め、それに伴う基盤整備を実施してまいります。 

 あわせて、平成３０年度から３２年度にかけて、地方創生推進交付金を活用して、生けすの整

備や仕切り網などのハード整備、また映像素材づくりや情報発信事業などのソフト事業に一体的

に取り組むこととしており、今回、所要の予算を計上いたしております。 

 壱岐島荘については、安定的な経営で進んでおりますけれども、駐車場が手狭であり、バスの

出入りに支障を来していることから、駐車場の拡張及び食堂改修のため、今回、所要の予算を計

上しております。さまざまな情報発信を展開する中で、今後も引き続き、日本遺産を含め、原の

辻遺跡と一支国博物館を核として、古墳や神社仏閣といった歴史、文化遺産に壱岐の美しい自然

環境や豊かな食材を生かした魅力的な観光地づくりに取り組んでまいります。 

 商工業の振興については、日本経済の緩やかながらも息の長い景気拡張が続く中、離島部にお
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いての地域経済は依然として厳しい状況にあります。そのような中、有人国境離島法の雇用機会

拡充事業において、２４事業が取り組まれており、平成３０年度においても、４１事業の要望が

上がっております。全国的な人手不足の状況の中、本市においても、有効求人倍率は昨年３月か

ら１倍以上で推移し、市内における人材の確保が厳しくなってきており、新卒者を含め、ＵＩ

ターン者の確保に向けて取り組んでまいります。 

 昨年８月に開設したＩｋｉ─Ｂｉｚについては、１月末現在での相談件数が４４５件となって

おり、現在３週間の予約待ちという状況であります。相談を予定されている事業者の皆様には、

早目の予約をお願いいたします。さまざまな業種の皆様とともに、売り上げ向上等を目指し、本

市の経済浮揚に向けて、今後も積極的に取り組んでまいります。 

 また、テレワークの推進については、センターを拠点とし、主婦の方を中心としたウエブライ

ター１３名の育成や若者を中心としたプログラマー３名の育成を行っており、３０年度について

も、引き続き、みずから稼ぐことができる人材の育成に力を入れてまいります。 

 テレワークセンターは、１０月から稼働しておりまして、既に１,０００人を超す方々に御利

用いただいております。テレワークのオフィスとしての活用以外にも、市民皆様に会議やイベン

ト等でも多く御利用いただいております。 

 また、地方創生の新たな施策として全国的に注目を浴びる中で、さまざまなメディアでも紹介

されており、視察や研修の場所としても、島外から約４００人の方々に御利用いただいておりま

す。 

 テレワーク施設を効率的かつ継続的に運営していくため、富士ゼロックスとの官民連携組織で

ある一般社団法人壱岐みらい創りサイトへの指定管理について、今回議案を提出いたしておりま

す。 

 次に、昨年開始した地域商社事業については、まずは職員育成、組織づくり、商流・物流から

始め、現在では、鮮魚・肉類・加工品の販売まで行っている状況にあります。昨年８月に法人格

を取得し、１０月ごろから本格的に商社業務を開始しておりますが、東京・大阪でのシーフード

ショーや各種商談会への参加、ＩｋｉＩｋｉサポートショップへの営業を重ねた結果、３月まで

の６カ月間で４４０万円の売り上げを見込んでおります。加えて、３月からは通信販売事業を開

始しており、売り上げがさらに増加する見込みとなっております。平成３０年度には、一層の営

業力の強化、スムーズな受注・出荷体制を構築し、また、市内の隠れた逸品の掘り起こしを同時

に進め、全国に広く壱岐産品の販路拡大を目指してまいります。本商社事業のますますの推進に

より、市内経済のさらなる活性化を図ってまいります。 

 次に、福祉・健康づくりの充実で安心のまちづくりについて申し上げます。 

 まず、地域福祉の推進についてでございますが、「みんなで支え合い、尊重し合い、安心して
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いきいきと暮らせるまちづくり」を基本理念とする第２次壱岐市地域福祉計画に沿って、地域の

福祉力向上を図るため、民生委員、児童委員や関係機関との連携を一層強化するとともに、自治

公民館における福祉保健部や壱岐市社会福祉協議会が進める福祉協力員の設置を支援し、災害時

等に支援を要する方々を地域で支える組織づくりに努めてまいります。 

 また、このたび策定した第５期障がい福祉計画とあわせて、第２次壱岐市障がい者計画に沿っ

て、障害福祉サービスの充実や障害者施設の整備に対する支援等を行い、障がいのある人が自立

し、安心して生活できるまちづくりに努めてまいります。 

 平成２７年１０月に経営移譲した市立特別養護老人ホームについては、社会福祉法人壱心会に

より、特別養護老人ホーム「壱岐のこころ」として、順調に運営がなされております。現在、敷

地提供した鯨伏幼稚園下に新施設の建設が進められており、本年度末には完成の予定と伺ってお

ります。 

 なお、その敷地にあったゲートボール場の代替施設として、ふれあいセンターかざはや芝生広

場に、ゲートボール場２面の広さを有する全天候型多目的施設を整備中であり、６月末の完成予

定となっております。ゲートボールやグラウンドゴルフ等のスポーツはもちろん、さまざまなイ

ベント等、多くの皆様に御利用いただきたいと考えております。 

 次に、幼保連携型認定こども園の設置についてですが、幼児教育・保育の質の向上と量の確保

及び待機児童解消、育児と仕事の両立支援を目指し、園舎を旧石田町テニスコート跡に新築し、

壱岐市初の幼保連携型認定こども園を設置予定であり、平成３１年４月開園を目指しております。 

 幼保連携型認定こども園は、幼児教育・保育を一体的に行う施設で、いわば幼稚園と保育所の

両方のよさをあわせ持つ施設であります。地域の就学前の全ての子育て家庭を対象として、子育

ての不安に対応した相談活動や親子の集いの場の提供を行うなど、安心して育児ができる子育て

支援活動の促進と地域で子育てを支える環境づくりに努めてまいります。 

 健康づくりの推進についてですが、市民皆様が、健やかで心豊かな生活を送ることができる社

会の実現を目指すため、このたび、壱岐市保健事業計画の見直しを行いました。平成３０年度か

ら、この新しい計画に基づき、各種健診、相談、予防、健康教室等の充実を図ってまいります。 

 特に、重点施策である生活習慣病の重症化予防対策については、特定健診同様、さらなる取り

組みを進めてまいります。 

 また、市民協働の活動として、健診受診率向上のため、健康づくり推進員の皆様並びに各自治

公民館の福祉保健部と協働して、引き続き啓発事業を推進してまいります。 

 食生活改善推進員の皆様には、「私たちの健康は私たちの手で」というスローガンのもと、総

勢約１８０名の組織力と結束力で、食生活改善に加え、健診の受診勧奨など、健康づくり全般に

わたる啓発をあらゆる場面で展開していただいております。 
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 健康づくりは、予防とともに自分の体の状態を知ることが重要であります。市民皆様一人一人

の自覚と実践によるところが大きく、今後も、市民皆様と行政が一体となった市民協働活動の展

開を推進してまいります。 

 国民健康保険については、制度の安定を図るため、これまでの市町による運営から県が保険者

となり、平成３０年度から県に財政運営責任等が移行することとなります。 

 このことから、スムーズな制度移行を図るため、都道府県に対し、激変緩和財源として、全国

ベースで約１,６００億円の追加国費が投入されます。これを受けた県へ納付する国民健康保険

事業費納付金並びに県から市へ交付される保険給付費等交付金の所要額の通知に基づき、予算編

成を行っております。 

 県単位の保険運営となったことが、本市にとって平成２４年度から続いていた法定外繰り入れ

を解消する結果となったため、この機会に本市の国民健康保険税についても、賦課方式の見直し

を行う予定であります。 

 今後、財政運営の責任は県となりますけれども、引き続き国民皆保険制度を支える国民健康保

険の財政安定化のため、滞納処分を含めた収納対策に取り組み、収納率の向上に努めるとともに、

昨年度策定した第２期データヘルス計画に基づき、特定健診受診率の向上、特定保健指導の充実

並びに重症化予防対策等による保健事業を推進し、医療費の適正化を図ってまいります。 

 介護保険については、第６期介護保険事業計画に基づき、高齢者が地域で自立した生活を営め

るよう、医療、介護、予防、住まい、生活支援サービスを切れ目なく提供する地域包括ケアシス

テムの実現に向けた取り組みを進めております。 

 平成３０年度は、第７期介護保険事業計画の初年度となります。今回、壱岐市高齢者福祉計画、

第７期介護保険事業計画の策定並びに壱岐市介護保険条例の一部改正等を関連議案として提出し

ております。 

 この計画は、地域の高齢者福祉施策の総合的な計画であり、本市の将来を見据えた介護サービ

ス事業の整備を検討し、平成３０年度から３年間の介護保険料を算定することとなっております。

その結果、第１号被保険者保険料の基準額については、８８３円アップの月額６,１４５円と算

定しており、被保険者の皆様には御負担をおかけすることとなりますが、御理解いただきますよ

うお願いいたします。 

 また、平成３０年度は、第７期介護保険事業計画と県が昨年度策定した第７次医療計画が同時

スタートとなり、医療計画は計画期間が６年間でありますが、３年ごとに見直すこととなってお

り、計画の推進に当たっては、医療と介護の連携がなお一層求められることとなることから、壱

岐医師会を初めとする関係機関との連携、調整を図ってまいります。 

 後期高齢者医療についてですが、後期高齢者医療制度につきましては、平成２０年度の制度発
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足以来、運営主体である長崎県後期高齢者医療広域連合との連携のもと、被保険者皆様が適切な

医療サービスを受けられるよう努めております。 

 一方、後期高齢者の医療費は年々増加傾向であることから、広域連合の委託事業である健康診

査事業を初めとする保健事業の推進を図るとともに、糖尿病性腎症重症化予防事業を引き続き実

施し、人工透析の導入患者の予防や導入時期をおくらせることにより、対象者皆様の生活の質の

維持と医療費の適正化を図ってまいります。 

 次に、安全安心で環境にやさしいまちづくりについて申し上げます。 

 まず、低炭素のしまづくりについてでございますが、地球環境を保全し、豊かで美しい自然環

境を次世代へ継承するには、地球温暖化の防止をより一層推進する必要があり、本市においても

再生可能エネルギーの導入、活用促進等、環境に優しい低炭素のしまづくりに取り組んでおりま

す。 

 太陽光、風力、水素、生物資源など、さまざまなエネルギー活用法がある中、平成２８年度に

おいて、本市における木質バイオマスエネルギーの導入に関する実現可能性について、環境省所

管の補助事業である木質バイオマスエネルギー導入活用促進事業を活用した調査を行ったところ

であります。 

 調査内容といたしましては、市内に利用可能な木質バイオマス資源がどの程度あるのかという

ことと、木質バイオマス資源の利用可能量から本市に導入できる木質バイオマスエネルギーシス

テムの内容や規模についての調査を行いました。この調査結果は、小規模の発電は可能であるが、

大規模なものについては、資源量からすると難しいのではないかというものでありました。 

 一方で、本市は本土と系統連係がなされていないため、再生可能エネルギーの導入拡大を図る

ことに大きな制約を伴います。現在、太陽光発電や風力発電においては、電力会社による出力抑

制が実施され、有効活用されない電力が発生している状況であり、再生可能エネルギーの導入拡

大を図るためには、不安定な自然エネルギーを有効活用するための方策をあわせて実施する必要

があります。 

 そこで、第三セクターである壱岐クリーンエネルギー株式会社で実施している再生可能エネル

ギーの風力発電やその余剰電力を水素に変換して利用することにより、通常の蓄電池より長期間

の保存や運搬が可能となり、より活用の幅が広がる可能性があります。 

 また、ソフトバンクエナジー株式会社が主体となり、壱岐市における太陽光発電の余剰電力を

有効活用するための実証実験を平成２８年度と平成２９年度の２年間実施されております。 

 このように、さまざまなエネルギー活用法がある中で、まずは全体構想が必要であるとの認識

から、合理的な再生可能エネルギー導入に向けて、平成３０年度に国の交付金を活用して、具体

的かつ現実的な将来的ビジョン策定及び実証実験等を行うようにしており、今回、所要の予算を
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計上いたしております。 

 防災対策については、本市では、昨年の６月から７月にかけて、５０年に一度とされた記録的

集中豪雨に二度見舞われるなど、多くの災害が発生しました。この集中豪雨は、福岡県や大分県

において九州北部豪雨となり、甚大な被害を発生させ、多くの尊い人命が失われました。また、

約２年前には熊本地震も発生しており、本市においても、大災害がいつ起きてもおかしくないと

改めて感じております。このような大災害を我が事として考えたとき、事前の対策や災害発生時

の迅速な対応、そして住民生活の早急な復旧の重要性を再認識しております。 

 具体的には、事前の対策として地域の地形や特性を反映した、より正確なハザードマップ等の

作成と、これに連動した実効性のある避難計画策定、情報伝達手段の整備と多重化、自主防災組

織における防災意識の普及や訓練の実施が挙げられます。 

 また、災害発生時の対応としては、市外からの応援を受け入れる受援体制の確立、避難所の運

営方法の具体化、罹災証明等の手続事務における体制の明確化が必要となります。 

 さらに、復旧対策として、住居の早急な整備体制の確立等があり、今後も常に見直しを図るな

ど、災害に強いまちづくりの構築に努めてまいります。 

 原子力防災につきましては、去る２月１１日に佐賀県オフサイトセンターにおいて、原子力規

制委員会の更田委員長、山中委員との意見交換会が開催され、出席いたしました。この中でも、

これまでどおり、市民皆様に不安がある以上、玄海原子力発電所の再稼働には反対であることを

申し上げました。 

 なお、原子力災害では避難対策が重要であるため、松浦市、平戸市、佐世保市の各市長と共同

で知事に提出している避難対策の充実に向けた要望事項である道路や港の整備の実現に向け、

４市で協力してまいります。 

 消防・救急についてでありますけれども、平成２９年度中の災害発生件数は、火災２４件、救

急１,７７２件、救助２３件で前年と比較し、火災は４件、救急は１１９件、救助は９件の増で

ありました。火災の出火原因については、依然として焚き火、野焼きでございますが、大半を占

めていることから、今後も火災予防の周知徹底に努めてまいります。 

 平成３０年度の消防防災施設及び資機材の整備については、消防署郷ノ浦支署の耐震改修工事、

郷ノ浦支署水槽付消防ポンプ自動車の更新、防火水槽の増設、消防団の積載車及び小型ポンプ車

の更新を行うことといたしております。 

 複雑多様化する近年の災害は、現場活動における潜在危険も増大しており、今後も壱岐市消防

団を初め、関係機関と連携を強化し、市民皆様の安全・安心のため、万全の体制を構築してまい

ります。 

 道路、河川等の整備についてですが、市道については、新年度当初予算において、補助事業の
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道路改良２路線、交通安全施設整備２路線、道路防災安全工事１路線及び舗装補修１路線と起債

事業６路線、単独事業１１路線の整備費を計上いたしております。 

 急傾斜地崩壊対策事業についても、引き続き２地区の整備を進めてまいります。 

 また、昨年度発生した公共土木施設災害については、昨年１２月より順次発注・復旧を進めて

おります。今後も、引き続き早急復旧に向け全力で取り組んでまいります。 

 公営住宅についてですが、公営住宅の整備につきましては、社会資本整備総合交付金による古

城団地改修工事及び三本松団地の外壁及び屋上防水工事、また単独事業として、大久保団地の下

水道等接続工事を予定をいたしております。 

 水道事業関係についてですが、水道事業においては、公営企業として将来にわたり持続可能な

事業経営を維持するため、アセットマネジメントを策定し、長期的な視点に立って施設管理を行

うことで、経営基盤の強化を目指してまいります。平成３０年度からは、水道施設運転監視、保

守点検業務を委託し、民間ならではのコスト意識や技術力で機器類等の予防、保全的な維持管理

により長寿命化を図り、重傷化を未然に防ぐことで、コスト縮減を図ってまいります。 

 下水道事業関係についてですが、公共下水道事業は、下水道整備計画区域内の未普及地区であ

る古城・大谷地区周辺の１７.２ヘクタールについて、平成２７年度から平成３１年度までの

５カ年計画で整備を進めております。 

 漁業集落排水施設整備事業は、路面本復旧工事の一部が繰り越しとなりましたけれども、汚水

管布設工事は平成２９年度をもって完了予定となっております。また、供用開始も順次行い、芦

辺浦で約１５.８ヘクタールの供用を開始いたしております。 

 合併処理浄化槽設置整備事業につきましては、平成３０年度も国・県の補助により、１０５基

の設置を予定いたしております。 

 今後も、汚水処理施設の整備により、生活環境や住居環境の改善、海域や河川などの公共用水

域の水質保全を図ってまいります。 

 また、壱岐葬祭場の改築計画についてですが、壱岐葬祭場については、昭和６２年建設の現施

設が建設後３０年余り経過し、建物及び施設の老朽化、さらには機器類の更新時期を迎えており

ますことから、平成２９年度から測量、地質調査及び実施設計を行い、平成３０年度に建物の建

築・設備工事を実施、平成３１年度から新葬祭場での業務運営ができるよう準備を進めてまいり

ます。 

 次に、心豊かな人が育つまちづくりについて申し上げます。 

 教育施設の環境整備についてでございますけれども、市内小中学校の校舎及び屋内運動場は、

児童生徒の学習の場及び災害発生時における緊急避難場所として、安全性の確保が極めて重要で

あります。 
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 平成２９年度に設計及び解体を行った芦辺小学校体育館改築工事については、昨年の市議会定

例会１２月会議において、繰越明許費の議決をいただいた体育館裏法面対策工事の完了後、体育

館改築工事に着手いたします。 

 また、芦辺中学校校舎については、校舎改築及び既存給食棟の改修を実施することといたして

おります。 

 次に、外国語教育の充実についてでございますけれども、市内小中学校の外国語力を高めるこ

とは、本市の大きな課題であります。そのため、新年度から次の４つの手だてに取り組み、英語

力の向上を図ってまいります。 

 １つ目は、英語指導力向上事業であります。平成２９年度に指導を受けた長崎大学の中村典生

教授を講師に招き、引き続き市内の教職員を対象とした研修会等を実施することにより、英語の

授業力向上を目指してまいります。 

 ２つ目は、「エンジョイ・イングリッシュ」と命名したオールイングリッシュで英語に浸る学

習活動に各中学校の全ての学年で取り組んでまいります。これは、市内のＡＬＴを初め、英語に

堪能な方を講師として招き、ネイティブな発音、英語圏の人の発音という意味でございますけれ

ども、そのような発音を聞き、コミュニケーションをとる学習活動により、英語に親しむ中学生

を育てるものであります。 

 ３つ目は、新たに小学校に導入される外国語科、外国語活動を研究する小学校をタフ事業とし

て指定し、発表会等でその成果を市内に広げます。 

 ４つ目は、現在、小学校に配置しているＪＴＥ──日本人英語指導講師の活動時間を拡充し、

小学生の外国語学習を充実させます。これらの４つの手だては、単年度で終わる事業ではなく、

創意工夫を加えながら継続して取り組み、市内小中学校の外国語力向上を図ってまいります。 

 また、新たに取り組む小中学生の離島留学制度についてですけれども、壱岐の自然や歴史、ロ

マン溢れる大自然の中で、豊かな学びと地域での体験活動等を望む島外の方を対象に、市内小中

学校への入学または転学を希望する児童生徒を受け入れ、本市の教育の振興・充実を図り、ひい

ては、学校及び地域の活性化を目的として、いきっこ留学制度に取り組んでまいります。 

 従来、高校生が対象であった離島留学を、今回、離島活性化交付金を一部活用して、小中学生

まで拡充いたします。人口減少対策にもつながるこの制度の実施に向けては、里親の募集やホー

ムステイ費の助成など、安心して子供を預けられる教育環境の充実が不可欠となります。里親だ

けでなく、市内在住の祖父母の家から通学させる孫戻し留学やＩターン者の親子留学に対しても

助成を拡充するなど、離島留学制度の推進に努めてまいります。 

 また、文化財行政についてでございますけれども、壱岐島内には、古代より大陸とのかかわり

が深い、多くの歴史遺産が存在します。 
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 昨年は、朝鮮通信使関連資料の迎接所絵図がユネスコ世界の記憶として登録されました。また、

カラカミ遺跡の発掘調査では、「周」の文字が刻まれた線刻土器が出土し、全国的にも注目を浴

びているところであります。 

 一方で、昨年６月末の豪雨により、勝本町の金蔵寺本堂が崩壊し、市指定文化財が紛失するな

ど、歴史遺産を守ることの難しさを痛感しております。現在、壱岐市では、先人により大切に守

り、受け継がれてきた歴史文化を適切に保存・活用するための指針となる壱岐市歴史文化基本構

想を策定中であり、平成３０年度の完成に向け、取り組んでまいります。 

 次に、国内外交流が盛んなまちづくりについて申し上げます。 

 国際交流とインバウンドの推進についてでございますけれども、昨年８月から国際交流員を招

致したことにより、通訳や翻訳を通して、海外向け情報発信の充実が図られているほか、昨年

１１月からは、市民皆様向けの国際交流セミナーや出前講座等を実施いたしております。 

 また、国際交流や国際教育の一環として、本年５月２６日に第５９回外国人による日本語弁論

大会を、一般社団法人国際教育振興会、独立行政法人国際交流基金及び壱岐市の三者による主催

で開催します。予選を通過した外国人出場者１０名から１２名が、本市で開催する本大会でス

ピーチを行い、その様子はＮＨＫ、Ｅテレで全国放送されるほか、海外向けワールドプレミアム

でも放送されますので、多くの市民皆様の御来場をお願いいたします。 

 インバウンドの推進につきましては、全国的な人口減少と少子高齢化により、日本人観光客の

低迷が推測される一方、訪日外国人観光客は右肩上がりで、増加傾向にあります。本市において

も、誘客につながるさまざまな施策を展開し、外国人観光客は、徐々にではありますが、増加を

いたしております。本年度は、外国メディアのプレスツアー、韓国自治体幹部との交流事業、台

湾コスプレ事業等を通して、海外に向けた情報発信を行い、本市の認知度向上を図ることができ

ました。引き続き、福岡市等と連携して、壱岐の魅力を十分に伝える施策を展開し、誘客を図る

とともに、外国人観光客とかかわる市内の交通事業者や宿泊施設、飲食店、体験事業者等の観光

関係事業者のインバウンド受け入れ体制整備の支援も強化をしてまいります。 

 壱岐市地域公共交通網形成計画についてですが、壱岐市における公共交通機関をより便利で持

続可能なものとし、本市の活性化にする目的で取り組んでいる壱岐市地域公共交通網形成計画の

策定につきましては、昨年４月１７日に壱岐市地域公共交通活性化推進協議会を立ち上げ、さら

に、本計画策定の受託業者を決定し、市民皆様等へのアンケート調査等を踏まえ、協議を行い、

現在、最終的な調整を行っております。学生や高齢者を中心とした市民皆様と観光客の双方の利

用を視野に入れ、持続可能な利便性の高いサービスの提供のため、路線バス、タクシー、三島航

路など、多様な交通機関が連携した総合的な公共交通ネットワークの構築を図るため、地区特性

や利用者のニーズに応じたコミュニティ公共交通サービスの提供等の基本方針を定め、その基本



- 33 - 

方針に基づく個別の施策を示しております。 

 内容につきましては、今後、ホームページ等において本計画案を示し、市民皆様を初め、御意

見をいただき、その意見等を踏まえ最終的に本計画を策定することといたしております。本計画

に基づく具体的な取り組みを定めることとなる壱岐市地域公共交通再編実施計画を新年度に策定

することとしており、今回、所要の予算を計上いたしております。 

 定住促進についてにつきましては、平成２８年４月に長崎県への移住相談窓口として設立され

た長崎移住サポートセンターは、県と県内全市町で共同運営を行い、相談体制、情報発信の強化

を図っており、また、本市においても、ワンストップ窓口を設置し、ＵＩターン者に対する移住

支援や相談を鋭意行っております。 

 平成２８年度は、相談件数６６件、相談窓口を介した壱岐市への転入は１０世帯１５人で、今

年度は１月末現在、相談件数７５件、相談窓口を介した壱岐市への転入は２２世帯３９人となっ

ており、着実に成果を上げております。また、ＷＥＢサイトやＳＮＳなどの情報発信も定着して

おり、本市へのアクセス数は、県内自治体内で常に上位４位以内に位置しております。 

 定住・移住は、仕事や住まい、子育て、医療、教育といった幅広い分野の連携が特に求められ

るプロジェクトであります。平成３０年度は新たな移住者向けの住居確保対策として、単身者向

け住宅建設支援事業、空き家所有者への改修支援事業に取り組むこととしており、今回、所要の

予算を計上いたしております。 

 本年度の壱岐なみらい創りプロジェクトについてにつきましては、市民皆様が中心となり、

４回の壱岐なみらい創り対話会を開催したほか、各組織の長の皆様による壱岐なみらいトップ対

話会や勝本中学校での地域学習プログラムなど、さまざまな階層でのプログラムを実施いたしま

した。この１年間の取り組みについては３月４日に発表会が開催され、その中で、市民皆様がみ

ずから実現したいテーマとして、１５のテーマについての発表がございますので、議員皆様にも

ぜひ御参加いただければと思っております。 

 また、島内の高校生が東京大学、九州大学のほか、アムステルダム大学の学生と壱岐の地域活

性化について討論を重ねた、壱岐イノベーションサマープログラムについては、今年度初めての

開催となりましたが、大学生と接する機会が少ない壱岐の高校生にとっては、非常に勉強となる

機会であり、また、よい刺激となって、市としても、論理的思考能力の開発、将来に対する視野

の拡大、郷土愛の醸成に大きく寄与したものと考えております。未来のリーダー人材育成の観点

からも、新年度についても引き続き実施してまいります。 

 次に、起業家人材育成事業についてでございます。石川県加賀市や岩手県遠野市等で導入され

ている地域資源や課題を活用したビジネステーマを提示して、それに挑戦したい企業家を地域お

こし協力隊として誘致し、実際の事業化までの支援を行う、地域おこし協力隊制度を活用した起
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業家人材育成事業について、平成３０年度から新たに取り組んでまいります。 

 従来の地域おこし協力隊との主な違いは、市の職員として雇用はせず、本市で起業するという

明確な目的を設定することにより、任期終了後に自立した地域のプレーヤーを育成するという点

であります。また、それぞれの起業のテーマについては、壱岐なみらい創りプロジェクトと連携

し、市民皆様が実現したい夢や地域の課題を解決するテーマを設定したいと考えております。こ

のことにより、行政だけでは対応が難しかった分野についても、民間の知恵や財源を生かし、官

民連携での課題解決につなげてまいります。 

 次に、壱岐ウルトラマラソンについてでございます。平成２８年度から開催している壱岐ウル

トラマラソンは、フェイスブックや公式ホームページによる情報発信を行ったほか、新聞やラジ

オ等、さまざまなメディアに取り上げられ、結果として、昨年の大会は参加者も増加し、事務局

で試算した経済波及効果は４,８００万円以上となり、本市の観光振興に大きく寄与したものと

考えております。 

 中高生や消防団を初めとする各団体、１,０００人を超えるボランティアの皆様に支えられ、

さらに沿道で応援してくださった皆様など、多くの皆様に積極的に御参加いただいており、この

ことは地域振興事業として、また、まちづくり事業としても大きな効果があったものと捉えてお

ります。 

 平成３０年度についても、１０月２０日土曜日の開催予定で計画を進めておりますので、関係

機関・団体の皆様の御協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 次に、壱岐市生涯活躍のまち推進プロジェクトについてでございます。壱岐市生涯活躍のまち

は、福岡などから移り住んだ人や壱岐に住む市民皆様が生きがいを持ち、生涯を通じて健康で活

躍できるまちづくりを目指すものであり、人口減少が進む中、島の豊かな自然環境のもと、壱岐

ならでは健康でアクティブな暮らしを求めて多世代の方が壱岐に移り住み、地域活性化や雇用の

創出を図る取り組みとなります。 

 本年度、基本指針・実施計画を策定して、「来てよし 住んでよし 働いてよしの壱岐」とい

うコンセプトを設定いたしました。今後、「移住」、「住まい」、「活躍」、「ケア」の４つの

テーマに沿って、推進協議会、ワーキンググループ等を中心に取り組みを進めてまいります。 

 福岡市・九州離島広域連携事業についてにつきましては、平成２８年度から実施しております

けれども、これまでの構成員のほか、福岡から各島への窓口となる交通事業者や観光分野の専門

家が参画する広域観光戦略策定組織を結成し、広域観光戦略を策定しながら、福岡市から直行便

でつながる離島の認知度向上、福岡市からの直行便を活用した旅行商品造成、チャーター機を利

用して構成市町を周遊するアイランドホッピング、海外への情報発信、広域連携につながる人材

育成等に取り組んでまいりました。 
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 今後、引き続き広域観光戦略に沿った人材育成、各種業務を実施し、観光団体、交通事業者等

との連携を図り、本事業が目指す交流人口増加、地域経済活性化に寄与できるよう事業の推進を

図ってまいります。 

 次に、婚活事業についてでございますが、婚活事業につきましては、人口減少対策の一環とし

て、毎年、「イキイキお結び大作戦」と題して婚活事業を実施しております。本年度で５回目と

なり、これまで２組のカップルが成婚されました。 

 平成３０年度においても、コミュニケーション方法や心構えなどを学ぶ事前セミナーの開催や

カップル成立後のきめ細やかなフォローなど、婚活マスターと呼ばれる専門家を招いた婚活事業

を引き続き開催してまいります。また、小グループや企業・団体間の小イベントなど、工夫を凝

らした婚活事業の展開を図ってまいります。 

 結婚を促し、成婚に至った場合に、仲介した方に奨励金を支給する結婚応援隊制度を設けてお

りますが、結婚応援隊への登録が現在１２名であり、さらなる制度の周知並びに推進を図ってま

いります。 

 さらに、長崎県の事業として、会員制のデータマッチングがあるお見合いシステムを活用し、

平成３０年度から長崎県婚活サポートセンターの市の窓口を政策企画課に設置し、県や関係機関

と連携しながら、結婚に関する支援を強化してまいります。 

 次に、議案関係について御説明いたします。 

 平成３０年度予算についてですが、平成３０年度の国の予算については、経済・財政再生計画

における集中改革期間の最終年度であり、プライマリーバランスの黒字化を目指すという目標の

達成に向け、財政健全化への着実な取り組みを進める一方、人づくり革命の推進や生産性革命の

実現に向けた企業による設備や人材の力強い投資、研究開発、イノベーションの推進など、重要

な政策課題について必要な予算措置を講じるとともに、一億総活躍社会の実現のため、地方創生、

国土強靭化、女性の活躍、働き方改革など、あらゆる政策を総動員することにより、デフレ脱却

を確実なものとしつつ、少子高齢化社会を乗り越えるための新しい経済政策パッケージを推進す

ることとされております。 

 このことを踏まえ、地方財政においても、国の取り組みと基調を合わせた聖域なき徹底した見

直しを推進する一方、地方が子ども・子育て支援や地方創生、公共施設等の適正管理に取り組み

つつ、地方の安定的な財政運営に必要となる一般財源総額について、平成２９年度地方財政計画

の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保することを基本として、地方財政対策を講じるも

のとされております。 

 本市の平成３０年度の予算編成に当たっては、こうした地方財政をめぐる国の動向に注視する

とともに、平成２７年度に策定した第２次壱岐市総合計画の着実な実施を軸として、スクラッ
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プ・アンド・ビルドの徹底、さらに事業の優先順位の明確化による効率的な予算配分を行うとと

もに、壱岐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン及び壱岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略

に基づき、特定有人国境離島地域社会維持推進事業における離島航路・航空路運賃の低廉化、滞

在型観光促進事業、創業事業支援拡大事業など、本市にとって有益な施策を最大限に活用し、雇

用促進・島内経済の活性化につなげていくための予算編成を行っております。 

 一方、本市の財政状況は、平成２８年度末の市債現在高が一般会計で２６９億５,６１４万

４,０００円、対前年度６億７,１４１万１,０００円の減であり、人件費、扶助費、公債費等の

義務的経費の割合は４４％、経常収支比率については８６.７％、対前年度１.９％増として、依

然として高い水準で推移しており、市税などの自主財源に乏しく、収入の多くを地方交付税や国

庫支出金に依存している本市の財政構造においては、今後、普通交付税の合併算定替え特例措置

の段階的縮減による影響等により、さらに厳しい財政運営が予想されることから、引き続き中期

財政計画、公共施設等総合管理計画に基づいた行財政改革に取り組むとともに、本市の将来を見

据えた財政運営に努めてまいります。 

 このような方針に基づいて編成した、平成３０年度の一般会計の予算規模は２７２億７,０００万

円、対前年度当初予算比で４７億４,７００万円、２１.１％増で、特別会計を含めた予算規模は

３６１億１,１４０万４,０００円、対前年度当初予算比３５億８５５万８,０００円、１０.８％

増となっております。 

 本日提出いたしました案件の概要は、条例の制定、一部改正に係る案件１９件、予算案件

１５件、その他４件でございます。 

 何とぞ十分な御審議をいただき、適正なる御判断を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上、本日までの取り組みを振り返りながら、市政運営に対する所信の一端と新年度の事業内

容等について申し述べましたが、今後もさまざまな行政課題に全力で対応しながら、財政の健全

化に努め、明日に希望の持てるまちづくり、そして将来の壱岐市を見据えたまちづくりに、全力

で取り組んでまいります。議員各位並びに市民皆様の御理解と御協力を賜りますようお願い申し

上げまして、施政方針といたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  これで施政方針の説明を終わります。 

 ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時２５分といたします。 

午前11時12分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時25分再開 

○議長（小金丸益明君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 
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────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第２号～日程第４１．議案第３８号 

○議長（小金丸益明君）  日程第５、議案第２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正についてから

日程第４１、議案第３８号平成３０年度壱岐市水道事業会計予算についてまで、以上３７件を一

括議題とします。 

 ただいま上程いたしました議案について、提案理由の説明を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  本日上程の議案につきましては、担当部長及び担当課長に説明をさせま

すので、よろしくお願いします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  山口教育次長。 

〔教育次長（山口 信幸君） 登壇〕 

○教育次長（山口 信幸君）  皆さん、おはようございます。議案第２号並びに第３号について御

説明いたします。 

 議案第２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正について、壱岐市附属機関設置条例の一部を改

正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、市長の附属機関のうち壱岐市都市計画審議会について、壱岐市都市

計画審議会条例の制定に伴い、別に定めることとなるため、本条例から削除し、また、教育委員

会の附属機関として、壱岐市いきっこ留学制度運営委員会を新設する必要があるため、所要の改

正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市附属機関設置条例の一部を次のように改正するものでございます。 

 別表アの市長の附属機関の部、壱岐市都市計画審議会の項を削り、別表イの教育委員会の附属

機関の部、壱岐市小中学校結核対策委員会の項の次に、壱岐市いきっこ留学制度運営委員会、壱

岐市いきっこ留学制度に関する重要な事項を協議決定し、制度の運営について審議することを加

えます。 

 なお、改正条文の新旧対照表を資料１の１、２ページに記載いたしておりますので、後ほどご

覧いただければと思います。 

 附則といたしまして、この条例は、平成３０年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で、議案第２号の説明を終わります。 

 続きまして、議案第３号壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例
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の一部改正について御説明いたします。 

 壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を

別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、教育委員会の附属機関として、壱岐市いきっこ留学制度運営委員会

を新設する必要があるため、所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を次のように改正

するものでございます。 

 別表中４４の学校給食運営委員の前に、いきっこ留学制度運営委員を加え、以下の区分を繰り

下げることといたします。 

 なお、改正条文の新旧対照表を資料１の３から５ページに記載いたしておりますので、後ほど

ご覧いただければと思います。 

 附則といたしまして、この条例は、平成３０年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で、議案第２号並びに第３号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

〔教育次長（山口 信幸君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  議案第４号、議案第５号及び議案第６号を続けて説明いたします。 

 議案第４号壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期付職員の採用等に関する条

例の一部改正について御説明を申し上げます。 

 壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を

改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、人事院の国家公務員の給与等に関する勧告に基づく国の給与改定及

び再任用制度の導入に伴い、本市職員の給与等について所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開きください。 

 この議案第４号の改正条例は、第１条から第４条及び附則の構成となっておりまして、改正し

ようとする本則は、条例の種類、適用日の違いにより分ける条立ての改正方法をとっております。 

 第１条では、壱岐市職員の給与に関する条例（平成１６年壱岐市条例第４１号）の一部を改正

しようとするもののうち、公布の日から施行し、平成２９年４月１日に遡及して適用するものを
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規定しております。 

 別冊議案関係資料の１の６ページから１０ページに改正条例の新旧対照表を載せております。

左が現行、右が改正案でございます。 

 なお、資料に下線をしておりますが、下線箇所は改正しようとする箇所でございます。 

 新旧対照表６ページをご覧ください。 

 第３３条第２項において、平成２９年１２月に支給する勤勉手当の支給月数を現行の０.８５月

から０.９５月に改め、０.１月引き上げる旨を規定しております。 

 新旧対照表の７ページをご覧ください。 

 再任用職員の勤勉手当の支給率を、６月分と１２月分それぞれ０.４月分（支給済み）の計

０.８月分を、今回１２月分を０.４５月分とし、計０.８５月分と定めております。 

 次に、議案書２ページから１７ページまでは行政職、海事職、教育職、医療職２から４の給料

表について、平均０.２％の引き上げ改定を行っております。 

 また、それぞれの給料表の最下段に、再任用職員の額を示しております。 

 次に、議案書１８ページをお開きください。 

 第２条は、壱岐市職員の給与に関する条例の一部改正をしようとするもののうち、公布の日か

ら施行し、平成３０年４月１日から適用するものを規定しております。 

 別冊議案関係資料１の新旧対照表８ページをご覧ください。 

 第３３条第２項第１号は、正規職員の６月と１２月に支給する勤勉手当の支給月数を、本条例

第１条の改正により、平成２９年度は６月が０.８５月分（支給済み）、１２月が０.９５月分

（支給済み）の計１.８月分としたところ、平成３０年度より６月分、１２月分をそれぞれ

０.９月分とし、計１.８月分と定めております。 

 第２号は、再任用職員の勤勉手当の支給率を、６月が０.４月（支給済み）、１２月が

０.４５月分（支給済み）の計０.８５月分としたところ、６月分、１２月分それぞれ０.４２５月

分とし、計０.８５月分と定めております。 

 次に、議案書１８ページをお開きください。 

 第３条は、壱岐市一般職の任期付職員の採用等に関する条例（平成２０年壱岐市条例第２号）

の一部改正をしようとするもののうち、公布の日から施行し、平成２９年４月１日に遡及して適

用するものを規定しております。 

 別冊議案関係資料１の新旧対照表９ページをお開きください。 

 第７条第２項は、特定任期付職員の平成２９年１２月の期末手当の支給月数を１.６２５月分

から１.６７５月分に改め、０.０５月、引き上げる規定をしております。 

 また、別表特定任期付職員給料表につきましても、国に準じて記載のとおりの改定をしており
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ます。 

 次に、議案書１８ページをお開き願います。 

 第４条は、壱岐市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正しようとするものの

うち、平成３０年４月１日から適用するものを規定しております。 

 別冊議案関係資料１の新旧対照表１０ページをご覧ください。 

 第７条は、特定任期付職員の１２月に支給する期末手当の支給月数を、本条例第３条で改正し

た１.６７５月分を１.６５月分に改め、６月に支給する期末手当についても１.６２５月分から

１.６５月分に改めております。 

 本条例第３条の改正により、平成２９年度は６月が１.６２５月分、１２月が１.６７５月分の

計３.３月分としたところ、適用日を異にする第４条の改正で、平成３０年度より６月が

１.６５月分、１２月が１.６５月分の計３.３０月分と定めております。 

 参考でございますが、現在、本市には一般及び特定任期付職員は在職をしておりません。例規

の整備のみでございます。 

 議案書１８ページ下段より２０ページまでは、附則として施行期日、適用日等について定めて

おります。 

 なお、参考までに、県内他の１２市全てが人事院勧告どおりの改定となります。改定済みが

１２月上程８市、または改定予定が３月上程４市となっております。 

 また、本市の給与体系につきましては、これまで引き上げ、引き下げ、いずれも人事院勧告に

基づく改定を、議会の御承認をいただき行ってきたところでありまして、特に平成２７年の４月

１日の改定では、俸給表の水準を平均２％、最大で４％の引き下げを行ったところであります。 

 さらに、壱岐市独自の取り組みとして、平成２５年４月から給与制度の透明性の確保と年功的

要素の解消を図るため、職務職責を十分に反映した職務給の原則に基づいた給与格付けを行う級

別標準職務表の見直しを行い、これにより５年間の激減緩和の経過措置期間が終了する本年４月

より、８５名の職員が１万円未満から最大で５万円以上の減額となるなど、独自の給与抑制策を

行ってきたところであり、現在、国家公務員の給与を１００としたときの地方公務員の給与水準

を指数化したラスパイレス指数は、平成２９年４月１日現在で本市が９７.９、県内市平均が

９８.２となっており、低い水準となっております。 

 以上、議案第４号の説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、議案第５号壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例及び壱岐市議会議員

の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について御説明いたします。 

 壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例及び壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 
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 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、国家公務員の特別職等の給与に関する取り扱いの状況等を踏まえ、

市長、副市長、教育長及び議会議員の期末手当の支給率を調整するため、所要の改正を行うもの

であります。 

 次のページをお開きください。 

 今回の改正は、現在の期末手当の支給率を現行の３.２５月から０.０５月を上乗せし、

３.３０月にするものであります。 

 第１条は、壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部を改正しようとするものの

うち、公布の日から施行し、平成２９年４月１日から適用するものを規定しております。つまり、

平成２９年度の適用分でございます。 

 改正内容は、市長、副市長、教育長の期末手当の支給率を現行の１２月期１.７月を１.７５月

に改め、支給済みの６月期１.５５月と合わせて、年間３.３０月とするものでございます。 

 現行より０.０５月の増加となりますが、この増加分を既に支給しております１２月期の期末

手当に上乗せして３月末までに支給することとなります。 

 第２条は、壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部を改正しようとするものの

うち、公布の日から施行し、平成３０年４月１日から適用するものを規定しております。つまり、

平成３０年度の適用分でございます。 

 改正内容は、市長、副市長、教育長の期末手当の支給率について、６月期を現行の１.５５月

から１.５７５月に、１２月期を現行の１.７５月から１.７２５月に、年間計３.３０月に改正す

るものであります。 

 第３条は、壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正しようとする

もののうち、公布の日から施行し、平成２９年４月１日から適用するものを規定しております。 

 改正内容は、市議会議員の期末手当の支給率を現行の１２月期１.７月を１.７５月に改め、支

給済みの６月期１.５５月と合わせて、年間３.３０月とするものであります。現行より

０.０５月の増加となります。 

 第４条は、壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正しようとする

もののうち、公布の日から施行し、平成３０年４月１日から適用するものを規定しております。 

 改正内容は、市議会議員の期末手当の支給率について、６月期を現行の１.５５月から

１.５７５月、１２月期を現行の１.７５月を１.７２５月、年間計３.３０月に改正するものであ

ります。 

 新旧対照表につきましては、参考資料１の１１ページから１４ページに載せております。 

 附則は、ただいま説明いたしました施行日及び適用日について規定をしております。 
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 昨年１２月に支給された期末手当でありますが、１２月に支給する期末手当は、改正条例の公

布後は改正規定の内払いとなり、差額分については条例公布後の支給となります。 

 なお、参考までに県内他の１２市の特別職並びに議員の改定状況でございますが、期末手当の

率が既に今回改正後の３.３月以上になっている２市を除き、全て法改正に準じて３.３月の改正

となります。改正済みが１２月上程８市、または改正予定が３月上程２市となっております。 

 以上、議案第５号の説明を終わらせていただきます。 

 続きまして、議案第６号壱岐市土地開発基金条例の廃止について御説明を申し上げます。 

 議案第６号壱岐市土地開発基金条例を廃止する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、壱岐市では、公用もしくは公共用地を先行取得することにより、事

業の円滑な執行を図るため、平成１６年３月に旧４町の土地開発基金を引き継ぎ、壱岐市土地開

発基金を設立したところでございます。 

 しかしながら、現在、当該基金で保有する土地もなく、土地購入についても、通年議会である

ことから、その都度、必要な時期に予算計上できる環境にあり、当該基金に保有する現金につい

ても、新たな用地の取得に活用されておりません。 

 以上のことから、土地開発基金についても、公共用地の先行取得の必要性が薄れ、今後の活用

も見込まれないことなどから、平成２９年度をもって廃止しようとするものでございます。 

 基金の状況としては、平成１６年合併当初の現在高が現金４,５８８万７５９円、土地が８億

５,７３１万９,１４１円、計９億３１９万９,９００円でございました。 

 その後、土地開発基金で購入した土地について、一般会計予算等で買い戻しを行い、取り崩し

により一般会計へ繰り入れるなど整理を行い、平成２９年度末の現在高見込みは、現金１,４４７万

３,６９６円、土地の保有はございません。 

 当該基金の廃止に伴い、現在、基金で保有する現金については、一般会計に繰り入れて、後年

度の予算の財源として有効に活用していくことになります。 

 次のページをお開きください。 

 壱岐市土地開発基金条例（平成１６年壱岐市条例第７４号）は廃止する。 

 附則といたしまして、この条例は、平成３０年４月１日から施行しようとするものでございま

す。 

 議案第６号の説明を終わらせていただきます。 

 以上で、議案第４号から議案第６号まで続けて説明をさせていただきました。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 
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○議長（小金丸益明君）  左野企画振興部長。 

〔企画振興部長（左野 健治君） 登壇〕 

○企画振興部長（左野 健治君）  議案第７号、第８号について、続けて御説明します。 

 議案第７号壱岐観光サービス拠点施設条例の制定について、壱岐観光サービス拠点施設条例を

別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、壱岐市を訪れる観光客や市民皆様に対して観光情報及びサービスの

提供を行うことにより、その利便性を増進し、交流人口の拡大及び観光の振興に寄与するための

施設として、本年度、地方創生拠点整備交付金を活用し整備しておりました壱岐観光サービス拠

点施設がこの３月末に完成することにより、条例の制定を行うものでございます。 

 次のページをお開きください。 

 壱岐観光サービス拠点施設条例、第１条設置について、第２条は設置施設の名称及び位置につ

いてでございます。名称は壱岐観光サービス拠点施設、位置は壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦２８１番地

２４でございます。第３条は管理について、第４条は利用について、第５条は使用料について、

第６条は使用制限について、第７条は遵守事項について、第８条は損害賠償について、第９条は

管理の代行について、第１０条は委任について定めております。 

 附則といたしまして、この条例は、平成３０年４月１日から施行するものといたしております。 

 次に、議案第８号について御説明いたします。 

 議案第８号壱岐市テレワーク施設条例の制定について、壱岐市テレワーク施設条例を別紙のと

おり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、テレワークの推進により、雇用の活性化及び都市との交流を図る拠

点として、また、多様な人々が集まり、壱岐市の未来について語り合うための施設として、本年

度、地方創生拠点整備交付金を活用し整備しておりました壱岐市テレワーク施設及び短期滞在型

宿泊施設シェアハウスがこの３月末に完成することにより、条例の制定を行うものでございます。 

 次のページをお開きください。 

 壱岐市テレワーク施設条例、第１条設置について、第２条は名称及び位置について、名称は壱

岐市テレワーク施設、位置は壱岐市芦辺町深江鶴亀触１０９２番地５外でございます。第３条は

利用の許可について、第４条は使用料について、第５条は使用料の減免について、第６条は遵守

事項について、第７条は損害賠償等について、第８条は利用の許可の取り消し等について、第

９条は管理の代行等について、第１０条は利用料金の収受等について、第１１条は委任について

定めております。 



- 44 - 

 附則といたしまして、この条例は、平成３０年４月１日から施行するものといたしております。 

 また、準備行為について定めております。別表第４条及び第１０条関係でございますが、テレ

ワークセンターの料金については、個室、１月４万５,０００円、固定席、１月１万５,０００円、

自由席、１月８,０００円、初回の登録料５,０００円、コミュニティスペースにつきましては、

原則無料ですが、利用者が入場料等を徴収する場合につきましては、１時間当たり５００円とい

う料金を設定いたしております。また、シェアハウスにつきましては、１月３万円でございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔企画振興部長（左野 健治君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  堀江市民部長。 

〔市民部長（堀江 敬治君） 登壇〕 

○市民部長（堀江 敬治君）  議案第９号壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部改正について御説明をいたします。 

 壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例を別紙のとおり定める。 

 提案理由は、就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部

改正に伴い、所要の改正を行うものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 次のページをお開き願います。 

 改正内容は、第１５条第１項第２号中、同条第９項を同条第１１項に改めるものでございます。 

 資料としまして、議案関係資料１の１５ページに新旧対照表を添付しております。 

 条例の改正点は、本条例が参照基準としている就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的

な提供の推進に関する法律、通称、認定こども園法の第３条第７項に政令指定都市の長が行うべ

き知事への協議及び第１０項に報告すべき業務が追加されたことにより、条ずれが生じたため、

改正の要があるものでございます。 

 附則としまして、この条例は、平成３０年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で、議案第９号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔市民部長（堀江 敬治君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１３時とします。 

午前11時56分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（小金丸益明君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 議案説明を続けます。髙下保健環境部長。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 登壇〕 

○保健環境部長（髙下 正和君）  議案第１０号から議案第１３号までを一括して御説明申し上げ

ます。 

 まず、議案第１０号壱岐市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準に関する条例の制

定について御説明いたします。 

 壱岐市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準に関する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、指定居宅介護支援事業所の指定等に関する権限が、平成３０年度より都道府県か

ら市町村に移譲されることに伴い、条例の制定をするものであります。 

 次のページをお開きください。 

 この条例は、第１章で、趣旨及び基本方針、第２章、人員に関する基準、第３章、運営に関す

る基準、第４章、基準該当居宅介護支援に関する基準といたしております。 

 附則といたしまして、この条例は平成３０年４月１日から施行するものでございます。 

 続きまして、議案第１１号壱岐市手数料条例の一部改正について御説明申し上げます。 

 壱岐市手数料条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、指定居宅介護支援事業所の指定権限が、県から移譲されることに伴い、指定申請

等の手数料を新たに定める必要があるため、所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開きください。 

 改正内容につきましては、指定申請の手数料１件につき１万２,０００円及び指定更新申請の

手数料１件につき８,０００円を追加するものでございます。 

 なお、この条例は平成３０年４月１日から施行するものでございます。 

 続きまして、議案第１２号壱岐市介護保険条例の一部改正について御説明いたします。 

 壱岐市介護保険条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、第７期介護保険事業計画の策定に伴う介護保険料率の設定及び介護保険法の一部

改正に伴う過料を科する規定が見直されたことについて、所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開きください。 

 改正の内容は、基準介護保険料を年額７万３,７００円として設定をし、各段階の保険料を条

文のとおり改正するものでございます。 

 附則として、この条例は平成３０年４月１日から施行するものでございます。 
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 また、経過措置といたしまして、改正後の壱岐市介護保険条例第５条の規定は、平成３０年度

分の保険料から適用し、平成２９年度以前の年度分については、従前の例によるものといたしま

す。 

 続きまして、議案第１３号壱岐市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について御説明いた

します。 

 壱岐市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由は、高齢者の医療確保に関する法律の一部改正に伴い、住所地特例の見直しに係る事

務取扱が開始されることについて、所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開きください。 

 改正内容につきましては、これまで本市の国民健康保険被保険者である他県の施設入所者が

７５歳に達した段階で、医療保険が国保から後期高齢者医療に変わることにより、施設所在地の

県広域連合の被保険者となることになっておりましたが、今回、改正により７５歳に達した後も

入所が継続する間、本県広域連合の被保険者となるよう改めるものでございます。 

 なお、この条例は平成３０年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で、議案第１０号から議案第１３号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願い

いたします。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  原田建設部長。 

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕 

○建設部長（原田憲一郎君）  議案第１４号から議案第１６号まで、続けて説明いたします。 

 議案第１４号壱岐市都市計画審議会条例の制定について。 

 壱岐市都市計画審議会条例を別紙のとおり定めるものでございます。 

 本日の提出です。 

 都市計画審議会については、上位法となる都市計画法第７７条の２第３項に、市町村都市計画

審議会の組織及び運営に関し、必要な事項は政令で定める基準に従い、市町村の条例で定めると

規定されております。このため、壱岐市附属機関設置条例の中から、都市計画審議会を削除しま

して、新たに壱岐市都市計画審議会条例を制定するものでございます。 

 次のページをお願いします。 

 条例の内容は、第２条に所掌事務、第３条に組織、第４条に委員の任期などを示しております。 

 附則としまして、この条例は平成３０年４月１日から施行するものでございます。 

 続きまして、議案第１５号壱岐市都市公園条例の一部改正について。 
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 壱岐市都市公園条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出です。 

 提案理由は、都市公園法及び都市公園法施行令の一部改正に伴い、所要の改正を行うものでご

ざいます。 

 内容は、現行条例の第２条の３に１項を加え、６項として、「令第８条第１項の条例で定める

割合は１００分の５０とする」としています。これは、一つの都市計画公園に設ける運動施設面

積の総計が当該公園の敷地面積に占める割合を示しております。 

 また、第１４条に１項を加え、３項として、「第１項の規定に基づく処分により生じた損害に

ついては、市はその賠償の責めを負わない」とします。 

 そのほかには、表現の見直しなどを行っております。 

 附則としまして、この条例は平成３０年４月１日から施行するものです。 

 別添資料の１の議案関係資料の２２ページに新旧対照表を添付しておりますので、御参照いた

だきたいと思います。 

 続きまして、議案第１６号壱岐市道路占用料徴収条例の一部改正について。 

 壱岐市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定めるものでございます。 

 本日の提出です。 

 提案理由は、道路法施行令の一部改正に伴い、所要の改正を行うものです。 

 道路占用料については、道路法施行令によって決められておりますが、占用料金の額の見直し

が３年に一度行われ、平成２７年度に行われた固定資産税評価替え、地価に対する賃料の水準の

変動などを踏まえまして、国の道路占用料が平成２９年度から改定されております。 

 壱岐市も国の改定に伴って、別紙のとおり、道路占用料を改定するものでございます。 

 この改正により、例を挙げますと、一般的な電柱で、現行では、１本につき１年間で３１０円

が３００円に、そのほかのもので、占用面積１平米につき１年で５６０円が５４０円にと、この

ようにほとんどの項目で減額になります。 

 附則としまして、この条例は平成３０年４月１日から施行するものでございます。 

 別添資料１の議案関係資料の２３から２９ページに新旧対照表を添付しておりますので、御参

照いただきたいと思います。 

 以上で、議案第１４号から議案第１６号までの説明を終わります。御審議のほど、よろしくお

願いします。 

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  山口教育次長。 

〔教育次長（山口 信幸君） 登壇〕 
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○教育次長（山口 信幸君）  議案第１７号壱岐市体育施設条例の一部改正について説明をいたし

ます。 

 壱岐市体育施設条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、石田テニスコートを石田幼保連携型認定こども園（仮称）建設予定

地として用途の変更を必要とするため、所要の改正を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 壱岐市体育施設条例の一部を次のように改正するものでございます。 

 第１条第２項の表中、石田テニスコート及び壱岐市石田町石田西触１２２５番地１並びに別表

石田テニスコートの項を削ることといたします。 

 なお、改正条文の新旧対照表を資料１の３０、３１ページに記載いたしておりますので、後ほ

どごらんいただければと思います。 

 附則といたしまして、この条例は平成３０年４月１日から施行するものでございます。 

 以上で、議案第１７号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔教育次長（山口 信幸君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  下條消防長。 

〔消防長（下條 優治君） 登壇〕 

○消防長（下條 優治君）  議案第１８号、議案第１９号を続けて御説明させていただきます。 

 まず、議案第１８号壱岐市火災予防条例の一部改正について御説明を申し上げます。 

 壱岐市火災予防条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、重大な消防法令違反のある防火対象物について、利用者等に建物の

危険性に関する情報を公開し、利用者等の選択を通じて、防火安全に対する認識を高めて火災被

害の軽減を図るとともに、防火対象物の関係者による防火安全体制の確立を促す必要があるため、

所要の改正を行うものです。 

 次のページをお開き願います。 

 改正の内容でございますが、第４７条の次に、防火対象物の消防用設備等の状況の公表といた

しまして、第４７条の２を追加し、公表に係る条項としまして、第１項に消防長の責務、第２項

には関係者への事前通知義務、第３項で手続は規則で定める旨をそれぞれ規定するものでありま

す。 

 附則といたしまして、この条例は平成３０年１０月１日から施行することとしております。 

 以上で、議案第１８号の説明を終わります。 
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 次に、議案第１９号壱岐市消防関係手数料条例の一部改正について御説明を申し上げます。 

 壱岐市消防関係手数料条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定める。 

 本日の提出でございます。 

 提案理由でございますが、直近の人件費単価及び消費者物価指数の変動を反映し、地方公共団

体の手数料の標準に関する政令の一部を改正する政令が平成３０年１月２６日に公布され、平成

３０年４月１日から施行されることから、所要の改正を行うものであります。 

 改正の内容でございますが、別表第１に定められた危険物施設の設置等にかかわる申請手数料

を改正するもので、危険物施設である規模の大きな屋外タンク貯蔵所等を設置する場合の許可に

係る申請手数料の額、完成検査前の事前検査を行う際の申請手数料の額、屋外タンク貯蔵所の保

安検査に係る申請手数料の額を改正するものであります。 

 改正額の比較につきましては、資料１、新旧対照表の３４ページから４７ページを御参照願い

ます。 

 以上で、議案第１９号の説明を終わります。 

 議案第１８号及び議案第１９号につきまして、御審議、よろしくお願い申し上げます。 

〔消防長（下條 優治君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  左野企画振興部長。 

〔企画振興部長（左野 健治君） 登壇〕 

○企画振興部長（左野 健治君）  議案第２０号、第２１号について続けて御説明いたします。 

 議案第２０号公の施設の指定管理者の指定について、下記のとおり、公の施設の指定管理者を

指定する。 

 本日の提出でございます。 

 １、公の施設の名称及び位置。名称は「壱岐市筒城浜ふれあい広場」、位置は、壱岐市石田町

筒城仲触１８５６番地７外。 

 ２、指定管理者。壱岐市郷ノ浦町本村触６８３番地２、一般社団法人壱岐市観光連盟、会長長

嶋立身。 

 ３、指定期間。平成３０年４月１日から平成３３年３月３１日までの３年間でございます。 

 提案理由は、壱岐市筒城浜ふれあい広場の指定管理者を指定するため、地方自治法第２４４条

の２第６項の規定により、議会の議決を経ようとするものでございます。 

 指定管理者候補者である一般社団法人壱岐市観光連盟は、壱岐市の観光振興の母体であり、当

該施設の運営を行う団体としてこの団体が最適と判断して、非公募として壱岐市の公の施設の指

定管理者選定委員会で審査・選定いたしました。 

 なお、議案の提出に伴いまして、一般会計当初予算におきまして、債務負担行為を設定させて
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いただいております。 

 次に、議案第２１号について御説明いたします。 

 議案第２１号公の施設の指定管理者の指定について、下記のとおり、公の施設の指定管理者を

指定する。 

 本日の提出でございます。 

 １、公の施設の名称及び位置。名称「壱岐市テレワーク施設」、位置は、壱岐市芦辺町深江鶴

亀触１０９２番地５外。 

 ２、指定管理者。壱岐市芦辺町深江鶴亀触１０９２番地５、一般社団法人壱岐みらい創りサイ

ト、代表理事髙下徳広。 

 ３、指定期間。平成３０年４月１日から平成３３年３月３１日までの３年間でございます。 

 提案理由は、壱岐市テレワーク施設の指定管理者を指定するため、地方自治法第２４４条の

２第６項の規定により、議会の議決を経ようとするものでございます。 

 指定管理者候補者である一般社団法人壱岐みらい創りサイトは、地方創生連携協定を提携して

いる富士ゼロックス株式会社と壱岐市が、地方創生のための主要事業であるテレワークの推進の

ために設立した団体であり、当該施設の運営管理を行う団体としてこの団体が最適と判断して、

非公募として壱岐市の公の施設の指定管理者選定委員会で審査・選定いたしました。 

 なお、議案の提出に伴いまして、一般会計当初予算におきまして、債務負担行為を設定させて

いただいております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔企画振興部長（左野 健治君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  髙下保健環境部長。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 登壇〕 

○保健環境部長（髙下 正和君）  議案第２２号壱岐市高齢者福祉計画及び第７期介護保険事業計

画の策定について御説明申し上げます。 

 壱岐市高齢者福祉計画及び第７期介護保険事業計画を別紙のとおり定めることについて、地方

自治法第９６条第２項及び壱岐市議会基本条例第１２条の規定により、議会の議決を求めるもの

でございます。 

 本日の提出でございます。 

 第６期の壱岐市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画におきましては、「高齢期になっても、

健康で安心して暮らせるまちの実現」を基本理念として、地域包括ケアを進めるべく取り組んで

まいりました。 

 第７期の計画におきましても、６期において掲げた基本理念を継承し、地域福祉について市民
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の皆様の理解を深め、自主的な健康づくりや地域の見守り等を促進する地域づくり、人づくりを

踏まえ、全ての高齢者を対象として、住みなれた地域で生き生きと暮らし続けていくために、福

祉サービスのみならず、地域活動や生きがいづくりを含めた総合的な保健福祉の向上を図ること

を目標として、策定をいたしております。 

 計画の策定に当たっては、高齢者人口等の将来予測、また高齢者の日常生活の状況を把握する

ため、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査や在宅介護実態調査を実施し、その調査結果から、

３カ年の介護需要によるサービスの種類ごとの見込みや、そのために必要な保険料水準を推計し

て、介護保険料の算定を実施いたしました。 

 基準月額は、８８３円アップの６,１４５円として、年額７万３,７００円に設定をいたしてお

ります。 

 計画の詳細につきましては、次ページ以降に添付いたしておりますので御確認をお願いいたし

ます。 

 被保険者の皆様には、御理解と御協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 以上で、議案第２２号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  議案第２３号長島地区放射線防護対策施設整備工事（建築主体工

事）請負契約の変更について御説明いたします。 

 長島地区放射線防護対策施設整備工事（建築主体工事）請負契約を下記のとおり変更するため、

地方自治法第９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 １、契約の目的。長島地区放射線防護対策施設整備工事（建築主体工事）。 

 ２、契約の方法。随意契約。 

 ３、変更後契約金額。１億７,６０１万８４０円、現契約金額１億８,６８４万円、１,０８２万

９,１６０円の減額でございます。 

 ４、契約の相手方。壱岐市郷ノ浦町坪触２５８３番地。有限会社割石工務店、代表取締役割石

賢明。 

 提案理由でございますが、長島地区放射線防護対策施設整備工事（建築主体工事）において、

可動式間仕切り及び屋根部分と外壁の断熱工法の減等により、契約変更を行うものであります。 

 次のページをお開きください。 

 参考資料といたしまして、主な変更箇所について、変更前と変更後の平面図を載せております。 
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 １枚目と２枚目の平面図は、可動式間仕切りの変更部分になりますが、当初の設計では、１階

左側避難室に要配慮者のスペースを確保するため、鉄骨レールにスライディングウオールを設置

する工法としておりましたが、変更後は、可動式間仕切りをつくり込まずに、自在な間仕切りに

適しているパーティションを購入設置することに変更しました。 

 ３枚目と４枚目の図面は、屋根及び外壁に断熱工法を施すことにしておりましたが、最長３日

間の滞在を想定する避難施設としては、県との協議の折に省エネルギー対応にする必要はないと

の指摘があり、工法の変更を行っております。 

 なお、参考でございますが、工期につきましても変更を行う予定にしております。現在の工期

は平成２９年１０月２７日から平成３０年３月３１日までとしておりますが、５月３１日まで工

期を延長します。 

 理由といたしましては、２次離島での工事のため、季節風の影響を受けまして、建築資材等の

運搬が計画どおりに進まなかったこと、今後も同様の事由により、島への運搬に困難を来す状況

も予想されることを考慮し、国、県に対しまして、工期延長の変更承認の手続をとっております。 

 また、同時期に発注しております原島地区放射線防護対策施設整備工事につきましても、同様

の措置をとる予定でございます。 

 以上で、議案第２３号の説明を終わらせていただきます。御審議のほど、よろしくお願いをい

たします。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  松尾財政課長。 

〔財政課長（松尾 勝則君） 登壇〕 

○財政課長（松尾 勝則君）  議案第２４号平成２９年度壱岐市一般会計補正予算（第１１号）に

ついて御説明申し上げます。 

 平成２９年度壱岐市の一般会計補正予算（第１１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１０億６６０万

８,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２６２億５,７６７万円とします。 

 第２項は記載のとおりでございます。 

 繰越明許費の補正。第２条、繰越明許費の追加・変更は、第２表繰越明許費補正によるもので

ございます。 

 地方債の補正。第３条、地方債の変更は、第３表地方債補正によるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ２から４ページをお開き願います。 

 第１表歳入歳出予算補正の款項の区分の補正額等については、記載のとおりでございます。 
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 ５から６ページをお開き願います。 

 第２表繰越明許費補正。１、追加で、２款１項総務管理費の高等職業訓練校耐震改修事業ほか

１３件の事業費総額２億３,１５９万６,０００円につきましては、工事内容の変更等に係る設計

協議・調整に不測の日数を要したことなどにより、年度内に事業が完了しない見込みであるもの

につきまして、翌年度に繰り越して使用できる繰越明許費を追加計上しております。 

 また、２、変更で、４款１項保健衛生費の水道事業会計繰出金ほか３件の事業費総額１６億

８,０９０万５,０００円は、昨年１２月会議に上程いたしました補正予算（第９号）に係るもの

の変更でございます。 

 なお、事業の完了予定及び繰り越し理由等の詳細につきましては、別紙資料２、平成２９年度

３月補正予算案概要の２６から３５ページに記載のとおりでございますので、後ほど御参照いた

だきますようお願いいたします。 

 ７から１０ページにかけましては、第３表地方債補正、１、変更で、それぞれ起債を充当して

実施する事業につきまして、事業費の精査を行い、借入限度額について増額、減額の補正を行っ

ております。 

 それでは、事項別明細書により、主な内容について御説明いたします。 

 まず、歳入について説明いたします。 

 １４から１５ページをお開き願います。 

 １０款１項１目地方交付税は、特別交付税で５１０万７,０００円を増額いたしております。 

 次に、１２款１項２目災害復旧費分担金、農地及び農業用施設災害復旧費分担金は、昨年７月

の集中豪雨災害については、激甚災害の適用を受けることとなり、国庫補助率の増加に伴い、受

益者負担が軽減されること、また、国の予算配分の状況から、今年度においては、復旧件数全体

の７割相当を予算計上することとなったため、既予算計上額から８,１０８万３,０００円を減額

しております。 

 次に、１４款２項１目総務費国庫補助金、特定有人国境離島地域社会維持推進交付金は、離島

輸送コスト支援事業の事業費実績見込みにより、２,２００万３,０００円を減額しております。 

 １６から１７ページをお開き願います。 

 １５款２項１目総務費県補助金、特定有人国境離島地域社会維持推進交付金は、国庫補助金と

同様に、離島輸送コスト支援事業、滞在型観光促進事業、雇用機会拡充事業の事業費実績見込み

により、８,６２６万５,０００円を減額しております。 

 次に、８目災害復旧費県補助金、農地及び農業用施設災害復旧費補助金は、先ほど分担金でも

説明いたしましたとおり、国庫補助率の増高及び全体の７割相当の予算計上とするため、１億

４,４４６万円を増額いたしております。 
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 １８から１９ページをお開き願います。 

 １７款１項２目指定寄附金、ふるさと応援寄附金は、当初の見込みを大幅に上回る実績となる

見込みであり、８,０００万円を増額いたしております。 

 次に、１８款１項１目基金繰入金、財政調整基金繰入金は、主に災害復旧事業費への充当財源

として計上しておりましたが、国庫補助金の増額及び事業費の減額に伴い、６億８,０００万円

を減額しております。 

 ２１款市債につきましては、７から１０ページの第４表、地方債補正で説明したとおりでござ

います。 

 次に、歳出について説明いたします。 

 歳出につきましては、別表資料２の平成２９年度３月補正予算案概要の主要事業の中から主な

内容について御説明いたします。 

 資料２の２から３ページをお開き願います。 

 ２款総務費１項６目企画費、ふるさと応援寄附金１億１,０００万円の増額補正は、本年１月

末現在での寄附申し込み額が既に当初予算計上額の約１.４倍と大幅に上回っており、年度末の

実績を見込んで基金への積立金及び返礼品、事務諸経費等について増額するものでございます。 

 次に、１３目国境離島振興費につきましては、航路航空路運賃低廉化事業、創業事業拡大支援

事業ほか全６事業において、事業費の実績見込みにより、総額で１億６,１３４万９,０００円の

減額補正を行っております。 

 次に、６から７ページをお開き願います。 

 ３款民生費１項４目国民健康保険事業費、直営診療施設勘定繰出金１,０８８万７,０００円の

補正は、人口減少等による診療報酬収入の減に伴い、構造的な赤字に陥っており、これまで基金

の取り崩し等で運営を行ってきましたが、昨年度より一般会計からの繰り入れが必要となってお

ります。 

 次に、１４から１５ページをお開き願います。 

 ５款農林水産業費２項２目林業振興費、自然災害防止事業及び被災住居等林地災害土砂除去事

業につきましては、災害復旧工事の申請取り下げ等により、合計で６,１８６万８,０００円を減

額しております。 

 １６から１７ページをお開き願います。 

 ６款商工費１項２目商工振興費、しま共通地域通貨発行事業５,５００万円の減額補正は、前

年度までの事業費精算に伴う委託料の減額によるものでございます。 

 １８から１９ページをお開き願います。 

 ９款教育費３項１目中学校管理費４,０３８万８,０００円の減額補正は、芦辺中学校校舎改
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築・改修工事に伴う旧那賀中学校校舎解体工事など、事業費の減額によるものでございます。 

 ２０から２１ページをお開き願います。 

 １０款災害復旧費につきましては、事業の繰り越しを含めて、本年度で実施する災害復旧事業

費について精査を行い、農地等災害及び公共土木施設災害の合計で４億７,６７０万３,０００円

を減額しております。 

 そのほか、各事業の入札執行等、実績見込みによる不用額につきまして、減額補正を行ってお

ります。 

 以上で、議案第２４号平成２９年度壱岐市一般会計補正予算（第１１号）について説明を終わ

ります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〔財政課長（松尾 勝則君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  髙下保健環境部長。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 登壇〕 

○保健環境部長（髙下 正和君）  議案第２５号から２７号までを一括して説明させていただきま

す。 

 議案第２５号平成２９年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）について御説

明申し上げます。 

 平成２９年度壱岐市の国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）は、次に定めるところに

よる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２億

７,４１４万９,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５２億６,１２７万

９,０００円とし、診療施設勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７０３万５,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,０３５万３,０００円とします。 

 ２項については記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、１款１項国民健康保険税につきましては、課税所得や被保険者数の移動

により、それぞれにおいて増額及び減額し、計１３１万１,０００円を増額しております。 

 ３款１項国庫負担金につきましては、額の確定により、計９,３９８万９,０００円を減額いた

しております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。 

 ３款２項国庫補助金については４１４万１,０００円を、１款１項県負担金については、計

２,４０７万８,０００円を、４款２項県補助金につきましては、計３,５８４万２,０００円を、
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額の確定により減額いたしております。 

 ６款１項前期高齢者交付金につきましても、額の確定により１,５２４万９,０００円を減額を

いたしております。 

 １２ページ、１３ページをお開き願います。 

 ７款１項共同事業交付金については、高額医療共同事業交付金及び保険財政共同安定化事業交

付金の額の確定により、計１億９,５１２万３,０００円を減額いたしております。 

 ９款１項一般会計繰入金は、額の確定及び決算見込みにより、計４,００５万１,０００円を減

額をいたしております。 

 また、１０款１項繰越金は、前年度の繰越金１億３,３０１万３,０００円を財源として計上い

たしております。 

 １４ページ、１５ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、２款１項療養費の１目一般被保険者療養給付費及び２目退職被保険者等

療養給付費、２項２目退職被保険者等高額療養費、２款４項出産育児諸費につきましては、決算

見込みにより、それぞれ減額いたしております。 

 １６、１７ページをお開き願います。 

 ６款介護納付金、７款共同事業拠出金につきましては、額の確定により減額いたしております。 

 以上で、議案第２５号の説明を終わります。 

 続きまして、議案第２６号平成２９年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

２号）について御説明いたします。 

 平成２９年度壱岐市の後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８００万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億２,６７０万１,０００円とします。 

 ２項については記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、１款１項後期高齢者医療保険料について、計８００万円を増額計上いた

しております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、２款１項後期高齢者医療広域連合納付金について、保険料の収入決算見

込みにより、８００万円増額をいたしております。 

 以上で、議案第２６号の説明を終わります。 
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 続きまして、議案第２７号平成２９年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて御説明いたします。 

 平成２９年度壱岐市の介護保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１,９０６万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３４億９,９７５万

５,０００円とします。 

 第２項については記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、３款２項国庫補助金は、調整交付金の交付率の変更に伴い２,７００万

円を減額し、その財源確保のため、７款２項基金繰入金において、介護給付費準備基金より同額

を追加計上いたしております。 

 また、８款繰越金につきましても、財源確保のため、前年度からの繰越金２,５９２万

９,０００円を追加計上しております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。 

 歳出につきましては、１款３項介護認定審査会費は、総合事業の実施に伴う認定期間の延長等

による介護認定申請件数の減に伴い、主治医の意見書の手数料の減額をいたしております。 

 ６款１項諸支出金２目償還金は、国庫支出金及び県支出金の精算に伴う１,９０３万円を増額

をいたしております。 

 以上で、議案第２５号から２７号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  原田建設部長。 

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕 

○建設部長（原田憲一郎君）  議案第２８号平成２９年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第

３号）。 

 平成２９年度壱岐市の下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによりま

す。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,３２５万

９,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億４,８９０万８,０００円と

します。 

 ２項及び第２条、第３条については記載のとおりです。 
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 本日の提出です。 

 １０から１１ページをお願いします。 

 ２、歳入ですが、４款県支出金で５８８万円を減額し、そのほかに使用料などの減額補正をし

ております。 

 主な内容は、漁業集落排水整備事業補助金の内示減、そして使用料などの実績見込みによるも

のでございます。 

 次に、１２から１３ページをお願いします。 

 ３、歳出でございます。２款１項管理費で３１４万８,０００円の減額、２款２項１目施設整

備費で９８０万円の減額をしております。これは、漁業集落排水整備事業の加入助成金や施設管

理業務などの実績見込みによる減額と漁業集落環境整備事業補助金の内示減により、工事請負費

の減額をしております。 

 議案第２８号に関する主要事業については、資料２の２４から２５ページに掲載しております。 

 以上で、議案第２８号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  議案第２９号平成２９年度壱岐市三島航路事業特別会計補正予算

（第１号）について御説明を申し上げます。 

 平成２９年度壱岐市の三島航路事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３９万６,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,１１３万１,０００円とします。 

 第２項は記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。 

 歳入について御説明をいたします。４款繰入金１項一般会計繰入金１目一般会計繰入金でござ

いますけれども、一般会計からの繰入金３９万６,０００円の増額を計上しております。 

 次に、１０ページ、１１ページをお開き願います。 

 歳出について御説明をいたします。１款運航費１項運航管理費１目一般管理費でございますが、

１節報酬につきましては、嘱託職員の時間外手当追加分１８万円を計上しております。 

 ２節給料及び３節職員手当につきましては、議案第４号で説明をいたしました、壱岐市職員の

給与に関する条例の一部改正を根拠とする給与の改定及びその他の増加分として給料５万

５,０００円、職員手当３６万１,０００円を増額計上いたしております。また、４節共済費につ
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きましては、実績見込みに基づき、２０万円を減額しております。 

 給与費明細書につきましては、１３ページ、１４ページ、１５ページのとおりでございます。 

 以上で、議案第２９号の説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いをいたします。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  原田建設部長。 

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕 

○建設部長（原田憲一郎君）  議案第３０号平成２９年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号）。 

 第１条、平成２９年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによりま

す。 

 第２条、平成２９年度壱岐市水道事業会計予算、第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額

を次のとおり補正するものでございます。 

 収入の第１款水道事業収益で４９万７,０００円の増額、支出の第１款水道事業費用では

１８万３,０００円の減額をしています。 

 第３条、平成２９年度壱岐市水道事業会計予算、第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額

を次のとおり補正するものでございます。 

 収入の第１款資本的収入で１,２４７万２,０００円の増額、支出の第１款資本的支出で

１５１万２,０００円の増額をしております。 

 ２ページの第４条は記載のとおりでございます。 

 本日の提出です。 

 １０から１１ページをお願いします。 

 収益的収入及び支出ですが、総経費で給与改定に伴い、４９万７,０００円の増額と印刷製本

費の実績見込みにより、６０万円の減額を行いまして、差し引き１０万３,０００円の減額、ま

た、浄水場汚泥運搬処理委託料や浄水用薬品代などの実績見込みによる減額と、災害や寒波など

によります水道施設修繕料などが不足することから増額を行い、差し引きで１８万３,０００円

の減額となっております。 

 このような予算の組み替えを行っています。 

 １２から１３ページをお願いします。 

 資本的収入及び支出ですが、収入で１,２４７万２,０００円の増額をしており、これは道路改

良工事に伴う配管替えでございます。支出では、１５１万２,０００円の増額をしております。

これは、公共下水道事業に伴う給排水管の布設替えでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕 
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○議長（小金丸益明君）  松尾財政課長。 

〔財政課長（松尾 勝則君） 登壇〕 

○財政課長（松尾 勝則君）  議案第３１号平成３０年度壱岐市一般会計予算について御説明申し

上げます。 

 平成３０年度壱岐市の一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２７２億７,０００万円と定

める。 

 第２項につきましては、記載のとおりでございます。 

 債務負担行為。第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすること

ができる事項。期間及び限度額は、第２表、債務負担行為によるものでございます。 

 地方債。第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３表、地方債によるものでございます。 

 一時借入金。第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの

最高額は、３０億円と定めるものでございます。 

 歳出予算の流用。第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により、歳出予算の

各項の経費の金額を流用することができる場合は、第１項第１号に定めるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ２から５ページをお開き願います。 

 第１表、歳入歳出予算の款項の区分の金額につきましては、記載のとおりでございます。 

 ６から７ページをお開き願います。 

 第２表債務負担行為で、平成３１年度以降に発生する債務負担行為１９件の内容につきまして

は、記載のとおりでございます。 

 ８ページをお開き願います。 

 第３表地方債で、平成３０年度に借り入れるもので、起債の目的、限度額、起債の方法、利率、

償還の方法につきましては、記載のとおりでございます。起債限度額の総額は４７億５,６００万

円でございます。 

 それでは、事項別明細書により、主な内容について御説明いたします。 

 まず、歳入について説明いたします。 

 １２から１３ページをお開き願います。 

 １款市税１項市民税８億５,０８５万円は、対前年度比６１９万４,０００円の増で、平成

２９年度の見込み額等から算出した結果、個人分が４１５万６,０００円、法人分が２０３万

８,０００円の増となっております。 
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 ２項固定資産税１０億８３３万円３,０００円は、対前年度比１,８３２万３,０００円の減で、

平成３０年度が３年に一度の評価替えの年に当たり、その影響を考慮し、予算計上しております。 

 次に、１６から１７ページをお開き願います。 

 １０款地方交付税は、平成２６年度より始まりました普通交付税の合併算定がえ特例措置であ

ります。段階的縮減が最終年度を迎えることなどを考慮し、普通交付税８７億５,７９０万円、

特別交付税５億９,２３０万円で、対前年度比３億１,６４５万６,０００円の減となっておりま

す。 

 次に、２６から２７ページをお開き願います。 

 １４款２項１目総務費国庫補助金で、離島活性化交付金は、観光交流促進事業として日本遺産

関連ＰＲ事業やインバウンド対策事業など、全１２の事業に対し、２分の１の補助金５,７６８万

３,０００円、地方創生推進交付金で、壱岐仕事サポートセンターＩｋｉ─Ｂｉｚ、壱岐市ふる

さと商社の運営費補助金やテレワーク推進事業、壱岐島北部観光資源の魅力向上発信基盤整備事

業として、イルカパーク辰ノ島の観光インフラ整備など、全９事業に対し２分の１の補助金１億

３,３６３万２,０００円を計上しております。 

 また、特定有人国境離島地域社会維持推進交付金で、市を通して間接交付される国の補助金に

ついて、農水産物の出荷等に対する輸送コスト支援事業として、事業費２億１,９０１万

６,０００円の６０％の補助金１億３,１４０万９,０００円、エネルギー構造高度化・転換理解

促進事業補助金は、地域資源を活用した再生可能エネルギー導入の実現や水素エネルギーの活用

に向けた調査・研究等に係る経費について１００％の補助金２億１,８６９万３,０００円を計上

しております。 

 次に、３０から３１ページをお開き願います。 

 １５款２項１目総務費県補助金は、特定有人国境離島地域社会維持推進交付金で、雇用機会拡

充事業ほか全８事業に対し、事業種別ごとに国５０～５５％、県１０～２２.５％の補助率で、

国費を含めて交付される補助金３億２１５万円を計上しております。 

 次に、３８から３９ページをお開き願います。 

 １７款２項指定寄附金で、ふるさと応援寄附金につきましては、２億円の見込み額で計上いた

しております。 

 次に、１８款１項１目基金繰入金で、財政調整基金につきましては、財源調整のため５億円を、

減債基金につきましては、地方債の償還財源として１１億円をそれぞれ計上しております。 

 また、特定目的基金につきましては、過疎地域自立促進特別事業基金で、しま共通地域通貨発

行事業の財源として１億７,６４５万円を、ふるさと応援基金につきましては、昨年の豪雨災害

の復旧経費に対して約１,０００万円のほか、定住奨励事業や介護人材確保対策事業、消防団の
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小型動力ポンプ積載車購入費などの財源として、総額で１億９,８０２万９,０００円を、また合

併振興基金につきましては、安全・安心のまちづくり交付金や行政協力事務交付金、庁舎間イン

トラ設備機器改修などの財源として、総額で５億３,３３０万円を計上しております。 

 次に、４６から４７ページをお開き願います。 

 ２１款市債につきましては、全体合計４７億５,６００万円で、対前年度比２０億４,３４０万

円の増となっております。 

 まず、１目辺地対策事業債は、市道本村神里線、市道山崎線など、１０路線の道路改良事業や

消防署郷ノ浦支署の水槽付消防ポンプ自動車購入費など全１６事業に対し、２億８,１００万円

を計上しております。 

 次に、２目過疎対策事業債は、ハード事業分で、石田町幼保連携型認定こども園整備事業や漁

村再生交付金事業、市道住吉湯ノ本線道路改築事業など全１２の事業に対し４億５,５９０万円

を、ソフト事業分でしま共通地域通過発行事業、漁業用燃油対策事業など全２８事業に対し、基

本限度額分２億６,４６０万円、限度額超え分２億５,８２０万円、合わせまして５億２,２８０万

円を計上しております。 

 次に、３目合併特例事業債は、市役所芦辺及び石田庁舎の耐震改修等事業、壱岐葬祭場整備事

業、芦辺中学校の校舎改築事業のほか、小中学校全６校の体育館の屋根・外壁等改修事業に

２５億６,０００万円を計上しております。 

 次に、４目臨時財政対策債は、地方交付税総額の不足分を補填するため、国と地方で折半する

ルールに基づき、地方分について各地方公共団体で発行する地方債について５億円を計上してお

ります。 

 次に、５目土木債では、自然災害防止事業で、２つの地区の急傾斜地崩壊対策事業に１,５２０万

円を、公営住宅建設事業で、古城団地及び三本松団地の改修事業に１億５２０万円を計上してお

ります。 

 次に、６目消防債は、緊急防災・減災事業で、消防署郷ノ浦支署の耐震改修事業などに

５,３４０万円を、防災基盤整備事業で防災行政無線の屋外拡声支局、パンザマスト４カ所の更

新事業に８８０万円を計上しております。 

 次に、７目教育債は、緊急防災・減災事業で、湯ノ本地区公民館の耐震改修事業、壱岐の島

ホールの空調設備等改修事業などに１億４７０万円を計上しております。 

 次に、１０目災害復旧事業債では、昨年夏の記録的集中豪雨により被災しました道路等の公共

土木施設災害復旧事業につきまして、単独分として行う小規模災害復旧事業に５,０００万円を、

国庫補助を受けて行う事業に９,９００万円を計上しております。 

 次に、歳出について説明いたします。 
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 歳出につきましては、別紙資料３の平成３０年度当初予算案概要の主要事業の中から、主な内

容について御説明いたします。 

 別紙資料３の３から４ページをお開き願います。 

 ２款総務費１項１目一般管理費、本庁舎建設基金積立金５,０００万円は、将来の市本庁舎建

設に要する経費に充てるため、基金の積み立てを行うものでございます。 

 次に、５目財産管理費庁舎整備費８億７,０００万円は、市役所庁舎耐震改修基本計画に基づ

き、芦辺庁舎と石田庁舎それぞれ耐震改修等を行うものでございます。 

 次に、７から８ページをお開き願います。 

 ２款１項６目企画費、起業家人材育成事業６３３万円は、民間事業者が地域資源を生かした複

数のプロジェクトを設定し、地域おこし協力隊制度を活用して、起業家人材の育成・支援に取り

組む事業でございます。 

 ９から１０ページをお開き願います。 

 同じく２款１項６目企画費、インバウンド対策事業は、離島活性化交付金を受けて平成２８年

度から継続している事業で、ターゲットを韓国、中国、台湾及び福岡在住の外国人とし、それぞ

れの国の観光客の特性等を考慮した情報発信や誘客への取り組み、また、市内観光関係事業者の

意識啓発やセミナーの実施、外国人向け体験メニューの開発支援、コスプレを通じ、壱岐の認知

度の向上を図り、誘客へつなげる仕組みづくりなど、インバウンド推進のための各種事業として、

総額で２,０７０万円を計上しております。 

 同じく６目企画費、定住奨励事業は、ＵＩターン者などの移住定住を促進するため民間事業者

が行う賃貸住宅の建設費に対し、その一部を助成する事業として１,２００万円を、そのほか、

空き家の所有者に対して改修費用の補助を行い、活用できる形で空き家バンクへの登録を行うと

ともに、移住希望者への住宅取得支援や移住費用、家賃支援など、空き家の流通を図るための各

種事業として、総額２,１９２万円を計上しております。 

 次に、１３から１４ページをお開き願います。 

 同じく２款１項６目企画費、離島航空路新規路線対策事業は、ＯＲＣの新規路線に対する補助

として、壱岐市補助分９,３６６万６,０００円のうち、平成３０年度分の１,８３３万

３,０００円を計上しております。財源に過疎債ソフト事業を充当しております。 

 １５から１８ページにかけましては、２款１項７目情報管理費で、庁舎内及び庁舎間のネット

ワーク設備またはケーブルテレビ事業など、いわゆる情報系のシステムや施設に係る維持管理経

費につきましては、運用開始から１０年余りを経過し、主要な通信機器部品等が既に耐用年数を

超えており、基幹部分の故障や通信障害を繰り返すといった危機的な状況となっているため、こ

れら設備の保守・改修・更新、さらに今後の設備更新計画の策定等を含めまして、総額で４億
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７,７８０万円を計上しております。 

 １９から２２ページにかけましては、２款１項１３目国境離島振興費として、滞在型観光促進

事業で３事業合計で４,５００万円、離島航路航空路運賃低廉化事業で５,１４３万８,０００円、

離島輸送コスト支援事業で、農林及び水産分の合計で１億７,５２１万３,０００円、創業事業拡

大支援事業で３億円、さらに雇用機会拡充事業が要望どおり採択されない場合に備え、地方創生

推進交付金枠を活用して、できるだけ多くの創業事業拡大支援事業を採択し、雇用創出に戦略的

に取り組むものとし、９,０００万円を計上しております。 

 次に、２１から２２ページをお開き願います。 

 ３款民生費１項１目社会福祉総務費、施設整備費補助金１,９００万円は、社会福祉法人米寿

会のグループホーム新設及び社会福祉法人和光会の障害者支援施設入浴設備の増設に対し、事業

費の３分の１を補助するものでございます。 

 次に、２５から２６ページをお開き願います。 

 ３款１項４目国民健康保険事業費、直営診療所施設勘定繰出金２,７６２万６,０００円は、人

口減少等による診療報酬、収入の減に伴い、平成３０年度においても赤字となる見込みであり、

一般会計からの繰り入れを行うものとしております。 

 ２７から２８ページをお開き願います。 

 ３款１項５目介護保険事業費、介護保険人材確保対策事業は、介護福祉士養成校の修学支援金

として２４名分の４８０万円、修学資金貸付金として２名分の１６０万円、養成校運営費として

９３０万円、留学生の生活費援助として１８名分の８６４万円など、合計２,４６０万円を計上

しております。 

 同じく５目介護保険事業費、地域包括ケア人材確保支援事業４４０万円は、地域包括ケアの人

材確保及び移住定住施策の一環として、看護師や保健師、社会福祉士等の有資格者で、市内事業

所に就職された方が返還する奨学金及び家賃等に対し、その一部を助成するものでございます。 

 次に、３１から３２ページをお開き願います。 

 ３款２項４目保育所費、石田町幼保連携型認定こども園新築工事は、本体新築工事及び周辺施

設の解体、施工管理業務委託として３億１１７万８,０００円を計上しております。 

 次に、３５から３６ページをお開き願います。 

 ４款衛生費１項３目環境衛生費火葬場管理費は、壱岐葬祭場整備事業に係る本体建設施工管理

業務及び備品等購入費などで、８億８,１４３万５,０００円を計上しております。 

 次に、４目病院費、長崎県病院企業団負担金４億２,５１５万４,０００円は、長崎県病院企業

団負担金要綱に基づく、本部及び壱岐病院運営経費に係る負担金でございます。 

 次に、３９から４０ページをお開き願います。 
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 ４款２項３目し尿処理費、公用車購入費につきましては、勝本自給肥料供給センターのバキ

ューム車の老朽化に伴う更新で、１,３５３万８,０００円を計上しております。 

 次に、４７から４８ページをお開き願います。 

 ５款農林水産業費１項４目畜産業費、地域肉用牛振興対策事業は、肥育素牛の価格高騰による

肥育農家の経営基盤の弱体化を防ぐとともに、壱岐牛の出荷頭数を確保するため、壱岐牛維持・

確保緊急対策事業して、子牛の導入経費に対する補助金１,７５０万円を、また、優良肉用牛の

受精卵移植事業を行う壱岐市ＥＴ研究会への支援として、受精卵凍結機などの導入経費に対し、

４分の１の補助金５０万３,０００円と合計で１,８００万３,０００円を計上しております。 

 次に、５３から５４ページをお開き願います。 

 ５款３項２目水産業振興費、離島漁業再生支援交付金は、集落協定に基づいて実施される漁場

の生産力向上や新規就業者の育成確保など、漁業の再生に関する実践的な取り組みに対して支援

するもので、これら各事業の国境離島法施行による拡充分、雇用創出に関する取り組み等を含め

て２億７,１８７万９,０００円を計上しております。 

 次に、５７から５８ページをお開き願います。 

 同じく５款３項２目水産業振興費、漁業用燃油対策事業は、漁業用燃油の高騰に伴う沿岸漁業

の窮状を鑑み、漁業経営の安定と水産物の安定供給を維持するため、漁業協同組合の正組合員が

使用する漁業用燃油の購入に対し、１リットル当たり１０円を補助するもので、過去の実績の見

込みから６,７１７万９,０００円を計上しております。 

 ５９から６０ページをお開き願います。 

 ６款商工費１項２目商工振興費、再生可能エネルギー推進事業につきましては、歳入のほうで

説明いたしましたとおり、１００％の補助を受けて実施する新規事業で、地域資源を活用した再

生可能エネルギー導入の実現や、水素エネルギーの活用に向けた調査・研究等に係る経費として

２億１,８６９万３,０００円を計上しております。 

 ６１から６２ページをお開き願います。 

 同じく６款１項２目商工振興費、壱岐仕事サポートセンターＩｋｉ─Ｂｉｚの運営費等補助金

で３,９１５万円、同じく壱岐市ふるさと商社運営費等補助金で２,９００万円、いずれも人件費、

事務所借り上げ料等運営費に対する補助金を計上しております。 

 次に、６５から６６ページをお開き願います。 

 ６款１項４目観光費、イルカパーク管理費で、地方創生推進交付金を受け、壱岐島北部観光資

源の魅力向上・発信・基盤整備事業として、イルカパークの生けす整備、中仕切り網の設置など

のハード整備で５,２５０万円、ソフト事業で２,２００万円を計上しております。 

 次に、７１から７２ページをお開き願います。 
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 ７款土木費２項３目道路橋梁新設改良費は、補助事業で、住吉湯ノ本線改良事業ほか５路線と、

５年に１回の道路ストック点検に３億６８２万８,０００円、単独事業で、前目１号線ほか

１０路線の継続事業に７,０７１万７,０００円、辺地過疎債の起債事業で、深江筒城線ほか６路

線に１億９,８７２万２,０００円を計上しております。 

 次に、７７から７８ページをお開き願います。 

 ７款７項２目住宅建設費は、公営住宅等長寿命化計画により、老朽化した市営住宅の屋根及び

外壁、電気、給排水設備等の改修並びに下水道への接続、解体工事等を行うもので、合計１億

６,５５６万９,０００円を計上しております。 

 次に、８款消防費１項１目常備消防費は、壱岐消防署郷ノ浦支署の耐震改修工事で、施工管理

を含めて４,５５０万円、同じく郷ノ浦支署の水槽付消防ポンプ自動車の購入費で６,３７２万円

を計上しております。 

 ７９から８０ページをお開き願います。 

 ８款１項３目消防施設費は、消防団の小型動力ポンプ３台及び積載車３台の更新で２,４５５万

２,０００円を計上しており、そのうち積載車１台分にふるさと応援寄附金５９８万１,０００円

を充当しております。 

 次に、９款教育費１項２目事務局費、学校施設整備基金積立金は、将来の学校施設の整備に要

する経費の財源に充てるため、基金を設置するもので５,０００万円を計上しております。 

 次に、３目教育指導費、離島留学生ホームステイ事業につきましては、これまでの高校生を対

象とした離島留学生制度を、小中学生まで拡充し、壱岐市独自の取り組みとして、新たに壱岐市

いきっこ留学制度を創設し、里親への委託や孫戻し留学、Ｉターンでの親子留学など、留学等に

係る経費の一部を助成することで、複式学級の解消や部活動の充実につなげるもので、高校生分

を含めまして、合計で１,７２０万５,０００円を計上しております。 

 ８１から８２ページをお開き願います。 

 ９款２項１目小学校管理費は、芦辺小学校の体育館改築工事及び柳田小学校ほか３校の体育館

の外壁・屋根改修工事、箱崎小学校のグラウンド改修工事など、合計で４億５,７４４万

４,０００円を計上しております。 

 次に、９款３項１目中学校管理費は、芦辺中学校の校舎改築及び改修工事、また、石田中学校

の体育館外壁・屋根改修工事の合計で、１１億３７３万５,０００円を計上しております。 

 次に、８９から９０ページをお開き願います。 

 １０款災害復旧費につきましては、本年度の未着手分について、農地農業用施設及び公共土木

施設ともそれぞれ全体の約３割を新年度において計上しております。 

 以上が、歳出の主な内容でございます。 
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 そのほか、基金の状況、見込みについては、資料の９７ページに、地方債の状況に関する調書

は９８ページに記載のとおりでございます。 

 以上で、議案第３１号平成３０年度壱岐市一般会計予算についての説明を終わります。御審議

のほど、よろしくお願いいたします。 

〔財政課長（松尾 勝則君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１４時３５分といたします。 

午後２時24分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時35分再開 

○議長（小金丸益明君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案説明を続けます。髙下保健環境部長。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 登壇〕 

○保健環境部長（髙下 正和君）  議案第３２号から３４号までを一括して説明をさせていただき

ます。 

 議案第３２号平成３０年度壱岐市国民健康保険事業特別会計予算について御説明申し上げます。 

 平成３０年度壱岐市の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４２億４,８０４万

７,０００円。診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９,７８８万１,０００円

と定める。２項につきましては記載のとおりでございます。 

 一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れ最

高額は２億円と定める。歳出予算の流用、第３条については記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 予算内容の説明に入ります前に、国民健康保険事業の変更点について御説明申し上げます。 

 国民健康保険の財政運営につきましては、平成３０年度以降国保の都道府県化に伴い、県が財

政運営の責任主体となり、市町村における予算編成において、歳入については国庫支出金支払基

金からの負担金、交付金等がなくなり、新たに県からの交付金である保険給付費等交付金が新設

され、歳出についても支払基金や国保連合会に支払う支援金、納付金及び拠出金がなくなり、県

への納付とすることとなる国保事業費納付金が新設されるなど大幅な見直しとなっております。 

 それでは、８ページ、９ページをお開き願います。 

 歳入につきましては、１款１項国民健康保険税１目一般被保険者健康保険税を６億７,３２０万

１,０００円、２目退職被保険者等健康保険税６０１万５,０００円を計上いたしております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。 
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 新設の４款１項県支出金１目保険給付費等交付金につきましては、３２億５,１４８万

９,０００円を計上しております。 

 ６款１項１目一般会計繰入金は、都道府県化に伴う国費の追加投入や、これまでの財政調整の

仕組みが市町村単位から都道府県単位に見直されたことにより、平成２４年度から続けてきてお

りました法定外繰り入れを解消しており、総額３億１,５０１万３,０００円を計上いたしており

ます。 

 １６ページ、１７ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、１款１項総務管理費には、事務的経費をそれぞれ計上いたしております。 

 １８、１９ページをお開き願います。 

 ２款１項療養給付費１目一般被保険者療養給付費につきましては、２６億２,６２６万

４,０００円を計上しております。 

 ２目退職被保険者療養給付費につきましては、退職者医療制度の廃止により新規の適用がない

ことから、昨年より３,６５４万８,０００円の減の１,８６５万２,０００円を計上しております。 

 ２０ページ、２１ページをお開き願います。 

 ２款２項高額療養費１目一般被保険者高額療養費については、５億３９５万２,０００円を計

上しております。 

 ４項出産育児一時金につきましては、４２万円の４０人分１,６８０万円を計上しております。 

 新設の３款国民健康保険事業費納付金１項医療給付費として６億９,０８５万６,０００円を計

上いたしております。 

 ２２、２３ページをお開き願います。 

 ３款２項後期高齢者支援金として２億５３６万７,０００円、３項介護納付金として８,１２４万

１,０００円を計上しております。 

 ５款保険事業費につきましては、都道府県化に伴っても国民皆保険制度を支える国民の財政安

定化のため、引き続き保険事業を推進し医療費の適正化を図るため、特定健康診査及び特定保健

指導の事業費を記載のとおり計上いたしております。 

 診療施設勘定について御説明を申し上げます。４０、４１ページをお開き願います。 

 診療施設勘定の歳入につきましては、１款診療収入として６,９７６万８,０００円を計上いた

しております。 

 ４２、４３ページをお開き願います。 

 診療収入の減少に伴う歳入不足を補うため、４款２項一般会計繰入金として２,７６２万

６,０００円を計上しております。 

 ４４、４５ページをお開き願います。 
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 歳出につきましては、１款１項総務管理費として９,６８７万７,０００円を計上いたしており

ます。 

 以上で、議案第３２号の説明を終わります。 

 続きまして、議案第３３号平成３０年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計予算について御説

明申し上げます。 

 平成３０年度壱岐市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３億３,５０１万６,０００円

と定める。２項については記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、１款１項後期高齢者医療保険料につきましては１億８,１０５万円を計

上いたしております。 

 ４款１項一般会計繰入金は、一般事務費と広域連合に納める事務費と保険基盤安定分の繰入金

を合わせまして１億４,７４１万５,０００円を計上いたしております。 

 １２、１３ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、１款１項総務管理費は、事務的な経費を計上いたしております。 

 ２款１項後期高齢者医療広域連合納付金といたしまして３億２,５７７万６,０００円を計上い

たしております。 

 以上で、議案第３３号の説明を終わります。 

 続きまして、議案第３４号平成３０年度壱岐市介護保険事業特別会計予算について御説明申し

上げます。 

 平成３０年度壱岐市の介護保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３５億

１,１５７万７,０００円、介護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ

３,２４１万３,０００円と定める。 

 ２項については記載のとおりでございます。 

 一時借入金、第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れ最

高額は２億円と定める。 

 歳出予算の流用、第３条につきましては、記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。 

 歳入につきましては、１款１項１目第１号被保険者保険料といたしまして、特別徴収、普通徴
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収、滞納繰越分を合わせまして５億６,２８７万１,０００円を計上いたしております。 

 ３款１項１目国庫負担金につきましては、歳出の介護サービスに対応するもので５億６,１７３万

４,０００円を計上いたしております。 

 ３款２項国庫補助金の１目調整交付金は３億３,５０３万２,０００円、２目地域支援事業交付

金につきましては３,９７５万円を計上し、３目地域支援事業交付金は２,４６４万円を計上して

おります。 

 ４款１項支払基金交付金については、支払基金から交付されるものでございます。本年度交付

率は２７％となっておりまして、８億９,７１２万１,０００円を計上いたしております。 

 ５款１項県負担金１目介護給付費負担金につきましては、４億６,６４５万８,０００円を計上

いたしております。 

 ７款１項一般会計繰入金につきましては、介護給付費、介護予防事業費、包括任意事業費、事

務費といたしまして、それぞれ一定のルールに基づいて繰り入れをしており、５億５,８９４万

３,０００円を計上いたしております。 

 ２項基金繰入金は、給付費準備基金から２,８００万円を計上いたしております。 

 １４、１５ページをお開きを願います。 

 歳出につきましては、１款１項１目一般管理費は、制度改正に伴うシステム改修業務５１２万

円など計６０８万８,０００円を計上しております。 

 １６ページ、１７ページをお開き願います。 

 ２款１項介護サービス諸費については３０億８,０００万円を計上いたしております。 

 １８、１９ページをお開き願います。 

 ２款３項高額介護サービス費は７,９００万円を計上し、３款１項介護予防生活支援サービス

事業費については１億８,０８６万７,０００円を計上いたしております。 

 ２０ページ、２１ページをお開き願います。 

 ３款２項１目一般介護予防事業費は、要介護にならないようにするための介護予防把握事業、

２次予防指導事業、介護予防普及啓発事業などの費用３,８４６万２,０００円を計上いたしてお

ります。 

 ２２ページ、２３ページをお開き願います。 

 ３款３項１目包括的支援事業任意事業は８,６４７万１,０００円を計上いたしております。 

 次に、４０、４１ページをお開き願います。 

 介護サービス事業勘定の歳入について御説明申し上げます。 

 歳入については、１款１項予防給付費収入は、要支援１、２と認定された方と総合事業の利用

者へのサービスプラン作成について居宅支援サービス計画費収入といたしまして３,２３５万
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２,０００円を計上いたしております。 

 ４２、４３ページをお開き願います。 

 歳出につきましては、１款１項一般管理費は、事務的経費として２,７３０万５,０００円を計

上し、２款１項居宅介護支援事業費は、事務雇い賃金と当該在住の対象者に係るケアプラン作成

業務委託料を計上いたしております。 

 以上で、議案第３２号から３４号までの説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  原田建設部長。 

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕 

○建設部長（原田憲一郎君）  議案第３５号平成３０年度壱岐市下水道事業特別会計予算。 

 平成３０年度壱岐市の下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによります。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億７,７７３万４,０００円

と定めます。２項及び第２条並びに第３条は記載のとおりです。 

 一時借入金、第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れ最

高額は３億円と定めます。第５条は記載のとおりです。 

 本日の提出です。 

 １０から１１ページをお願いします。 

 ２、歳入でございます。２款使用料及び手数料の１目下水道使用料は、現年度分の公共下水道

と漁業集落分の６,０１０万６,０００円を見込んでおります。 

 ３款国庫支出金は公共下水道事業補助金を、４款県支出金は漁業集落排水整備事業費補助金な

どを計上しております。 

 １２から１３ページには、８款市債として、公共下水道及び漁業集落分を計上しております。 

 １４から１５ページには、歳出としまして、１款下水道事業費の１目一般管理費を、１６から

１７ページには、２目施設管理費として、１３節委託料に施設管理業務費などを計上しておりま

す。 

 １８から１９ページには、２項１目施設整備費の１５節工事請負費にはインフラ等整備工事と

して大谷地区の汚水管布設工事などを計画しております。 

 ２０から２１ページには、２款漁業集落排水整備事業費１項１目一般管理費を計上しており、

１９節負担金及び交付金として下水道加入に伴います補助金など、２目施設管理費の１３節委託

料は、山崎、恵美須、芦辺の施設管理業務費を計上しております。 

 ２２から２３ページをお願いします。 
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 ２項１目施設整備費の１３節委託料は、施設の老朽度の調査を行い、機能保全計画書の策定業

務費などを計上しております。 

 ２７から３１ページは給与費明細書を、３２から３３ページは債務負担行為の限度額を記載し

ております。 

 議案第３５号に関する主要事業は、資料３の９３から９６ページに掲載しております。御審議

のほどよろしくお願いします。 

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  議案第３６号平成３０年度壱岐市三島航路事業特別会計予算につい

て御説明を申し上げます。 

 平成３０年度壱岐市の三島航路事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億２,５２４万８,０００円

と定める。第２項は記載のとおりでございます。 

 第２条、一時借入金、一時借入金の借り入れの最高額は５,０００万円と定める。 

 本日の提出でございます。 

 ８ページ及び９ページをお願いをいたします。 

 歳入について御説明いたします。 

 １款使用料及び手数料１項使用料１目船舶使用料につきましては、２,２６８万４,０００円を

計上いたしております。平成２９年度と比較いたしますと２０４万７,０００円の増としており

ますが、これは平成２９年４月１日から有人国境離島法施行による運賃低廉化に伴い島民皆様に

は、これまで利用していただいておりました往復運賃割引から国境離島運賃低廉化の適用される

片道運賃のほうで御利用いただいており、結果として使用料の増につながっているものでありま

す。もちろんその運賃低廉化の運賃分と、普通運賃の差額分につきましては、国、県、市が負担

することとなり、利用者の負担とはなっておりません。 

 また、平成３０年度につきましても、三島地区におきまして県の公共工事等が予定されており

ますので、乗船運賃及び自動車航送運賃の増加を見込んでおります。 

 次に、２款国庫支出金及び３款県支出金につきましては、国庫補助金で４,８６９万５,０００円、

県補助金は１,２７９万６,０００円を計上しております。国庫補助金につきましては、国の平成

３０年度予算の範囲内において交付されることになることから、昨年度と比較しますと減額とな

ります。 

 一方、県補助金につきましては、国からの補助残をもとに算定することとなりますので、昨年
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度と比較しますと増額となる見込みでございます。 

 ４款繰入金につきましては、一般会計からの繰入金で、国、県の補助残及び補助対象外につい

て計上しております。 

 次に、１０ページ及び１１ページをお開き願います。 

 歳出について御説明申し上げます。 

 １款運行費１項運行管理費１目一般管理費につきましては、経常的な経費でございます。なお、

船員関係につきましては、海事職４人、嘱託職２人を計上しております。 

 次に、１２ページ及び１３ページをお願いいたします。 

 ２７節公課費７９万９,０００円につきましては、消費税納付金でございまして、簡易課税に

基づくものでございます。 

 ２目業務管理費でございますが、これも経常的なものであり、１１節需用費の修繕料２,１５０万

円につきましては、主に中間検査とドックに係る修繕料でございます。 

 また、１４節使用料及び賃借料につきましては、ドック検査に入ったときに係る臨時船の用船

料でございます。 

 次に、２款公債費につきましては、平成１４年度に建造いたしましたフェリーみしまに係る公

債費の償還が平成２９年度で終了いたしますので、一時借入金利子のみを計上しております。 

 １７ページから２１ページにかけましては、給与費明細書でございます。 

 ２２ページをお開き願います。 

 最後のページは、地方債の当該年度末残高の見込み額でございますが、ただいま御説明いたし

ましたとおり、平成２９年度で償還が終了いたしましたので、ゼロ円となっております。 

 以上で、議案第３６号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  井戸川農林水産部長。 

〔農林水産部長（井戸川由明君） 登壇〕 

○農林水産部長（井戸川由明君）  議案第３７号平成３０年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算に

ついて御説明いたします。 

 平成３０年度壱岐市の農業機械銀行特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算、第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億１,３４８万８,０００円

と定める。第２項は記載のとおりでございます。 

 本日の提出でございます。 

 ５ページをお開き願います。 

 歳入歳出予算事項別明細書の総括表、歳入の部でございます。歳入合計１億１,３４８万
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８,０００円、前年度と比較いたしますと６２４万２,０００円の増額となっております。 

 ６ページ、７ページには、歳出の部の事項別明細書を掲載いたしております。 

 次に、８ページ、９ページをお開き願います。 

 歳入について御説明いたします。 

 １款使用料及び手数料１項１目使用料６,６４１万６,０００円は、機械使用料の収入でござい

ます。前年度までの実績を考慮いたしまして、３６５万６,０００円を増額いたしております。 

 ３款繰入金１項１目一般会計繰入金は、１９５万９,０００円でございます。嘱託職員１名分

の人件費の２分の１を一般会計より繰り入れる予定でございます。 

 また、減価償却基金繰入金１９３万３,０００円は、備品購入のための繰り入れを予定いたし

ております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。 

 ５款諸収入３項１目受託事業収入４,３００万円は、環境管理等の業務委託収入でございます。

前年と比較いたしますと５７万４,０００円の増となっております。 

 次に、１２ページ、１３ページをお願いいたします。 

 歳出でございますが、１款総務費１項１目一般管理費１億１,３４３万７,０００円で、前年度

と比較いたしますと６２４万２,０００円の増額になっております。主に労務雇い賃金及びトラ

クターのアタッチメント、ハローの備品購入費に伴うものでございます。 

 １６ページには、給与費明細書を記載いたしております。 

 以上で、議案第３７号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔農林水産部長（井戸川由明君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  原田建設部長。 

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕 

○建設部長（原田憲一郎君）  議案第３８号平成３０年度壱岐市水道事業会計予算。 

 第１条、平成３０年度壱岐市水道事業会計の予算は、次に定めるところによります。 

 第２条、業務の予定量は記載のとおりです。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおり定めます。 

 収入、第１款水道事業収益は９億３,７０２万１,０００円。支出、第１款水道事業費用は９億

２,３０７万３,０００円です。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定めます。 

 ２ページをお願いします。 

 収入の第１款資本的収入は１億１,８０５万９,０００円。支出の第１款資本的支出は２億

８,０６５万１,０００円です。 
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 第５条から第７条は記載のとおりです。 

 本日の提出です。 

 ４から７ページには、予算の実施計画書として収益的収入及び支出と資本的収入及び支出を記

載しております。 

 ８ページには、給与改正によって実際に得られる収入から外部への支出を差し引いて手元に残

る資金の流れをあらわすキャッシュフロー計算書を、９から１１ページには、職員の給与明細書

を記載しております。 

 １３ページには、注記としまして固定資産の減価償却の方法や引当金の計算方法などを、

１６から１９ページには、平成３０年度末と平成２９年度末の決算見込みの予定貸借対照表を記

載しております。 

 ２０ページをお願いします。 

 平成３０年度の予算実施計画明細書の収益的収入及び支出の収入でございまして、１款水道事

業収益１項１目給水収益は、現年度分の水道料金として５億４,４８７万４,０００円を見込んで

おります。２項営業外収益は、長期前受金戻入などを計上しております。 

 ２２ページをお願いします。 

 支出でございまして、１款水道事業費用１目原水及び浄水費は、水質検査委託料や水道施設の

電気料などを計上しております。 

 ２目配水及び給水費は、６節委託料に水道検針業務や漏水調査などを、８節修繕費は水道施設

修繕費などを計上しております。 

 ２４から２５ページには、４目減価償却費などを掲載しております。 

 ２６から２７ページをお願いします。 

 資本的収入及び支出でございます。 

 １款資本的収入ですが、１目他会計から出資金として、これまでの簡易水道償還金などの企業

債償還金などを計上しております。 

 ２項工事負担金は、道路改良工事などに伴う水道管布設替え補償費を計上しております。 

 ２７ページの１款資本的支出は、１項建設改良費に配水管布設替え工事の経費を、２項資産購

入費は量水器や量水ボックスの購入費を、３項企業債償還金は、これまでの水道事業会計分と簡

易水道事業建設改良企業債の分を合わせたものを計上しております。 

 以上で、議案第３８号の説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろしくお願いします。 

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  これで、市長提出議案の説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 
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日程第４２．陳情第１号 

○議長（小金丸益明君）  日程第４２、陳情第１号核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書提

出の陳情を議題とします。 

 ただいま上程いたしました陳情第１号につきましては、タブレットに配信しておりますので、

説明にかえさせていただきます。 

────────────・────・──────────── 

○議長（小金丸益明君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次の本会議は、３月６日火曜日午前１０時から開きます。 

 本日は、これで散会いたします。お疲れさまでした。 

午後３時05分散会 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成30年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ３ 月 会 議 会 議 録（第２日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

                    平成30年３月６日 午前10時00分開議 

日程第１ 議案第２号 
壱岐市附属機関設置条例の一部改正につい

て 
質疑、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第２ 議案第３号 

壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部改正につ

いて 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第３ 議案第４号 

壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市

一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の一部改正について 

質疑、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第４ 議案第５号 

壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関す

る条例及び壱岐市議会議員の議員報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部改正につい

て 

質疑、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第５ 議案第６号 壱岐市土地開発基金条例の廃止について 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第６ 議案第７号 
壱岐観光サービス拠点施設条例の制定につ

いて 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第７ 議案第８号 壱岐市テレワーク施設条例の制定について 
質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第８ 議案第９号 

壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例

の一部改正について 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第９ 議案第10号 
壱岐市指定居宅介護支援等の事業の人員及

び運営の基準に関する条例の制定について 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第10 議案第11号 壱岐市手数料条例の一部改正について 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第11 議案第12号 壱岐市介護保険条例の一部改正について 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第12 議案第13号 
壱岐市後期高齢者医療に関する条例の一部

改正について 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第13 議案第14号 壱岐市都市計画審議会条例の制定について 
質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第14 議案第15号 壱岐市都市公園条例の一部改正について 
質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第15 議案第16号 
壱岐市道路占用料徴収条例の一部改正につ

いて 
質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第16 議案第17号 壱岐市体育施設条例の一部改正について 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 
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日程第17 議案第18号 壱岐市火災予防条例の一部改正について 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第18 議案第19号 
壱岐市消防関係手数料条例の一部改正につ

いて 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第19 議案第20号 
公の施設の指定管理者の指定について 

（壱岐市筒城浜ふれあい広場） 
質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第20 議案第21号 
公の施設の指定管理者の指定について 

（壱岐市テレワーク施設） 
質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第21 議案第22号 
壱岐市高齢者福祉計画及び第７期介護保険

事業計画の策定について 

質疑、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第22 議案第23号 
長島地区放射線防護対策施設整備工事（建

築主体工事）請負契約の変更について 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第23 議案第24号 
平成２９年度壱岐市一般会計補正予算（第

１１号） 
質疑なし、 

予算特別委員会付託 

日程第24 議案第25号 
平成２９年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第５号） 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第25 議案第26号 
平成２９年度壱岐市後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第２号） 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第26 議案第27号 
平成２９年度壱岐市介護保険事業特別会計

補正予算（第３号） 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第27 議案第28号 
平成２９年度壱岐市下水道事業特別会計補

正予算（第３号） 
質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第28 議案第29号 
平成２９年度壱岐市三島航路事業特別会計

補正予算（第１号） 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第29 議案第30号 
平成２９年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第３号） 
質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第30 議案第31号 平成３０年度壱岐市一般会計予算 
質疑なし、 

予算特別委員会付託 

日程第31 議案第32号 
平成３０年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計予算 
質疑、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第32 議案第33号 
平成３０年度壱岐市後期高齢者医療事業特

別会計予算 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第33 議案第34号 
平成３０年度壱岐市介護保険事業特別会計

予算 
質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第34 議案第35号 
平成３０年度壱岐市下水道事業特別会計予

算 
質疑、 

産業建設常任委員会付託 

日程第35 議案第36号 
平成３０年度壱岐市三島航路事業特別会計

予算 

質疑、 

総務文教厚生常任委員会付託 

日程第36 議案第37号 
平成３０年度壱岐市農業機械銀行特別会計

予算 

質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第37 議案第38号 平成３０年度壱岐市水道事業会計予算 
質疑なし、 

産業建設常任委員会付託 

日程第38 陳情第１号 
核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見

書提出の陳情 

質疑なし、 

総務文教厚生常任委員会付託 
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────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第２号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 山川 忠久君       ２番 山内  豊君 

３番 植村 圭司君       ４番 清水  修君 

５番 赤木 貴尚君       ６番 土谷 勇二君 

７番 久保田恒憲君       ９番 音嶋 正吾君 

10番 町田 正一君       11番 鵜瀬 和博君 

12番 中田 恭一君       13番 市山  繁君 

14番 牧永  護君       15番 豊坂 敏文君 

16番 小金丸益明君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

８番 呼子  好君                 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    土谷  勝君   事務局次長 米村 和久君 

事務局係長   若宮 廣祐君                

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 …………………… 白川 博一君  教育長 ………………… 久保田良和君 

総務部長 ……………… 久間 博喜君  企画振興部長 ………… 左野 健治君 

市民部長 ……………… 堀江 敬治君  保健環境部長 ………… 髙下 正和君 

農林水産部長 ………… 井戸川由明君  教育次長 ……………… 山口 信幸君 

消防本部消防長 ……… 下條 優治君  総務課長 ……………… 中上 良二君 

財政課長 ……………… 松尾 勝則君  会計管理者 …………… 平田恵利子君 

上下水道課長 ………… 平田 英貴君                     

────────────────────────────── 
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午前10時00分開議 

○議長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。会議に入る前にあらかじめ御報告いたし

ます。壱岐新聞社から報道取材のため撮影機材等の使用の申し出があり、許可をいたしておりま

す。 

 呼子議員から欠席の届け出があっております。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第２号～日程第２２．議案第２３号 

○議長（小金丸益明君）  日程第１、議案第２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正についてから

日程第２２、議案第２３号長島地区放射線防護対策施設整備工事（建築主体工事）請負契約の変

更についてまで２１件を議題とし、これから一括して質疑を行います。 

 質疑の通告があっておりますので、これを許します。１１番、鵜瀬和博議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  議案第２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正について質疑を

行います。 

 議案説明並びに施政方針の中で、島外の方を対象に市内小中学校への入学または転学を希望す

る児童生徒を受け入れ、本市の教育、振興、充実を図り、ひいては学校及び地域の活性化を目的

として、いきっこ留学制度に取り組み、里親の募集やホームステイ費助成、孫戻し留学、Ｉター

ン者の親子留学まで助成拡充するための、壱岐市いきっこ留学制度運営委員会を設置するとのこ

とでありました。この点について４点ほど質疑を行います。 

 まず１点目は、今回設置をされます、いきっこ留学制度運営委員会のメンバー並びに協議の内

容についてお尋ねをいたします。 

 ２点目は、今回この里親の募集等をされるわけですけども、この留学制度の開始予定時期は大

体いつごろの予定かお尋ねをいたします。 

 ３点目が、小学校は現在１８校、中学校４校あるわけですが、それぞれ特色ある校風や行事等

があります。その中でも特に小規模校や複式学級のある学校にとっては、今回のこの留学制度に

ついては、複式解消に向けて大変期待をされることだと思っております。この留学校の小中学校

をどのようにして選別をして、今後どのようにＰＲしていくのかお尋ねをいたします。 

 また、制度当初のときは、予算のほうでは５名程度となっておりましたけども、モデル校を選

定して開始するのかお尋ねをいたします。 

 ４点目が、今回留学制度は壱岐高の留学制度を参考にということでありましたが、この留学制

度の現行の助成額はどのようになっているのか、以上４点についてお尋ねをいたします。 
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○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。山口教育次長。 

○教育次長（山口 信幸君）  鵜瀬議員の質問にお答えをいたします。 

 まず、１点目のいきっこ留学制度運営委員会のメンバーにつきましては、小学校、中学校の校

長先生を各１名、学識経験者を２名、その他教育長が必要と認める者として２名の計６名以内を

もって組織をいたします。 

 また、特別な事案に関する調査、資料収集のための臨時委員も置くことといたします。 

 ２つ目の里親の募集等、留学制度の開始予定時期についてでございますが、里親の募集は４月

以降に実施をさせていただきます。また留学生の募集を５月から７月中に行い、開始予定を

３０年の９月、２学期からの６カ月間といたします。本制度は新規事業でもありますので、新年

度は夏休み終了後のリスタートとして募集を始めたいと思います。 

 あわせて７月下旬には、体験入学や説明会等も予定をいたしております。 

 ３つ目の留学校をどのように選別し、ＰＲしていくのか。また、制度当初のときはモデル校を

選定して開始するのかについてでございますが、里親や孫戻し、親子留学先の地域にもよります

ので、全ての小中学校を選択肢の対象としますので、留学校の選別はいたしません。また、モデ

ル校の選定についても現在は考えておりません。 

 ＰＲ等の情報発信につきましては、現在イキビズの森センター長、平山副センター長の助言等

をいただき協議を進めております。全国への情報発信として２年間利用できるプレスリリースを

活用し、５月のゴールデンウィーク明け及び７月の夏休み前に情報発信ができるように依頼をし

ておるところでございます。あわせて、壱岐市のホームページの「いきしまぐらし」にいきっこ

留学のページを追加し、各学校のベースとなるクラス数や児童数の規模、また特色ある教育活動

などを紹介するとともに、各学校のホームページにもリンク、検索ができるよう整備を進めてい

く予定です。 

 ４つ目の離島留学制度の現行の助成額についてでございますが、御承知のとおり壱岐高校の離

島留学制度が平成１５年度から実施されており、現在ホームステイ補助費として里親に月額７万

円、これは実親が４万円、市の補助が３万円というふうになりますが──と交通費の補助として

通学にかかるバスの定期券の全額補助をいたしております。 

 今回いきっこ留学では、ホームステイ費、月額７万円──市の補助が３万円になりますが、あ

わせて移住費用の支援の経費を３分の２以内または２０万円のいずれか低い額で計画をし、現在

補助金交付要綱等を整備中でございます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  鵜瀬議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  ありがとうございました。 
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 １点ちょっとお聞きしますけども、里親については４月以降に募集をして、実質は９月以降の

２学期からの実施ということで半年間ということですけども、場合によっては今回の留学制度に

ついては、あくまでも体験というのではなく、例えば１年でも、２年でも、その後ずっと滞在す

るということは可能なんでしょうか、その点ちょっとお尋ねをいたします。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育次長。 

○教育次長（山口 信幸君）  一応今回の留学制度の実施要綱、ただいま整備をいたしております

が、留学の期間は原則として１年というふうにさせていただいております。今回は初年度という

ことで２学期以降リスタートということにさせていただいております。原則１年でございますが、

継続を希望する場合は運営委員会と協議をし、その上で判断をするというふうになっております。 

○議長（小金丸益明君）  鵜瀬議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  今回留学制度の助成額については高校並みの助成をして、それ

プラス移住、引っ越しについて費用の３分の２で上限は２０万円までということですが、それ以

外の例えばＩターンの親子留学等については、壱岐の定住促進の部分で補助があるかと思うんで

すが、その併用についてはどのようにお考えなのか。あくまでも今回の予算措置については教育

委員会だけなのか、企画振興部等との協議が成されているのか、そのあたりもお尋ねをいたしま

す。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育次長。 

○教育次長（山口 信幸君）  お答えをいたします。 

 今回の補助対象でございますが、まず先ほど申し上げましたホームステイの補助金の中で里親

留学と孫戻し留学、親子留学がございます。里親留学が先ほど申し上げました１人３万円を上限

といたします。また孫戻し留学につきましても、第１子については月額３万円、第２子以降につ

いては月額１万円、親子留学につきましては同じく第１子について月額３万円、第２子以降につ

いては月額１万円と。あわせて先ほど言いました移住費医療支援補助金の２本立てで補助を対象

とさせていただきたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  鵜瀬議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  いや、それはもうわかるんですけど、要は特に親子の場合は定

住も含めてきた場合、そうしたときに引っ越ししたところの改修費等はたしか定住あたりで補助

制度があったかと思うんですが、そういった部分の併用については併用できるのかどうかという

部分を、教育次長じゃなければ企画振興部長か市長でもいいですけど。 

 要は結局、縦割りの行政ではなくて、あらゆる横のつながりを持った制度があるわけですから、

そういうのを併用していかないと逆に単なる体験だけではなくて、私は将来的には定住を含めた

中でのこの留学制度と考えております。だから、そういう制度としてはいいんじゃなかろうかと
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思いますので、そのあたりについて担当部か市長なり答弁をいただければと思います。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育次長。──どっちですかね。左野企画振興部長。 

○企画振興部長（左野 健治君）  御質問のＩターンの場合、親御さんの移住・定住に該当したら

ということでございます。基本的に移住・定住、今私たちが持っている要綱の中に該当するなら

ば補助制度対象となるというふうに理解いたしております。 

 以上です。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  終わります。 

○議長（小金丸益明君）  次に、議案第４号について。３番、植村圭司議員。 

○議員（３番 植村 圭司君）  それでは、議案第４号壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市

一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について、お尋ねいたします。 

 市職員のうち一般職員に対する給与改定でありますが、嘱託職員の方など同じ職場で働いてい

らっしゃる環境にあると思います。嘱託職員の給与は経験年数に応じて昇給する方もあれば、固

定給のまま昇給しない方もおられます。今回のように人事院勧告にだけ従うと、正職員と嘱託職

員の間に待遇面で格差が広まる傾向にあると思われます。 

 また最近は、働き方改革の一環で同一労働、同一賃金の考え方も示されております。さらに市

総合計画では、適正な人員配置による総人件費の抑制がうたわれております。 

 そこでお伺いします。正職員と嘱託職員等の給与に関しまして、壱岐市の今後の給与体系がど

のようなことが適切であるとお考えか、お教えいただきたいと思っております。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  おはようございます。植村議員の質問にお答えをいたします。 

 嘱託職員の中には固定給で昇給しないものもいると、そして人事院勧告にだけに従えば、正規

職員と嘱託職員の格差が広がる傾向になると。正規職員と嘱託職員に関する市の考え方を示して

いただきたいという御質問でございます。 

 平成２８年度までの第１種嘱託職員の基本報酬月額は、嘱託職員の経験年数を３年刻みで４段

階の昇給パターンとして９年を超えると昇給がとまる形となっておりました。しかしながら、給

与・処遇の見直しとして平成２８年１２月会議に、議案第７６号壱岐市嘱託職員の給与、勤務時

間その他の勤務条件に関する条例の一部改正によりまして、条例及び規則の改正をしております。

その結果、職種ごとの報酬月額は毎年経験年数に応じた昇給をするように改定をしております。 

 ただし、正規職員と同様に５５歳に達した者の報酬月額は停止するように、規則第１１条ただ

し書きで規定をしております。 

 また、嘱託職員の報酬につきましては、正規職員が平成２５年の総合的見直しで、この場合

２から最大で４％の削減を行ったわけですけども、人事院勧告でマイナス勧告となった場合も含
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めて、据え置きをしております。ということは、マイナス調整をしたことはないということでご

ざいます。 

 なお、平成２８年の改正後の平成２９年４月１日時点において、第１種嘱託職員１５４名のう

ち１２４名が増額となっておりまして、平均で月約６,６８０円、４.９８４％アップの増額改定

をしております。 

 嘱託職員につきましては、これまで国の制度も確立されていなかったために、各自治体での取

り扱いも異なっておりまして、一概に判断できませんが、本市のように適正に条例を制定をして

おる自治体は少ないと思っております。 

 今後の考え方といたしましては、平成３２年４月から法律が施行されます。会計年度任用職員

制度に嘱託職員を当てはめなければなりません。現在全国の自治体が制度移行について検討して

いるところでありまして、これによりましてさらに明確な任用形態の制度構築が図られるもので

はないかと考えております。 

 本市におきましても、おそくとも平成３１年３月会議までに関連する条例等を御提案できるよ

う、現在準備を進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  植村議員。 

○議員（３番 植村 圭司君）  どうもありがとうございました。 

 壱岐市独自の評価、評価といいますか条例にのっとってやっているということでありますので、

その辺は評価できるのかなというふうに思っております。 

 それで、総人件費の抑制ということもうたっておりまして、これは総合計画ですね。先ほどの

嘱託職員の給与の増もあったということでありますけども、その辺のバランス的なところがある

と思うんですが、ここ通告しておりませんでしたのであれですが、総人件費の抑制の効果という

のが上がっているのかどうかということをお示しいただきたいということと、後もってで結構で

すけども、数字のほうもいただければ助かります。 

○議長（小金丸益明君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  現在お話がありました総人件費の抑制、これにつきましては、とど

まるところはございません、行革でございますので、随時継続して取り組んでおるところでござ

いますけども。先般議案説明の折にもお話をさせていただきましたけども、壱岐市職員独自の取

り組みとして、病院企業団移行にあわせて標準職務表の見直しを、抜本的な見直しを行っており

ます。 

 これによりまして、本来職務の給与の切り下げになる職員がかなりおるわけですけども、前回

お示ししましたのは、今回３月３１日でその調整期間が終わるということで、３０年４月１日か
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ら８５名の職員が給与の実質的な切り下げになると。その中には１万円未満もおりますけども、

３万円を超えるような職員もおりますというところで、実質的にその効果額というのは積み上げ

ておりませんけども、現在昨年４月１日のラスパイレス指数が９７.９でございます。 

 これは国との比較でございますけども、現在そこまで調整をしてきた部分についての抑制、効

果、そしてまた今回切り下げを行う暁には、それ以上の効果が出てくるものと思っております。 

 以上です。 

○議員（３番 植村 圭司君）  終わります。 

○議長（小金丸益明君）  次に、議案第５号について。３番、植村圭司議員。 

○議員（３番 植村 圭司君）  続きまして、議案第５号壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関

する条例及び壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について、お尋

ねいたします。 

 その前に、まず一つ確認しておきたいところがありまして、つい先般ですけれども、一部島内

紙の見出しに「また市議会で給与報酬増の審議に」という記事がございました。実は私は誤って

いると思うんですけれども、このことで市長や副市長、教育長の給与と私たち市議の報酬が上が

ることを審議するものだと思っている方もいらっしゃいます。正しくは、給与や報酬の増額では

なくて、期末手当、いわゆる民間で言うところのボーナスの増額の話だということを、まずちょ

っと確認しておきたいと思っております。 

 さて本題に戻ります。議案の提案理由に国家公務員の特別職の給与に関する取り扱い状況を踏

まえ、期末手当の支給率を調整するためとありますけれども、国家公務員の特別職等の給与に関

する取り扱いの現在の状況がどのようなものになるのか、具体的にお教えいただきたいと思って

おります。 

 また、前回の調整がいつで、どの程度であったのか、さらに今回の調整に法的根拠があるのか

確認しておきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  ただいま植村議員からの質問に回答させていただきます。 

 まず最初、冒頭の分で、新聞紙面の中で一部改正、今回の一部改正の条例については、まさに

議員おっしゃるとおりに期末手当の支給率の改定についての上程議案でございます。ですから報

酬月額等の改正ではございません。 

 それでは、議員の御質問の部分でございますけども、今回の議案の提案理由の具体的な説明、

そして前回の調整がいつどの程度であったのか、そしてさらに今回の調整に法的根拠があるのか

確認をしたいとの質問でございます。 

 この議案の提案理由は、議案説明で申しましたとおり、国家公務員の特別職等の給与に関する
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取り扱いの状況等を踏まえ、市長等の期末手当の支給率を調整しているものでございます。その

取り扱いの状況が特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律が、平成２９年１２月

８日に可決をされております。その取り扱いの状況が特別職の職員の給与に関する──が可決を

されております。 

 本市条例の一部改正の根拠は、法律に準じた改正であること及び県内他地方自治体の取り扱い

にあわせた情勢適応の原則を常としているところでございます。つまり、市長と特別職もしくは

議員の期末手当の支給率を判断するバロメーターとしては、目安としている国家公務員の特別職

の法改正に準じることとすること以外に根拠を見出せないところでございますし、加えて、なぜ

調整するかという説明責任もあわせて持つのではないかと思っております。 

 報酬額につきましては、議員御承知のとおり特に議員報酬は県内市で比較いたしますと最低の

金額となっているなど、それぞれの自治体で差がありますが、期末手当の率につきましては、特

別職、議員いずれも本法律の改正を指針として、県内、市や町については既に支給率が高い２市

を除いて全て今回と同率の改定が行われ、また行われる予定となっております。 

 前回は平成２８年１２月に今回同様法律の改正に準じて所要の改正を行ったところでありまし

て、それまでの期末手当の支給率３.１月分から０.１５月増の３.２５月に改定を行ったところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議員（３番 植村 圭司君）  以上です。終わります。 

○議長（小金丸益明君）  次に、議案第２２号について。植村圭司議員。 

○議員（３番 植村 圭司君）  続きまして、議案第２２号壱岐市高齢者福祉計画及び第７期介護

保険事業計画の策定について、お尋ねいたします。 

 本計画は、全ての高齢者の方を対象に福祉サービスのみならず地域活動や生きがいづくり等も

含めた総合的な保健福祉の向上を図ることが目的と承知しております。 

 この計画の第４章、施策の展開の中に、施策１から４と４つの施策があります。このうちの施

策３と４につきましては、訪問介護の利用実績でありますとか、見込み、または介護予防把握事

業等の実績や見込みというものが数値で示されております。このためこれらの事業につきまして

は、今後の点検評価も可能で、事業の進捗も検討し易くなっているのではないかと考えておりま

す。 

 ところが、施策１と施策２、１といいますのが、地域のつながりが感じられるまちづくりと、

施策２の高齢者が生きがいを感じるまちづくりについて理念等が書かれているところがありまし

て、現況数値や見込み数値がないところもございます。 

 例えば、施策１であります地域のつながりが感じられるまちづくりでありますと、高齢者に対
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する賃貸住宅の戸数目標でありますとか、施策２のほうであれば、シルバー人材センターへの登

録者数などが現況や目標値が記載できるのではないかと考えておりますが、目標数値がないので、

これら施策の今後の点検評価や進捗状況の把握も難しいと思っております。 

 今後介護保険料の負担増大を防ぐためにも、施策１と２も大事だと考えておりますので、それ

ら数値化されていない部分について実態をつかんでおられるのか、具体的な計画があるのかを確

認したいと思っております。御答弁をお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。髙下保健環境部長。 

○保健環境部長（髙下 正和君）  植村議員の御質問にお答えをいたします。 

 議員御指摘のように、本計画の第４章、施策の展開の中に施策１から４があり、その中に施策

１については数値をお示しをしておりません。 

 まず施策１の地域のつながりが感じられるまちづくりでは、その個別施策として高齢者を地域

で支える環境づくり、地域包括ケアシステムの深化・推進、地域包括ケアシステムの構築を進め

る地域づくり３つを掲げております。 

 地域のつながりが感じられるまちづくりを実現しようとする部分ではありますが、ここではそ

の考え方、そして手法について記載をいたしたものでございまして、議員御指摘のように数値を

設定するにはなじまない施策として考えております。 

 次に、施策２、高齢者の生きがいを感じられるまちづくりでは、その個別策として高齢者の社

会参加への実現、地域づくりの推進、高齢者福祉施策の充実、４、施設福祉の充実の４つを掲げ

て、高齢者の生きがいを感じられるまちづくりを実現しようとするものでございます。 

 １、２につきましては、１の施策同様に数値はなじまないとの判断から数値の設定をいたして

おりませんが、３、高齢者福祉の充実のみ、見込みの数値を示しております。 

 また、具体的な計画があるのかという御質問でございますが、地域包括ケアシステムの構築に

向けて、現在では医師会の皆様が中心となって取り組みを進めていただいているところでござい

ます。 

 今後はこの理念や方向性を関係機関と協議をし、市民協働で推進することが地域共生社会の実

現、そして高齢者福祉の充実と将来に向け、持続可能な介護保険制度の確保に努めてまいりたい

と考えております。 

○議長（小金丸益明君）  植村議員。 

○議員（３番 植村 圭司君）  ありがとうございました。おっしゃるとおり数値化しにくいとこ

ろはありますので、そういった理念でありますとか、計画のほうを着実に実行していただきまし

て、第８期のほうでなるべく介護負担が減るような、ふえないような方向になるように、実現で

きるように頑張っていただきたいと思っております。 
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 以上で終わります。 

○議長（小金丸益明君）  以上で、通告による質疑を終わります。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、以上で議案第２号ほか２２件の質疑を終わりま

す。 

────────────・────・──────────── 

日程第２３．議案第２４号 

○議長（小金丸益明君）  日程第２３、議案第２４号平成２９年度壱岐市一般会計補正予算（第

１１号）を議題とします。 

 本件につきましては、議長を除く全議員で構成する特別委員会を設置し、審査を行うようにし

ておりますので、質疑については委員会でお願いします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２４．議案第２５号～日程第２９．議案第３０号 

○議長（小金丸益明君）  日程第２４、議案第２５号平成２９年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第５号）から日程第２９、議案第３０号平成２９年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第３号）までの６件を議題とします。 

 これから一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、これで議案第２５号ほか５件の質疑を終わりま

す。 

────────────・────・──────────── 

日程第３０．議案第３１号 

○議長（小金丸益明君）  日程第３０、議案第３１号平成３０年度壱岐市一般会計予算を議題とし

ます。 

 本件につきましては、議長を除く全議員で構成する特別委員会を設置し、審査を行うようにし

ておりますので、質疑については委員会でお願いします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３１．議案第３２号～日程第３７．議案第３８号 

○議長（小金丸益明君）  日程第３１、議案第３２号平成３０年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計予算から日程第３７、議案第３８号平成３０年度壱岐市水道事業会計予算までの７件を議題と

し、これから一括して質疑を行います。 
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 質疑の通告があっておりますので、これを許します。１２番、中田恭一議員。 

○議員（１２番 中田 恭一君）  議案３２号の国民保険特別会計の件でお尋ねをいたしたいと思

っております。 

 本年度から国民健康保険の運営を県が主体となってやるようにかわっておると聞いております

が、今まで大変厳しい国保財政の中で、市から法定外の繰り入れもかなりしておりました。県に

なってある程度運営がうまくできるんかなとは思っておりますが、大きく市民の目から見たとき、

県になって大きく変わる点、もちろん事務は全て市のほうが委託か何かで受けて、国保事務につ

いてはもうこっちの窓口で全てやれるとは思うんですけども。 

 その中で説明の中に、賦課方法の見直しというのもありました。現在まで多くの一般会計から

法定外に繰り入れておりましたけども、それがなくなるということで、その分が市民に負担があ

る程度回ってくるんじゃないかなという心配もしております。特に県一本となれば、国保の今ま

での運営全く違いますし、掛金もかなり違っておったと思います。その部分がどのぐらい大きく

変わってくるのかを、ある程度わかれば御説明をお願いしたいと思いますし、今まで法定内の一

般繰り入れというのはやっておったわけでございますが、これについてはもう県が運営になって

も市として今までの法定内の繰り入れについては負担をしなければならないわけですよね。それ

は県への負担金という形かなんかで、一般会計から繰り入れていると思うんですが、その辺のち

ょっと説明をお願いできれば。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。髙下保健環境部長。 

○保健環境部長（髙下 正和君）  中田議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず、国民健康保険事業の主体が県とかわることで変更点はあるのかということでございます

が、被保険者に対してのサービス等については変更はございません。被保険者証の発行、そして

保険料の徴収事務につきましても、これまでどおりと変更点はございません。 

 新しい制度の中では、長崎県が財政運営の主体となりますので、市町ごとに国民健康保険事業

の必要額等を考慮して、市町が納める納付金の決定、そして標準保険料の算定を行い、公表をさ

れることとなります。市町はその納付金を納めるために、県が公表した標準保険料率等を参考に

して、自分たちの市町の保険料率を決定する仕組みに変わることとなっております。 

 次に、賦課方法の見直しで負担増にならないのかということでございますが、都道府県化に伴

う長崎県市町国保連携会議におきまして、将来的には県内統一の保険料率を目指すため、賦課方

式は所得割、均等割、平等割の３方式とする調整が進められております。県が示す納付金や標準

保険料の算定におきましても、この３方式とされております。 

 県内２１市町のうち壱岐市を含む１０の市町が資産割を加えた４方式でございましたが、うち

３市町が３方式への移行が確認をされております。壱岐市といたしましても、県内の動向にあわ
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せて３０年度から３方式への移行を検討しているところでございますが、固定資産割の部分を廃

止をして４方式から３方式とするものでございますので、この変更点によって一様に負担が増す

ことにはつながらないと考えております。 

 次に、一般会計からの繰り入れはこれまでどおりかという御質問ですが、壱岐市におきまして

は、法定外の繰り入れを平成２４年から続けておりましたが、都道府県化に伴う国の方針の中に、

赤字補填のための法定外繰り入れの解消の取り組みが求められております。本年度は、財政基盤

強化のための公費の拡充も行われたことによりまして、本市においては法定外の繰り入れを解消

いたしております。 

 法定内の繰り入れといたしましては、都道府県化後も従来の保険基盤安定分、職員給与費分、

出産育児一時金、財政安定化支援事業分については、繰り入れを継続をしていくということにい

たしております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  中田議員。 

○議員（１２番 中田 恭一君）  今年から変わることで非常になかなか理解しにくい点もあるん

ですけど、これは後もって私ももう少し勉強したいと思いますが、市民の負担金については当面

は市町村それぞれの計算でやっていくという形で、何年か先には県下統一した掛金になっていく

という考えでいいわけですかね。ああ、はい、市長。 

○議長（小金丸益明君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  この賦課方式の変更というのは、御存じのように所得割、資産割、これ

が応益割、いわゆる能力に応じた割ですね、そしてあと均等割、そして平等割、世帯割、人数割

ですけど、そういうふうにしていたわけですけれども。 

 将来的に県はこのうち資産割というのをなくすと、これはやはり資産割というのは固定資産税

がかかっている、それは固定資産税にまた国保税を掛けるという二重課税の批判があったわけで

す。それをなくそうということに方向性が向いております。 

 ところで、今回、その資産割をなくすと、考え方としては所得割が上がるんじゃないかという、

普通だったらそうなります。ところが、今回、県の──結果的に国なんですけど、国の助成もご

ざいまして、資産割をなくしても所得割は下がるという、そういう状況です。 

 ですから、今回は正直申し上げて税率下がります。そういった中で今しかないぞと、正直申し

上げて４方式から３方式に変える、そしてなおかつ所得割も上がらないという状況にあるもんで

すから、やはり将来的に３方式に変えるなら今だということを判断したところでございます。 

 したがいまして、今回、資産割を廃止いたしますけど、所得割は上がらないということで御理

解いただきたいと思っております。 



- 91 - 

○議長（小金丸益明君）  中田議員。 

○議員（１２番 中田 恭一君）  ありがとうございます、大体、大まかわかりました。 

 ただ、事務はずっと市がやっていかないかんわけですから、その分の事務費についてはもう市

の単独でやる、それとも県から委託という形になるわけですか、職員の事務費については。被保

険者に対しては全て事務は市町村で行うわけですよね。その分については、一般会計というのは

おかしいな、その分はどこからどう出てくるのかだけちょっと。 

○議長（小金丸益明君）  髙下保健環境部長。 

○保健環境部長（髙下 正和君）  職員の給料分につきましては、市のほうから繰り入れるという

形になるものでございます。 

○議長（小金丸益明君）  いいですね。中田議員。 

○議員（１２番 中田 恭一君）  済いません、時間とって。昔から応能・応益割というのが市長

言われたとおりあったわけですけども、応能割の資産割がなくなるということが、今までちょっ

と僕も気になっておったのが、今壱岐では畜産農家どんどんふやしております。国民健康保険税

で畜産農家の負担が結構多いんですね、応能割の部分が、頭数割の１頭幾らでかなり大きな国民

健康保険税の負担が来ております。ということは、それがなくなるということですよね、その分

減ってくるという考えでいいわけですかね。畜産部分の分がちょっと──いいです、それはまた、

わからなければ後でもゆっくり聞きたいと思います。 

 今回はある程度は金額が安くなってくるということでいいと思いますが、今後もぜひ健全な財

政運営をお願いをして終わりたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  次に、議案第３５号について。４番、清水修議員。 

○議員（４番 清水  修君）  失礼します。議案第３５号平成３０年度下水道事業特別会計予算

についての質問をさせていただきます。 

 私たちの生活基盤を支えるし尿処理と生活排水処理については極めて重要な課題だと思います

ので、人口減少や緊急災害対策対応などを思うときに不安になることもありますので、この場で

今後の見通しとして壱岐市の下水道整備と合併浄化槽の推進などについてのことでお伺いします。 

 私も壱岐市のホームページなどで調べてみましたが、現在壱岐市下水道事業経営戦略が昨年度

から１０年計画で実施されているということを知りました。下水道整備と運用については、市民

の要望と市の環境衛生計画に基づく下水道の整備でありますが、先ほど申しましたように人口減

少も進み、加入者も当初予測よりも厳しい現状になり、市の負担もふえていくのではないだろう

かという不安というか、そういう懸念を持ちました。 

 また、近年頻繁に起きている自然災害などのときの緊急対策対応などについても、どのように

考えておられるのかも、あわせて聞かせていただければと思います。 
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 また、汚泥再生処理センターが平成２３年度の１２月議会で条例制定され、たしか開業して

６年目を迎えられていると思うんですけども、業者の方から聞けば、このごろ持ち込まれた汚物

が１日待ち、２日待ちというような状況などもあったりして、なかなか思うように処理ができて

いないのではないかというようなことも聞きました。これからのこの下水道事業に対する市の考

え等について、地元業者の方も心配されている分も聞きましたので、どうかその辺も含めてお考

えをお聞かせください。よろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。髙下保健環境部長。 

○保健環境部長（髙下 正和君）  清水議員の御質問にお答えをいたします。 

 壱岐市では、公共下水道１地区、そして漁業集落排水整備事業３地区が整備をされており、近

年では合併浄化槽の整備のほうも進んできている状況でございます。 

 その汚泥等の処理施設であります壱岐市汚泥再生処理センターは、市内全域のし尿及び浄化槽

汚泥を処理する施設として、周辺地域の方々の御理解により平成２４年３月に完成し、４月から

供用を開始をいたしております。１日の処理能力はし尿で５９キロリットル、浄化汚泥で３７キ

ロリットルでございます。平成２８年度の１日の平均処理量といたしましては、し尿が５３キロ

リットル、浄化汚泥については１８.５リットルでございます。 

 議員御指摘のように、二、三日待つ状態があるのじゃないかという御指摘でございますが、現

在浄化汚泥につきましては、その処理が３月に集中をして、処理能力を上回る数量が来ている状

況がございます。それで環境衛生業者の方々にお集まりをいただいて、昨年も一度は会議を申し

上げましたが、自主的に協議ができるということでございましたが、本年も現在その処理が追い

つかない状況がございますので、本日業者の方々に集まっていただいて、協議をすることといた

しております。 

 処理全体量としては問題ございませんが、その時期的に集中をするということの解消に努めて

まいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  清水議員。 

○議員（４番 清水  修君）  ありがとうございました。少し心配というか不安に思っていた部

分が、ああなるほどということでわかることができましたが、いわゆる先ほども言いましたよう

に、この１０年計画における今後の見通しということで、当然今計画されている分は進めていか

れると思うんですけれども、そういった中で何か先ほど言いました人口減少とか加入の当初見込

みよりも少なくなることへの対応とか、何かそういったことについては、何かございませんでし

ょうか。 

○議長（小金丸益明君）  平田上下水道課長。 
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○上下水道課長（平田 英貴君）  清水議員の御質問にお答えをいたします。 

 経営戦略等で定めております１０年計画、その中で今後どのような方針で進めていくかという

ようなことですけれども、壱岐市では平成２８年３月に壱岐市汚水処理構想というものを策定を

いたしております。その中で人口減少、高齢化など、社会情勢の変化を踏まえて今後の汚水処理

の施設の普及を図ることといたしております。 

 汚水処理構想の中には、現在整備を進めております地区以外も計画に入っておりますけれども、

その部分を整備するか、しないかにつきましては、人口減少等のこともございますし、地域のま

ず盛り上がりがなければ、加入率の向上もつながらないということも考えておりますので、その

辺を十分に検討して進めていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議員（４番 清水  修君）  ありがとうございました。終わります。 

○議長（小金丸益明君）  次に、議案第３６号について。７番、久保田恒憲議員。 

○議員（７番 久保田恒憲君）  議案第３６号平成３０年度三島航路事業特別会計予算について質

問させていただきます。と言いますのも、私１０数年前から介護予防事業等で大島、原島、長島

に、１年間に数回ほど出向いておりますので、どちらかと言いますと三島航路は比較的利用する

立場でありました。 

 今回国境離島新法の関係で運賃の低廉化が図られまして、非常に博多とかそういうところに行

かれる方は安くなって喜ばれているんですけど、何か三島航路も対象になるというようなことを

お聞きして、現在でもそんなに高いと思っていない運賃がなおかつ安くなると。じゃ、それに伴

って三島航路を利用される方々は果たしてふえるのかなというような心配をしておりました。ち

ょっと特別会計の予算書を見まして、今質問をさせていただいているわけです。 

 ページ数で８ページの中で、歳入、１款船舶使用料及び手数料という中で、その１項で使用料

が前年に比べてふえているんですよね。そのふえている根拠がちょっとこの中では見えないなと

いうことで、歳入の中では当然利用客の乗船料とか、そういうのも含まれているんであろうとい

うことで、その内訳などを説明いただければと思っております。 

 関連しまして、こういう実情を受けて、三島航路事業の今後の見通しなどがとか目標があれば

教えていただければと思っております。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  ただいまの質疑に対する理事者の答弁を求めます。久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  久保田議員の御質問にお答えをいたします。 

 フェリーみしまは、三島地区島民皆様の通勤、通院、通学、日用品の買い出し運搬など三島地

区皆様の生活基盤を支える航路として欠くことのできない唯一の交通機関として、大島から郷ノ
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浦間を１日に４往復の計４便運航しております。 

 利用客数の実績につきましては、平成２６年度が６万１,１３３人、平成２７年度が５万

９,７８２人、平成２８年度が５万４,１６５人、子供が０.５人で積み上げております。このよ

うに年々減少している状況でございまして、三島地区の人口につきましても、平成２７年３月

３１日現在が３７３人、２８年３月３１日現在が３５４人、２９年３月３１日現在が３３７人と

減少している状況でございます。 

 久保田議員の質問の使用料及び手数料につきましては、船舶使用料、いわゆる運賃収入でござ

いますけども、主には乗船による運賃収入と自動車航送運賃収入がございます。乗船運賃収入に

つきましては、先ほど述べましたように、人口減少によりまして三島からの利用客数の増加は見

込めないと考えております。 

 乗船客数の見込み方といたしましては、これは今回の当初予算の見込み方でございますけども、

平成２９年９月分までの実績が三島航路における乗船利用率が前年比９６.２％となっておりま

したので、平成３０年度につきましては、平成２８年度実績に乗船利用率見込みの９６.２％を

乗じまして、年間５万２,１００人の乗船利用客数を見込んでおります。 

 乗船運賃収入の算出につきましては、国庫補助の対象期間であります平成２８年１０月から

２９年９月までの１年間の実績を運賃低廉化に伴う交付金を含めたところで、１,６５４万

８,４９９円でございますので、これに平成３０年度分につきましては、乗船利用率見込みの

９６.２％を乗じまして、１,５９２万円の収入を見込んでおります。 

 また、自動車航送運賃収入につきましては、平成２８年１０月から２９年９月までの実績が

１,２９６台、５４４万２,１３０円でございました。平成３０年度は引き続き県等の公共工事等

が予定されておりまして、新たに壱岐市まちづくり市民力事業による生コン資材の運搬、そして

防犯等設置工事等を予定しておりますことから、５％増の５７１万４,０００円の収入を見込ん

でおります。 

 そのほか手荷物、小荷物運賃等の収入としましては、前年度実績相当の１０５万円の収入を見

込んでおります。 

 したがいまして、平成３０年度における運賃収入は、全体で２,２６４万８,０００円を見込ん

でおります。昨年度当初予算と比較しますと２０４万７,０００円増額予算となっております。 

 乗船運賃増の理由としましては、乗船客数は減少傾向にあるものの乗船運賃額につきまして昨

年まで三島島民の方は往復割引を利用しておられましたけれども、運賃低廉化の対象となる片道

運賃のほうが有利であることから、平成３０年度につきましても片道運賃での利用が見込まれて

おります。その分を含めまして９８万３,０００円を乗船運賃の増額見込みとしております。 

 なお、当然ではありますけども、割引分につきましては、国、県、市がそれぞれ負担すること
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となりますので、利用者負担については軽減されることとなります。つまりは、乗船利用者は減

少を見込んでおりますが、往復割引運賃と片道運賃の差額分が増収となるというとこでございま

す。 

 次に、自動車航送運賃は、平成２９年度当初予算におきまして過去の実績をもとに車両台数

１,０７０台の４５０万円の収入を見込んでおりましたが、県等の公共工事による自動車航送の

実績が大幅に増加する見込みであります。平成３０年度当初予算については、三島地区における

県の公共工事であります大島漁港生産基盤整備工事、市の公共工事であります放射線防護対策施

設整備工事等が予定されていることから、車両台数１,３６０台の５７１万４,０００円の収入を

見込んでおりまして、１２１万４,０００円の増収見込みでございます。 

 次に、手荷物、小荷物等はマイナス１５万円を見込みまして、合計の２０４万７,０００円の

増でございます。 

 次に、三島航路事業の今後の見通し、目標についてということでございますけども、長崎県航

路対策協議会に提出をしております生活交通確保維持改善計画でも示しておりますけれども、人

口の減少により利用者数も減少傾向にあり、経営状況は非常に厳しい状況でありますが、今後も

壱岐本島にはない三島の魅力を発掘し、漁業体験メニュー等による観光客及び教育旅行等による

利用者の拡大を図り、収入の確保と経費の節減に努めてまいりたいと考えております。 

 特に漁業体験メニューは、平成２６年度から壱岐市観光連盟が渡良三島地区において、漁業者

の方が指導する漁業体験といたしまして船釣り体験、魚釣り体験、シュノーケリング体験、とれ

た魚で調理体験などを行っておりまして、平成２９年度実績につきましては、船釣り体験が

２４１名、魚釣り体験が３５８名でございます。これにつきましては、渡良三島地区というとこ

ろでございますので、全てが三島での体験ではございませんけども、そういう利用があるという

ことでございます。 

 また、教育旅行につきましては、２８年度実績で延べ３７４人の乗降客数となっております。

夏休み期間を利用して、キャンプなど団体客の利用がございますので、今後もフェリーみしまを

利用した三島地区での交流人口の拡大を図り、収入の確保につなげてまいりたいと考えておりま

す。 

 また、現在のフェリーみしまは、平成１４年度に建造し、その後、平成１５年４月から本航路

に就航しておりますが、１５年を経過しておりますので、今後新船の建造を計画するに当たりま

して、国、県との協議を進めてまいりたいと考えております。 

 現在三島航路を含め日常生活等に必要不可欠な交通手段であります公共交通につきまして、住

民の移動、あわせて観光客のニーズに対応すべき地域公共交通網形成計画を策定中でありまして、

その中で省エネ船舶へのリプレイスによる経費削減について検討を進めているとこでございます。 



- 96 - 

 有人国境離島法に伴い二次離島である三島地区において、より強力な安定支援策としての本航

路の役割は重要でありまして、本航路維持のためには国、県、市が一体となった支援が必要でご

ざいます。 

 基本的な方針といたしましては、安全航行第一として島民の意向を踏まえ、関係機関と協議し

ながら当該航路の実情に合った経営改善を図ってまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  久保田議員。 

○議員（７番 久保田恒憲君）  はい。説明よくわかりました。実は私、長崎県の要するに国県の

補助で運行している長崎県離島航路対策協議会というものに公募員として参加しまして、長崎県

の離島が抱えている交通事情は、今まで知り得なかったところが少しわかりました。その中で、

この三島航路が長崎県離島航路対策事業の中の補助金により運営されている航路というのを初め

て知ったわけですね。 

 その中で今説明にありましたように、長崎県の離島はもっと大変なとこがあるんですよね。そ

れこそ経営努力改善しようにも、島民が１０名であったり５名であったりというようなところが、

たくさんあるんですよね。それから見れば、三島は今答弁にありましたように、スイセンの香り

がする島があったり、アワビ種苗センターがあったり、非常に魅力的な島だと思うし、もっとも

っとやり方によっては魅力ある地域になるんではないかと思っております。 

 ですから、今後とも一つぜひ行政の方におかれましては、今答弁にありましたように、三島の

魅力を、三島ならではの開発の仕方などをぜひ考えていっていただければと思いますし、私たち

もともに考えていきたいと思っております。 

 以上で終わります。 

○議長（小金丸益明君）  以上で、通告による質疑を終わります。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、以上で議案第３２号ほか６件の質疑を終わりま

す。 

 以上で、議案に対する質疑を終わります。 

 これより委員会付託を行います。 

 議案第２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正についてから、議案第２３号長島地区放射線防

護対策施設整備工事（建築主体工事）請負契約の変更についてまで及び議案第２５号平成２９年

度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）から、議案第３０号平成２９年度壱岐市

水道事業会計補正予算（第３号）まで並びに議案第３２号平成３０年度壱岐市国民健康保険事業
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特別会計予算から、議案第３８号平成３０年度壱岐市水道事業会計予算まで３５件を、タブレッ

トに配信しております議案付託表のとおり、それぞれ所管の委員会に付託します。 

 お諮りします。議案第２４号平成２９年度壱岐市一般会計補正予算（第１１号）及び議案第

３１号平成３０年度壱岐市一般会計予算については、議長を除く１４人で構成する予算特別委員

会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。したがって、議案第２４号及び議案第３１号につ

いては、議長を除く１４人で構成する予算特別委員会を設置し、これに付託して審査することに

決定しました。 

 お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任については、委員会条例

第８条第１項の規定により、議長を除く１４名を指名したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。したがって、議長を除く１４名を予算特別委員に

選任することに決定いたしました。 

 今定例会における予算特別委員会の正副委員長につきましては、議会運営委員会で協議し、総

務文教厚生常任委員の中からとし、委員長に市山繁議員、副委員長に山川忠久議員と決定いたし

ましたので御報告いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第３８．陳情第１号 

○議長（小金丸益明君）  日程第３８、陳情第１号核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書提

出の陳情を議題とします。 

 ただいま上程いたしました陳情第１号については、タブレットに配信しております陳情等文書

表のとおり総務文教厚生常任委員へ付託します。 

────────────・────・──────────── 

○議長（小金丸益明君）  以上で、本日の日程は終了しました。 

 次の本会議は、３月８日木曜日午前１０時から開きます。 

 なお、３月８日と３月９日は一般質問となっており、８日は４名、９日は３名の議員が登壇予

定となっております。壱岐ビジョン、壱岐ＦＭにて生中継いたします。市民の皆様におかれまし

ては、御視聴いただきますようよろしくお願いいたします。 

 本日は、これで散会いたします。お疲れさまでした。 

午前11時07分散会 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成30年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ３ 月 会 議 会 議 録（第３日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第３号） 

                    平成30年３月８日 午前10時00分開議 

 日程第１ 一般質問 

           ３番 植村 圭司 議員 

          １３番 市山  繁 議員 

           ９番 音嶋 正吾 議員 

           ７番 久保田恒憲 議員 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第３号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 山川 忠久君       ２番 山内  豊君 

３番 植村 圭司君       ４番 清水  修君 

５番 赤木 貴尚君       ６番 土谷 勇二君 

７番 久保田恒憲君       ９番 音嶋 正吾君 

10番 町田 正一君       11番 鵜瀬 和博君 

12番 中田 恭一君       13番 市山  繁君 

14番 牧永  護君       15番 豊坂 敏文君 

16番 小金丸益明君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

８番 呼子  好君                 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    土谷  勝君   事務局次長 米村 和久君 

事務局係長   若宮 廣祐君                
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────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 …………………… 白川 博一君  副市長 ………………… 中原 康壽君 

教育長 ………………… 久保田良和君  総務部長 ……………… 久間 博喜君 

企画振興部長 ………… 左野 健治君  市民部長 ……………… 堀江 敬治君 

保健環境部長 ………… 髙下 正和君  建設部長 ……………… 原田憲一郎君 

農林水産部長 ………… 井戸川由明君  教育次長 ……………… 山口 信幸君 

消防本部消防長 ……… 下條 優治君  総務課長 ……………… 中上 良二君 

財政課長 ……………… 松尾 勝則君  会計管理者 …………… 平田恵利子君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前にあらかじめ御報告いたします。西日本新聞社ほか３名の方から、報道取材のた

め、撮影機材等の使用の申し出があり、許可をいたしておりますので、御了承願います。 

 呼子議員から欠席の届け出があっております。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより、本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（小金丸益明君）  日程第１、一般質問を行います。 

 一般質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いします。 

 それでは、質問順位に従い、３番、植村圭司議員の登壇をお願いします。 

〔植村 圭司議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（３番 植村 圭司君）  皆さん、おはようございます。 

 通告に従いまして、３番、植村圭司が一般質問をいたします。よろしくお願いいたします。 

 玄海原子力発電所再稼働に関する質問をしたいと思っております。 

 玄海原発３・４号機は、昨年１月に原子力規制委員会の審査に合格、ことし２月２０日には、

３号機の原子炉に核燃料を装填する作業が終わりました。再稼働は３月下旬、２３日ごろと言わ

れておりますが、あと２週間ほどの予定で再稼働をし、そして４月に営業運営再開、さらに５月

には、４号機が再稼働の方針などと報道されております。あってはなりませんけれども、原発で

の過酷的な事故を想定した対応が、壱岐市民にも迫られるということになろうかと思います。現

実的には、既に核燃料が装填済みでありますので、再稼働をする前の今のこの瞬間、想定外の大



- 100 - 

きな事故が起こる可能性もゼロではないと認識しております。 

 市長は、従来から再稼働反対を唱えておられまして、議会も反対決議をし、壱岐市の総意とし

て一貫して反対としてまいりました。現実は既に、より緊張感を持って対応しなければならない

時期にまで来ております。そこで点検と周知も兼ねて一般質問をすることにいたしました。 

 さて、壱岐市としましては、５年前の平成２５年３月、壱岐市版「原子力防災のしおり」を各

戸に配布をしております。こちらがそのしおりでございますが、小さくまとまっております。広

げると、避難する内容・方法等が書いてありまして、コンパクトにまとまっておりまして、非常

によくできているというふうに思っております。 

 このしおりにのっとって避難することになっておりますが、さらに具体的に避難等について記

載された「原子力災害避難計画」をことしの１月に策定していると承知しております。第２次総

合計画でも具体的な避難計画を策定しますとしており、着実に施策が実行されていることと理解

しております。 

 「原子力災害避難計画」は、こちらのようにホームページに掲載されたものでございまして、

印刷をすると、市民誰でも見れるようになっております。しかしながら、原発再稼働を前にした

この時期に、「もし原発で事故が起こったらどう行動しますか」と、私がお会いした人に尋ねる

と、「わからない」とか、「どこに逃げようか」、「諦める」といったお答えがありました。 

 また、原発から３０キロ圏内にある公共施設なんですけれども、「原発事故発生時のマニュア

ルが整備されていますか」というふうに尋ねますと、「あったかな」というふうな形で曖昧な返

事があったところもございました。そこで、玄海原発再稼働を前に確認しておきたいと思いまし

て、今回の質問をさせていただいております。 

 次の３点について、質問をさせていただきます。 

 まず１点目なんですけれども、学校、公共施設など、市関連施設や民間の病院、原発災害時の

対応マニュアルの整備状況を教えていただきたいと思っております。 

 さらに、市民ではなく、たまたま居合わせた観光客など、島外出身の方への対応はどうするの

か、把握できていれば教えていただきたいと思っております。 

 ２点目に、広域避難──島外避難のことでございますが、この場合に具体的にどのように行動

すればいいのかのイメージが湧いてまいりません。国と県と調整する必要があって、市だけの責

任ではないと思いますが、原発再稼働が目前に迫った今、最悪時の避難方法をある程度具体的に

定めておいたほうがいいと思っておりますが、市長の御見解をお聞かせください。 

 ３番目に、原発災害時の被害対策や避難方法について、市民が十分理解を深めるための具体的

な計画があれば、お教えいただきたいと思っております。もしなければ、市民が危機に十分に備

えれるように啓発活動などが必要だと考えますが、市長の御見解はいかがでしょうか。 
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 以上、３点について御質問をいたします。御答弁のほう、よろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  植村圭司議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  おはようございます。 

 ３番、植村議員の御質問にお答えをいたします。 

 質問３点ございまして、市長の見解をお聞きしたいということでございますけれども、私のほ

うから、市としての考え方のほうで説明をさせていただきます。 

 白川市長が常々言われておりますとおり、防災は、行政の最大の責務でございます。当然、原

子力防災についても同様であり、その内容については、市民皆様に御理解をいただけるよう取り

組んでまいりました。 

 最初の作業として、東日本大震災の後、国の防災基本計画、長崎県地域防災計画等の改訂を反

映させるため、３回の防災会議を経て、平成２５年３月に「壱岐市地域防災計画（原子力災害対

策編）」の抜本的な変更を行っております。 

 そして、この地域防災計画の周知につきましては、平成２５年３月に県と共同して「原子防災

のしおり」、先ほどお示しをいただきましたしおりを作成し、各戸に配布をいたしました。平成

２６年４月にも、「わが家の防災マニュアル」と「壱岐市地域防災計画（原子力災害対策編）の

概要版」を作成して、各戸に配布しております。 

 さらに、この概要版の説明会を同年７月から８月にかけて、市内５カ所で開催をしております。

その後においても、自治公民館等で出前講座などを通して周知に努めてきたところでございます。 

 また、地域防災計画にのっとって関係機関及び市民が実際に対応してみることが、最も理解を

深めることにつながると考えておりまして、災害時の混乱を最小限に抑えることになるために、

原子力防災訓練を毎年実施をしておりまして、本年度で６回を数えております。 

 このような取り組みを行っておりますが、議員の御指摘のように、十分に市民の皆様に理解さ

れていないという面も感じてはおります。これは、周知の方法、または周知の頻度にも問題があ

ることは重々承知をしておるところでございますけれども、例えば人間の心理として、自分だけ

は大丈夫だと、いざというときは誰かが助けてくれるといった安易な方向の考え方にもなりやす

く、ひいては、防災にかかわる情報を積極的に受け入れることについての心構えの不十分さも、

理解いただいていない一つの要素にもなりかねないかなとも考えております。 

 これは、誤解のないようにお受け取りをいただきたいと思っておりますけれども、防災は、自

分や家族の身は自分で守るという自助が基本でございます。その後に共助があり、公助があると

いうことを市民皆様に認識していただきたいと思っております。まずこの部分の意識改革が必要

であると考えております。 
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 また、原子力防災は、複雑で難しいという思い込み等があるかもしれませんけれども、原子力

発電所で万が一事故が起きた場合の避難は、屋内に退避することが基本となります。状況が悪化

した場合には、壱岐島の北部に避難することになりますが、この場合にも慌てずに避難すること

が肝心でございます。 

 このことは、先月、２月の１１日に開催をされました原子力規制委員会と地元関係者との意見

交換会の折、これは市長も出席をされておりますけれども、委員会の更田委員長が、「避難には

必ず弊害、危険が伴います。一方、ＩＡＥＡ（国際原子力機関）の評価でいえば、福島第一原発

の事故では確定的な放射線の影響はなかったとされていることをあわせて考えると、強く申し上

げたいのは、避難というのはできるだけ急いでというものではなくて、ゆっくり落ち着いて行っ

ていただくことのほうがリスクを下げる上でずっと有効ですし、さらに言えば、多くの場合、避

難よりも屋内退避の方がはるかに効果を上げるケースがあります」と述べられております。 

 さらに、世界でも最も厳しいとされる新規制基準においては、玄海原子力発電所で、福島第一

原子力発電所と同じような事故が起きても、放射性物質の放出量は２０００分の１とされている

ことに対して、更田委員長は、「この数字を一つの指標にして防災対策を考えるのは正しい。ま

た、守るべきあるいはより強く守られるべき人というのは、今までやや曖昧に語られてきたとは

思いますけれども、防災計画をより実行性のあるものにしていくためには意味のある議論だと思

いますので、議論を続けたいと思います」と発言をされております。これは、原子力規制委員会、

更田委員長の発言でございます。 

 つまり原子力防災は屋内退避が基本であり、複雑なものではないということでございます。ま

た、屋内退避、避難開始の判断は国が行い、壱岐市があらゆる手段で住民の皆さんにお知らせを

するので、慌てる必要はなく自分の置かれた状況を判断し落ち着いて行動する、このことに尽き

ると考えております。これは前段の説明ということで、規制委員会のほうでもこういう考え方が

ありますよという紹介でございます。 

 議員質問の１番目の市関連施設、民間の病院等の原発災害時の対応マニュアルの整備状況、Ｕ

ＰＺ圏内ということでございます。そしてまた観光客など、島外の方への対応はどうするかとい

うことの御質問に対して回答をさせていただきます。 

 市内の全幼稚園・小学校・中学校とＵＰＺ圏内の保育所、高等学校は、児童生徒を自宅に帰す

ことを基本とした原子力災害時の対応マニュアルを作成をしております。また、ＵＰＺ圏内で入

院や宿泊のできる有償の病院、そして福祉施設は、それぞれの施設が長崎県の指導に基づきまし

て、対応マニュアルを既に作成をしております。 

 なお、観光客等の島外の方は、住民と同じ避難行動をとっていただくことになると思いますけ

れども、状況を見て可能な方は島外へ戻っていただくという対応になるかと考えております。 
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 次に、２番目の質問でございます。 

 広域避難（島外避難）の場合に、具体的にどのように行動をすればよいか。今の段階で全くイ

メージできていないと。市だけの責任ではないと思うが、国、県、関係機関と早急に調整し、最

悪時の避難方法を定めておいたほうがよいという御意見でございます。 

 広域避難については、現在の形での原子力防災が始まったときから市民に不安があるために、

長崎県に対しましてその対応を要望してきたところでございます。長崎県当局においては、国へ

の要請、そして福岡県との調整等に御尽力をいただいており、毎年実施している防災訓練では、

自衛隊の艦船やヘリコプターを利用した福岡県への避難を実施をしております。また、壱岐住民

の避難先となる福岡県内の市町もだいぶ固まってきております。ただ、現在まだ公表の段階には

至っておりません。 

 なお、実際に広域避難しなければならない場合は、そのときの状況にもよりますが、避難は定

期航路の船舶や自衛隊の艦船を利用して、福岡県の受け入れ市町へ避難することとなります。 

 また、冒頭にも申しましたが、慌てて避難することは、かえって危険であり、放射線の影響が

心配される子供や妊婦等の、先ほど申しました規制委員会の委員長が言っておられます「より強

く守られるべき人」を優先して、落ち着いて行うことが大切なことになります。規制委員会との

会議の中で、白川市長は、この「より強く守られるべき人」等の基準を示してくれということで

要請をされております。今の段階は、言葉でそういう表現になっておりますけれども、今後、そ

この優先順位等は示されることと思っております。 

 次に、３番目の原発災害時の被害対策や避難方法について、市民が十分理解を深めるため、具

体的な計画があれば、お願いをしたいという質問でございます。 

 市民皆様には、内容を十分御理解いただけるように、いろいろな手段で情報提供や出前講座の

実施など、これまでの取り組みを継続をしてまいるということでございます。また、先ほど述べ

ましたように、個々の人の考え方は、安易な方向に流されやすい面もございますけれども、この

点への対応は、やはり自治公民館等で結成をされた自主防災組織の役割が大切であると思ってお

りまして、今後、自主防災組織を通した啓発活動を強化していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  植村議員。 

○議員（３番 植村 圭司君）  御答弁をいただきました。おっしゃるとおり、ゆっくり落ち着い

てという考え方のほうが、私も同感でございまして、殊さら危険をあおるということではなくて、

市民の皆様方が落ち着いて行動するということの基本が、まず大事だというふうに考えておりま

す。 
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 ですから、今、私が聞いてまいりました中で、ちょっと事例として挙げますけれども、もうい

きなり事故があると逃げないといけないと。逃げる、その行為に至ろうという話になってくるん

ですけれども、「どの港から逃げれるだろうか」とか、「誰から船に乗れるんだろうか」とか、

「船は本当に来るんだろうか」とか、「どこに逃げても同じだ」と、「もう諦めて家におりた

い」という方もいらっしゃいました。ある漁師さんは、その漁船で逃げると決めていまして、家

族の間で集合場所を合言葉のように決めましているという方もいらっしゃいました。いろんな方

がいらっしゃいまして、やっぱり個々人の意識の中でさまざまあろうかと思いますけれども、と

にかく落ち着いて行動する、情報を収集する、そういったことを徹底的に周知するということが、

まずは大事だろうと私も感じております。 

 マニュアルの件なんですけれども、私も学校のほうに赴きまして確認いたしました。そしたら

ば、きっちりと書いてありまして、避難訓練のほうもしてありましたので、問題ないというふう

に思っております。 

 旅館のほうなんですが、観光客対応のほうがちょっと曖昧なところがありましたので、おっし

ゃいましたように、島外に回避して行くとか、３０キロ圏外のほうに移動するという考え方のほ

うが、浸透するようにしていければと思っております。 

 広域避難の件なんですけれども、これはちょっと触れられていなかったんですが、広域避難を

決定する際の判断基準としまして、３０キロ圏内しかないモニタリングポスト、これが３０キロ

圏外にも必要だろうというふうに思っております。このモニタリングポストの値が、検知しまし

た値によって、逃げるか逃げないかという判断になると思いますので、今ないこの３０キロ圏外

のモニタリングポストの設置を、これはもう早急に国・県のほうに要望は、もうしてあるかもし

れませんけれども、強力にお願いしたいというふうに思っております。 

 それと、あと啓発のほうなんですが、実はそのしおり今、御紹介しましたこのしおりの中身な

んですけれども、この中身と、１月に公表された避難計画の中で変わっているところがございま

して、例えば石田町なんですけれども、石田の久喜と湯岳と印通寺地区については、このしおり

ですと、小学校は石田小学校のほうに集合するという話になっているんですけれども、新しい

１月のほうでは改善センターのほうになっております。 

 変わっておりまして、これについて気づいている方が何人いらっしゃるかわからないんですけ

れども、１月に出ましたこの避難計画のほうが、ホームページのほうでトップページに二、三日

に出ただけで、その後、消えてしまいまして、どこに行ったかわからないというふうな感じでな

りました。私も検索をかけてやっと探した状態でございまして、これを容易に見つける方が少な

いんじゃないかというふうに思っています。かつこの存在も知られていないんじゃないかという

ふうに思っておりまして、できましたらば、この原子力防災のしおりのように、改めてコンパク
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トな形で、再配布をしたほうがいいのではないかというふうに感じておりましたので、それをお

つなぎしたいと思っております。 

 その更田さんのお話ですね。ありましたとおり、安全神話というのは既にないというふうに私

も感じておりますので、過剰に恐怖におびえず、正しい知識を理解して正しく行動する、こうい

ったことが普及していきますようにお願いしたいと思っていますので、よろしくお願いします。

先ほどのこのマニュアルの件について、お考えがあれば、教えていただきたいんですが。 

○議長（小金丸益明君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  ただいま御指摘をいただきました、しおりと最新版の避難計画で内

容が異なっているところがあると。見直しも図っておりまして、そういう部分があるのは確かで

ございます。 

 今後、今、先ほど申しましたように、言われたようにホームページのほうだけしか、１月に作

成したものですからまだアップしておりません。ただ、今後の予定としては、４月以降に各戸に

配布をしようと思っています。ただ、概要版とすればかなり簡略化しますし、どうせならもう完

全な今のそのものを、かなりな量になりますけれども、１家に１冊お配りをしたいと思っており

ます。この分については、当初その予定をしておりましたけれども、まだ今配布までに至ってい

ないということで、４月以降とさせていただきたいと思っております。 

 それと、モニタリングポストの件でございますけれども、これにつきましても壱岐市の場合は、

おっしゃるように全島避難も視野に入れたところでの協議を重ねております。今現在、３０キロ

圏内のポストしかございませんけれども、この分については県とも事前にもう協議をしておりま

して、これは設置をしないということにはならないと思いますし、早急な対応をお願いをしてい

きたいと思っております。 

 それとまた、長崎県内のモニタリングポストだけじゃなくて佐賀県も設置をしておりまして、

結局、海上の上でいけば中間にあります。玄海原発と玄海町と壱岐市の中間程度にあります馬渡

島、そこにもモニタリングポストがございまして、全てのそういう機器を活用して、情報の収集

というのは今リアルタイムにできるようになっております。 

 それと、広域避難についてのやっぱり心配というのが、先ほどの話の中でも強調されていたよ

うに思いますので、ちょっと補足をさせていただきたいと思っております。 

 まず、広域避難については、「広域的な地域防災に関する協議会」というのを設置がされてお

りまして、これは最初、平成２４年の１２月に、原子力、当時、規制庁、そして佐賀県、福岡県、

長崎県の副知事の構成で広域避難の協議をされておりまして、この段階から、もう長崎県は壱岐

市の島外避難先の調整を求めておりました。 

 第２回目の会議が、平成２５年の２月に開催されたわけですけれども、今度、会議の中では明
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言はされておりませんけれども、会議後に福岡県の副知事のほうから、会合後に福岡県が離島か

らの避難民の受け皿になる可能性は高いというお話をされ、その後、福岡県が正式に壱岐島の避

難者については受け入れますよということを表明されております。 

 先ほど申しましたけれども、まだ現在、その受け入れ先はある程度調整をしておりますけれど

も、公表できない理由が、県のほうからもう少し調整をさせてくれということでございますので、

今の段階、壱岐市から公表することは差し控えさせていただきたいと思いますし、それがいつに

なるかというのも今の段階では未定です。 

 ただ、昨年の３月、２９年の３月に広域避難の打ち合わせ会という形で、長崎県と、そして壱

岐市と、そして避難先となる想定市と、既にもう下協議はさせていただいております。あと今後

の広域避難計画ということになると思いますけれども、現在、実際に避難する場合の具体的な方

法について長崎県と福岡県が協議をしております。そういうことで受け入れ町が決まり次第、速

やかに作成をしたいと思っております。 

 避難の仕方としては、まず想定されるのが、３０キロ圏外に避難をした後に島民全部が島外へ

脱出する──しなければならなくなった場合、もう一点は、最初から島外避難を予想したところ

での避難指示が勧告があった場合の２種類が考えられております。 

 壱岐市としては、北部の勝本港の整備について県・国へ要望しておりますけれども、今の段階

ではそこが活用できませんので、島内の全ての港が脱出の窓口になるというところでございます

し、今後、具体的な避難計画については、本土、福岡市からその避難先への経路、そして、壱岐

市としては、どこの港からどなたを脱出させるかという具体的な避難計画をつくっていくことに

なると思います。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  植村議員から、原子力防災についての御質問があっております。この問

題については、本当に私たちは緊張感を持って対応しなければならないと思っております。 

 先日の原子力規制委員会の更田委員長との会議に、私、行ってまいりました。その中で、皆様

方も、つい１日前の更田委員長のニュースをご覧になった方もいらっしゃると思いますけれども、

福島原発事故は、７年前に起こったのではなくて今も続いているんだと、今も福島事故は続いて

いるという御発言をなさっておりました。 

 そういう中で、まず私たちは、この委員会に行きまして、先ほど部長が申しました、守らなけ

ればならない人、守るべき人、そして、より強く守らなければならない人という、これをどうい

った意味ですかということをあえて聞いたのは、正直に申し上げて、会合に参加をしているのは、

市町の市町長と、それに近いそういった方々ばかりでした。いきなり更田委員長は、「申しわけ
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ないが、あなたたちは守るべき人には入っていないんだ」と。それはある意味年齢だったかもし

れませんし、その辺がよくわからないわけです。ですから、あえて「より強く守るべき人という

のをおっしゃってくださいよ」ということを申し上げたところであります。 

 そして、もう一つ私が申し上げましたのは、福島原発と同等の事故が起こった場合、建屋の外

には２０００分の１しか放射性物質が出ないんだと、ならば３０キロまで届くんですかと、ＵＰ

ＺあるいはＥＰＺも狭くていいんじゃないかと僕は言ったんです。ところが、それに対して更田

委員長は、理論的にはそうだと、しかしそのことをそう考えること自体が危機管理でないんだと、

それがいわゆる落とし穴といいますか、だめなんだと。２０００分の１だと、理論的にはそうな

んだと、でもやはりそこには想定外があるのだということを常に防災としては持っておかなきゃ

いけないんだということを、私は更田委員長から言葉を受けたわけでございます。 

 そのように、やはり数字でどういうことをいうても、やはりこれほど厳しい規制をしているん

だといっても、やはり想定外というのはあるんだということを常に心にとめて、防災計画、防災

の対策、対応に臨まなけりゃいけないということを改めて肝に銘じたところであります。 

○議長（小金丸益明君）  植村議員。 

○議員（３番 植村 圭司君）  市長の緊張感のあるお言葉は、これが私の耳にしみるように思っ

ております。きょう言われましたこととしまして、より強く守られるべき人という言葉を聞きま

して、この言葉が初めて私も聞きましたものですから、前進しているなというふうに感じました。

具体的に欠けるということではなくて、この言葉が柱となりまして、今後進んでいくんだろうと

いうふうに思っております。 

 落ち着いて適切に行動するということが広まっていきますように、これからも努めていただけ

ればというふうに思います。そういうふうにお願いしまして、私の質問を終わりたいと思います。

どうもありがとうございました。 

〔植村 圭司議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、植村圭司議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（小金丸益明君）  次に、１３番、市山繁議員の登壇をお願いします。 

〔市山  繁議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１３番 市山  繁君）  皆さん、改めましておはようございます。 

 今回、私は初日の午前中でございますので、時間内に終わりたいと思っておりますが、質問に

入ります前に、まず白川市長におかれましては、首長として早くも丸２年を迎えられ、任期の中

間点、いわゆる折り返しの年であります。市長は、首長としてのマニフェストの実現に努力され、

着実に実績をおさめておりますことに対しまして、敬意を表しますとともに、これからも市発展
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のために頑張っていただきたいというふうに思っております。 

 それでは、１３番、市山繁が市長に対しまして一般質問を行います。 

 項目は、大きくは２点ですが、要旨として何点か上げておりますので、順次質問をいたします。 

 １点目は、郷ノ浦フェリーターミナルの駐車場の整備についての提言と、２点目は、クロマグ

ロの小型魚の自粛枠による漁民の状況についてであります。市長の御見解をお尋ねするものであ

りますが、簡潔な御答弁をお願いいたしたいと思っております。 

 それでは、まず１項の郷ノ浦フェリーターミナル駐車場整備についてでございますが、郷ノ浦

フェリーターミナルビル駐車場の状況については、昨年の９月に同僚議員からも質問もあってお

り、明日も鵜瀬議員からも質問されるし、駐車場の整備の必要性と関心の高さが見受けられます。

今回、私も駐車場の整備について提言をいたしたいと思っております。 

 まず、交通の要衝は、海陸交通の利便性であり、港では、旅客や貨物の積みおろし、駐車場等

を含め背後地が必要でありますが、郷ノ浦港は、漁港と貨客船の岸壁等、限られた範囲の中です

み分けされ、繁栄をされております。 

 昨年の４月には、島民の念願でありました国境離島新法が施行され、航路運賃の低廉化により、

島民の島外へのフェリーとジェットフォイルの利用客も増加し、特に日曜・祭日には満車状態で、

遅く来られた方は駐車に苦労されており、駐車場利用客者からはいろんな苦情があっております。 

 私もそういうことが一遍ありましたが、非常に大変でございましたが、駐車場は利便性と必要

な用地面積でありますが、市の対応策として、元居トンネル付近に仮駐車場を設置されておりま

すが、仮とはいえ、臨時的な距離的なことや、夜間の帰り、雨天のときなど、荷物の多い方など

は利用しにくいのが実情であります。 

 駐車場の整備については、多くの方々が知恵を絞っておられますけれども、私は、以前から、

駐車場の有効利用、混雑の解消には、立体駐車場が理想と思っておりましたけれども、明日は、

鵜瀬議員がこのことについては質問をされますが、私は、二通りを考えておりました。 

 一つは、まず立体駐車場の建設、二つ目は、現駐車場内の植栽を撤去しての整備でありますが、

まず立体駐車場は構造物であり、県の認可のことも工事費のことも考慮しなければならないし、

高額でもあります。利用価値はあっても、また駐車料金のことも発生するかもしれませんが、そ

うしたときには、駐車場の設置、また２階の駐車場の車の昇降口、通路などを考えますと、１階

の駐車場台数の倍にはならないと考えました。 

 私は、希望どおり立体駐車場が建設できれば幸いですが、それには時間が必要であろうと思っ

ております。そこで実現できれば、今の駐車場の植栽は、どうせ全面撤去しなければ基礎工事も

できないわけでございますので、無駄にはなりません。そこで用途には目的が大切であります。

そこで利用度のよい駐車場内の植栽を全面撤去し、駐車場区画を白線区画とすれば、１０台から、
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やり方によっては２０台ぐらい増加されます。この整備についての御見解をお尋ねいたしたいと

思っております。 

 次に、駐車場の管轄についてでございますが、現駐車場は、県有地であり県の管轄であります

が、事業管理は壱岐が行っております。現郷ノ浦フェリーターミナルビルは、平成５年に建設さ

れておりまして、駐車場設置も同年ぐらいかと私も思っておりますが、２０年ぐらいに経過しま

すと、時の変化で、以前は乗船も岸壁から渡り橋で乗下船をしておりました。 

 フェリーターミナルの建設により、乗下船もボーディングブリッジ、架道橋が設置され、体の

不自由な方にはエレベーターも利用されております。こうしてお客の安全安心が重視されており、

おもてなしの心が重視されております。 

 市の水産課では、整備については、国・県の補助の関係もあり、県の承認が得られるかどうか

と厳しい感覚のようでございますが、私は、用途変更ならともかく、利用者のための内部の整備

であり、県も承認すべきであると思っておりますし、担当課の説明の仕方では可能ではないかと

思っております。 

 関係機関に状況説明をされて、部署の実力を発揮されまして、敷地内の整備をしていただきた

いなと言っておりますし、敷地は県有地であっても、樹木は市のものではないのか、またお尋ね

したいと思いますが、補助金のことも言われておりますけれども、これはその駐車場の設置のた

めの補助金であったのかどうか。これは、先ほど申しますように、用途変更ではありませんので、

これは私はできるんではないかというふうに思っております。 

 次に、３項の駐車場対策については、私は、この臨時駐車場については通告はしておりません

が、関連がありますので少しお尋ねをいたしたいと思っております。 

 駐車場対策には、市が検討されております仮駐車場として、元居トンネル付近に、先ほど申し

ましたように、対応策として１０台ぐらいの駐車場を準備されておられますが、距離的には利便

性に欠けております。対策としては非常にこうありがたいと思っておりますが、今回も当初予算

で駐車場の対応策として、現仮駐車場に郷ノ浦フェリーターミナル駐車場の混雑、満車緩和のた

めに臨時駐車場の整備が予算計上されております。 

 現駐車場は、狭隘で満車のときが多く、道路への駐車違反もなされ、今回の臨時駐車場よりほ

かにはないというふうに思っておりますが、距離的な対応も今後検討されなければならないと思

っておりますが、今回は、臨時駐車場の質問ではありませんけれども、臨時駐車場の整備とあわ

せて、事業費も多額ではないと思っておりますので、検討をしていただきたいと思っております

が、整備工事が実施される場合ばかりではなくて、臨時の駐車場が必要でございますけれども、

ターミナル駐車場の混雑だけでなく、整備も含めて臨時駐車場を考えておられるのかどうか、そ

の点をお尋ねいたしたいと思っております。 
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 以上、３点、早口で申しましたけれども、ひとつ御答弁をお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  市山繁議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。井戸川農林水産部

長。 

〔農林水産部長（井戸川由明君） 登壇〕 

○農林水産部長（井戸川由明君）  おはようございます。 

 １３番、市山議員の御質問にお答えいたします。 

 郷ノ浦港ターミナル駐車場の整備についての御質問ですが、平成２９年４月から施行された有

人国境離島法により、航路運賃の低廉化が実現しております。郷ノ浦港の平成２９年４月から

１２月までの乗降客数を平成２８年の同時期と比較をしてみますと、平成２９年がフェリー及び

ジェットフォイルの乗客数で１２万７,０３０人、平成２８年が１２万４,７２２人で、

２,３０８人の増となっております。また降客数につきましても、同じ時期で比較いたしますと、

平成２９年が１４万３,３９４人、平成２８年が１３万７,１６２人で、６,２３２人の増と利用

者は増加状況にあります。 

 市では、定期的に駐車場の利用状況について調査を行っておりまして、特に金曜日から日曜日

にかけて、満車に近い状況にあることは承知いたしております。また駐車場の利用者には、下船

して車で帰られる方、迎えに来て駐車場を利用し帰られる方などがおられ、船が出港した後は、

駐車スペースが空いているとか、実際にどれだけ足りないか把握しづらい面もあります。 

 まずは、長期間駐車やターミナル利用者以外の方の駐車利用について、御理解、御協力をいた

だくことが重要と考えております。長期駐車をされる方については、チラシ等で臨時駐車場を利

用していただくようにお願いをいたしており、島外に出られないで駐車される方についても、チ

ラシ等で駐車を御遠慮お願いしているところでございます。 

 また、ターミナル周辺が手狭ということもあり、一時的に迎えの車が下船口付近に集中し駐停

車されるため、混雑を引き起こす要因となっていることと考えております。現在の駐車場の植栽

区画を撤去し、駐車枠を全て白線区画に整備すれば、駐車台数の増になるとの御提案でございま

すが、議員が言われますように、植栽を撤去し、駐車ますを再配置した場合、１列約１１台分の

駐車ますの確保は可能と考えております。 

 次に、現駐車場も２５年も経過すれば、時代の変化で整備が必要になる。関係機関と交渉をと

のことですが、現在の駐車場は、長崎県が港湾の駐車場として国の補助を受けて整備したもので、

平成５年に完成し、市が県から委託されて管理をしている施設であります。郷ノ浦港は、長崎県

管理の港湾でありますので、整備計画などについては、県と協議をして進めてきております。 

 駐車台数増加のための整備計画についても、これまで協議をしてまいりましたが、ターミナル

周辺にはスペースがないこと、また、現在の利用状況、今後の増加予測の見通しなどから、大変
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厳しい状況であり、県としては、現在増設の計画はないという状況でございます。 

 仮に計画が認められて、県が整備する場合、その費用は利用者の使用料により賄うことととな

り、駐車料金が発生し、住民皆様の負担になると考えられます。 

 今回御提案いただいている内容について、県壱岐振興局に相談をいたしましたところ、県とし

ては緑地帯を撤去して駐車場にする考えはないとのことでございました。市の負担で整備すると

した場合は、補助金適正化法に基づき、財産処分等、所要の手続が済めば、許可することは可能

との判断でありました。 

 次に、今度整備予定の臨時駐車場と現駐車場とあわせて検討をとのことです。 

 郷ノ浦港ターミナルの臨時駐車場でございますが、昨年９月会議での郷ノ浦港ターミナル周辺

整備についての一般質問にお答えしました際に申し上げました場所で、元居トンネル先の郷ノ浦

漁協水産加工場の前に計画をいたしております。 

 今の臨時駐車場から郷ノ浦港ターミナルまで、少し距離があるなどとの御意見があっているこ

とから、新しい臨時駐車場の場所を検討いたしましたところ、この場所が県有地であり、臨時駐

車場として使用することが可能であったため、地元と協議を行い、整備することとし、平成

３０年度の当初予算に工事費を計上いたしております。 

 今回整備予定の臨時駐車場で、約４０台程度の駐車台数の確保が可能と考えております。 

 まずは、この臨時駐車場の利用状況について、しばらく様子を見せていただき、その後、議員

が提案の整備についても御検討させていただきながら、少しずつ改善していきたいと考えており

ます。 

〔農林水産部長（井戸川由明君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  市山議員。 

○議員（１３番 市山  繁君）  大体わかりましたけども、植栽は、あれは何ですか、樹木は県

が植えたわけですか。 

○議長（小金丸益明君）  井戸川部長。 

○農林水産部長（井戸川由明君）  植栽についても、県が整備したものでございます。 

○議長（小金丸益明君）  市山議員。 

○議員（１３番 市山  繁君）  私は先日、ジェットフォイルとフェリー乗客者の駐車場を調べ

てみますと、ジェットフォイルの付近の駐車場が６１台、ターミナル正面の駐車場が１２８台、

元居側が３１台、立体駐車場が上下で４９台、２階が４９台、合計３１８台であります。私の思

いよりも駐車できるなというふうに感じましたけれども、これよりも不足があるようでございま

す。 

 駐車場の整備をすれば、１０台から、さっきから申しますように足りると思いますけれども、
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それは、県が考えてはないということですけれども、駐車場の不足は、不足のための要望ですか

ら、それは考えてないということでなくて、考えていただかないけないわけですけれども、それ

は、あなた方の力でどうかならんとですか。それを私も思っております。 

 それから、駐車場については、私も通告はしておりませんでしたけども、このあいだ雨降りに、

私はわざわざ傘を差して、あそこから距離をはかってみました。トンネルは約１００メートルと、

そしてそれから、ターミナル正面までが２５０メートルございます。そして、歩いてみますと、

私もちょうど雨が降って、風が大変でしたけれども、やっぱり荷物を持ったり、雨降りに帰る、

夜遅く帰るというのは大変だろうと思っております。 

 そういうことで、１台も多くあそこでできればというふうに感じておりますが、そして、印通

寺港でも、公園と併用しておるところは植栽は必要ですけれども、ターミナルの印通寺ターミナ

ルでもこっちはパイプ、ガードパイプでやって、白線でやっております。芦辺港も、大通りは植

栽をしておりますけど、中は全部白線でやっております。イオンもそうですがね。 

 そうしたことで、用途を重視しなければいかないというふうに考えておりますので、今後そう

いうことを重視して。 

 そしたら、なおターミナルの立体駐車場ちゅうのは、もう不可能ちゅうことですね。これは、

樹木を撤去できないということになれば。そういうことを含めて、私は、まず一段階で、現駐車

場の植栽、これは、その当時は海と緑であったかもしれませんけれども、そのころは車が少なか

った関係がありますから、そのような用途変更じゃなくて、内部の整備ですから、もう少し力を

入れていただきたいなというふうに思っておりますが、その点どうですか。 

○議長（小金丸益明君）  井戸川部長。 

○農林水産部長（井戸川由明君）  まず、県が整備はしてくれないのかということで、要望はして

いるのかということだと思いますが、以前から駐車場が手狭ということで、県のほうにも整備を

していただきたいということで要望をいたしておりますが、もう県のほうではなかなか対応でき

ないと。 

 ただ、先ほどから言いますように、市が、市の予算で整備される場合は、それは、先ほど言い

ますように、財産処分等の所要の手続が済めばできますということで、話は伺っております。 

 そして、立体駐車場が絶対できないとか何とかじゃなくて、先ほど言いますように、当然、駐

車場を駐車場とするわけですから、市が仮にやるということになれば、それは許可が出ると思っ

ております。 

 そして、先ほど言われました臨時駐車場の距離についてですが、現臨時駐車場から桟橋までが

約７００メーター程度ございます。そして、今回予定いたしております臨時駐車場につきまして

は、４００メーター程度であります。普通に歩いて５分程度あれば、港に着くと考えております。 
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○議長（小金丸益明君）  市山議員。 

○議員（１３番 市山  繁君）  それは、ありがたいことです。臨時駐車場は、必要と私も思っ

ております。 

 しかしながら、その駐車場整備に、どうせ市が工事は出さないかんわけですけども、内部の支

援ぐらいでは、なかなか駐車料金を取るということは、なかなか難しいというふうに考えており

ます。 

 そういうことで、できるだけ立体駐車場の前提として、一応考えていただきたいというふうに

考えております。よろしくお願いいたしたいと思っております。 

 それでは、次に移りたいと思っております。 

 次に、２項の小型マグロ沿岸操業の自粛についてでございます。 

 まず、この件は国の方針であり、公的に見ると私が理解不足と、また、自粛に非協力者のよう

に思えるかもしれませんけれども、漁業者が操業自粛実施での漁業者の声は、操業制限漁獲量を

守るため、家庭生活にも大きな打撃を受けておられます。 

 この悲痛な状況を多くの方に知っていただきたいと、このような状況では、島の基幹産業であ

る漁業の後継者の存続も憂慮され、公平な自粛枠の見直しを訴えておられることから、私は、質

問と状況をあわせて行いたいと思っております。 

 水産庁は、この自粛制限は、クロマグロ資源回復のため、中西部太平洋マグロ類委員会での国

際合意に基づき、国は、平成２２年度より管理強化に取り組み、平成２７年１月からは３０キロ

未満の小型魚について、また、平成１４年から平成１６年までの年間平均漁獲実績から、半減す

る処置実施と、昨年の１月から６月までを第３管理期間、太平洋マグロの３０キロ未満の小型魚

漁獲量は３,２０１トンであり、平成３０年１月現在では、漁獲量が３,４２４トンの９３％に達

している現状であるとしております。 

 この状況は、一部都道府県での大幅な漁獲超過によるもので、漁獲を残した都道府県もある中、

漁獲超過の都道府県がこのまま漁獲を継続した場合、国際約束の管理期間を遵守することができ

なくなるため、小型マグロ漁獲の操業自粛要請を発出しているわけでありますが、国際的約束の

優先を国は言っているわけでございますけれども、勝本漁協の漁獲枠は６１トンであり、今年は

予想以上に小型の回遊が多く、今年の１月１５日ごろには、制限枠を既に超えております。 

 そういうことは、小型魚が壱岐海域に回遊していることであり、漁獲可能な大型マグロは釣ら

ない、壱岐の海域で重複した小型魚は北上して、結局小型魚は北上して北海道付近のマス、サケ

の定置網に大量に捕獲されており、この影響は小さい漁業者にはね返ってきている状況でありま

す。また、制限枠を残しているいわゆるマグロ漁業に依存度の少ない漁協もあります。 

 魚の北上は、温暖化の影響で、定置網での予期せぬ大漁枠であっても、超過には間違いないわ
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けであります。 

 勝本漁協の漁師さんは、自主制限により、別の魚種も不漁で、釣れた魚は安価で、家庭生活は

もちろん、家庭の将来計画も憂慮されて、市長は日ごろから基幹産業には精力的に力を入れてお

り、その対策に市としての対策を講じられておりますが、昨年１１月、市長、議長が知事に要望

され、太平洋マグロの資源管理に伴う資源として、壱岐の漁業者が安心して、納得して資源管理

に取り組みながら漁業に専念できるよう、及び県内関係機関へ働きかけに配慮を賜るよう要望さ

れておられますが、これは、国、県、市を連携して、抜本的な解決策を早急にしなければならな

いと、私は思っております。 

 漁民は、このままでは生活ができない現状の実情を知ってほしいと訴えておられるわけですか

ら、市長には、この実情についてどのように理解をしておられるか、お尋ねをいたしたいと思っ

ております。 

 次に、全国の漁獲枠実施を含めて申しますけれども、沿岸漁業は都道府県が管理し、平成

２８年７月から２９年６月は、枠を上回らなかった自粛の要請には、法的な拘束力はありません

ようでございますが、国の方針であり、違反することはできないと。漁獲枠の超過にならないよ

うに我慢しております。 

 北海道らの定置網を批判するのではありませんけれども、水産庁のマグロ資源量の推移データ

を見ますと、東大西洋、地中海では資源管理が奏功して、近年は回復傾向であります。太平洋は、

乱獲で減少しておりますが、日本の主要漁場の中西部太平洋マグロ類委員会では、資源量は歴史

的最低水準で、規制は長期化されると言われております。 

 漁獲枠は、３９都道府県に割り当てられておりますが、操業自粛の小型魚の操業枠と主な都道

府県の２月１４日現在の実績を見ますと、主な都道府県、漁獲枠、実績、漁獲残等を申しますと、

北海道が１１２トンの漁獲枠で、実績は７８３トン、そして、漁獲超過が６７１トンであります。

岩手県は、漁獲枠が６７、そして実績が１０１トン、そして超過が３７トン、そういうふうにず

っとありまして、長崎県は６１４トン、そして実績は４１６トン、そして、まだ漁獲残が１９８、

約２００トンは残っております。 

 沿岸漁業では、合計が１,６０６トンになっております。そして、全国が、合計は３,４２４ト

ンと、このようになっておりますけれども、これを見ますと、この超過では、北海道の超過数は

６７１トンで、長崎県の枠が６１４トン、これを、長崎県の総額を５０トンも超えておるという

ような状況であります。 

 この漁獲枠のプラス、マイナスを見てみますと、先ほど申しましたように、北海道が大幅に超

過をいたしております。長崎県は６１４トンの割り当て枠を、県内の５海区に割り当てて、壱岐

は１海区で１３８.２トンを市内５協で協議されて、勝本漁協の配分は６１トンとなっておるわ
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けでございますが、勝本漁協では、昨年の１０月から組合員１人につき、大型・小型魚を問わず、

１日１０本までと自粛し、シビの小型マグロは放流するなどして、６１トンの漁獲枠を守るため

に努力されております。 

 そしてまた、産卵期には自発的に漁獲禁止をするなど、資源回復に努力を重ねておりますけれ

ども、その一方では、漁獲枠の承認を得ない水揚げなど、ルール違反も横行しておる状況でござ

います。 

 日本の沿岸漁業、小型の漁業者が多い、結局、零細漁業が多い中で、全国一斉枠じゃなくて、

依存度の高い、海区にも合った漁獲枠と自粛枠を再確認し、再検討されることを市も、私たちも

勧奨して、再度国、県へこの現状を要望すべきであると私も思っておりますが、これについて市

長はどうお考えか、お尋ねをいたしたいと思っております。 

○議長（小金丸益明君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  １３番、市山繁議員の２番目の質問、小型クロマグロ沿岸操業の自粛に

ついてという御質問でございます。 

 現在の漁業者の皆様方の現状を思いますときに、大変胸を痛めているところでございます。そ

の自粛について２点、現状をどのように理解しているかということでございます。 

 議員が言われますとおり、国は、太平洋クロマグロの資源回復を図るために、中西部太平洋マ

グロ類委員会、ＷＣＰＦＣでございますけれども、国際約束に基づきまして、平成２２年度から

管理強化へ取り組んでおります。この管理目標は非常に厳しくて、平成２７年１月から３０キロ

グラム未満の小型魚については、先ほど議員も御指摘の平成１４年から１６年までの平均漁獲実

績の半分だという、そういう厳しい規制でございます。 

 平成２９年７月から、第３管理期間における沿岸漁業については、一部都道府県での大幅な漁

獲超過等に対し、漁獲枠を超過した該当都道府県には、その時点で操業自粛の指示があっており

ます。 

 また、漁獲枠を残す都道府県は、枠の遵守と自主的措置による漁獲抑制の要請がなされていま

したけれども、年末年始の漁によりまして、漁獲が積み上がり、全体の漁獲枠を超過するおそれ

が著しく大きくなったために、ことし１月２３日、全ての沿岸漁業者に対して、本年６月３０日

まで太平洋クロマグロの３０キロ未満の小型魚の漁獲に係る操業自粛要請が発出されたところで

あります。つまり、３０キロ未満の魚はとっちゃいけませんよという指示の発出でございます。 

 漁業者は、水揚げを確保するため、他の漁業種類への転換等に取り組んでおられますけれども、

スルメイカの不漁に加えて、クロマグロの漁獲を避けながらの操業を強いられたり、特定の漁場

に漁船が集中して、操業時間を制約されるなど、さまざまな影響が生じておると承知をいたして
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おります。 

 また、他の魚種を狙って操業しても、クロマグロの勢力が強く、必ずと言っていいほどクロマ

グロがかかるという状況にございまして、漁家経営は極めて厳しい状況で、その操業を断念せざ

るを得ない状況とも聞いておりまして、島全体の漁業不振にもつながっていると考えているとこ

ろであります。 

 壱岐市といたしましても、窮状を鑑み、漁業経営の安定と、水産物の安定供給を維持するため、

これまで議会とともにクロマグロの資源管理に伴う支援について、長崎県知事への要望を行って

きたところであります。 

 資源管理による収入減少に対する補填につきまして、漁業収入安定対策事業（漁業共済積立ぷ

らす）が拡充されておりまして、補填水準が見直されており、漁協を通して加入の推進がなされ

ておりますので、未加入の方には、この機会にぜひ加入をお勧めしたいと思っておるところであ

ります。 

 また、代替漁法への転換などについても、国や県及び市の制度を積極的に活用いただきまして、

経営の安定につなげていただくことを期待しているところであります。 

 ２点目の今の現状をどのように打開するつもりかという御質問でございます。 

 これにつきましては、実は、１０日前でございますけれども、先月２７日に谷川代議士とお会

いをいたしまして、このことについてのお話をしました。実は、２７日の話ですけども、「あす、

壱岐から漁協長たちがやってくると、俺はどうしてその答えをしたらいいのか、今、困っている。

というのは、今まで漁獲量が少ないとか、魚価が下がっているとか、そういった陳情だったと、

今回は、そこに魚はいるのだと、それをとるなと、こういうことがどうして言えるか」というこ

とを、実は谷川代議士もおっしゃいまして、あなたは、ちゃんと県と協議をして、打開策見つけ

てくれとおっしゃいましたけれども、これ、なかなかやっぱり本当に頭の痛いところでございま

して、谷川代議士と壱岐の漁協長会の漁協長様方のお話の結果は聞いておりませんけれども、こ

の問題は国際約束でございますので、一朝一夕に、また日本国だけでの解決につながらないと思

っておりますけれども、先ほど議員御指摘のように、６倍も漁獲をすると、こういったやっぱり、

私に言わせれば不届きな県は、公共団体はあってはならないと思っている次第であります。 

 クロマグロは、壱岐の多くの沿岸漁業者の生活の糧である重要な資源でありまして、その資源

を適切に管理していくことは、漁業者の皆様だけでなく、多くの関係者も理解はしておられると

思っております。 

 しかしながら、現在行われております太平洋クロマグロ資源管理の取り組みにおいては、議員

が言われるように、制度と実際の取り組みに乖離が生じておりまして、全国でさまざまな問題が

発生している状況と聞いております。 



- 117 - 

 国においては、本年７月からの第４管理期間の対応方針を検討しており、資源管理法に基づく

数量管理を開始し、より厳格な管理を実施し、同様な事態を繰り返さないための対策を講じると

しております。都道府県間の不公平感を解消し、取り得とならない配分のあり方を検討しており、

長崎県のようにとり控えた県と、北海道のように超過した自治体の超過量に応じて対応するとし

ておるとこでございます。 

 国におきましては、ＴＡＣ制度、これは罰則規定を盛り込んだ制度でございますけれども、そ

の導入も視野に入れていると聞き及んでおるところであります。 

 壱岐市といたしましても、正直者がばかを見ることがないよう、今後も引き続き漁業者の皆様

や各漁協、関係機関・団体等と連携をとりまして、県も含めて要望活動をしてまいりたいと思っ

ているところであります。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  市山議員。 

○議員（１３番 市山  繁君）  おっしゃるとおりだと私も思っておりますから、質問をいたし

ておるわけですが、そうした境遇になかった人は、なかなかわからんわけです。口だけでは解決

はできんと思っておりますし、話を聞きますと、漁師さんは、せっかく釣ったマグロが、これは

３０キロ未満であるということで、わざと釣りから外して逃がしてやるというようなことをされ

ております。それを写真に撮りたいという話でございますけれど、なかなかスマホで、片手では

なかなか撮れないと、ああいうのがあれば確実に撮れるわけですけど、そういうことができない

から、そういうような内容を見てもらえないということで、悔しがっておられるようでございま

すけれども。 

 小型マグロの操業自粛の実施によって、そのように家庭の生活も厳しくなっておりますし、漁

業の不振で漁業後継者の存続が憂慮されております。たとえ資源回復で自粛解除になったときに、

どれだけの若者が残っておるかというのが問われるわけでございますが、日本周辺の海を回遊す

るクロマグロは、地域によって魚の最盛期が異なり、配分された漁獲枠は、全国一斉の操業自粛

に不満が出ております。 

 去る２月１６日に対馬で開催された自粛の説明会では、漁師さんや漁協が操業自粛の要請に応

じないことが議決されております。そのようなことは、漁民に影響が大きいとのことであると思

います。国の方針に違反はできないが、小型魚の漁は春からが本番で、資源確保に協力している

拘束力はない、正直者がどうしてばかを見なけりゃいけないかという、納得のいかない不服の意

見が多い結果だと私も思っておりますが、対馬の漁業者は、我々に死ねと言ってるのかという反

発があったようでございますが、水産庁は、暫定処置として超過分を一括して来期からは、市長

がおっしゃったように、罰金や懲役刑を伴う新たな規制を導入し、できるだけ不公平感をなくす
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としておりますけれども、県の漁業振興課は、漁業資源の回復に一生懸命取り組んでいる漁業者

を守ることが大切だというふうに言われております。私も、そのとおりと思っておりますけれど

も、水産庁は、１月に東京都内での開催された漁獲自粛への協力を求める説明会で、水産庁の長

谷成人長官は、国の自粛要請は国際的ルールであると、苦渋の決断であると、御協力いただきた

いと頭を下げておられるようでございますが、水産庁は、国際合意に基づいてのことだけで、漁

業者のような生活の影響には、余り考慮は感じてはいないようでございますが、全国自治体の水

産課も国と同様で、事情は理解できていても、宮仕えといいますか、宮仕えの立場、ジレンマ、

板挟みで回答できない状況で、進展しないのが現状でございますが、市もこれという解決策もあ

りませんけれども、支援策として漁協漁船の燃油の補助をされておりますが、漁業者は漁業が本

業であり、目的の漁業に意欲を燃やし、生活と基幹産業の発展を望んでおるわけでございますか

ら、そうしたことで、東京海洋大学の田中栄次教授は、国際的に見て、日本の資源管理は不十分

で、都道府県ごとの漁獲枠を融通、結局、臨機応変にできるようにするなど、軟弱な仕組みをつ

くることが重要と指摘されておりますが、私もそのように思いますけれども、勝本の漁協さんた

ちも、同じ要望と私も考えております。 

 知事の要望も、同等な要望でございますけれども、ここにはすばらし山本県議さん、そして離

島出身の力量のある国会議員さんもおられますので、谷川先生ともお話されたということでござ

いますが、一丸となって、再度意見書でも提出して、私たちはこの漁民の公平性を守っていかな

ければと思っておりますが、時間もございませんから、何かあったら一言。 

○議長（小金丸益明君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  先ほど申しますように、窮状というのは、もう本当に痛いほどわかるわ

けでございますけれども、私は、なかなかそのことについての打開策を見出せないというのが今

は現状でございます。今おっしゃいますように、やはり県、そして国会議員等々にさらにお願い

を申し上げて、たとえ１トンでも多く配分が受けられるように頑張りたいと思っておる次第であ

ります。 

○議長（小金丸益明君）  市山議員。 

○議員（１３番 市山  繁君）  先ほど申しました、北海道あたりのマス網やサケの定置網、そ

れは、こういうときでなくても大量に入ったとか、漁獲量の枠にするというのが非常に不公平と

思っております。そうしたことで、漁師さん方は一本釣りですから、１本かかって幾らですから、

そういうことも考慮して、先ほどの大学教授が言われたように、軟弱な方法を検討するように、

私たちも要望していかなければと思っておりますので、再度御検討いただいて、議会も一丸とな

って意見書提出をしていきたいというふうに考えております。 

 ちょっと時間がありますけど、これで終わります。ありがとうございました。 
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〔市山  繁議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって市山繁議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時２０分といたします。 

午前11時15分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時20分再開 

○議長（小金丸益明君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、９番、音嶋正吾議員の登壇をお願いします。 

〔音嶋 正吾議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（９番 音嶋 正吾君）  それでは、９番、音嶋正吾が一般質問を申し上げます。 

 今回は、大きくは３点、簡潔、明瞭な答弁を期待するものであります。 

 冒頭に、先ほど来、全国日本選手の活躍、アスリートとしての姿、そして観客としてのマナー

及び品格が世界から称賛、評価されました平昌冬季オリンピックも閉幕をし、現在、パラリンピ

ックが開催をされております。その中で、特にスピードスケート女子金メダリストの小平奈緒選

手が、競技終了後２位に終わった最大のライバルであります韓国の李相花選手に駆け寄り、抱擁

し、たたえ合う情景、また、スピードスケート女子団体追い抜きパシュートで金メダルを獲得し

た日本３選手の一糸乱れぬチームワーク、きずなの強さは、我々に感動を与えてくれたところで

あります。改めて、私は、「満は損を招き謙は益を受く、これすなわち天の道なり」に込められ

た意を諭された次第であります。 

 それでは、一般質問に入らせていただきます。 

 まずは、漁協振興策にということで、第１点目の質問をしたいと思います。 

 先ほど来、市山議員からも御指摘がございましたが、水産業の環境は非常に厳しいものがござ

います。壱岐市におきましても、平成１６年以降でございますが、平成２２年、漁獲高では

７,９２１トン、２８年度においては、３,６６０トン、漁獲高におきましては、平成１６年

６３億１,７００万円、２８年度は３２億２,４００万円と約半減をいたしております。そして、

組合員の総数におきましても、平成１６年は壱岐市内トータルで速報値でありますが、１,６０８名

であったのが、平成２８年には９４６名と激減をいたしております。これは、何に起因するかと

申しますと、私は、地球の温暖化現象が最大の原因ではないかと考えております。世界で二大海

流というのは、黒潮、そしてメキシコ湾岸流と言われております。黒潮から分かれ、日本海は対

馬海流、そして北海道からはリマン海流というのが日本海においては、対流をしております。そ
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して、太平洋側におきましては、黒潮、そして千島海流が南下をするという、この海流の恩恵を

受けて、今日まで漁業資源豊富な沿岸漁業が栄えたというのが実情であります。ところが、温暖

化の影響により、特に黒潮が紀伊半島から東方向へ流れを変えた、対流を変えておるということ

で、サンマ等、魚が東へ東経１６５度から西経１６５度へと日付変更線を境に東に振っておりま

す。本来ならば、これが三陸沖に紀伊、黒潮と千島海流が合流をして、すばらしい漁場であった

わけです。こうしたことも踏まえて、非常に今漁船、漁業が岐路に立っておるということは申し

上げるまでもないことであります。一般的に、私も机上の論理でありますが、調べてみますと、

海水温が高くなるということは、魚が小型化するということになるわけであります。そうした面

で、非常に今の漁船、漁業が停滞をしておる１つの要因であろうかと考えております。また、ス

ルメイカにおいては、日本海におきましては、大和堆、いわゆる日本海盆という新潟県の北西部

になりますか、大和堆という日本の排他的経済区域内に、やはり中国船、北朝鮮の密漁船等が入

ってき、そして違法な明かりを照らす、なかなか壱岐のほうにスルメイカも南下してこないとい

うような状況が見受けられるところであります。そうした中、私は３年前でしたかね、地下海水

を取り入れた養殖漁業はいかがなものかということを提案をいたしました。そうしましたら、目

からうろこでありました。壱岐市内に、有人国境離島新法制定前にある会社が地下海水を利用し

た陸上養殖を取り入れておられました。私は、画期的なことだなと、その会長さんに電話をいた

しました。ボーリングを掘って、地下海水を出ないかなと掘ってみたら出たんだよと、何メー

ター掘りましたかとお聞きをしました。８８メーター、何で８８メーター掘ったんですかと。末

広がりだよと、言われました。要するにその地下海水というのは、一般的に外海の海水塩分濃度

は一般的には３.５％なんです。地下海水というのは壱岐の場合は２.２％と言われました。です

から、人間の今体温、体液、魚の体液も含めて大体血液の中に含まれる塩素濃度というのは

０.９％です。人間が点滴を打つときに食塩水を打ちますよね。０.９とあります。ということは、

魚、脊椎動物のいわゆる体液、塩分濃度というのは０.９％です。その０.９％の濃度にミックス

して、水を混ぜ、ミックスしてですねやっておるのが今現在の陸上養殖の姿であります。海上養

殖になりますと、非常に海水温の変化によりまして、歩どまりが非常に悪い、海面養殖の場合は、

約３０％の稚魚からの歩どまりが３０％ぐらいであるというふうに関係者の方からお聞きをいた

しました。そうしたときに陸上養殖の場合にはどうなのかと。９０％の歩どまりがありますよと。

そして汚染もしないと。地下からくみ上げた海水というのは、酸素がございません。ですから、

くみ上げてからミックスして、いわゆるフィルター等を通して酸素を人工的につくります。その

酸素のことを一般的には溶存酸素と申しますが、そして、どんどん養殖技術がはやっております。

ですから、壱岐市としても、行政が指導するというのは大変語弊がございますが、こうした方法

もあるんで、やはり、環境を変えて、取り組むこともひとつ、大学とか研究機関とタイアップし
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てやれば可能じゃないかと思います。そして、ここでは通告はいたしておりませんが、私は、サ

ンドームの今の湯本の泉質を調査した方がいらっしゃいます。これは、東海大学の秋山教授も同

じ考えでおられました。大変養殖に物すごく適合した海水であると。ですから、温泉の温度は高

いですよね。約７０度ぐらいあります。それを、ボーリングした水、もろもろでミックスして約

１８度から２４度ぐらいの海水温に調整をすれば、調合をすれば、素晴しい養殖環境ができるの

ではないかというふうに言われてもおります。ですから、これはひとつこうした取り組みを啓蒙

して、そして漁師の皆さんにも、そうした専門家を招聘をして、講演をしていただいて、やはり

海の環境と環境がもたらす漁船漁業への影響というのをひとつ諭していただければなと、大変私

が高圧的な話をしておりますが、これも１つの研究課題ではないかなというふうに考えておりま

す。 

 そして、もう１点でございます。続いて、壱岐市は、立派な種苗センターを持っております、

大島に。そうした場合に、今現在、カサゴ、ウニ、そしてエゾアワビを養殖をいたしております。

それを今放流をしております。しかし、アワビ、ウニにしても豊富なミネラルたっぷりの海藻が

なければなかなか成育いたしません。やはり私は、幸せは足元にあるとよく言われます。私は沿

岸の環境を変える対策、大変難しいものがあります。長崎県でも野母崎等どんどん取り入れてや

っておるみたいです。温暖化に強いやはり海藻の育成、造林対策を、これまた私は大学等研究機

関を壱岐に招致して、根を張っていただいて、沿岸漁業の藻場の再生に取り組むことが、将来的

には壱岐の振興策の大前提になりはしないかというふうに考えております。 

 そして、次の点でありますが、済いません。４番と３番、ちょっと発言が逆転いたしましたが、

私も壱岐の好漁場であります七里ケ曽根によく十数年前はマグロ釣りに行っておりました。そし

たら専門の漁師さんが言われるにここには多分しけのときに巻き網等々が来て、曽根には網がか

ぶってないかというようなお話をされました。そして、アンカー、ロープ等もかなり天然礁に張

りついているんではないかと、そうしますと、やはり魚が快適な環境では住めないんではないか

なというような疑念もございます。そうしたことで、一つ海底の天然礁のカメラを入れて、今ど

ういう状況にあるのかなということ調査することも一つ漁業振興策の一助になるのではないかと

考えております。 

 以上のことに対し、答弁を願いたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  音嶋正吾議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。井戸川農林水産

部長。 

〔農林水産部長（井戸川由明君） 登壇〕 

○農林水産部長（井戸川由明君）  ９番、音嶋議員の御質問にお答えいたします。 

 議員が言われますように、漁業を取り巻く環境は資源の減少による漁獲の減少が続いており、
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漁家経営は極めて厳しい状況と認識いたしております。そのような中、本市におきましても、重

要な水産資源の維持増大を図るため、栽培漁業を推進しております。壱岐地域栽培漁業推進協議

会、壱岐栽培漁業振興公社、各漁業集落等で種苗放流に取り組んでいるところでございます。放

流数につきましては、平成２９年度実績でアワビが３３万個、赤ウニが３３万個、カサゴが

２０万尾、クエが１万５００尾、青ナマコが４万尾、オニオコゼが１万尾を放流いたしておりま

す。 

 栽培漁業におきましては、回遊魚ではなく、定着性魚種を放流することが一般的でありますの

で、平成３０年度におきましても、同魚種を同等数放流をする予定といたしております。また、

重要資源であるクエにつきましては、放流数をふやす計画で、県事業として取り組むことといた

しております。漁家所得の向上を図るため、今後も栽培漁業を継続し、磯根資源を確保していき

ます。その他、魚種、貝類、藻類などにつきましても、壱岐栽培漁業と連携して、種苗の研究を

行い、生産術の向上を図っていきたいと考えております。 

 次に、養殖についての御質問でありますが、本市におきましては、地下海水を利用したトラフ

グの陸上養殖が既に行われております。ここでは、種苗の生産も行われていると聞いております。

ほかの海面養殖の種苗として出荷されているとのことであります。 

 マグロ陸上養殖推進についての御提案でありますが、県壱岐振興局水産課にお聞きしましたと

ころ、県内ではマグロ陸上養殖の実績の事例は聞き及んでいないとの御回答でございました。現

在、クロマグロの陸上養殖の成果として、地下海水を利用した陸上養殖の研究がなされておりま

すが、地下海水を行う場合、大量にくみ上げる取水制限を行わなければ地盤沈下などが発生する

恐れもあると言われております。成功すれば、全国初となりますので、かなりの注目を集められ

ると思われますが、陸上水槽の建造費、広大な土地、近隣住民との理解、大量の地下海水が確保

できる場所等が困難な課題が多々あると思われます。 

 また、壱岐の地形は、五島、対馬と違い、水深が浅く、入り江が少ないため、海面養殖がしづ

らい地形でもあり、台風などの強風や波浪からいけすを守る地形となっているところが少ないこ

となどもあります。港湾については、既に、海藻、真珠等養殖業が盛んに行われていることもあ

げられます。しかしながら、全国的に養殖業の推進が図られる中、各漁協が今後養殖業に参入し、

事業を展開するということであれば、市といたしましても、何らかの支援は必要と考えておりま

す。 

 次に、海中ごみのことについての御質問でございますが、このことは、特に密漁船が監視船に

発見された際に、網、ロープ等を海中に投棄し、証拠隠滅を図ることがよく耳にする事例であり

ます。このことも確かに天然礁に網、ロープ、いかり等が放置されていることは否定できないと

思っております。しかしながら、海底探査の調査につきましては、費用面などの問題などから、
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現実的ではないと考えます。また、水深何十メートルもの深さで見つけたといたしましても、そ

れをどのように回収するかなどの問題も残ります。天然礁の調査はあまりにも広範囲で費用も莫

大になると推測されますので、すぐ実施することは困難であります。通常利用されている天然礁

であれば監視されていますので、各漁協に聞き取りを行いたいと思います。また、天然礁に対し、

漁業者が実際どのように感じているかなど、状況を合わせて聞き取りいたしたいと思っておりま

す。その結果、海に大きな影響が生じていると思われるものがあれば、調査、対策について研究

していきたいと思っております。 

 次に、磯焼け対策についてでありますが、本市では、離島漁業再生交付金事業によりまして、

各漁業集落で漁業者皆さまみずからで磯焼け対策に取り組んでいただいているところであります。

磯焼け対策に取り組む意識の高揚と藻場回復技術の普及啓蒙活動として、平成３０年度には長崎

県水産試験場の協力をいただき、出前水試を集落で開催する予定であり、各漁協水産普及セン

ターとも連携を図り、計画をいたしております。また、磯焼けの最大の原因と言われるイスズミ

などの食植性魚類対策について、全国で研究をされているところですが、駆除技術の確立は未だ

されていないのが現状であります。市といたしましても、県水産試験場と連携し、藻場再生の糸

口が見いだせればと思っているところです。 

〔農林水産部長（井戸川由明君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  音嶋議員。 

○議員（９番 音嶋 正吾君）  わかりました。栽培漁場に関しては、大島の今、種苗センターで

飼育したものを放流しておると。放流はしておるけど、実際的に追跡して、どれだけいわゆる難

しいでしょうけど、費用対効果が上がるのか、現実に放流したものがどれだけ大きくなって、ど

れだけ漁業者の人に入っておるのか、そうしたやっぱり追跡調査も含めて行っていただきたい。

それから、私思うんです。地盤沈下が起こるとか、冒頭からそういうふうに言って、リスクを恐

れて何ができますか。リスクを。湯ノ本でも立派な温泉水があるんです。あの温泉水は、養殖に

物すごく適しておるという識者の見解も受けておるわけであります。ですから、そうすれば、今

例えばある業者さんが壱岐でしておられますね。フグの養殖。あれもかなり地下海水をくみ上げ

ておるわけであります。ボーリングもしたじゃないですか。対流式にすればいいわけですから、

そこら辺は、私は今から研究してみたいというような答弁がほしいんです。 

 そして、天然礁のいわゆるカメラを入れて調査することは費用面で非常に高いとありましたけ

ど、インターネットを開いてみましたら、曽根の海底の魚の魚群を撮ったユーチューブがござい

ました。これを、私も見てみましたら、ああこうすれば大体地下の海底の地形がわかるんだなと

いうことを感じたわけです。それで、費用がかかるから、ちょっと無理だとか言わなくて、漁協

と相談をした上で、今後取り組んでいくというふうな回答がほしかったなと思います。ここで、
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簡潔に、次に移りますから、僕はあくまで提言をしているんです。こうしなさいということは申

し上げません。市長、何かございますか。 

○議長（小金丸益明君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  ただいまの御質問でございますけれども、まさに、後ろ向きではなくて、

現実を部長は申し上げたとこでございまして、市がこういう事業に取り組むことはできないわけ

でございますから、漁協なり、漁業者の団体なりがそういうことに取り組むことであれば大いに

応援をしていくという姿勢でございます。 

 それと、もう一つ、ここで、湯ノ本の温泉のことを申されました。これ、これは泉源が７つあ

りますけれども、非常に難しい問題がございまして、鉱物の採掘権等々もございまして、なかな

かそこに市が独自で温泉を掘るよと、できないんです。そういったものはやっぱり泉源の方々の

御同意であるとか、いろいろ法的なものがございます。そういうことが解決できますならば、ま

さに議員おっしゃるように、適した温水だと思っておりますので、そういうことにも、やはりお

話をする機会があれば、そういったことも検討してまいりたいと思っております。 

○議長（小金丸益明君）  音嶋議員。 

○議員（９番 音嶋 正吾君）  はい。わかりました。当然、行政がこうしなさいということを漁

協に提案をすることはできるけど、こうしなさいということは言えない、それはもう当然わかっ

ております。そして、湯ノ本の温泉に掘れないということは、今あるサンドームの源泉を利用す

ることは可能ではないかと思うんです。ですから新たに掘れじゃないんです。今の源泉が非常に

適合しておるのではないか、そういうことを、本当に適合しているのか、適合していないのか、

それをやっぱり調査、研究することは、一つ今後の課題として、考えておいていいのではないか

というふうに思います。後半に、私も頭固いほうですが、皆さんやっぱり頭を柔軟にして、今後

の振興策を探っていただければなということで次に移らせていただきます。 

 次のあれは何でしたか、独居老人のいわゆるセキュリティー対策に対して質問をいたします。

御高齢の方は非常に壱岐市においてもふえております。独居老人の方がものすごくふえておりま

す。今、壱岐市におきましては、今現在、平成２２年度で約３４％ぐらいの高齢化率、そして、

最終的には平成４７年には４１％ぐらいになるんじゃないかと、これは壱岐市のあくまでも将来

人口の推定高齢化率で、今発言をさせていただいております。お年寄りというのは、お金、健康、

孤独の３つの大きな不安を抱えておられます。昨今、言葉巧みに電話をかけます。言葉巧みに悪

徳業者が御老人を狙った詐欺事件が頻発をいたしております。本年も壱岐市においては、４件、

３５０万円ほどの被害がでておるそうであります。こうした被害を未然に防止するためにも、壱

岐市では、自動録音装置貸与事業、また、特殊詐欺被害防止対策機器設置補助金というのを制定

をしておられます。果たして、この制度が効率的に運用をされておるのか、どうかについて、ま
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ずお尋ねをしてみたい。例えば、自動録音装置貸与事業は、現在何台の貸付枠があって、何台貸

し出しをしておるのか。そして、特殊詐欺被害防止対策機器設置補助金に関しては、いわゆる

６５歳以上の老人のみの世帯というようなハードルがございますが、購入費の２分の１上限で

５,０００円ということであります。私がここで試算をした５０万円の予算がありますので、貸

出枠が恐らく、約１万と聞きますので、１００台の補助対象があるんじゃないかと思われますが、

今現在の状況をお知らせを願いたい。 

 これは、今言う壱岐市消費者センターと危機管理課に分かれておりますね。これ総務部長です

よね担当は。お願いしましょう。 

○議長（小金丸益明君）  久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  音嶋議員の質問にお答えをいたします。 

 まず通告の分の順番で（「はい、いいです」と呼ぶ者あり）いいですか、お答えさせていただ

きたいと思います。 

 まず最初、高齢者の特殊詐欺被害件数と被害額の実態についてと御質問でございます。壱岐警

察署によりますと、壱岐市内でも特殊詐欺の予兆事項は依然多発をしておりまして、その手口は

巧妙化しているとのことでございます。 

 例えば、地域の的を絞って、事前に周辺立地を把握した上で、電話口では市役所の職員をかた

り、医療費の過払いに伴う還付があるなどと丁寧な口調で話をするといったものでございます。

これらは、やはり高齢者を狙った犯行だと思われております。このような中、壱岐市内でも高齢

者の特殊詐欺被害が続発しておりまして、平成２７年は被害件数４件、被害額が約３１０万円、

そのうち２件、約２４０万円が高齢者の被害でございました。平成２８年は被害件数１件被害額

約１８０万円、高齢者の被害はございませんでした。平成２９年は被害件数４件、先ほど議員お

っしゃるとおりに被害額約３５０万円、そのうち３件の約２５０万円が高齢者の被害でございま

す。被害の状況としては、このようなことになっております。 

 質問のほうでは、特殊詐欺から守る対策と具体的取り組みということもございましたけど、こ

の点についてはよございますか。（「簡潔に」と呼ぶ者あり） 

 はい。わかりました。特殊詐欺から高齢者を守るには、警察署との緊密な連携が必要ですので、

平成２７年３月に、壱岐市高齢社会総合対策ネットワークに関する協定、そして、平成２９年

９月には、壱岐市見守りネットワークを発足するとともに、壱岐市公共告知放送及びメールサー

ビスの活用に関する覚書を壱岐警察署と締結をしております。これらにより、詐欺被害等が発生

したり、予兆事案の相談が警察にあった場合、市は壱岐警察署の要請を受けて告知放送や壱岐市

メールでの市民皆様への注意、呼びかけを行っております。 
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 また、自治公民館等へ警察官と一緒に出前講座に行きまして、詐欺被害防止対策について説明

をしております。壱岐警察署及び壱岐市防犯協会連合会と連携をいたしまして、警察官が犯人や

被害者に扮して特殊詐欺の手口をわかりやすく見せる動画を作成をいたしまして、壱岐市ケーブ

ルテレビで放送するといった取り組みをしております。なお、平成２７年７月からは、壱岐警察

署で特殊詐欺被害防止装置１００台の無料貸し出しが行われております。本市でも、平成２８年

１０月から、特殊詐欺等被害防止対策機器設置補助金制度を平成２９年１０月からは自動録音装

置貸与事業を開始して、被害防止に努めております。 

 次に、消費生活センターの取り組みでございますが、高齢者の方への特殊詐欺も含め、広く消

費者を被害から守るために消費生活相談事業に加えて、啓発事業にも取り組んでおります。 

 具体的には、各地域の老人会等での出前講座や消費生活支援「リーダー」講座、消費者トラブ

ル講演会等を実施をしております。消費生活支援リーダー講座や消費者トラブル講演会につきま

しては、寸劇等も盛り込み、高齢者の皆さまにもわかりやすい内容となるよう工夫を加えて実施

をしております。また、高齢者の方だけではなくて、高齢者の見守りを行っていただいておりま

す民生委員の皆様等にも参加をいただき、地域での消費者被害防止を推進しているところでござ

います。出前講座でも具体的な事例を中心にＤＶＤ等を活用しながら、特殊詐欺や悪質商法等に

ついての理解が深まるよう努めております。実際の特殊詐欺等の被害について、相談があった場

合は金融機関や警察、弁護士等の専門機関と速やかに連携がとれる体制の整備にも注力している

ところでございます。高齢者を狙った特殊詐欺や悪質商法等は年々巧妙化しております。今後と

も啓発事業に積極的に取り組み、特殊詐欺や悪質商法等の最新の情報を高齢者の方や見守りを行

う地域の方にお伝えをすることで、消費者被害を未然に防いでいくことができればと考えており

ます。 

 次に、３番目の質問でございます。自動録音装置貸与事業、特殊詐欺等防止対策機器設置補助

金活用状況についてという質問でございます。 

 特殊詐欺等被害防止対策機器設置費補助制度は、特殊詐欺対策機能付電話機等の購入費の一部

を高齢者世帯を対象として補助するものでございます。補助金の利用件数は、平成２８年度が

１２件、平成２９年度は２月末で１４件となっております。自動録音装置貸与事業につきまして

は、悪質商法等の電話勧誘販売による消費者被害を未然に防止することを目的としておりまして、

高齢者世帯等対象として、平成２９年１０月から事業を開始をしております。２１０台の自動録

音装置を準備をしておりますけども、事業を開始してまだ半年に満たないこともございまして、

現在、３０年２月末現在では、１０台のみが貸与となっております。高齢化の著しい本市におい

ては、高齢者世帯等も多い状況ですが、特殊詐欺対策機能付電話機や（「もういい、十分わかっ

た」と呼ぶ者あり）ということで、本事業の周知徹底に努めてまいります。 
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 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  音嶋議員。 

○議員（９番 音嶋 正吾君）  いろいろ施策を通じ、そして機会を見てお年寄りに啓蒙をされて

おるということは十分わかっております。防災無線でも放送されております。そのことはわかっ

ております。それがいかに効果を発揮しておるかということとは別であります。やはりこの自動

録音装置貸与事業、２１０台の枠のうち、９台、警察が恐らく２５台あるんです。２５台全部貸

し出しているんですね。もういいですか。そして、特殊詐欺被害防止対策機器設置補助金、これ

１００台ありますよね。今現在部長が言われたのは、３０台、本当にこれ、便利なんです。録音

しますよと前もって言うんですから、私がそういう犯罪者の立場だったら、おろしますよすぐ受

話器を。私はもっとこれは、老人会の場とか、直接機器を持っていって、簡単に取りつけができ

るんですよと。せっかくのこういう制度をもう少し定着をさせていただきたい。本当に独居老人

の方は、金、健康、全てが不安なんです。私もずっとつぶさに独居老人の方を見ております。い

ずれは私もそうなるんじゃないかと危惧しておりますが、ほんとうですよ。守ってやらなければ

ならないんです。こういう補助対象があるのにこれからどうなりますか。部長、私はこんこんと

言いますから、この次はまたデータ聞きますよ。どれくらい成果が上がりましたかと。ひとつ積

極的に取り組んでいただいて、この事業が効果があらわれますように、心から期待をいたしてお

ります。 

 次に行きます。３番目の質問であります。私もめったに自分の出身地域のことを発言するのは、

本当に心苦しい気がいたしますが、やはり町内の皆さん方が非常に不安を抱いておられます。石

田町環境改善センターの今後についてということで、特に市長に質問を投げかけてみたいなとい

うふうな気持ちでおります。昭和５５年、築３８年になろうかと思います。石田町農村環境改善

センターは、石田町民の福祉向上、コミュニケーションの場として本当に利用されております。

昨今、やはり下がいわゆるコンクリートであり、なかなか音響の効果が非常によろしくないとい

うような皆さん方から、カラオケの皆さんとか、いろんな皆さんから指摘を受けるわけです。音

嶋議員は地元んことは何もせんと言われるわけです。ですから、どうしたもんかなと思って今回

取り上げさせていただきました。そして、この施設がちまたのうわさによりますと、石田町福祉

センターの老朽化による移転候補地として未確認ながら、耳にすることがございます。仮にそう

であるなら、私はこれはゆゆしいことです。国会でもよく答弁でされております。架空の話には

お答えはできないと市長が言われたらそれまででありますが、これはどうするのかという展望は

持っていますでしょうから、ぜひともこの件に関してお答えをいただきたい。ひとつ成果の上が

る答弁を期待をいたしておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  山口教育次長。 
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〔教育次長（山口 信幸君） 登壇〕 

○教育次長（山口 信幸君）  ９番、音嶋議員の質問の石田町農村環境改善センターの改修計画の

必要性についてお答えをいたします。議員御承知のとおり、石田農村環境改善センターは、昭和

５５年に石田町農村環境改善センターの名称で、多目的な研修施設として建築をされています。

以来、今日まで多くの方々に御利用いただき、市内の類似の集会施設の中でも、比較的頻度の高

い施設であると認識をいたしております。建物は３８年を経過しますが、平成２７年度に実施し

ました耐震診断の結果は、耐力に影響を及ぼすようなひび割れ、腐食は見受けられず、耐震補強

工事の必要性は認められませんでした。しかし、経年による老朽劣化は進行しますので必要に応

じ、補修を行っているところです。最近では、自動ドアやトイレ、空調設備等の不具合を確認し、

その都度修繕をし、議員御指摘の大集会室の音響等についても、可搬型音響設備に一新したり、

マイク等の機器も更新をしてまいりました。最近では、一昨年の７月にデジタルミキサーも更新

をし、雑音等が緩和解消されております。また、平成２８年１２月には、音響を含む舞台設備の

点検を専門業者に依頼をしました。その結果、音響設備では、経年により、ノイズの発生や音質

劣化等が発生する可能性はあるものの、今回の調査では特に異常は確認されなかったとの報告を

受けております。一方で、舞台設備については、緞帳やスクリーンの昇降機等が危険、または不

良であるとの指摘を受け、早急に修理が必要となることから、３０年度当初予算に所要の経費を

計上いたしております。御承認をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 以上、耐震診断や設備点検の結果を受けまして、本施設の改修等については、危険緊急性の高

い舞台設備を優先して実施し、利用者の安全を第一に適切な施設管理に努めてまいりたいと思い

ます。 

〔教育次長（山口 信幸君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  堀江市民部長。 

〔市民部長（堀江 敬治君） 登壇〕 

○市民部長（堀江 敬治君）  ２項目めの議員の質問にお答えさせていただきたいと思います。時

間もないようでございますので、簡単にお答えさせていただきたいと思います。 

 まず、議員が懸念されておりますこのような計画は現在ございません。そして、この施設につ

きましては、地域に必要な施設でございますので、改修をしまして、継続利用することといたし

ております。そしてまた本議会に平成３０年度の当初予算にエレベーターの改修工事等も計上し

ておりまして、今後とも計画的に改修をして、この施設を利用していきたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

〔市民部長（堀江 敬治君） 降壇〕 
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○議長（小金丸益明君）  音嶋議員。 

○議員（９番 音嶋 正吾君）  この施設は、教育次長から、部局から第１点目の施設の状況等に

関しては、報告ありましたが、これはあくまでも行政財産でありまして、管財課の管理下になる

と思いますので、２点目、現在石田町福祉センターが改善センターに移るとか、そうしたことは

全くないと、想定してないと、そういううわさすらもないということで理解をしていいでしょう

か。行政の長であります、できれば市長にお聞きをしたいんです。どうなのかということであり

ます。 

○議長（小金丸益明君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  部長が申しましたように、既にこのことについては社会福祉協議会とお

話をして、現施設を改善していくということに双方合意をいたしております。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  音嶋議員。 

○議員（９番 音嶋 正吾君）  ありがとうございました。本当に涙が出るようであります。これ

が本当になったらどうするのかと、山川議員も私も本当に石田町に帰れんごとになるとこであり

ました。とにかく、財政、厳しい折でございますが、平昌オリンピックのように、日本人にすば

らしい絆というのがございます。そして、来る３月１１日は、東日本大震災から７年目を迎えま

す。どうか、やはり壱岐市民が一つの輪になり、一つのベクトルに向かって進むよう、今後とも

執行、議会一体となってかんかんがくがくと議論を展開していきたいと考えておりますので、今

後ともよろしくお願いいたします。 

 以上で一般質問を終わります。 

〔音嶋 正吾議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、音嶋正吾議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（小金丸益明君）  ここで、暫時休憩をいたします。再開を１３時といたします。 

午後０時10分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（小金丸益明君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、７番、久保田恒憲議員の登壇をお願いします。 

〔久保田恒憲議員 一般質問席 登壇〕 
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○議員（７番 久保田恒憲君）  それでは、７番、久保田が通告に従いまして、一般質問をさせて

いただきます。 

 早速、質問事項に入りたいと思います。大きく３つありますけど、まず第１点、５月２６日に

開催されます外国人による日本語弁論大会についてであります。 

 質問の要旨として３点ほど。 

 その１、開催地に手を挙げた理由です、経緯と目的は。 

 ２番目が、出場者募集の壱岐市の取り組みは。 

 ３番目に、開催日の聴衆の確保へ向けての計画をお聞かせいただきたいと思っております。 

 ①の開催地に手を挙げた経緯と目的から、答弁をお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  久保田恒憲議員の質問に対する、理事者の答弁を求めます。左野企画振

興部長。 

〔企画振興部長（左野 健治君） 登壇〕 

○企画振興部長（左野 健治君）  ７番、久保田議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 ５月２６日に開催される外国人による日本語弁論大会について、１番目に開催地に手を挙げた

経緯と目的でございます。２番目に出場者の募集のための壱岐市の取り組みはと。３点目に開催

日の聴衆確保に向けた計画ということでございます。 

 １点目の、開催地に手を挙げた経緯と目的につきましては、平成２７年度に策定いたしました

壱岐市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく施策を推進するために、地方創生、人材支援制

度を活用し派遣をいただきました。 

 外務省の前副市長であります笹原直記氏の着任によりまして、創生事業を積極的取り組んでい

ただいたところでございます。 

 その中で、平成２８年９月にインバウンド及び国際交流を推進するために、地域推進振興課に

国際推進班を設置して、平成２８年１１月に本大会の開催地募集案内がありまして、笹原氏の提

案により、壱岐の国際交流、異文化、異なる文化の理解、促進を図る目的で応募して、平成

３０年度の開催市として選ばれたところでございます。場所は、御承知のとおり壱岐の島ホール

大ホールでございます。 

 特に、壱岐市内にはまだ外国人の移住地は少ない状況でございますが、最近ではこころ医療専

門学校の設立、海外からの留学生が学んでいるほか、外国人の観光客も増加している状況でござ

います。急速にグローバル化が進んでいる時代、国籍や文化の違いを超え、相互理解を深めるこ

とが大切だと考えております。 

 本大会を、これまで外国人に接する機会の少ない壱岐市民にとって、国際教育や国際相互理解

を深めるよい機会としたいと考えております。 
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 また、本大会は全国の中学、高校などの国際理解教育授業においても教材として使われており、

中高生にとってもよい機会となるものと思っております。 

 なお、大会の様子はＮＨＫのＥテレで全国放送されるほか、海外向けワールドプレミアムによ

り、海外でも放映されます。壱岐の景勝地など、紹介も放送されるために国内だけではなく海外

へもＰＲでき、本市の認知度向上に寄与できるものと期待いたしております。 

 ２番目の出場者募集のための壱岐市の取り組みはでございます。本大会は、全国からの応募が

ありまして、全国への募集につきましては主催団体であります国際教育振興会及び国際交流基金

を通じて、全国の自治体、大学及び日本語学校等の教育機関並びに都道府県の国際交流協会へ募

集案内がされております。期間は２月１日から４月１７日まで、今、行われております。 

 壱岐市内においては、ポスターやチラシ、壱岐市のホームページ、広報いき、ケーブルテレビ、

島内新聞での案内のほか、募集要項を公民館の回覧で案内しています。 

 また、こころ医療福祉専門学校や高校など、外国の方が関係する団体には直接訪問し、案内さ

せていただいております。 

 ３点目の、開催日の聴衆確保に向けての計画でございます。このような機会はまたとない機会

でございます。ぜひ、市内の中学生や高校生の皆さんにも観覧いただきたいと考えております。

現在、中学生、高校生の積極的な御来場を学校をとおしてお願いしているところでございます。 

 また、本大会の司会や特別審査員の人選が国際教育振興会とＮＨＫとの間で調整されていると

ころでございます。これらが決まり次第、大会観覧者募集のチラシやポスターを作成が行われて、

壱岐市はもちろん、全国に広報される予定となっております。より、多くの皆様に御来場いただ

けるよう、チラシについて市内全戸配付を予定いたしております。 

 以上でございます。 

〔企画振興部長（左野 健治君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  久保田議員。 

○議員（７番 久保田恒憲君）  １個ずつ、話をしていこうかと思ったんですけど、よくわかりま

した。 

 まず１点は、開催地に手を挙げた経緯と目的はよくわかりました。私がこのポスターを当然、

今、たくさん貼ってありますので目にしまして、最初思ったのが、前回の議会の一般質問で、私

はインターナショナルであるとちょっと言ってしまったんで、これはちょっと、自分も関心あり

ましたし、こういう壱岐で本当にこういう弁論大会を開催して、応募者があるのかなという、一

つの不安がありましたので、早速その経緯は担当課にいって、ちらっとだけ聞きました。 

 その中で、先ほど出場者募集の関係で、この主催する国際教育振興会がほぼしますから、そう

いう面では心配はしてないんですよ、みたいな感じだったので、私はそれでいいのかなっていう
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感覚が、まず感じたわけです。何でもそうですけど、例えば壱岐市で何かをやると、そのときに

じゃあ、もう手を挙げた以上は、成功させるために、自分は何をしたらいいかなっていうことを、

皆さんが当然、感じられていると思いますけど、それを自分に置き換えて、じゃあ私はどうしよ

うかということで、今回、この一般質問に取り上げさせていただきました。というのは、ちょう

どこの応募期間、２月１日から４月１７日に、こういうことを発信するのは、議会はこのときし

かないですから。ケーブルテレビでも見ました。 

 今からちょっと、私なりの感想を述べますので、あるいは意見、あるいは状況を述べますので、

ちょっと参考にしていただきたいと思います。 

 この日本語弁論大会、開催都市を途中から全国的に回るようにしているんです。ただ、この開

催の趣旨の中で、１９９８年、第３９回大会からは毎年、各都市で開催。２０１８年は、長崎県

壱岐市で開催いたします、となっています。 

 各都市、じゃあ果たして壱岐は都市と言えるのかどうかは別にして、じゃあ九州で今までどん

なところが開催されたかなと思って、この後ろにずっと書いてあります。日本全国持ち回りで初

めてからのです。最初のほうにやはり福岡が、第４０回、福岡市が１９９９年、今から１０年ぐ

らい前ですか、であっています。 

 ちょっと人口言いますから、福岡も別に大都市ですから。次に、福岡の次には長崎がやってい

ます。ブリックホールでやっています。ずっときて、別府でもやっています。ここ近くの開催の

年数と開催都市、ここに書いてありますけど、一応人口書いてないんで、人口も合わせてお伝え

してみます。２０１７年５８回です。茨城県のつくば市人口２３万４,０００、その前５７回、

２０１６年、岐阜高山市、ここちょっと少なくて８万９,０００、２０１５年、その前、東近江

市滋賀県１１万４,０００、２０１４年５５回、島根県松江市２０万３,０００というふうに、や

はり地方であっても都市なんです。ですから、そういうところに壱岐が手を挙げたと、それは全

然かまわないし、私は積極的でいいと思うんですけど、そこらと同じように、国際教育振興会さ

ん、主催者だけに任せていいのかなっていうのが、私がありましたので、私もちょっとそういう

状況を調べて、この期間にここでお話をすることで、ひょっとしたら壱岐に来る人が少なかった

からじゃあ困るから、そういうことがあれば、この一般質問の中で、皆さんを含めて市民の方々

に関心を持っていただいて、まだ４月１７日まで、日にちがありますから。ここで取り上げてお

話をしようと思って。国際教育振興会のほうに電話しました。壱岐はちっちゃな島なんで、ちょ

っと不安視していますと。いつもと同じように応募があるか不安なんで、現状況を教えてもらえ

ませんかという電話をしたんです。そしたら、毎年締切間近にならないと、応募者数はわかりま

せんと。ほぼ１００件ぐらい、いつもあっていますということで。そしたら、現状をお伝えする

ことはできないけど、どっちに転んでもいいように、今からでも、ぜひ感心を持っていただいて、
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どなたかに応募の呼びかけをしていただきたいという思いです。 

 私、ちょうど九州でそういう大学を思い浮かべるとどこを思い浮かべられます。別府に立命館

アジア太平洋大学ってあるんです。御存じだと思いますけど。別府に遊びに行って、夜スナック

に行っても、そこの大学生がめちゃくちゃアルバイトしているんです。そのくらいに九州では有

名です。５,０００名ぐらいの大学生がいるみたいですけど。 

 運よく、私の空手の後輩が、後輩といっても外国人ですけど、電話がかかってきまして、今度、

明治大学のほうで、ちょっと教鞭とっていたんですけど、九州に行くようになりました。ＡＰＵ

ですか。立命館アジア太平洋大学に行くようになりましたっていう電話も、ちょっとタイミング

よくかかったので、じゃあこういうものがあるから、あなた宛てにポスターを送って、チラシも

送るから、ぜひ学生に応募するように、学生のみならず、あなたもぜひ考えてみてくれっていう

ことで、一応パンフレットとポスターを送ったんです。ただ、ちょっと不安になりましたんで、

後から立命館アジア太平洋大学の規模見たら大きいんで、これ本当にいち助教授に頼んでどうな

るものかなと思ったので、直接大学に電話しました。 

 そしたら、やはり直接大学に電話するものなんです。そんなんじゃとてもじゃないけど応募は

しませんよと、学生も忙しいんです。だから１学部の１教室か何かでポスター貼って、ちょっと

言ったぐらいじゃ、多分、それは難しいですと。考えてみれば、壱岐市でもいろんな市から開催

の申し込み来ますよね。リーフレット置くぐらいで、気合を入れようというのはなかなかしない

と思うんで、そうですか、どうすればいいですかっていうふうに聞いたら、じゃあ今度、大学の

教授会があります、学部内で。よろしければそのときに呼びかけてみましょうかということを返

事いただいたので、ぜひお願いしますと。じゃあ、資料も、ちょっと少ないから、１学部にしか

送ってませんから、担当課に行って、悪いけどポスターとパンフレットを、その受け持ちのその

人宛てに送ってくれないかということで、ちょっとひとプッシュしたわけです。 

 そういうふうにして、ああ、よかった、やっぱり電話かけて聞いてみるもんやなあと思って、

そういうアクションを打ちながら、沖縄にちょうど集まる機会がありましたので、そのときにま

た、これを持って行って、１０名ぐらいの仲間の各県とか支部の指導者に、壱岐でこういうこと

があるとばいと、どうね、外国人のちょっと優秀なのはいないか、本選に受からないと壱岐には

来れないよという話をしたんです。そしたら付き添いはどうすると。付き添いは多分、旅費出な

いよというような話をして、でももし、あなたたちの知り合いが本選に受かって、あなたが壱岐

に来るんだったら、接待だけは約束するからなというような話をして、そこで米軍基地に努めて

いる、私のまた後輩がいまして、先生、わかりましたと。じゃあ私がちょっと声をかけてみまし

ょうという、返事をいただきました。 

 やはり、自分でできることはないかということで、ぜひ、何か手を打っていただければと思っ
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ております。 

 私、以前、健康づくり推進員のときに、２８年にイベント打ったんです。壱岐市もお金がない

から、どうかして健康づくりのイベントを打ちたいと。そうしたら公益財団法人で全国で、毎年

２カ所、そういうイベントに対する補助金が出せてたので、じゃあこれはいいやと思って、過去

の実績見たら離島というのがなかったので、離島はないから、手を挙げたら多分、離島は採用さ

れるよということで、市の職員にお話をして、急いで応募していただいて、案の定、採用されま

した。今までに開かれてない場所っていうのはやはり魅力があるんです。 

 ただ、それで予算をとって、事業もちっちゃい事業なんで問題ないかと思ったら、その公益財

団法人のほうから一応、私たちに任せるんだけど、少なくとも１００人以上は集めてくださいよ

と。財団から１人講師が行くし、プラスその公益財団法人が厚生省の所管なので、厚生労働省の

後援もチラシには入れてくださいよというようなリクエストいただいたんですよ。それから、や

はりこれ１００名以上は集めなくちゃいけないなということで、市の人と協力して、何とかその

イベントは成功したんですけど、そのような、自分がやってみたことを考えても、やはり何らか

の形で自分としては、あるいは担当者としては、壱岐市としては、全力を尽くすに越したことは

ありません。 

 先ほど言いましたように、今度初めて、離島というところで開催される、本当に世界に、日本

に発信するいい機会なので、そういう意味で今、壱岐市の取り組みはっていうことでお話をしま

した。 

 ついでに、開催日の聴衆確保、これを本当によくやられる動員でもいいですから、満杯にして

ください。文化ホールですか、壱岐の島ホール。そうしないと、発信して、例えば会場あと映し

たどうなるかわかりませんけど、あるいは発表に来た、予選を通過した、それこそ優秀な外国人、

あるいはその関係者にやはり、壱岐はすごいなというふうに思ってもらえるような弁論大会にし

たいと思っているわけです。今ちょっと、私のちょっとした取り組み、それから開催日に向けて、

あるいは出場募集に向けての意見とか提案があったんですけど、どなたかこういうことをちょっ

とやってみようという方がいらっしゃったら、答弁をいただきたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  左野企画振興部長。 

○企画振興部長（左野 健治君）  ただいまの久保田議員から御意見いただきました、出場者の募

集の対策です、これにつきましては、教育振興会等も再度、私たちも確認させていただきまして、

いろんな角度から出場者募集を取り組んでいきたいというふうに思っております。ありがとうご

ざいました。 

 それと、次の３点目の聴衆者の確保でございます。これにつきましては、今のところ中学生

２００名、各学校にお願いしております。あと高校生は１２０名、一般の方を３００から
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４００名を予定いたしております。あと関係者として、島外から１００名で大体８００から

１,０００名を予定いたしております。そういった形で、再度担当のほうで調整をし、最大の努

力をし、全力でこの事業を取り組みたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  久保田議員。 

○議員（７番 久保田恒憲君）  ぜひ、まずは開催日はたくさん集めるようにしていただければと

思っております。 

 もう一つ、実は長崎国際大学ってありますね、ハウステンボスの近くに。テレビで見てたら韓

国の留学生が出てたので、そういえば長崎国際大学もあったなと思って、また電話したんです。

そしたら長崎国際大学が２,０００名ぐらいです。さすがに、その電話を受けた担当の女性が知

ってました。それは去年１２月ぐらいだったか、とにかくちゃんとポスターが届いておりますと。

だから、見やすいところに貼ってますよと言われたので、私もこういうふうに大学によってはち

ゃんと届いているところもあるんだなと思って、安心をしていたわけです。 

 それでは、１番の質問は終わりまして、２番目。ＯＲＣです。オリエンタルエアブリッジの後

継機と壱岐空港についてということで。これ質問は簡単です。前質問で、一般質問で同僚議員も

質問されたんで。ちょっと、でも３カ月ぐらいたっているのと、まず２月１３日の議会報告会で、

この長崎・壱岐間の空港路線について住民から心配してるんだよ、どうなってるんだというよう

な御意見がありました。やはり、そういうふうに御意見があるんであれば、やはりこのような機

会にちょっと現況を、非常に後継機の選定の時期が迫っているというようなことで聞いておりま

すので、その現況を報告をいただきたいと思っております。 

○議長（小金丸益明君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  ７番、久保田議員の２番目の質問、ＯＲＣの後継機と壱岐空港について

という、御質問にお答えをいたします。 

 ２月１３日の議会報告会でこの問題が住民の方から聞かれたとういことでございます。長崎・

壱岐間の航空路線の現在の状況ということでございますけども、議会報告会では、航空路線がな

くなるのではないかと心配されている御意見があったと伺っております。久保田議員におかれま

しては、現在、長崎県離島航空路線協議会の公募委員として会議に参画されて、このＯＲＣの後

継機に関する質疑等をなされておられまして、この問題に対して、本当に真摯に取り組んでいた

だいておりまして、敬意を表するものであります。 

 現在、ＯＲＣが運行しておりますダッシュエイトＱ２００は、老朽化が進んでおりまして、機

材整備などでたびたび欠航いたしております。御利用される皆様には御不便をおかけすることが
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たびたび生じておりますけれども、Ｑ２００の機体については、当分の間は同型機の中古による

機材更新がされると伺っております。 

 しかしながら、Ｑ２００の製造がすでに終了しておりますことから、他の中古を持ってきたと

しても、そう長くはこのＱ２００の運行は期待できないと思っているところでございます。 

 そして、その後の後継といたしましては、同じくダッシュエイト大型のＱ４００、または別機

種を候補としてＯＲＣ、県などで検討されております。Ｑ４００につきましては、五島・福岡間

や福岡・宮崎をＯＲＣは既に運行させておりまして、Ｑ２００からの乗員訓練の容易さや、ＯＲ

Ｃが保有する共通部品などからＱ４００が後継機として有力な状況にあると言われておりますが、

壱岐空港の滑走路が１,２００メートルでありますために、容易に大型のＱ４００を選定できな

い状況にありまして、そういったことから、昨年１１月の知事要望では壱岐空港の滑走路延長を

強く要望したところでございます。 

 実は、Ｑ２００は定員３９人、離陸時の総重量は１５トンでございますが、Ｑ４００は定員

７４名、そして離陸時の総重量は約２倍の２９トンでございます。このＱ４００が滑走路の延長

でございますけれども、スペック、仕様によりますと、離陸時１,４０２メートル、着陸距離

１,２８７メートルということでございまして、１,４０２メートルが基準でございますけれども、

この１,４０２メートルが何と申しますか、離着陸の技術等々によって、これ１,４０２メートル

よりも短い距離で降りる方法はないのかということをＯＲＣに尋ねております。と申しますのも、

知事要望の中で、空港には膨大な費用がかかるということを県知事が言われておりまして、でき

るだけその事業費を抑えるという意味からも、この１,４０２メートルは短くならないのかとい

うことを尋ねておりますけれども、これについては、今のところ返事はございません。 

 それとあわせまして、私は、この滑走路の長さだけを問題にいたしておりましたけれども、実

は、着陸時にそのトン数によって、今の滑走路が舗装厚、あるいは基礎等々でもつのかというこ

とが問題になるんだということも初めて知りまして、そのことについては、今の滑走路でＱ

４００だったら大丈夫だということで、舗装そのものは大丈夫だということでございますので、

今残されている課題は、滑走路ということになるわけでございます。 

 そこで、その議会報告会の中で、どうして根も葉もない１,７００メートルを要求したのかと

いう質問もあったようでございます。これは、私は、滑走路をつくるにはやはりジェットの降り

る空港は、やっぱりどうせするならすべきだということでございまして、皆さん御存じのように、

ＭＲＪ、三菱リージョナルジェットでございますけれども、この仕様が実は、着陸で１,４８０メー

トル、離陸で１,７４０メートルということでございまして、こういったことから、ぜひジェッ

トの降りる空港を目指して１,７００メートルということを知事にお願いをしたところでござい

ますので、そのことも申し上げておきたいと思っています。 
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 今後の、滑走路延長の要望をより具体的にしていくために、壱岐空港においてもＱ４００の運

行ができるためのお願いをしたいということ、そして有人国境離島法第７条において、国は空港

の整備のために必要な措置を講ずるよう努めるものとすると明記をされております。国境離島地

域における空港の重要性がうたわれておりますので、壱岐から航空路線をなくさないよう最大限、

努力してまいりますので、議員の皆様方も御理解、御協力をよろしくお願い申し上げます。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  久保田議員。 

○議員（７番 久保田恒憲君）  もう一つ、市長も言われました別の機種、ＡＴＲ４２─６００と

いうのがあるんです。これは、フランス、イタリアの航空メーカーが合弁事業でやって、あまく

さエアラインとか日本エアコミューターとか、もう既に動き出してます。市長が言われましたよ

うに、別の機種になるとパイロットの訓練費用とか何かでものすごい金がかかるということです

けど、当然、滑走路延長よりは早くできるし、金もかからないと思うんですけど、このＡＴＲ

４２─６００というものの検討というものは、どうでしょうかっていうことを、私も県のほうに

お話をしたんです。 

 市長、御存じのように、本来だったらＡＴＲ４２─６００、滑走距離１,０００メートルでよ

くて、新しいこれの後継種は８００メートルでもオッケーなような開発も進んでいるようなんで

す。ただし、残念ながら、私たちの力が及ばないところで、ＡＴＲ４２─６００というのは日本

航空系です。日本エアコミューターとか。オリエンタルエアブリッジはＡＮＡ。この大きな日本

を２つに分ける航空会社との兼ね合いで、そこのところはもうはっきり言って、国レベルではな

いと難しいんじゃないかというような話まで教えていただきました。 

 ですから、そういう事情もありますので、今回市長のほうに、市長と一般質問したわけです。

やはり、私たちができる部分とできない部分とあると。できない部分が本当にできないのかどう

かというのは、やはり、さっき言いました国レベル、さっきの７条の該当かどうか知りませんけ

ど、せっかくの本当に新しい飛行機を購入するんであれば、日本のそういう大きな二大グループ

の話し合いがどうかなって、それこそ地方創生のために大きな会社が力を合わせるというような

こともできないのかなと思っているんですけど。市長の見解があれば。 

○議長（小金丸益明君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  確かにそういった部分もあるかと思いますけれども、私はそのこともあ

りますけれども、ＡＴＲについては、例えば確かにパイロットの、今、例えばＱ４００だって

２億円ぐらいかかると言われていますから、きっとその倍以上かかると思います。しかも、問題

は、私はもっとそれより大きいのは、ＡＴＲはランニングコストといいますか、パイロットが

２人いれば通えるんですけど、私はきっと４人いると思っているんです、パイロットは。ですか
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ら、そうなりますと、それを壱岐路線だけのために４人のパイロットを確保する、これが、私は

とてもじゃないが維持できないと、体力的に維持できないと。そのことのほうがむしろ大きいと

思っておる次第です。 

○議長（小金丸益明君）  久保田議員。 

○議員（７番 久保田恒憲君）  ということで、２番目のＯＲＣの後継機と壱岐空港については終

わりたいと思います。 

 それでは３番目、高齢者世帯やひとり暮らし世帯が増加している、壱岐市の対応はということ

で、質問の要旨で、日々の生活に不安を感じている市民向けに市民福祉課や健康増進課等が情報

を共有して、地域を巻き込んだ有効な対策が急がれるが現状と今後の取り組みをお尋ねしたいと

いうことにしているんですけど、もう大体、先ほど同僚議員のほうでひとり暮らし、独居老人の

安心の確保とかいろいろありましたので、私はこの地域包括ケアシステムについてだけ、ちょっ

と聞かせていただきたいと。 

 先日、地域ケア推進会議っていうものもありましたし、私が思いますに、ほぼ高齢者対策の答

えというのは出ていると思うんです、取り組みは。それをどういうふうにして実のあるものにし

ていくか。そういうところにきていると思うんです。それには、現在サロン活動が、健康保険課

とか増進課で社協とか呼びかけられています。あるいは老人クラブとかあります。そういうとこ

ろの連携で、やはり取り組んでいくしかないと思っていますので、そういうところ何か具体的な

ものがあれば、お聞かせをいただきたいということです。 

○議長（小金丸益明君）  執行部、答弁は。髙下保健環境部長。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 登壇〕 

○保健環境部長（髙下 正和君）  久保田議員の御質問にお答えをいたします。 

 保健課の取り組みといたしましては、高齢者の相談窓口の役割を担う地域包括支援センターで

は、ひとり暮らしの高齢者等の安否確認や生活状況を把握することによって、孤独死等を防止、

医療介護も必要となった状態を早期に発見をして、適切なサービスにつなげるよう、さらに地域

とのつながりをともにしつつ、安心した生活が送れるよう、平成２４年度から安心サポーターを

市内小学校区ごとに２６名要請をして、配置をいたしております。 

 サポーターを希望するひとり暮らしの高齢者や、地域包括支援センターの相談窓口であります

社協の４事業所の相談において、見守り等が必要と思われる高齢者に対し、高齢者見守り支援事

業を実施をいたしております。６５歳以上で介護サービスや訪問を、そして通所をされていない

独居者に、１００人に月の１回訪問をしていただくか、そして１回の電話での確認をしていただ

いております。 

 この事業で得られた情報は、関係機関や年３回開催する安心サポーターの連絡会で情報共有し、
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さらには市民福祉課、各町の民生児童委員協議会等の関係機関相互の情報交換会を開催をし、要

支援者、高齢者を定期的かつ適切に把握し、複数体制での切れ目のない見守り、問題発生の早期

発見、対応、さらには災害発生時の支援につなげることを目的として、実施をいたしております。 

 このように、これまでも市民福祉課、保健課、健康増進課など、関係部署はもちろん、警察、

消防など関係機関とも連携をし、地域を巻き込みながら、さまざまな福祉政策に取り組んでいる

ところでございます。今後も引き続き、関係機関との連携を強化して、情報を共有しながら、地

域福祉の推進のため見守り活動の強化と相談機能の充実に努めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  久保田議員。 

○議員（７番 久保田恒憲君）  今までの取り組みはよくわかります。私もかなりの年数、老人の

介護予防にかかわらせていただいておりました。どうしても、最終的には人間が足りないんです。

マンパワーが足りません。老人クラブ、あるいはサロン、いろいろ所管が違ったりするんですけ

ど、どうしても情報の共有と言いながら、なかなかそれをうまく拾い出すことが難しい現実があ

ると思いますので、先ほど言われたように、例えば安心サポーターもそうですけど、民生員さん

もそうですけど、どうしても頻度が、見回り頻度が限られていたりしますので、やはりこれは地

域公民館の何とか保健部とかできましたね、福祉保健部とか。そのようなところにも呼びかけて

動いていただかないと、難しいと思います。 

 例えば、老人のひとり暮らしじゃなくて、今、２人暮らし、あるいは３人暮らしでも、本当に

動けない人が出たり、施設に入ったりすると、一気に１人とかなってしまって、じゃあその状況

を誰が把握しているかというと、その地域の人が１番把握しているわけです。把握したことを誰

かが吸い上げないといけませんね。把握しただけでは。公民館の中の雑談で終わってはいけませ

んので。そういう取り組みをぜひ、進めていただきたいと思います。そうなると、市民福祉課も

当然、かかわってきますので、間口を広げて、情報を収集して、それに対していかにマンパワー、

人々を配置していくかと、いうところに私は、こういう高齢者世帯を、見守りとか生きがいづく

りというのは、そういう活動なくしては前に進まないと思っておりますので、前日の地域推進会

議でもいろんな意見が出されました。グループごとに、そういう御老人施設の方とか、関係者の

意見もそうですけど、高校生の意見も非常にたくさんありまして、じゃあ生徒も学校も当然、巻

き込めばいいことであって、そこには教育委員会もかかわってくるんです。そういうふうに、ぜ

ひ、各課の垣根を超えた取り組みを、ぜひとも構築をしていただいて、その中に多くの人がかか

わるような形をとっていただきたいと思っております。 

 地域包括ケアシステムの中では、自助、互助というのがあるんです、共助、公助、４助、４つ
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の助けですね。今まではどっちかっていうと互助というのはあまり聞かれてなかったと思うんで

すけど、互助というのは、近隣、家族、友人、自発的な支え合いボランティアにＮＰＯ共助は、

ここで言われる共助は、もう制度化された医療とか年金とかそういう制度だよ、公助は行政だよ

となっていますので、とにかくこの互助の部分を是非しっかりと取り組んでいただきたいと思い

ます。何か。 

○議長（小金丸益明君）  髙下保健環境部長。 

○保健環境部長（髙下 正和君）  久保田議員言われますように、どうしてもマンパワーが足らな

いのは現状でございます。 

 今、独居の高齢者といたしましても、６５歳以上の方で１,７００名程度おられると把握をい

たしております。これから、地域の方々にも御協力をいただかないと、この見守りというのはで

きていかないと思いますので、行政のほうもかかわって、地域と一緒に解決をしていきたいとい

うふうに思っております。 

○議長（小金丸益明君）  久保田議員。 

○議員（７番 久保田恒憲君）  今の健康増進課のほうではそういうことですけど、ぜひ、市民福

祉課とか教育のほうでも、何かこういうふうにしていったらいいんじゃないかというのが、案が

ありましたらよろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  堀江市民部長。 

○市民部長（堀江 敬治君）  それでは、市民福祉課の取り組みを少し話させていただきたいと思

います。 

 まず、市民福祉課のほうでは、平成２６年度から自治公民館に、先ほど申しましたように福祉

保健部が設置をいたしております。健診率の向上と合わせまして、地域による見守り活動を実施

いたしております。 

 特に、平成２７年度から、地域安心見守り事業といたしまして、郵便局、宅配事業者、電気水

道を初め、島内の民間事業者と協定を締結いたしまして、日常の業務の中でさりげなく見守りを

していただくということで、異変に気づいたときには市のほうに連絡していただくようにしてお

ります。 

 そういったところで、現在、１４の事業所と協定を締結し、御協力をいただいております。先

般、独居の御老人が自宅で亡くなられていたという事案が芦辺町で発生したわけでございますが、

これにつきましても九州電力の通報によりまして、対応をさせていただいたところでございます。 

 また、高齢者の中でも認知症の方の対策としましては、平成２１年度からいきいき安心ネット

ワークを組織いたしまして、認知症の方が地域で安心して暮らせるように、また行方不明となっ

た場合には、早期に発見できるよう、啓発活動や検索システムの構築に努めているところでござ
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います。今のところ徘徊の恐れがある方といたしまして、２２名登録をいただいております。警

察、消防を初め、各関係機関で情報を共有しているところでございます。 

 最後に、安心見守りボトルということを実施しているわけでございますが、これにつきまして

は民生委員の皆様に、地域内の訪問活動とあわせまして、平成２８年度からひとり暮らしの高齢

者、高齢者夫婦世帯などに安心見守りボトル、この配付をいたしております。これにつきまして

は、緊急連絡先や医療情報を掲載したカードを入れたボトルを冷蔵庫のほうに保管をいただいて

おります。自宅で急に具合が悪くなった場合、救急隊の救急活動に活用されております。これに

よりまして、かかりつけの医療機関を初め、その他の連絡、情報伝達をスムーズに行っていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  久保田議員。 

○議員（７番 久保田恒憲君）  はい、よくわかりました。各課でいろんな取り組みがなされてお

ります。取り組みをしていく中で、とにかくかかわっていく中で、また新たな課題が生まれてき

て、そこでもっといい取り組みができていくんではないかと思っております。 

 先ほど同僚議員が、平昌オリンピックの話をされました。私も体を動かす者として非常に興味

を持っておりました。小平奈緒選手が５００メートルの決勝の前にウォーミングアップをしてお

りますという画像が流れました。私も見て、これならできそうだと思って、自分でやってみて、

次に子供たちにやらせて、これは誰のどんな競技のウォーミングアップだと思うかというような

ことを、クイズ形式にして、そこでこういう狙いがあって、こういうウォーミングアップをして

るんだよと。特に壱岐の子はウィンタースポーツにはなかなかなじみがないので、そういう話を

しました。 

 私がここで言っているのは、やはり何でも、さっきの外国人による弁論大会でも、まずは自分

でできることはないかということで、ちょっとチャレンジしてみてはどうですかということです。

そこで、壁にぶつかるかもしれませんし、ただそれは、壁の高さを知ることができただけでも一

歩前進です。ぜひ、壱岐市が取り組む施策には私たちもそういうスタンス、そういう立場で、こ

れからも協力すべきは協力して、指摘すべきは指摘していきたいと思っております。 

 以上で終わります。 

〔久保田恒憲議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、久保田恒憲議員の一般質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（小金丸益明君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次の本会議は明日３月９日金曜日、午前１０時から開きます。 
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 なお、明日も一般質問となっており、３名の議員が登壇予定となっております。 

 壱岐ビジョン、壱岐ＦＭにて生中継いたします。市民の皆様におかれましては、御視聴いただ

きますよう、よろしくお願いいたします。 

 本日は、これで散会いたします。お疲れさまでした。 

午後１時47分散会 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成30年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ３ 月 会 議 会 議 録（第４日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第４号） 

                    平成30年３月９日 午前10時00分開議 

 日程第１ 一般質問 

           １番 山川 忠久 議員 

           ４番 清水  修 議員 

          １１番 鵜瀬 和博 議員 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第４号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 山川 忠久君       ２番 山内  豊君 

３番 植村 圭司君       ４番 清水  修君 

５番 赤木 貴尚君       ６番 土谷 勇二君 

７番 久保田恒憲君       ９番 音嶋 正吾君 

10番 町田 正一君       11番 鵜瀬 和博君 

12番 中田 恭一君       13番 市山  繁君 

14番 牧永  護君       15番 豊坂 敏文君 

16番 小金丸益明君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

８番 呼子  好君                 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    土谷  勝君   事務局次長 米村 和久君 
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────────────────────────────── 
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説明のため出席した者の職氏名 

市長 …………………… 白川 博一君  副市長 ………………… 中原 康壽君 

教育長 ………………… 久保田良和君  総務部長 ……………… 久間 博喜君 

企画振興部長 ………… 左野 健治君  市民部長 ……………… 堀江 敬治君 

保健環境部長 ………… 髙下 正和君  建設部長 ……………… 原田憲一郎君 

農林水産部長 ………… 井戸川由明君  教育次長 ……………… 山口 信幸君 

消防本部消防長 ……… 下條 優治君  総務課長 ……………… 中上 良二君 

財政課長 ……………… 松尾 勝則君  会計管理者 …………… 平田恵利子君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ報告いたします。長崎新聞社ほか２名の方から、報道取材のため、

撮影機材等の使用の申し出があり、許可をいたしておりますので御了承願います。 

 呼子議員から欠席の届け出があっております。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（小金丸益明君）  日程第１、一般質問を行います。 

 一般質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いします。 

 それでは、質問順位に従い、１番、山川忠久議員の登壇をお願いします。 

〔山川 忠久議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１番 山川 忠久君）  おはようございます。よろしくお願いします。 

 まず冒頭にお話ししたいことがあります。参議院議員に宮本周司さんという方がいらっしゃい

ます。この人は、全国商工会青年部連合会の会長を務められ、全国比例で参議院議員に当選され

た、私も商工会青年部員ですが、商工会青年部員の兄貴分的な存在です。 

 その宮本参議が、先週金曜日の参議院予算委員会で質問に立たれました。その内容は、まさに

昨年９月に私が一般質問で取り上げさせていただいた小規模企業支援と、そして事業承継の話で

した。世耕経済産業大臣からも力強い支援の言葉があり、またやりとりの中で、安倍総理からも、

小規模企業はその本業だけでなく、消防団活動やＰＴＡ活動など地域を支える、なくてはならな

い存在であるとの言葉もあり、中小・小規模企業に対する強い思いを感じることができました。

谷川代議士の国境離島に対する思いもそうですが、これまで余り国から注意を払われなかった
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人々に明るい光が差し始めていることを強く認識し、改めて気の引き締まる思いです。 

 それでは、通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。 

 まず１点目は、壱岐市の情報発信のあり方についてです。 

 既に、多くの地方公共団体でフェイスブックページが開設されていますが、壱岐市にはまだ

ページはありません。昨年、壱岐市のホームページがリニューアルされ、それもまだまだ改善の

余地があるとは思いますが、そのホームページの大切な情報を効率的に拡散していくためには、

やはりＳＮＳ、特にフェイスブックの活用が必須だと考えております。 

 調べたところによりますと、現在、３５都府県、市区町村としては１,１００以上の自治体が

ページを持っています。長崎県では、県はページを持ちませんが、９市２町、例えば長崎市の

ページには４,０００の「いいね」がついています。これはつまり、長崎市が一つの記事を上げ

ると４,０００人にリーチする可能性があるということです。佐世保市は７,５００、対馬では、

ここはなぜか全部英語表記のページですが、「いいね」が８２０、五島市では２,５００、また

他県では、例えば福岡市が９,０００、佐賀県武雄市では、何と３万もの「いいね」がついてい

ます。壱岐市ではどうでしょうか。市長はフェイスブックのページとブログもお持ちです。ブロ

グの読者数は、こちらでは把握ができませんでしたが、フェイスブックページの「いいね」は、

現在５２８件だと認識しております。 

 ここでホームページとブログ、ＳＮＳの違いについてお話ししたいと思います。ホームページ

のすぐれている点は主に３つ。１つには、情報の寿命が長いということ。２つ目には、検索エン

ジンとの相性、つまり、グーグルなどで検索すると上位に上がってくるということです。３つ目

には、滞在時間が長く、熟読度も高いということです。要するに、本当に情報が欲しい人には、

ここに置いてありますのでいつまで読むことができますよというメリットがあります。 

 ＳＮＳのすぐれている点は２つです。１つ目は、情報のリアルタイム性、例えば、先月２月に

行われました壱岐市福祉大会、島田洋七さんの講演会もあって、かなりの人が壱岐の島ホールに

集まりましたが、ちょうどこれから島田洋七さんが出てくるというタイミングで、平昌オリンピ

ックでフィギアスケートの羽生選手のフリーの演技が終わるぐらいのタイミングでした。そこで、

スマートフォンで調べて、一番情報が早かったのがツイッターでした。そのとき、ちょうど教育

長もいらっしゃいまして、この点数なら金メダルもほぼ間違いないだろうということで、安心し

て講演会、そしてその後のアトラクションも楽しむことができました。それが、その情報のリア

ルタイム性というのがすぐれた１点。 

 ２つ目は、情報の拡散度です。例えば、１,０００の「いいね」がついているページに記事を

上げれば、人それぞれの利用頻度にもよるとは思いますが、それでも何百人の人の目に触れ、そ

してそれを読んだ人が記事に対して、またそれを「いいね」をしたりコメントするなどのアクシ
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ョンを起こすことによって、さらにその人の友だちにまで情報が拡散していく、指数関数的に情

報が広がっていくわけです。そして、ブログはその中間といったところでしょうか。 

 壱岐市でも、「ウルトラマラソン」や、そして「Ｉｋｉ─Ｂｉｚ」、そして最近では移住促進

のための「いきしまぐらし」などのフェイスブックページがあり、それらは効果的に運用されて

いると思いますが、やはりそうした事業を壱岐市が主体でやっていますということをアピールす

るためにも、壱岐市の公式フェイスブックページというのが必要になってくると思いますが、こ

れからも開設の予定はないのでしょうか。 

 また、２つ目の質問ですが、民間では既にいろんな団体、個人がＳＮＳを使って効果的に壱岐

を宣伝していらっしゃいます。壱岐市の情報も、ホームページをチェックして、その都度、効果

的に情報を発信してくれています。何の見返りも求めることもなく、壱岐のためになるならとの

思いが、そういう人たちにはありますので、壱岐市からもそういう人たちに向けて情報を提供で

きるような、そうした取り組みについて可能性を探れないだろうかというのが２つ目の質問です。 

 以上の点について、御答弁をよろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  山川忠久議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  おはようございます。１番、山川議員の質問にお答えをいたします。 

 御質問、１番目の内容でございますけども、フェイスブックを初めとしたＳＮＳページ、これ

について開設の予定はないのかという最初の御質問でございます。 

 本市では、急速に進む情報化社会の中で、市民皆様を初め、利用者のニーズの拡大に対応する

ために、また本市の日本遺産認定を機に、さらなる情報発信を図るために、昨年度に壱岐市ホー

ムページのリニューアルを行っております。 

 リニューアルにおいて、トップページを充実させ、使いやすさを重視した利用者に優しいホー

ムページを心がけ、また災害等緊急時の対応など、その利便性の向上を図ったところでございま

す。 

 今後は、議員御指摘のとおり、ＳＮＳとの連動の必要性を考えておりまして、壱岐市ホーム

ページと連動させることで、さらなる情報発信を図るため、現在、壱岐市フェイスブックページ

を開設する準備を進めており、できるだけ早い段階で開設したいと考えております。今後も、市

ホームページの充実を図るとともに、ＳＮＳを初め、各種ツールを活用した効果的、効率的な情

報発信に努めてまいります。 

 次に２番目の質問でございますが、行政の情報と民間の各団体、個人を含めた壱岐の島の総合

的な情報発信をする取り組みの可能性についてでございます。 

 壱岐市の情報発信につきましては、市のホームページを初め、壱岐市福岡事務所、その他壱岐
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市観光連盟など多くの関係機関、団体、そして市民皆様にも、ブログやインスタグラム、フェイ

スブックなどを使って壱岐市を大いにＰＲをしていただいており、先ほど議員おっしゃるように、

市長もブログやフェイスブックを使って、壱岐市での出来事やさまざまな行事などについて御紹

介をさせていただいております。 

 議員御指摘の、行政の情報と民間の各団体、個人を含めた壱岐の島の総合的な情報発信をする

取り組みにつきましては、民間団体や個人を含めてしまうと膨大な情報量となり管理が難しいこ

とや、利害関係などが発生する可能性が高いため、市として一元化することについては現在考え

ておりません。 

 ただ、先ほど議員おっしゃったように、協力していただいている方々に対して、積極的な情報

の発信というのは心がけていくつもりでございますけども、それをどういう形で行うかというこ

とは、今のところまだ具体化はしておりません。 

 なお、行政に関する各種の市政情報、観光情報、イベント情報などについては、昨年度にリニ

ューアルしました壱岐市ホームページの中で、体系的に整理を図り、利用者が見たい情報を、必

要に応じて幾通りもの方法でたどりつけるよう、トップページに配置をしております。 

 また、市ホームページのトップページに、広報ＰＲのコーナーを設けておりまして、その中で

壱岐仕事サポートセンター「Ｉｋｉ─Ｂｉｚ」、壱岐市ふるさと商社、「いきしまぐらし」等の

ホームページをリンクさせており、民間やその他に関連する情報への誘導を図っております。 

 今後は、先ほどお話がありました壱岐市のフェイスブックページを開設しまして、そちらとも

連動して、さらなる情報発信に努めてまいりたいと考えております。 

 現在の情報発信の取り組みを紹介させていただきますと、政策企画課管理分としては、壱岐市

ふるさと納税に関して、ホームページ、フェイスブック、ツイッター、ユーチューブ、ライン、

壱岐市地域おこし協力隊に関しましては、フェイスブック、インスタグラム、そして男女共同参

画壱岐に関しましては、フェイズブックの３種類がございます。 

 地域振興推進課管理分としましては、「いきしまぐらし」に関しては、ホームページ、フェイ

スブック、「ウルトラマラソン」に関してはホームページ、フェイスブック、離島プロジェクト

に関しては、ホームページ、フェイスブック、インスタグラム、ユーチューブ、壱岐コスプレプ

ロジェクトに関しましては、ホームページ、フェイスブック、インスタグラムの４種類を取り扱

っております。 

 観光商工課管理分としては、壱岐市観光連盟に関して、ホームページ、フェイスブック、イン

スタグラム、福岡事務所に関しては、ホームページ、ブログ、フェイスブック、インスタグラム、

壱岐仕事サポートセンターに関しては、ホームページ、フェイスブック、インスタグラム、壱岐

市ふるさと商社に関してはホームページの４種類がございまして、あわせて１１種類取り扱って
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いるところでございます。 

 なお、市ホームページのトップページには、お役立ちリンク集を設定をしておりまして、この

ページの活用について、お問い合わせもメール送信ホームからできるようにしておりますので御

活用いただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  山川議員。 

○議員（１番 山川 忠久君）  フェイスブックページの開設に前向きな返答をいただきました。

大変すばらしいことだと思います。 

 それでは、それぞれの事業について、ホームページ、そしてまたフェイスブックページがあり

ますので、そうした壱岐市の公式フェイスブックページで随時そういった情報をシェアしていた

だけると、もっとより効果的に情報が拡散できると思います。 

 また、市の職員さんの中にも、フェイスブックや、最近ではインスタグラムを使って、そうし

た情報を発信していらっしゃる方もありまして、例えばきのうも、壱岐で古事記をテーマにした

マンガとアートのプロジェクトが始動したという記事を職員さんが上げていらっしゃいました。

しかし、やはり個人の名前ですので、その人を知っている人でなければ職員かどうかはわからな

いし、やはりそこは壱岐市が上げるということに重みが違ってくると思います。そうした職員の

皆さんの意見を集約して、ぜひとも早急に検討を重ねていただきたいと思います。 

 そしてまた、民間との協働について、これは情報が膨大になり過ぎるため難しいとのことです

が、もう既に、きのうまでに２,２２１人のメンバーがいる、その名も「壱岐」というグループ

があります。フェイスブックをしない人には少し説明が難しいんですが、参加するには管理者の

承認が必要になり、そして島内外の壱岐のファンの方がどんどんそのグループに集まっています。 

 これは７年前に、もとは数人のメンバーの連絡網として立ち上げたのが、だんだんと情報発信

の意味合いが増してきて、今のように大きなグループになったということです。壱岐のことが好

きなら、どなたでも参加できるというスタンスはとりつつも、気持ちのよい交流ができるように

と一定のルールがあり、非常に成熟したコミュニティーだと思います。 

 あさっての日曜日、「鉄腕ダッシュ」の放送があり、壱岐でのロケが放送されるという情報も、

壱岐市のホームページに上がった情報を拾って、そして「壱岐」のフェイスブックのグループに

上げたりと、常に壱岐市の情報にアンテナを向けていらっしゃいます。管理者の１人にお話を伺

いましたが、やはり自分で探して上げるよりも、壱岐市からの情報提供によって上げるほうがや

りやすいし、また信頼度も高いと。そして、より多くの情報を拡散できるだろうということです。 

 また、昨年、壱岐でも講演をされたフェイスブックジャパンの社長や、そして広報担当者も、
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この「壱岐」のグループに興味を持たれており、いろんなところでこの「壱岐」のグループのこ

とをお話しされているということです。 

 このように、成熟した民間のグループがあり、さらには大元の運営会社のバックアップも見込

める状況で、これを始めない手はないと思いますが、こうした状況に対して、何か御意見があれ

ばお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  山川議員のただいまの御意見について、お答えをさせていただきま

す。 

 市が中心となって一元化に取り組むということにつきましては、先ほど述べさせていただきま

したとおり、民間を含めますと膨大な情報量になる、これがまず１点でございます。 

 次に、管理に混乱を、そういうことで管理に混乱を来すということで、次に行政が関与しにく

い、または取り扱えない分野も出てくる可能性があります。それと、利害関係が発生することも

想定をされます。 

 こういうことから、現在のところは官民をあわせての情報発信の一元化については、慎重に考

えているところでございます。これらの問題を解決する方法等がございましたら、今後、情報等

をいただければ検討していきたいと思っております。よろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  山川議員。 

○議員（１番 山川 忠久君）  先ほど言いましたとおり、フェイスブックジャパンが恐らく協力

してくれるだろうという思いがありますので、そうしたところに相談されて、ぜひこのお話を進

めていただきたいと思います。 

 先日、島外の方と意見交換をする場がありましたが、その中でも口々に言われたのが、壱岐市

へのアクセスの難しさということでした。観光連盟、それから壱岐市などでも、そうした情報は

発進されているとは思いますが、実際にそうした人たちの立場に立ってみると、ベイサイドに行

って、どの船に乗るのか、まずわからないと。そして、船が決まっても、どのビルに行けばいい

かわからない。そして料金体系もわからない。そして、壱岐に着いたら着いたで、港が３つ、こ

れは壱岐島民にとってはすばらしいことですが、島外の人にとっては混乱をしてしまうというこ

とです。 

 そうしたことで、壱岐市がこれから観光を活性化させ、移住を促進していくというなら、島外

に向けて効果的に情報を発信して、そして島民も壱岐の情報に精通し、誇りを持ってお出迎えす

ることが何よりも大切だと思っています。ぜひとも情報発信について、これからも研究を続けて

いただきますようお願いして、１つ目の質問を終わります。 

 次に、大きな項目で２番目の質問に移ります。 
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 １２月、１月と、忘年会、新年会のシーズンが終わったかと思えば、早くも年度がわりで宴会

の多い時期となりました。壱岐の料理は観光客の皆さんが驚くほどのおいしさと、そして量も自

慢ではありますが、いつも気になるのが宴会場をあとにするときに食べ残された料理です。飲食

を提供する側としては、その店の評判にかかわるため味も量も落とすことはできないということ

で努力されているわけで、それを残して帰るというのは大変申しわけない気持ちになります。 

 統計によると、国民１人当たり１日茶碗１杯分の食品が捨てられているということです。壱岐

市でもかなりの量が廃棄されていると思いますが、こうした事態を壱岐市としてどのように対策

していくか、その考えをお伺いしたいと思います。 

 そして、２つ目の質問ですが、食品ロスについて調べたときによく目にするのが、「３０１０運

動」という取り組みで、これは宴会が始まったら、最初の３０分とお開き前の１０分間は自分の

席についてしっかりと食事を楽しみましょうということを呼びかける運動です。これは福井県で

始まり、長野県松本市が採用して、少しずつ、今もなお全国に広がっている運動であります。実

践事例も多く、導入しやすい運動だと思いますが、壱岐市でも取り組まれてみてはいかがでしょ

うか。 

 ３つ目に、食品ロスに関しては、消費者庁、農林水産省、環境省、厚生労働省など各省庁もそ

れぞれ対策に乗り出しているようです。九州でも、飲食店にも食品ロス削減への努力を促すため

に、「九州食べきり協力店」への登録制度というものがあり、これは小盛りメニューの提供や食

べ切りの呼びかけ、そして廃棄物のリサイクルなど食品廃棄を減らす努力をしている飲食店の登

録制度です。壱岐市では、登録してあるのは、「はらほげ食堂」さんが食材使いきりメニューの

導入ということで１件だけ登録してあるようです。 

 また、九州食品ロス削減施策バンクという制度があり、こちらは各市町村の食品ロス削減の取

り組みを登録する制度です。長崎県では、現在６つの市町が登録されています。 

 このように食品ロスに対する危機感は高まり、そして自治体がどのように対処しているかにも

注目が集まっている中で、壱岐市としてどう対処していくか、御答弁をお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  髙下保健環境部長。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 登壇〕 

○保健環境部長（髙下 正和君）  山川議員の御質問、食品ロスの削減の取り組みについて、お答

えをいたします。 

 御指摘の「３０１０運動」につきましては、私も議員からの通告書を見て、関係資料を精査し

たというのが実情ではございますが、お答えをしたいと思います。 

 壱岐市といたしましては、平成２４年４月に供用を開始をいたしました壱岐市クリーンセン

ター、そして壱岐市汚泥再生処理センター、この２つの施設の計画段階におきまして、資源循環
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型社会の推進、そして焼却ごみを減量化することを決定し、可能な限り資源のリサイクルに力を

入れてきたところでございます。 

 市民の皆様には、ペットボトル、空き缶、トレー、新聞・雑誌等の古紙の排出をお願いすると

とともに、新しい対策といたしまして、廃棄物となった食品残渣の液肥化、し尿汚泥・浄化汚泥

の堆肥化、焼却灰のセメント原料化などを実施をいたしております。結果といたしまして、廃棄

物のリサイクル率においては、県下ではトップを続けている状況となっています。 

 このような取り組みと並行をして、議員御提案のように、壱岐の食材でつくられたおいしい料

理を堪能し、その結果として廃棄物として出さないということも大きな取り組みになるのではな

いかと考えております。 

 市といたしましても、情報を収集をして、広く市民の皆様に現状をお伝えするとともに、飲食

を提供される事業者の方々と連携を図りながら、「３０１０運動」へ取り組んでいくことも必要

だと考えております。 

 長崎県の取り組みを御紹介をいたしますと、平成２９年度から、新しい事業として「エコ＆ヘ

ルシーながさき推進事業」が開始をされ、昨年１１月に食品ロス削減推進協議会が設置をされて

います。その取り組みといたしましては、食べきり運動の推進のホームページを開設して、協力

店の検索、取り組みに対しての事例の紹介ができるよう整備を進められることとなっています。

その中で、九州食べきり協力店への登録推進として、飲食業、ホテル業組合、食品衛生協会等の

各種団体の講習会の機会を活用して、食品ロスの具体的な取り組みについて、指導、紹介が実施

されることとなっております。 

 宴会等における食べ残しに対しましては、厚生労働省や消費者庁など４省庁から飲食店等にお

ける食べ残し対策に取り組むに当たっての留意事項ということで、食べきりの促進や食べ残し料

理の持ち帰りは自己責任の範囲で行うことなどが示されております。これらを参考にして、食事

を提供する側、提供を受ける側がお互いに理解を深めて取り組んでいければと考えています。 

 また、食べきりになりますと、健康面からの配慮が必要となってまいりますので、宴会の予約

をする際は、参加者の年齢層や男女比などの情報を事前に店にお伝えし、店側も幹事さんと打ち

合わせていただくことで食品のロス削減につながるものと思われます。 

 また、九州食品ロス削減施策バンクの登録に至ってはおりませんが、壱岐市ヘルスメイトの皆

様が、「いきのしま地球温暖化防止キャンペーン」の折に、エコクッキングの紹介として、野菜

の皮やへたを使ったスープや、だしを取った後のだしがらで佃煮をつくって市民の皆様に提供し

ている活動もあり、登録に値するところでございますので、今後、これらを含めた食品ロス削減

対策につながる活動のバンク登録に向けて取り組んでまいりたいと考えております。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 降壇〕 
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○議長（小金丸益明君）  山川議員。 

○議員（１番 山川 忠久君）  「３０１０運動」や、それから九州食品ロス削減施策バンクにつ

いて、前向きな御答弁をいただきました。 

 県の廃棄物対策課に、九州食品ロス削減施策バンクについて電話で聞きましたが、まだ昨年

１１月に始まったばかりの制度であるし、そしてまた実際にどれくらい廃棄物が減ったかの算出

は、膨大なコストがかかり過ぎるために難しいだろうということで、こうした取り組みの効果を

知るのは、やはり食べる人と提供する側が実感しなければいけないということだと思います。 

 また、この施策バンクに登録することで、九州各自治体のいろんな取り組みを共有することが

できるということで、壱岐市からの申請もぜひお待ちしておりますということでした。 

 それから、「３０１０運動」をやったとして、それで食べきれればいいんですが、先ほどお話

にありましたように、どうしても無理なときには持って帰るということもあるかと思います。民

宿をやっている友人と話しましたが、お店のほうからそれを勧めるということは、やはり難しい

ということで、壱岐保健所に問い合わせましたところ、やはり宴会場で出す料理は、その場で食

べるということを前提としているので、持ち帰りとなると食中毒のリスクが高まり、そういうこ

とは余りお勧めはできないということでした。 

 しかし、農林水産省のホームページには、こうした取り組みの一環として、「宴会五カ条」と

いうものがありまして、今部長から御紹介されたところとかぶるんですが、まずは適量注文、そ

して２番目には、幹事さんからおいしく食べきりましょうという呼びかけ、そして３つ目は、初

めの３０分、そしてお開き前の１０分は席を立たずに食べましょうと、そして４つ目は、食べき

れない料理は仲間で分け合う、そして５つ目、それでも食べきれない料理は、お店の方に確認し

て持ち帰りましょうということで書いてありますので、自己責任の範囲で持ち帰りもやったほう

がいいという認識でいいだろうと思います。 

 今お話ししたことは、例えば先ほどのお話にもあるように、あらかじめ男女比や年齢層を事業

所に伝えたりと、食べきれなかった場合は持ち帰るということをあらかじめ伝えるということは、

事業所と利用者の努力が必要になってくるわけですけども、こうしたことについて、また何か意

見があれば、お願いします。 

○議長（小金丸益明君）  髙下保健環境部長。 

○保健環境部長（髙下 正和君）  「３０１０運動」につきましては、環境省のほうのホームペー

ジを見ますと、その推進のために作成をされた、テーブルの上に置く三角柱、感じのいいものが

サンプルとして宴会ごとにアップをされております。これらを活用することによって、食べるほ

うも意識をしながら食べられるということになると思いますので、そういうのも利用しながら取

り組んでいきたいというふうに思っております。 
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○議長（小金丸益明君）  山川議員。 

○議員（１番 山川 忠久君）  ありがとうございました。今回、食品ロスについて取り上げまし

たが、最終的には、楽しく食事を楽しむのが目的であって、強制的に健康を害するような食事の

仕方を推進したいわけではありません。今回、議案が提出された壱岐市高齢者福祉計画にうたわ

れているように、高齢者になっても健康で安心して暮らせるまちを実現していかなくてはなりま

せん。楽しく食べることとおいしく食べきることは相反することではありませんので、市民の皆

さんの協力を得ながら、この運動を推進していきたいと思います。 

 以上で、私の質問は終わりにします。ありがとうございました。 

〔山川 忠久議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、山川忠久議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（小金丸益明君）  次に、４番、清水修議員の登壇をお願いします。 

〔清水  修議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（４番 清水  修君）  おはようございます。それでは、４番議員、清水修が、通告に従

いまして、３月議会冒頭におきます白川市長の施政方針の中から関連して、これはもう少しお尋

ねしたいなと思ったことについて、次の４点についてお尋ねいたします。 

 １つ目は、３０年度予算編成におけるスクラップ・アンド・ビルドと優先順位についての考え

方、２つ目に、第７期介護保険事業における介護保険料の値上げについて、３つ目に、婚活事業

と小中学生の離島留学制度について、４つ目に、壱岐市葬祭場の改築計画についての４点です。 

 それでは、項目が多いので早速入ります。 

 １つ目の質問は、施政方針の終わりに述べられた、「地方財政を巡る国の動向に注視して平成

２７年度に作成した第２次壱岐市総合計画の着実な実施を軸にして、スクラップ・アンド・ビル

ドの徹底、さらに事業の優先順位の明確化による効率的な予算配分を行う」と述べられたことへ

のお考えのお尋ねになります。 

 昨年度の議会資料も見てみましたら、昨年の３月議会でも、このことは当然申しておられまし

た。年々縮減が求められる壱岐市の財政、限られた予算の中で、これからの壱岐市のためにベ

ターな選択として、ごく当たり前の施政方針であることはわかりますが、立ちどまって自分の身

の回りや市内の状況を見るとき、例えば、公民館から道路の拡幅や危険箇所の対応などの要望を

上げて、現場での状況確認をしてもらい、さて、いつになるのやらと思うことも珍しくないと思

います。 

 当然、市内全体から上がってくる要望というのは膨大な数になることでしょう。市内全体を見

回しての危険度や工事費用の関連などで、すぐにできることや、かなり待たされる状況になって
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いるということがあると思います。また、４町時代の施設や行事などは、幾らかはスクラップで

きているでしょうが、各地域からの要望もあって、なかなかスクラップできない現状を感じます。 

 私の身近な例で申しわけありませんが、旧沼津中学校のグラウンドと、その下にある、間もな

く見ごろとなる白翁という大きな桜の木があるわけですが、そこの旧テニスコートの整備を兼ね

て、地域での交流の場づくりとして、まちづくり市民事業という事業に取り組ませていただきな

がら地域の施設を維持しております。 

 市がきちんと管理して、使用料を求めて維持するのか、何らかの補助をすることで地域との連

携を図るのか、放置したり、または払い下げてスクラップするのかなど、さまざまな選択肢があ

ろうかと思いますが、私たち沼津の公民館では、このまちづくり市民力事業を活用させていただ

いておりますが、この事業も、あと２年で自主財源の確保に努めるように３１年度で終了します

という要綱を見ました。 

 当然、地域の力をつけて、補助に頼らないまちづくり、地域づくりをしていかなければいけな

いとは十分わかりますが、なかなかスクラップ、そして新たなよりよいビルドというものは難し

いと思いますので、そのスクラップ・アンド・ビルドの徹底と優先順位の明確化について、どの

ようなお考えかをお伺いいたします。 

 関連になりますので、もう一つのことも言います。 

 また、施政方針の中で、少子高齢化社会を乗り切るために「新しい経済政策パッケージ」の国

の取り組みと基調を合わせた聖域なき徹底した見直しというのも上げられておりましたので、学

校図書館への図書購入費についてのことで少しお尋ねします。 

 その前に、お礼を一つ言わせていただきます。１２月議会等で学校司書のことを話題に出しま

したが、次年度の予算に、学校司書の方を現在３名から４名配置で提案されているということを

私なりに見させていただきました。本当にありがとうございます。 

 学校図書館への図書購入費については、私の勝手な受けとめかもしれませんが、図書購入費の

増額は、学校図書館整備計画の一環であり、学校司書配置と同じように国からの地方交付税で補

助され、市で予算化措置されているものだと思っておりましたが、いろいろ壱岐市のホームペー

ジを見る中で、ふるさと納税寄附金のページがありまして、その中にその寄附金の使い道という

のが２８年度で載っておりました。その中に、幼稚園、小学校、中学校の図書購入費として、小

学校に４２４万円、中学校に２４０万円、幼稚園に２３万円という使い道が示されておりました。

これは私が最後の年を勤めた２８年度の当初予算で説明を受けた額と、まあそう変わらない数字

だったように思います。 

 国がそれぞれの市町村にどれぐらいの学校図書館整備計画予算を配当しているかなどまでは調

べておりませんけれども、正直言って、ちょっとこう納得が行かないなというような気がしてお
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りましたので、関連で質問させていただきます。 

 前回も、この学校図書館の出番ですという第５次学校図書館整備計画のことを、いわゆる主体

的な学び、アクティブ・ラーニングを勧める基盤づくりとして、基盤整備のために配置されたと

いうふうになっております。学校司書さんのことについては、先ほどしていただいておりますの

で申しませんが、学校図書館の図書費について、本当に地方交付税の中の、その整備計画の一環

として使われておられたのかどうかを確認したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小金丸益明君）  清水修議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  ４番、清水議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず最初の質問でございますが、スクラップ・アンド・ビルドの徹底、事業の優先順位の明確

化について、その方針を伺いたいという質問でございます。 

 本市の財政状況は、歳入全体に占める市税などの自主財源の割合が約２０％と極めて低く、収

入の多くを地方交付税や国庫支出金に依存している状態でございます。合併後の大型事業などに

ついては、合併特例債や過疎債などの地方交付税措置のある市債を有効に活用しながら、壱岐市

総合計画にも掲げております「海とみどり、歴史を活かす癒しのしま、壱岐」を将来像として、

さまざまな事業に取り組んでいるところでございます。 

 しかしながら、本市の大変厳しい財政状況の中、各事業会計の健全経営化、各種施設の維持改

修、統廃合などさまざまな課題を抱えており、限られた財源を有効かつ最大限に活用するため、

事業の実施に当たっては、政策評価を踏まえた事業の取り組みを行っているところでございます。 

 収入の柱であるべき地方税も大きな伸びを期待できず、それを補う地方交付税も減少する中、

将来の行政需要を賄いきれなくなってきておりまして、従来から実施してきた事業をそのまま今

後も継続することは困難な場合もございます。 

 これらを踏まえた上で、今まで以上に無駄を省き、より効率的に行政運営をすることはもちろ

ん、前例踏襲的な予算確保とならないように、既に役割を終えたと思われる事業の廃止、見直し、

そして時代の変化に応じて変わる住民ニーズへの対応や、真に必要な政策に対し、必要な事業の

選択と集中といったスクラップ・アンド・ビルドを実施しているところですが、今後とも事業部

局、担当職員が自治体経営という視点を持ちながら、施策の実現のためにどのような事業を優先

し、どのような事業に予算を集中的に投入するか、あるいは予算の投入をやめるかといった判断

力がさらに求められると考えております。 

 多様化する住民ニーズへの対応、住民サービスの低下等につながらないよう、担当部局を含め、

事業の選択と集中には苦慮している状況ではありますが、市民皆様の御理解と御協力をいただき

ながら、今後ともスクラップ・アンド・ビルドの徹底を推し進めてまいりたいと考えております。 
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 具体例を挙げますと、２９年度コミュニティ施設のバリアフリー化改修に要する経費の一部を

助成するコミュニティ施設バリアフリー化補助金、これにつきましては、時限的な措置ではあれ、

当初の目的、役割を終えたとの判断から、３０年度は事業の廃止を行っております。 

 また、新規事業の例としましては、１つ、定住プロジェクトを推進するため、ＵＩターン者に

対する移住費用の負担を軽減するための一部助成として定住奨励事業、２つ目に、地域包括ケア

の推進に必要となる人材の確保及び移住定住促進施策の一環として、壱岐市内に居住し、かつ壱

岐市内の事業所に就職された方が返還する奨学金及び家賃等の一部を助成する地域包括ケア人材

確保支援事業、３つ目としまして、壱岐市内の小中学校へ、離島留学生の移住費など一部を助成

するいきっ子留学制度などを計画をしております。 

 次に、事業の優先順位の明確化による効率的な予算配分につきましては、さきに述べました政

策評価及びスクラップ・アンド・ビルドによる事業の選択と集中の結果を踏まえまして、政策企

画課において毎年ローリングによる見直しを行い、壱岐市振興実施計画の策定を行っております。

この壱岐市振興実施計画に沿って、適正で効率的な財政運営を行うために、事業の優先順位の明

確化による効率的な予算配分を行っております。 

 次でございますが、２番目の質問で、例えば、まちづくり市民力事業は３１年度をもって終了

するようですが、これはスクラップですかという質問でございます。 

 まちづくり市民力事業は、補助金制度でありまして、平成２３年度からスタートをしておりま

す。補助金は、基本的には３年間で見直していくこととしておりまして、現在の壱岐市まちづく

り市民力事業補助金補助交付要綱では、平成３２年３月３１日限り効力を失うと、先ほど清水議

員がおっしゃったとおりでございます、３年間の時限立法としております。 

 これまで第１期は、平成２３年度から平成２５年度まで、第２期は、平成２６年度から平成

２８年度まで、第３期は、平成２９年度から平成３１年度までと延長をしてきております。第

１期から第２期においては、制度を開始して間もないということで、さらに市民力事業の活用推

進を図るため、期限の延長のみを行っております。第２期から第３期におきましては、平成

２８年度において、これまでの制度における課題等の洗い出しを行い、平成２９年度からの３年

間でこれらを解決できるよう要綱の見直しを行い、平成３１年度まで期限の延長を行ったところ

でございます。 

 今後は、また３年目を迎える平成３１年度において、本事業の課題や事業効果等の検証を行い、

その時点で延長をするかしないか、または新たな制度を構築するかという検討をすることになり

ます。 

 私のほうからは、以上で終わります。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 
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○議長（小金丸益明君）  山口教育次長。 

○教育次長（山口 信幸君）  清水議員の御質問にお答えをいたします。 

 ふるさと納税の使い道で、平成２８年度幼・小・中学校図書購入費６８３万円使われているが、

地方交付税に含まれる図書館整備計画からはどれくらい予算化されているかという問いについて

でございます。 

 新たに平成２９年度から５年を期間とする学校図書館図書整備等５カ年計画に基づき、学校図

書費の地方交付税措置がなされております。小学校費で１８学級当たり７７万９,０００円、中

学校費では、１５学級当たり１０４万８,０００円が積算基礎とされており、平成２９年度の壱

岐市の小中学校の交付税措置総額は７８７万９,０００円となります。また、２８年度の交付税

が５５２万５,０００円となります。 

 この地方財政措置は、使途を特定しない一般財源として措置されてあり、特定財源でないため、

教育振興費の中の一般財源として充当されております。平成２８年度の幼・小・中学校図書費の

決算額は、幼稚園が４３万５,０００円、小学校が４２４万１,０００円、中学校が２４６万

６,０００円の計７１４万２,０００円で、その財源に先ほど言われるようにふるさと応援寄附金

６８７万円が充当をされています。 

 これはふるさと応援寄附金のしまの未来を担う人材育成プロジェクトとして、子育て、教育の

充実、担い手の育成などの取り組みに対して寄附されたものでございます。特定財源として

２８年度の学校図書費に充当されているということでございます。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  清水議員。 

○議員（４番 清水  修君）  １つ目の市民力事業についての回答をいただき、本当にありがた

く思っております。市の財政の状況、または未来に向けての施策等につきまして、本当に苦慮し

ながら、政策評価をもとに、また多様な変化の中で取り組んでおられるということもわかりまし

たし、市民力事業についても、また課題を見出し改善するのか、または新しく取り組むのか、そ

ういったことも検討していただけるという御回答をいただきましたので、ぜひ私たちも地元地域

をしっかり守りながら、壱岐市民として頑張ってはいきますので、どうかよろしくその辺は御配

慮をお願いをしたいと思います。 

 また、国の学校図書館整備計画に対する図書費のことにつきましては、今きちんと数値を挙げ

て、これだけのお金が配当されており、それを一般財源化して使っている、または足りない部分

といいますかの部分は、ふるさと納税の寄附金からこのように子供たちのために使っているとい

うことで御回答をいただきました。 

 正直、私たちはなかなか詳しい内容がわからないのは当然ですけれども、何かしら疑念的な思
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いをしたり、感じたりすることがありますので、きょうはこの場を借りてお伺いしてよかったで

す。 

 これから外国語の教育につきましても、新しいいろんな計画をされていますし、ＩＴＣについ

ても今年度たくさんの機器を入れていただいておりますので、そういった未来の子供たちのため

にいただいているそういった予算については、しっかり使っていただいて、予算化していただい

てということを期待して、次の項に行かさせていただきます。 

 ２つ目は、第７期の介護保険事業についてですが、このことは、先日３月６日の全員協議会で

も説明を受けましたし、また、これまでも同僚議員からたくさんの関連質問がありましたので、

私としては、時間のこともありますので、この値上げについて市民の皆様にもう少しよくわかる

ような説明をしていただければなというふうに考えておるわけです。 

 確かに、このたびの第７期の介護保険事業は、私も読まさせていただきましたけれども、途中

でこう、いろんなことから、総合的に、また課題を掘り下げて、周到な計画がされておりました。

高齢者人口の遂行と将来予測、要介護者の推計をもとにニーズ調査を行い、その結果を見据えて

課題を見つけ、４つの目標に対して、その課題克服に向けた具体的な施策の展開が述べられてお

りましたので、保険料の値上げも仕方がないなと思いながらも、いや、これでいいのかなと思っ

ての質問でございます。 

 特に、地域包括支援システムの構築に向けては、いろんな人材確保やさまざまな見回り体制な

ど必要な部分がたくさんあられるとは思いますが、介護保険料の値上げについて、わかりやすい

説明をお願いできたらと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（小金丸益明君）  髙下保健環境部長。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 登壇〕 

○保健環境部長（髙下 正和君）  清水議員御質問の第７期の料金の値上げ等の内容について、御

説明を申し上げます。後日開催されます委員会のほうでも詳しく御説明をする予定といたしてお

りますので、内容について、主なものに限って説明をさせていただきます。 

 まず、介護サービスの整備の内容といたしましては、今回、追加を計画いたしておりますのが、

居住系サービスの施設として、３２年度にグループホーム２ユニット、１８人のサービスの開始

を目指して、平成３１年度に整備をする計画をいたしております。また、平成３０年度から、定

員１２名での認知症対応型通所介護の事業開始や、通所介護が定員１２名の増加、短期入所生活

介護が１４床の増加が見込まれております。このような在宅系サービスの充実が図られるものが、

介護保険料が上がった主な原因となっております。 

 地域包括ケアシステムの実現につきましては、課題である人材確保に努めるとともに、専門職

だけではなく、地域住民を主体としたボランティア活動も重要な役割を担ってまいります。 
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 このようなことから、高齢者福祉サービスの提供について、住民に理解を深め、地域住民の活

力を導入しつつ、行政の果たすべき役割、住民の方々の参加、協力を得る分野を明確にして、団

塊の世代が７５歳となる平成３７年をめどに、壱岐にふさわしい地域包括ケアを進めていきたい

と考えております。 

〔保健環境部長（髙下 正和君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  清水議員。 

○議員（４番 清水  修君）  簡潔な御説明を３つのことにまとめて言っていただき、私も、あ

あ、なるほどそういうことかということを値上げの理由として感じることができました。施設の

こと、住居のそのサービスのこと、また包括ケアのこと、人材確保など伺いましたので、このこ

とは次年度から始まる第７期の計画でございますので、また機会を見つけて、いろんな課題等が

目についてくると思いますので、そこで新たに質問はさせていただきますが。 

 私も地域の公民館長として、順番で受け持っておりますが、先日来も言われてますように、公

民館の果たす役割の大切さを自分なりに感じております。どうしても、地域のことというか、そ

ういったことは、常に連絡員と回ってくださる方や、館長とか副館長とかそういう方々が小まめ

に挨拶がわりに声をかけられる、何かそういう触れ合いというのが大事だな、そして、私の地域

には、老人会組織というのが消滅といいますか、なくなっております。いろんな状況を見る中で、

やはり地域に、公民館だけでなく、そうした老人会とかサロンとか、そういう新しい地域をまと

めていって暮らしをよりよくしていくことが大事だなと考えておりますので、その辺についても

御協力をできる限りしていって、壱岐の皆さんが安心して暮らせる高齢化社会というものを迎え

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、３つ目の質問として、婚活事業、小中学生の離島留学についてに進みます。私と

しては、この２つの事業というのは、壱岐が抱える、または私たちみんなが願っている人口減少

対策の歯どめをかける、何か大事な施策だなというのを感じましたのでお尋ねします。 

 確かに、この婚活事業としての「イキイキお結び大作戦」、私も存じてはおるわけですけれど

も、５年で２組のカップルが成婚されています。この実績をもとに改善していくというふうに計

画は示されているわけですけれども、この婚活事業の前には、いろんな努力がなされたのだろう

とも思います。 

 身近なところから「壱岐市内の方同士の出会いの場づくりとかはありよるとで」というふうな

ことを伺ったりもしましたので、島外からお嫁さんを迎える「お結び大作戦」も、当然続けてい

くと思いますが、壱岐の者同士がもう少し出会える機会というようなことを考えておられるのか、

もうそれは以前したこと、もしくは婚活サポーターというか支援者の方に任せているというか、

そういったことでの受けとめでいいのか、その辺のことをお尋ねします。 
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 そしてもう一つの、この小中学生の留学制度、壱岐っ子留学制度のことですが、いわゆる私が

一番気になったのはＩターン者の親子留学というふうに書かれてあった言葉に対するものでござ

います。おお、すごいなと思いました。ただ、Ｉターン者というのは、いわゆる都会と田舎とい

う言い方を、言葉を使えば、都会の方が都会に住んでおられる住所がある方が壱岐に移り住む、

田舎に移り住む、これがＩターン、そして壱岐の人が、例えば都会に出て帰ってくるのは、当然、

Ｕターンになると思うんですけれども、親子でＩターンとなりますと、親は、親さんは、壱岐出

身者ですからＵターン、子供さんはもう向こうで居住し、生まれて居住してありますからＩター

ン扱いになるのかなとかいうふうに考えたものですから。 

 その辺の取り扱い等については、運営委員会等できちんと今後、考えられて対応されると思い

ますが、何分そんなにたくさんの予算も計上しておられないと思いますので、一気に増というこ

とは望めないかとは思いますが、非常にこのことは、壱岐のためにも、また壱岐市の教育をしっ

かり、さらに広げるためにも、いい取り組みだと思いますので、そのＩターン者の取り扱いと言

いますか、そういったところの現時点での考え等をお聞かせいただければ幸いです。よろしくお

願いします。 

○議長（小金丸益明君）  左野企画振興部長。 

〔企画振興部長（左野 健治君） 登壇〕 

○企画振興部長（左野 健治君）  ４番、清水議員の、３の「人口減少に歯どめをかけるための施

策について」、１つ目の、婚活事業「お結び大作戦」での成果をもとに、さらなる充実を図られ

るが、もっと地元の在住者同士が出会う機会を工夫してつくることが必要ではないかとの御質問

でございます。 

 これまで、本市が人口減少対策の一環として行っております「イキイキお結び大作戦」、過去

の５回では、市内在住男性と市外在住女性との交流事業として行ってきております。 

 本事業は、結婚という目的に加えて移住推進の目的もありますので、女性の参加については、

過去の５回については市外の方に特定させていただきました。「イキイキお結び大作戦」の前に

行っておりました「壱岐いきウェディング」ふれあい交流事業イベントでは、市内外を問わず御

参加をいただいたこともございますし、当時、男性も、壱岐市出身で市外にお住まいの方も、近

い将来、Ｕターンを希望している方でも参加可能ということもあります。また市内でのイベント

ではなく、市外、過去には福岡市に出向いてのイベントを実施したこともございます。 

 しかしながら、議員御指摘の市内女性の参加は非常に少ない結果に終わっております。これま

で市が主催する実行委員会で行ってきておりますイベントは、参加者数、男女合わせて約４０名

規模で行っておりますが、３０年度においては、これまでの「第６回イキイキお結び大作戦」に

加えて、市内の女性も参加できる、参加人数も小規模なもの、そして企業、会社間、各種団体間
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での交流など、誰でも参加しやすい内容のものを計画していきたいと考えております。 

 その開催に当たっては、市内の民間団体等における婚活イベントの開催経費の一部について助

成できる壱岐市ふれあい交流事業補助金制度も活用していただき、例えば、青年部組織とか女性

部組織による実行委員会との協働により、婚活イベントの開催なども検討してまいりたいと考え

ております。 

 また、結婚応援隊にも少人数での交流イベントの開催など、出会いのきっかけづくりについて

も働きかけを行っているところでございます。 

 以上でございます。 

〔企画振興部長（左野 健治君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  山口教育次長。 

○教育次長（山口 信幸君）  清水議員の質問にお答えをいたします。 

 小中学生の離島留学制度の中で、Ｕターンの親子留学は制度化できないかについて、お答えを

いたします。 

 まず、今回のいきっ子留学制度については、３つのタイプの離島留学から選択していただくこ

ととなります。 

 １つ目が、壱岐高校の離島留学生と同じ児童生徒が、単独で里親の家にホームステイする里親

留学で、ホームステイ費は月額７万円、実親の負担が月４万円で、市は月３万円を補助するタイ

プ。 

 ２つ目が、児童生徒が祖父母等の家から通学する孫戻し留学で、実親は実費負担し、市から祖

父母等に対して、第１子に月３万円、第２子以降が月１万円を補助するタイプ。 

 そして３つ目が、Ｉターン者の親子留学で、孫戻し留学と同じ額と別に、移住支援として引っ

越し費用及び交通費の３分の２以内、または２０万円を限度に補助するタイプとなります。 

 御提案のＵターン者の親子留学にも制度化できないかとの御質問ですが、今回、離島留学制度

の計画に当たり、移住定住担当の企画振興部と教育委員会で協議をし、また住み分けを行いまし

た。その中で、ＵＩターンの支援として、移住者住宅等支援事業があり、壱岐市に永住の意思を

持って居住し、５年以上継続して定住する方に対しての支援事業がございます。 

 それに対し、今回のいきっ子留学制度の留学期間は、ただし書きはありますが、原則１年間と

しております。定住支援の対象とはならないため、今回、新たにＩターン者の親子留学に対して

移住支援を創設するものでございます。 

 よって、Ｕターン者の支援等につきましては、既存の定住促進支援制度を活用していただけれ

ばと思っております。 

 以上でございます。 
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○議長（小金丸益明君）  清水議員。 

○議員（４番 清水  修君）  この婚活の取り組み、そして留学制度の取り組み、本当にこれか

らの壱岐の未来を担う大事な事業だと思います。今年度からの有人国境離島法による起業化促進

など、就業環境もものすごく以前とは違う雇用の促進が期待できますし、ぜひこういう機会をい

かしていただいて、壱岐に帰ってこれるような支援といいますか、そういったことで非常に私も

わくわくしております。 

 なかなか向こうに移り住んで、そして帰ってくるとなると、やはり退職してからとかいうこと

の考えにならざるを得ませんけれども、こういった婚期、結婚を機にとか、または子供の教育の

ためにというふうなことの起爆的な、そういった事業があれば、そういった帰ろうというお考え

になられるのではないかというように期待しておりますので、いろんなさらなる改善というか、

そういったことも十分に各課で検討したりされております。どうかよろしくお願いをいたします。 

 時間も残り少なくなってまいりましたが、４点目に移らせていただきます。 

 壱岐市葬祭場が３０年余りたちまして改築予算というものが次年度のほうに予算されて、来年

の４月に開業予定ということでお伺いしております。現在の火葬場の管理員の方は、１年雇用の

更新で業務委託だというふうに伺いました。なかなか土日の休日等も完全に確保されるわけでは

なく、友引やいろんな日が悪い日とかは仕事があられないのかもしれませんが、万一のときの電

話での受け入れとかそういったことは、常に万全の体制でずっと続けてこられたと思います。 

 また、定期的な草刈り作業や管内の掃除とか、いろんな業務も業務委託の中でされてあったと

思いますが、このたび新しくできる葬祭場の業務運営について、今のような雇用条件の中で進め

ていかれるのか、また新しい業務を考えておられるのか、その辺のことを、まずお尋ねいたしま

す。 

○議長（小金丸益明君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  ４番、清水修議員の４番目の質問、壱岐葬祭場の改築計画について、業

務運営についてどのように考えているかということでございます。 

 壱岐葬祭場は、現在、火葬業務及び施設の清掃等管理業務を個人、お一人と委託契約により運

営を行っております。壱岐市といたしましては、新葬祭場の火葬炉設備が自動制御板等による新

たな装備となることや、不測の事態が発生した場合に火葬業務の支障リスクの軽減を図るとの観

点から、新葬祭場の建設を機に、指定管理者制度の導入を考えております。 

 しかしながら、葬祭場は自主事業をする施設ではなくて採算を上げることができにくい施設で

ありますことから、指定管理料の額や指定管理の内容に検討、考慮を要すると思われます。 

 このようなことから、実施設計により施設設備の詳細が判明した段階におきまして、業務運営
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について最終的な判断を下し、議会の皆様とも協議を重ねたいと考えているところでございます。 

 御参考までに、長崎県内２１市町におきまして火葬場が３７カ所ございます。そのうち指定管

理をしておりますのは、１市、松浦市の１業者で２カ所の火葬場を指定管理でしているという状

況でございます。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議員（４番 清水  修君）  はい。ありがとうございます。 

○議長（小金丸益明君）  清水議員。 

○議員（４番 清水  修君）  すみません。 

 新しく改築される壱岐市葬祭場の業務運営についてお答えいただき、ありがとうございました。 

 なかなか私も言葉がよく理解できてなくて、委託契約ということで、今は委託契約、そして今

度新しくいろんな機器等の対応のために指定管理者制度を設けられるということを伺いましたの

で、これを機に、よりよい葬祭、そして先ほども言われたように、これはもうかるとかそういう

ことの事業ではありませんので、壱岐市の皆さんのために、しっかり取り組んでいただきたいと

思います。 

 私も今回の一般質問を、ちょっと項目が多くて深まりの薄い内容にはなったかもしれませんけ

れども、３０年度の予算編成において、私なりにここはどうなっているのかなという思ったとこ

ろを質問させていただきました。 

 膨大な資料がタブレットに送られてくるわけですが、なかなか見づらくて、探しにくかったり

十分まだ慣れておりませんので、今回は壱岐市のホームページのＰＤＦファイルをダウンロード

して、印刷をして、それを見ながらやられたりして勉強させてもらいましたので、大分これまで

以上にいろんなことが見えてくるようになりました。次年度に大きな夢と希望を持って、市政を

見ながら、そして私も本当にこれでいいのかということで、また次回、取り組ませていただきま

すのでよろしくお願いします。ありがとうございました。 

〔清水  修議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、清水修議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（小金丸益明君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時３５分といたします。 

午前11時22分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時35分再開 

○議長（小金丸益明君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 
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 次に、１１番、鵜瀬和博議員の登壇をお願いします。 

〔鵜瀬 和博議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  それでは、今回３月会議におきまして、私が最後の一般質問者

となります。進化する白川市政として、ぜひ前向きな御答弁をお願いしたいと思います。 

 それでは、時間もありませんので、早速ですが、通告に従いまして、１１番、鵜瀬和博が一般

質問をさせていただきます。 

 大きく３点。まず１点目におきましては、「少子高齢化に向けて」ということにしております

が、主に日本の１０年先を行く先進地の高齢化離島として、ぜひ先進的な取り組みをしていただ

きたいと思っております。 

 ３月会議におきまして、議案第２２号壱岐市高齢者福祉計画及び第７期介護保険事業計画の策

定がされ、審議をされる予定となっております。この計画において、高齢化率は、平成３７年度

まで右肩上がり、平成３７年には今の３５.８％から３８.８％と予測をされ、高齢者のうち

６５歳から７４歳の前期高齢者は、平成３２年以降、減少しますが、７５歳以上の後期高齢者は、

平成３２年以降、増加が予想されております。 

 そのような中、最近、新聞でもお誕生・お悔やみの欄を見ますと、お悔やみの方が断然多い状

況で、２月１日現在、壱岐市の人口は２万６,１５０人、４月になれば、高校を卒業した人や転

勤等異動によりさらに減少し、人口減少、高齢化速度が計画より進捗しているように感じており

ます。そのため、現在策定をされております人口ビジョン、総合戦略、第２次総合計画など、さ

らにスピードを上げて、さまざまな施策に取り組まなければと考えております。 

 高齢者の中には、独居老人、または高齢者夫婦世帯、認知症高齢者を介護する高齢者も増加し

ておりまして、その高齢者の多くは、日常の買い物、病院に行くにも公共交通機関が主となり、

バス停までが遠かったり、また運転免許証を返還したくても自家用車以外の交通手段もなく、返

還したとしてもタクシーの負担もかかったりと、交通弱者となっている人も多い状況です。 

 そのことに加え、身体的な理由等により、窓口での各種申請や証明書取得、期日前投票等、さ

まざまなサービスを受けることに大変苦慮をされております。そのため、きめ細かなサービスを

提供するために、行政側が市民へ歩み寄ることが必要と考えます。 

 そこで、３点について質問をいたします。 

 まず１点目、現在、各支所、出張所の窓口に行かなければ、住民票を初め、各種証明書等が取

得できない状況になっております。石田支所以外は高台にあり、交通弱者の高齢者や共働きや小

さいお子様のいる御家庭など、市役所の開庁時間、つまり平日しか対応できないため、大変苦慮

をしているとお聞きをしています。特に春先は、転出・転入等の手続で、窓口の対応も普段より

多く、混雑をしております。 
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 そこで、以前からも提案しておりましたが、市内にもコンビニが少しずつふえてきております

し、西海市のようにマイナンバーカードを活用したコンビニで各種証明書を取得できるようにな

れば、全国のコンビニで各種証明書が取得可能となり、島内にいる人だけではなく、仕事や進学

等の理由により島を離れた人も大変便利になります。県内で離島発として先駆けて実施してはど

うか、お尋ねをいたします。 

 ２点目、毎回選挙のたびに、全国も同じですが、壱岐においても投票率が低下をしております。

中学生や高校生への主権者教育はもちろん、平戸市のように車による移動式期日前投票所を設置

したり、巡回バスなど運行したりすれば、改善できるのではないかと考えます。 

 国政選挙では移動支援経費、主要選挙では平成２８年度から特別交付税措置がされるようにな

っております。来年は県議選、参議院選が実施予定となっておりますが、このことについて、ど

のようにお考えか、お尋ねをいたします。 

 ３点目、現在、４庁舎においては、耐震をするようになっておりますけども、郷ノ浦本庁にお

いては、現在、耐震化のために市民部等の窓口業務は旧地下会議室に臨時的に設置をしておりま

す。高齢者や利便性の点から、現状のまましてはどうかと考えますが、この３点について行政側

の考えをお聞かせください。 

○議長（小金丸益明君）  鵜瀬和博議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。堀江市民部長。 

〔市民部長（堀江 敬治君） 登壇〕 

○市民部長（堀江 敬治君）  １１番、鵜瀬和博議員の御質問にお答えいたします。 

 御質問の１項目めの１つ目でございますが、マイナンバーカードを利用して各種証明書をコン

ビニで取得できるようにしてはどうかという御質問でございますが、現在、各種証明書等を取得

していただくには、開庁時間内に窓口に来庁していただくか、郵送により請求をいただいている

ところでございます。 

 マイナンバーカードを利用したサービスの一つに、コンビニ交付がございます。議員御承知の

とおり、このコンビニ交付については、全国約５万３,０００店を超えるコンビニで、午前６時

３０分から午後１１時まで御利用ができます。また、時間外でも証明書の取得が可能というふう

になっております。 

 制度開始当初については１００市区町村で導入をされておりましたが、本年２月末現在、

５０１市区町村、県下では議員が紹介された西海市のほかに、長崎市、佐世保市、大村市がサー

ビスを提供している状況でございます。 

 マイナンバーカードを活用したコンビニ交付で提供できるサービスは、住民票の写し、住民票

記載事項証明書、印鑑登録証明書、各種税証明書、戸籍証明書、戸籍の附票の写しというふうに

なっております。 
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 このコンビニ交付を導入するには、まずイニシャルコストとして、市区町村の住基システム等

の改修等が必要になります。改修経費につきましては、システムベンダー、壱岐市はＮＥＣでご

ざいますが、これによって差異はございますが、地方公共団体情報システム機構が平成２８年に

調査した住民票の写しと印鑑登録証明書のコンビニ交付導入団体の平均の金額は、１,６００万

円というふうになっております。 

 なお、各種税証明書や戸籍証明書につきましても、導入する場合には、それぞれ、またシステ

ムの改修費等が必要になってまいります。 

 この改修費につきましては、平成３１年度までは特別交付税措置がございまして、対象経費の

２分の１が、上限は６,０００万円でございますが、さらに導入後３年間は財政措置が講じられ

るというふうになっております。 

 また、導入しますと、あわせましてランニングコストが発生をいたします。詳細を申し上げま

すと、地方公共団体情報システム機構への負担金といたしまして２２０万円、証明発行構築ベン

ダーへコンビニ交付サービス利用料、いわゆるサービス使用料でございますが、こちらも導入団

体の平均となりますので参考値ではございますが、２４０万円程度かかります。したがいまして、

合計年額４６０万円程度が必要となってまいります。また、これに証明書の交付手数料として、

証明書１通につき１１５円をコンビニの事業者へ支払うということになります。 

 ただいま申し上げました経費の面以外に懸念される点といたしまして、２点がございますが、

１点目が、現在窓口で証明書を発行する際、来庁されたお客様の中には、どの証明書を取得すれ

ばよいのか、また戸籍なのか住民票なのか、また証明書にはどこまで記載されたものが必要かな

ど、細かなところで迷われる方等がおられまして、その都度、職員が内容を聞き取ったり確認し

ながら交付することがございます。コンビニ交付では、そのような個別の対応ができないという

ことがマイナス面で挙げられるというふうに考えております。 

 また、２点目、マイナンバー制度のメリットの一つに、国民の利便性の向上が挙げられますが、

これは今まで年金や福祉などの申請時に用意しなければならなかった住民票や、所得証明書等の

証明書類が不要になることでございまして、証明書自体必要とされる頻度がだんだん減っていく

ということが予想されます。 

 このようなことを含めたところで、コンビニ交付導入の必要性については、慎重に検討する必

要があるというふうに考えております。特に、小規模市町村では、費用対効果が見込まれないと

の理由から、導入に慎重な団体が多いというアンケート調査の結果も出ております。 

 今後、整備にかかる費用面の動向、そして人口の面では、同じ規模の、先ほど申しました西海

市が、先月からサービスの提供を開始されましたので、その利用者数等の状況を参考にしながら、

今後、研究をしてまいりたいというふうに考えております。 
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〔市民部長（堀江 敬治君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  中上選挙管理委員会書記長。 

○選挙管理委員会書記長（中上良二君）  鵜瀬議員の２項目めの選挙における投票率低下の改善に

向けた取り組み、研究についての御質問でございます。 

 私、選挙管理委員会書記長の職を拝命をいたしておりますので、選挙管理委員会での協議を踏

まえまして、私のほうからお答えをさせていただきます。 

 さきの長崎県知事選挙における投票率については、本市では５１.０８％で、５０％は超えた

ものの、前回の５４.６８％と比較をいたしますと３.６％の減、また県全体においては

３６.０％で、前回の４０.７２％と比較をいたしますと、４.６９％の減という結果になってお

りまして、本市をはじめ、県内、また全国的にも投票率の低下が懸念をされているという状況に

ございます。 

 選挙管理委員会といたしましては、これまで投票率の向上に向けて、回覧文書によるお知らせ

とか街頭啓発、そして告知放送、ケーブルテレビ等、できる限りの選挙啓発に取り組むとともに、

地域からの要望を受けまして、高齢者の皆様などがより投票しやすい場所に投票所を変更するな

ど、投票率向上に向けた環境づくりにも配慮をしてきたところでございます。 

 また、平成２７年６月の公職選挙法の改正によりまして、平成２８年執行の参議院議員の通常

選挙から、選挙権年齢が１８歳に引き下げられたことに伴いまして、投票率向上を目的の一つに、

壱岐高校、そして壱岐商業高校において、全生徒を対象に選挙についての説明会を行うとともに、

両高校とも公共施設であるために、期日前投票ができるシステムの環境の整備ができましたこと

から、両高校において、各１日ずつ２時間、期日前投票を行ってきたところでございます。 

 県内の市や町においても、投票率向上に向けた取り組みがなされておりますが、その一つとし

て、議員お話しの平戸市における移動式期日前投票所開設の取り組みでございます。これは、投

票所の統廃合により、投票所がなくなった地域を対象にされておりまして、これは１０地区ある

そうでございますが、この地域を対象にされております。 

 手順といたしましては、特定の日時、場所、例えば公民館とかなどを投票所として告示を行い

まして、投票所となる自動車を告示した日時にその場所に移動して、車内で投票ができるように

なっておりますけれども、投票の際には、投票者ごとに電話で事務局と連絡をとり合いまして、

投票者の資格の確認とか、二重投票のチェックなどが行われております。 

 また、この移動式の投票所についても、通常の投票所と同じように、管理者、立会人、そして

事務従事者等の人員の確保が必要になってまいりますので、人員の確保とか費用対効果、また電

話での確認のやりとりなどが発生することなどから、適正な選挙事務についての課題も少しある

ものと理解をいたしております。 
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 また、送迎等の移動支援につきましても、鵜瀬議員のおっしゃるとおり、地方選挙での移動支

援経費の２分の１の特別交付税措置がありますことは承知をいたしておりますけれども、残りの

２分の１については市の財源で対応することになることや、地域の選定、そして時間帯など、移

動式期日前投票所も含めまして、市内において不均衡が生じないような方策も研究をする必要が

あると考えております。 

 いずれにいたしましても、投票率の向上については、選挙管理委員会といたしましても大きな

課題でございます。今後も長崎県選挙管理委員会をはじめ、県内の選挙管理委員会等と情報を共

有しながら、そして選挙の適正な執行に十分配慮し、またできる限りの経費の節減も考慮をしな

がら、検討と研究を行ってまいりたいと考えております。 

 私からは、以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  鵜瀬議員の３項目めの御質問にお答えをいたします。 

 郷ノ浦本庁は、現在、耐震化のため、市民部の窓口業務は旧地下会議室に臨時的に設置してし

ているが、高齢化や利便性の点から、現状のままでよいではないかという御質問でございます。 

 郷ノ浦庁舎につきましては、今年度から耐震改修工事を行っておりますが、１階部分の耐震改

修工事に伴い、昨年１２月１８日から市民福祉課、会計課、郷ノ浦支所の執務室として地下会議

室を利用しまして、またこども家庭課、税務課の執務室は３階のほうに設けております。１階部

分の耐震改修工事が本年の６月までの予定となっておりまして、その後に２階、３階の工事を行

う予定となっております。 

 鵜瀬議員の質問の、高齢者の方への配慮や利便性の観点から、地下会議室を現状のまま執務室

として利用できないかということでございますが、執務室につきましては、業務の効率化を図る

とともに、市民サービスの向上につなげることが重要となります。市民皆様にわかりやすく、利

用しやすくするため、市民皆様が利用する頻度の高い窓口部署や関係部署を集約配置いたしまし

て、あわせて移動にかかる負荷の軽減を図る必要があると考えております。 

 現在、郷ノ浦庁舎地下会議室は狭小スペースであることから、市民皆様が利用する頻度の高い

窓口部署を重点に配置をしておりますが、特に住民移動に関する手続におきましては、こども家

庭課、税務課等の関係部署での手続もあわせて必要となりますが、地下のスペースが狭隘なこと

から、こども家庭課、税務課の執務室は、先ほど言いましたように３階のほうに設けております。

別の階に置かざるを得ませんで、庁舎内での移動等に御負担になっている状況にもあり、市民皆

様には大変御不便をおかけしているところでございます。 

 また、２月１６日から始まっております市県民税・所得税の申告は、これまで郷ノ浦庁舎の地

下会議室で行っておりましたが、そのスペースがなく、現在は２階会議室で行っており、さらに
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申告に来られた方の駐車スペースの確保が厳しい状況にあることから、壱岐警察署の裏の敷地を

臨時駐車場として御利用いただくなど、大変御迷惑をおかけしている状況にございます。 

 また、これまで各選挙における期日前投票所並びに当日の投票所を地下会議室に設けておりま

したが、さきの知事選挙、衆議院議員選挙におきましては、耐震改修工事のために、現在、企画

振興部が入っている壱岐振興局の第１別館の入り口付近に開設をしておりまして、市民皆様には

投票所の変更等で大変御不便をおかけしたところではございますが、現在の郷ノ浦庁舎の執務室、

会議室等の状況を考慮いたしますと、このような一時的な会議や業務等の開催場所は、それぞれ

仕切られ、ちょうどよい広さを有している現在の地下会議室が最も適しているんじゃないかと考

えております。 

 逆に、執務室を地下スペースに置くことは、地下スペースが執務室としては狭隘で、場合によ

っては廊下でお待ちいただかなくてはならないようなこともございます。駐車場スペースがない

ことなどを考慮いたしますと、本来、地下のスペースに執務室を置くことは難しいというか、適

当ではないんじゃないかと考えております。 

 郷ノ浦庁舎を利用される多くの方は、車で来庁されると認識しておりますが、正面玄関におい

ても駐車スペースは台数が限られておりまして、混雑している状況にもありますが、このような

状況を緩和するために、平成３０年度の当初予算におきまして、郷ノ浦庁舎横の用地の購入を計

画しております。今後、駐車場としての整備を考えておりますが、この整備により、郷ノ浦庁舎

を利用される方々の駐車スペースの確保につながるとともに、１階正面玄関へのスムーズな移動

にもつながるものと考えております。 

 このように、郷ノ浦庁舎を利用される市民皆様の利便性の向上と駐車場確保など総合的に判断

しますと、庁舎玄関から近いところに、市民皆様が利用する頻度の高い窓口部署や関係部署をワ

ンフロアーに集約配置することが望ましいと考えております。 

 また、郷ノ浦庁舎は会議室も不足しておりましたので、耐震改修工事完了後は地下会議室を会

議室として利用することはもちろんでございますが、これまで同様、市県民税、所得税の申告受

付会場、選挙の期日前投票所など有効活用してまいりますので、御理解をいただきますようよろ

しくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  鵜瀬議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  まず１点目のコンビニ交付につきましては、多額の費用がかか

るので研究をするということでございました。ぜひ、マイナンバーカードをいかに活用するかと

いうのは、各市の企画力にもよるし、その経費に見合うだけの効果が算出できれば、それは投資

する必要があるんじゃなかろうかと思います。 
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 先ほど、堀江部長が言われました窓口での対応、これはもう引き続き並行してしないと、全て

を全部コンビニでやれというわけじゃなくて、窓口は残したまま、そういった島外に出た人とか

若者向けに、ぜひコンビニをすれば、さらに利便性ができるんじゃないかということと、本来な

ら、高齢化になっていますので、私は実は車で巡回型の移動連絡車みたいなのをしたらどうだろ

うかなと思っております。 

 というのが、実は、鹿児島の薩摩川内市の甑島ですね、ここは移動式の連絡車を巡回しており

まして、住民はその指定の時間帯に出向くことによりまして、要は市役所の窓口と変わらない

サービスを受けられるということで、特に端末等については、その専用のネットワークでしてお

ります。今となっては、壱岐市と同じように無線ＬＡＮを使って、そういう取り組みをされてい

るようでございます。 

 それをすることによって、その対象の地区の高齢者においては大変好評でありまして、特に、

高齢化や交通アクセスの現状から鑑みると、今年から、今後はそのコンビニ交付もあわせてする

ような形をとられているようでございます。今すぐにというわけにはいきませんけども、先ほど

部長が言われました平成３１年まで２分の１の補助事業があるようでございますので、要はその

研究をするということでしたので、それまでにやはり結論を出して、するかしないかをぜひ十分

研究をしていただきたいと思いますが、その点についてお尋ねをいたします。 

 また、投票につきましてのこれも移動式期日前投票所は、要はそれを一番しやすいんじゃない

かなと思って、それをして、その後、その移動式の動く行政の連絡車をするという、ツーステッ

プの考え方をもって質問をさせていただきました。 

 ３点目の窓口につきましては、以前の１階の窓口については、かなり見た目も人が多くて、職

員が多くて、なかなか入りづらいような状況がありましたので、総務部長のお話は十分わかりま

す。だから、ぜひそういった部分を改善していただいて、入りやすいような状況をしていただき

たいと。 

 また、高齢者に配慮して、以前から言っていました総合受付みたいなのがあって、高齢者が来

たら職員が行って、どういった御用ですかというような御用聞きみたいなのもしていただければ、

その窓口のそういった部分の入りやすい改善ができるんじゃないかと思いますので、この点につ

いて、堀江部長の考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  堀江市民部長。 

○市民部長（堀江 敬治君）  再質問でございますが、まず、ちなみにこれは質問の中にないんで

すが、このマイナンバーカードの交付率でございますが、２月末で１２.４でございます。今議

員おっしゃいますように、超高齢化社会となっておりますので、先ほど申されました巡回型のそ

の移動車等、そういったものも踏まえまして、なお３１年度までが特別交付税の措置ということ



- 171 - 

でございますので、早急に研究検討してまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（小金丸益明君）  鵜瀬議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  今堀江部長のほうから、マイナンバーカードの支給率が

１２.４％で、今回、国境離島の島民カードについても、まだ、あと１年先延ばしになりまして、

皆さん手続をされてない方も多いようでございますので、例えば、時期を捉えて、あとイベント

ごととかに職員が出向いて、その離島民カードの普及ちゅうか申請をその場でしてもらうような

手続したら、さらにふえるんじゃないかと思いますが、その点について、どのようにお考えか、

お聞かせいただきたいと思います。島民カード、部長ですか、総務部長ですか。 

○議長（小金丸益明君）  久間総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  離島島民カードの交付、そしてマイナンバーカードの交付というか

申請交付についての促進策として、いろいろなときをおいて、積極的にＰＲしたらどうかという

御意見でございます。これはもう当然、ＰＲ活動、そして推進活動については、随時対応してお

るところでございますけども、先般、マイナンバーカードの交付につきまして、島民離島割引

カードとのセットの御意見を質問で中田議員さんのほうからもいただいておりますけども、今後、

そのマイナンバーカードを活用して島民カードに切りかえるというような構想、総務省からの意

見もいただいておりますので、そういうことで、積極的にマイナンバーカードの交付活用という

ことについて推進をしていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  鵜瀬議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  高齢化によりまして、要はその交通弱者の高齢者がかなりふえ

ているということで、２９年度に地域公共交通網形成計画を策定をされております。来年度に地

域公共交通再編実務計画を策定される予定になっております。ぜひ高齢者を初めとする交通弱者

救済のために、スクールバスの活用や、コミュニティバスの運行、乗合タクシーの実施に向けて、

元気な高齢者でいてもらうために、そうすることによって、今回、私が提案した内容については

幾らかの解消ができるかと思いますので、実施計画に期待をして、この質問については終わりた

いと思います。 

 次に、郷ノ浦港フェリーターミナル周辺の整備について、御質問させていただきます。 

 有人国境離島新法が施行されまして、フェリー・ジェットフォイルの利用者がふえ、駐車場も

混雑しており、路上駐車も大変目立っております。今後、インバウンド誘致事業や知事の施政方

針説明書によりますと、３０年度から宿泊施設と体験プログラムを利用する観光客を対象に、島

民運賃並みの割引を実施する企画乗船券を導入予定となっており、新たな新法関連の旅行パック
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も造成をされ、さらに島内外の利用者がふえ、壱岐の窓口機能が集中する郷ノ浦港ターミナル周

辺の整備が重要と考えます。 

 昨年の９月会議、そしてきのうの同僚議員からも駐車場整備の質問があり、井戸川農林水産部

長は、「有人国境離島新法の施行後、運賃の低廉化によりフェリー・ジェットフォイルの利用者

がふえ、駐車場が混雑をしているので、利用状況を調査し、現状を把握をしている。そのため、

３０年度において、元居トンネル横に臨時駐車場４０台分を整備し、さらに市民の御理解と御協

力をお願いし、推移を見守りたい。ターミナル前の現駐車場においては、県にも相談したが、現

時点では県として整理する予定はないが、補助金適正化法にのっとり手続をすれば、市の予算で

するならば可能」との答弁をされましたが、間違いないかお尋ねをいたします。 

 ２点目は、ターミナル周辺は、第２次壱岐市総合計画にあるように、観光関連施設整備事業の

一つとあり、整備する必要があり、ターミナル横にこのたび壱岐観光サービス拠点施設も間もな

く完成し、その条例も提案されております。ターミナル前の駐車場を立体駐車場として、１階を

屋根つきタクシー乗り場、レンタカーの受付窓口を併設し、観光連盟と企画振興部の事務所兼案

内所、つまり観光地域づくりを行うかじ取り役の壱岐版ＤＭＯの拠点として、２階以上を有料の

一般駐車場、月ぎめ駐車場、現ターミナルを観光バス・宿泊バス専用にすれば、多くの利用者の

利便性が図られると考えるが、その点についてお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  井戸川農林水産部長。 

〔農林水産部長（井戸川由明君） 登壇〕 

○農林水産部長（井戸川由明君）  鵜瀬議員の質問にお答えいたします。 

 ターミナル駐車場の観光関連施設の整備を含めた具体的な整備の御提案をいただいているとこ

ろであります。ターミナル駐車場は、港湾の臨港交通施設であり、郷ノ浦港は長崎県管理の港湾

でありますので、港湾施設の整備については、これまで基本的には県で整備をしていただいてお

ります。 

 きのうの市山議員の質問で申し上げましたが、県としては、現在、駐車場の増設計画はないと

のことでありました。また、市が市の負担で整備するとした場合は、財産処分等所要の手続が済

めば許可することは可能との判断でありました。 

 立体駐車場の整備については、以前から話があっておりますが、建設費の償還、また立体駐車

場といった建物を建設すれば維持費も必要になることから、整備後の有料化の検討も必要であろ

うかと思っております。 

 駐車場は、ターミナル利用者のために無料で開放している施設でありますので、平日の駐車状

況が駐車可能台数の６割から７割程度の状況にあることも考慮して、有料化が必要となるような

施設の整備は慎重に行う必要があると考えます。 
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 今回、平成３０年度の当初予算で計画している臨時駐車場につきましては、ターミナルから約

４００メートルほどの距離で約４０台程度の駐車台数の確保が可能と考えております。まずは、

この臨時駐車場の利用状況を見させていただき、少しずつ改善していきたいと考えております。 

〔農林水産部長（井戸川由明君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  鵜瀬議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  今、農林水産部長の答弁は、きのうともちろん同じじゃないと

いけないんでしょうけど、２番目のこの立体駐車場、これは今、井戸川部長が言われた内容につ

いては、あくまでも駐車場を主体とした考え方と思うんですが、私は、要は事務所を主体として、

その附属として駐車場をつくるという、根本的に最初の建設の目的が違うんですよね。だから、

特に、今、国境離島新法があって、例えば市、県においても島を盛り上げて交流人口拡大に向け、

さまざまなソフトからハード事業を行っております。しかし、根本的にこういった利用する受け

入れのための施設整備ができていないと私は感じております。 

 今部長が言われましたとおり、当初すぐにという、私が言った内容をすぐにつくるというのは、

なかなか厳しいかと思うんですが、それまでにその対応として、元居先の駐車場を整備するとい

うことならいいんですけど、これが結局、それをつくったはいいが、果たしてそこまでとめに行

く方がどれだけいるかと思うんですね。 

 だから、根本的には、その今窓口業務としてしておりますタクシー、そして今二次交通の開発

として「壱岐ちゃり」、そして電動バイク、タクシー、バス、さまざまな二次交通がありますが、

その拠点地として、その郷ノ浦のフェリーターミナルに駐車場を備えた、そういう窓口業務を置

けば、これから今市長がされようとしておりますインバウンドの誘致事業や、さまざまな誘客事

業については、逆に、そこに行けば、今はもうバラバラで、例えばレンタカーの皆さんが立って

おられてそれをやるというような、観光地にはなかなかそういったところはないですよね。空港

においても、そういう、例えば大村空港においても、レンタカーはレンタカーで窓口がずっとあ

って、そしてそこで受付をして、そこから移動のバスに乗せて、そして手続、手続ちゅうかその

車のとこまで持っていくようなところもありますし、また、壱岐で仕事をされてて、車を置かれ

ている方も現在いらっしゃると思うんですね。そういった方も、結局は月ぎめにして金を取るこ

とによって堂々ととめられると。そうして収益事業を少しでも還元をできれば、今後の交流人口

拡大に向けた施設として有意義な施設になるんじゃないかと考えておりますが、その点について、

企画振興部長なのか市長なのか、どのようにお考えか、その５年、１０年先を見たときに、そう

いう施設が大事じゃないかと考えておりますが。 

○議長（小金丸益明君）  左野企画振興部長。 

○企画振興部長（左野 健治君）  今、鵜瀬議員から御提案いただきましたことにつきましては、
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郷ノ浦港一帯に対する施設整備事業というふうに思っております。観光ＤＭＯにつきましても、

現在、観光振興計画第３期を策定いたしました。そういった中で、一つのテーマとして盛り込ん

でおります今後の課題であり取り組むべき事業として思っておりますけど、まだその段階に入っ

てないのが現状でございます。今後の駐車場の管理と事務所等も含めて、今後、市全体で計画す

べき事項とは思っております。 

 現在、拠点整備事業として観光案内所を設置しております。これも一つの郷ノ浦港一帯の施設

として今回提案をさせていただいた事業でございます。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  この郷ノ浦の駐車場問題、非常に難しゅうございます。実は私は出張す

るとき、ほとんど駐車場まで送ってもらうんですけど、それではなかなかわからんわけですけど、

実はつい先日、自分の車で行きました。そしたらいっぱいなんですね、こうぐるっと回ったら。

これはいかんなと思って、その元居トンネルの奥、いわゆる今度駐車場としようとするところに

とめました。歩いて約５分でしたですね。 

 ところで、５分間で歩いてきたらですね、ガラガラなんです、駐車場が。よく考えますと、迎

えに来た人が、空いたところにとめてあるわけです。そして、とめられない人が道路に駐車され

ているんですね。ですから、今、うちも調査をしておりますけれども、出港した後に調査をする

もんだからあいているわけです。 

 ですから、私はこの問題は、根本的に迎えに来た車が、そこに駐車場に入らんということは、

これはさせな、いつまでたってもいたちごっこになります。 

 そこで、今鵜瀬議員がまさにおっしゃった、４００メートル先にとめて、私は迎えに来んと思

うわけですよ。迎えに来る人は、必ず近くに来るわけです。ですから、今は４０台、約１割強で

ございますけれども、１割強の駐車場がふえます。ひとつそれを、迎えの車がきっととまらない

であろう、いわゆる臨時駐車場ですね、その整備をした後、若干、様子を見させていただきたい

と思っております。 

 そしてまた、迎えに来た人の、私はそういった意味で、これは警察から怒られるかもしれませ

んけれども、迎えに来た人は道路にとめてくれんですかと。もう本当、怒られると思いますけれ

ども言いたいわけですね。そうしないとこれは解決しません。ぜひ御理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（小金丸益明君）  鵜瀬議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  早急にということじゃなくて、私もその５年、１０年先を見越

したときに、同じ投資するんであれば、長期計画の中の対応のために、その駐車場をつくるとい
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うような考え方に立てば、それはもちろんそうせざるを得ないと思うんですが、たちまち多いか

ら駐車場をつくるというんじゃなくて、今後やっぱり関係部署においては、十分推移を見守って

いただいて、特にきのうもそうですけど、農林水産部長の答弁、確かにそうでしょう。ただ、本

来なら壱岐市にとっては交流人口拡大のほうが、今後の離島活性においては大きな事業だと思う

んですね。逆に言えば、企画振興部長のほうから、いやいや、そうじゃないんだよと、こういう

状況だから、こういうふうにつくらないといけないんだよということもあってしかるべきと思っ

ております。 

 ぜひ、そういう部分も含めて、利用者の住み分けも特に考えながら、将来的にはそういうよう

な形に持っていけたらいいんじゃないかなと思っております。そして、特に今は、地方創生拠点

整備交付金並びに地方創生推進交付金など、ターミナルの整備等についても補助が出るようでご

ざいますので、その辺も十分研究をされまして、今後の取り組みに大変期待をしたいと思います。 

 駐車場の整備ではありませんが、１点気になることがあったんで、おつなぎをしたいと思いま

す。 

 今、フェリーよりも料金が安くなって、ジェットフォイルがかなり利用者が多くなっているわ

けですけども、今の郷ノ浦港の、芦辺もそうですが、ジェットフォイルまで通路がかなり狭いも

んですから、特に車椅子とか大きい荷物の人は、なかなか人が当たって移動が大変なんですよね。

特に、先ほど、きのうも言われましたけど、雨天時、特にジェットフォイルを降りた利用者につ

いては、もう濡れた中で行けというような、要は来てきれた人に、雨に濡れながら次のところに

行ってくれというような状況です。 

 また、特に救急車で搬送したときも雨の中を行くというような状況ですので、そういった部分

については、ぜひ今後、県、市、そして九州郵船、交通関係者や障害者関係の皆さん方と、ぜひ

この辺の通路の整備については、十分今後研究をしていただいて改善をしていただければと思っ

ております。 

 また、現在、ターミナル前の駐車場において、身体障害者用の駐車場があるわけですけども、

横断歩道のところに。ここには屋根がないわけですね。もし万が一、そこにとめられて、そこか

ら歩いていくときに濡れるんですよね。だから、今、ジェットフォイル側の駐車場に、新たに身

体障害者用の駐車場を設ければ、あそこ屋根がありますから、そこに屋根を少し足せば、交通の

妨げにもなりませんので、その身体障害者の駐車スペースの移動を、ぜひしていただきたいと思

いますけども、この２点について、市長の考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  左野企画振興部長。 

○企画振興部長（左野 健治君）  今、御質問の雨よけの屋根ですかね、それにつきましては、拠

点施設については、今現在、工事を、拠点施設の観光案内所までは整備を進めております。駐車
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場の障害者の部分につきましては、今後検討していくということで御理解いただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  鵜瀬議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  ぜひそのジェットフォイルまでの通路についても、皆さん、特

に出張されるからわかるかと思うんですけど、多客時にはかなり狭くて、そしてしかも雨よけ風

よけがないもんですから、かなり苦情を言われている利用者の方も多いと聞いておりますので、

今後、その改善に向けた一帯的な周辺の整備も含めて、改善されることを期待して終わりたいと

思います。 

 それでは、「市表彰条例の活用を」ということで、３点目に、壱岐市では、表彰条例が制定を

されておりまして、本市の行政、経済、文化もしくは社会のための各般にわたって、市政振興に

寄与し、または模範と認められる行為があった者を表彰し、もって市政の向上発展を図り、市民

福祉の増進に資することが目的となっており、１２項目対象規定をされております。県初め他自

治体においては、毎年１回程度、市功労者表彰を行っておりますが、本市においては、市制施行

１０周年の節目表彰のみと記憶をしております。 

 社会福祉協議会など各種所属団体においては、各自個別表彰があっているようですけども、そ

の中で、１年間特に活躍した市政功労者の個人、または団体、グループなどを市長が選定をしま

して表彰すれば、さらに市全体が盛り上がると考えております。 

 特に最近では、子供たちのスポーツでの活躍や、壱岐高校生の中国語の全国大会優勝など、大

変目を見張るものがあります。すぐにその１２項目の表彰をしようというのはなかなか難しいと

思いますので、手始めにこういった子供たちの活躍に対して、市長みずからが表彰すれば、子供

たちの誇りや自信となって、そのことが人材育成につながるものと考えます。 

 このことについて、市長の考え方をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（小金丸益明君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  鵜瀬議員の３番目の御質問の「市表彰条例の活用を」ということでござ

います。 

 御質問のとおり、平成２６年３月１日に実施いたしました壱岐市市制施行１０周年記念式典の

折に、壱岐市表彰条例に基づきまして、個人１７、団体１４、計３１件の方々に対し、表彰を行

いました。このときには、地方自治、社会福祉、保健衛生、農林水産等の産業、スポーツを含む

教育文化、ボランティアなど各分野における功労者を選定し、表彰を行ったところでございます。 

 議員御指摘のとおり、このところの子供たちのスポーツや文化など各方面における活躍が目覚
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ましく、その活躍が市民の皆様に元気や活力を与えてくれていることは、十分認識をいたしてお

ります。 

 実は、行政、経済、文化、社会のために「市政振興」、「衆人の模範」という文言の中で、私

は正直申し上げて、子供という認識が非常に薄かったということを反省をいたしております。そ

ういったことから、このたび、壱岐市表彰条例の規定に基づきまして、残り少なくなりましたけ

れども、今年度において、芸術、文化、技能、スポーツ等の全国的競技に参加し、卓越した成績

をおさめた方を対象として、市長特別表彰を行うことといたしました。 

 市政振興に功労のある方への表彰は、感謝の意を表する意味でも大切なことであり、また市民

皆様の今後の活動等へのひとつの励みにもなるものであると考えておりますので、今後とも機会

を捉えて、条例に基づいた表彰の実施を行ってまいりたいと思っています。 

 しかしながら、各産業、あるいはおっしゃいますような経済、文化、社会ということを１年

１年こう表彰いたしますと、例えば節目のときに、その方々は一遍表彰を受けたやないかという

ことで節目のときに表彰されないということもございますから、その辺はひとつ慎重に考えてま

いりたいと思っております。 

 まずは、子供の表彰、ことし、今年度、残り少ないのでございますが、やります。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  時間が来ておりますから、簡潔にお願いします。鵜瀬議員。 

○議員（１１番 鵜瀬 和博君）  今回、子供の表彰をしていただけるということですので、ぜひ、

子供は壱岐の宝でありますので、子供たちの輝く笑顔で地域が活性化すると思っております。ぜ

ひ子供たちに光を当てて、これからの離島振興に市長がリーダーシップをとって、さまざまな先

進地となるような形で努めていただくことを期待を申し上げまして、私の一般質問を終わります。

どうもありがとうございました。 

〔鵜瀬 和博議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上をもって、鵜瀬和博議員の一般質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（小金丸益明君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 ３月１３日及び１４日は各常任委員会を、３月１５日及び１９日は予算特別委員会を、それぞ

れ開催いたします。 

 なお、１４日の常任委員会については午後１時３０分開会予定です。ほかの委員会は午前

１０時から行います。 

 次の本会議は３月２３日金曜日午前１０時から開きます。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 
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午後０時27分散会 
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─────────────────────────────────────────── 

平成30年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ３ 月 会 議 会 議 録（第５日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第５号） 

                    平成30年３月23日 午前10時00分開議 

日程第１ 議案第２号 
壱岐市附属機関設置条例の一部改正につい

て 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第２ 議案第３号 

壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部改正につ

いて 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第３ 議案第４号 

壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市

一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の一部改正について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第４ 議案第５号 

壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関す

る条例及び壱岐市議会議員の議員報酬及び

費用弁償等に関する条例の一部改正につい

て 

総務文教厚生常任委員長報告・

否決 本会議・否決 

日程第５ 議案第６号 壱岐市土地開発基金条例の廃止について 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第６ 議案第７号 
壱岐観光サービス拠点施設条例の制定につ

いて 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第７ 議案第８号 壱岐市テレワーク施設条例の制定について 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第８ 議案第９号 

壱岐市特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準を定める条例

の一部改正について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第９ 議案第10号 
壱岐市指定居宅介護支援等の事業の人員及

び運営の基準に関する条例の制定について 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第10 議案第11号 壱岐市手数料条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第11 議案第12号 壱岐市介護保険条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第12 議案第13号 
壱岐市後期高齢者医療に関する条例の一部

改正について 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第13 議案第14号 壱岐市都市計画審議会条例の制定について 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第14 議案第15号 壱岐市都市公園条例の一部改正について 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第15 議案第16号 
壱岐市道路占用料徴収条例の一部改正につ

いて 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第16 議案第17号 壱岐市体育施設条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 
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日程第17 議案第18号 壱岐市火災予防条例の一部改正について 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第18 議案第19号 
壱岐市消防関係手数料条例の一部改正につ

いて 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第19 議案第20号 
公の施設の指定管理者の指定について 

（壱岐市筒城浜ふれあい広場） 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第20 議案第21号 
公の施設の指定管理者の指定について 

（壱岐市テレワーク施設） 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第21 議案第22号 
壱岐市高齢者福祉計画及び第７期介護保険

事業計画の策定について 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第22 議案第23号 
長島地区放射線防護対策施設整備工事（建

築主体工事）請負契約の変更について 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第23 議案第24号 
平成２９年度壱岐市一般会計補正予算（第

１１号） 
予算特別委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第24 議案第25号 
平成２９年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第５号） 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第25 議案第26号 
平成２９年度壱岐市後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第２号） 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第26 議案第27号 
平成２９年度壱岐市介護保険事業特別会計

補正予算（第３号） 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第27 議案第28号 
平成２９年度壱岐市下水道事業特別会計補

正予算（第３号） 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第28 議案第29号 
平成２９年度壱岐市三島航路事業特別会計

補正予算（第１号） 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第29 議案第30号 
平成２９年度壱岐市水道事業会計補正予算

（第３号） 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第30 議案第31号 平成３０年度壱岐市一般会計予算 
予算特別委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第31 議案第32号 
平成３０年度壱岐市国民健康保険事業特別

会計予算 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第32 議案第33号 
平成３０年度壱岐市後期高齢者医療事業特

別会計予算 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第33 議案第34号 
平成３０年度壱岐市介護保険事業特別会計

予算 
総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第34 議案第35号 
平成３０年度壱岐市下水道事業特別会計予

算 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第35 議案第36号 
平成３０年度壱岐市三島航路事業特別会計

予算 

総務文教厚生常任委員長報告・

可決 本会議・可決 

日程第36 議案第37号 
平成３０年度壱岐市農業機械銀行特別会計

予算 

産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第37 議案第38号 平成３０年度壱岐市水道事業会計予算 
産業建設常任委員長報告・可決 

本会議・可決 

日程第38 陳情第１号 
核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見

書提出の陳情 

総務文教厚生常任委員長報告・

不採択 本会議・不採択 
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日程第39 同意第１号 壱岐市教育委員会委員の任命について 
市長 議案説明・質疑なし・ 

委員会付託省略・同意 

日程第40 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 
市長 議案説明・質疑なし・ 

委員会付託省略・了承 

日程第41 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 
市長 議案説明・質疑なし・ 

委員会付託省略・了承 

日程第42 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について 
市長 議案説明・質疑なし・ 

委員会付託省略・了承 

日程第43 発議第１号 
玄海原子力発電所再稼働に対する決議につ

いて 

提出議員 議案説明・質疑 

なし・委員会付託省略・可決 

日程第44 議員派遣の件  

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第５号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番 山川 忠久君       ２番 山内  豊君 

３番 植村 圭司君       ４番 清水  修君 

５番 赤木 貴尚君       ６番 土谷 勇二君 

７番 久保田恒憲君       ９番 音嶋 正吾君 

10番 町田 正一君       11番 鵜瀬 和博君 

12番 中田 恭一君       13番 市山  繁君 

14番 牧永  護君       15番 豊坂 敏文君 

16番 小金丸益明君                 

────────────────────────────── 

欠席議員（１名） 

８番 呼子  好君                 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    土谷  勝君   事務局次長 米村 和久君 

事務局係長   若宮 廣祐君                

────────────────────────────── 
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説明のため出席した者の職氏名 

市長 …………………… 白川 博一君  副市長 ………………… 中原 康壽君 

教育長 ………………… 久保田良和君  総務部長 ……………… 久間 博喜君 

企画振興部長 ………… 左野 健治君  市民部長 ……………… 堀江 敬治君 

保健環境部長 ………… 髙下 正和君  建設部長 ……………… 原田憲一郎君 

農林水産部長 ………… 井戸川由明君  教育次長 ……………… 山口 信幸君 

消防本部消防長 ……… 下條 優治君  総務課長 ……………… 中上 良二君 

財政課長 ……………… 松尾 勝則君  会計管理者 …………… 平田恵利子君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。会議に入る前に、あらかじめ報告いたし

ます。長崎放送局ほか３名の方から報道取材のため撮影機材等の使用の申し出があり、許可をい

たしておりますので、御了承願います。 

 呼子議員から欠席の届け出があっております。 

 ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日までに、白川市長より追加議案４件を受理しております。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第２号～日程第３８．陳情第１号 

○議長（小金丸益明君）  日程第１、議案第２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正についてから、

日程第３８、陳情第１号核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書提出の陳情まで、３８件を

一括議題とします。 

 本件については、各委員会へ審査を付託しておりましたので、その審査結果について、各委員

長から報告を求めます。 

 初めに、総務文教厚生常任委員長の報告を求めます。赤木貴尚総務文教厚生常任委員長。 

〔総務文教厚生常任委員長（赤木 貴尚君） 登壇〕 

○総務文教厚生常任委員長（赤木 貴尚君）  総務委員会に付託された案件の報告をさせていただ

きます。 

 壱岐市議会議長小金丸益明様、平成３０年３月２３日。総務文教厚生常任委員会委員長赤木貴

尚。 

 委員会審査報告書、本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱

岐市議会会議規則第１１０条の規定により報告します。 
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 議案番号、件名、審査の結果の順で報告させていただきます。 

 議案第２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正について、原案可決。議案第３号壱岐市特別職

の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について、原案可決。議案第

４号壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部

改正について、原案可決。議案第５号壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例及び壱岐

市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について、否決。議案第６号壱岐

市土地開発基金条例の廃止について、原案可決。議案第９号壱岐市特定教育・保育施設及び特定

地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について、原案可決。議案第１０号

壱岐市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準に関する条例の制定について、原案可決。

議案第１１号壱岐市手数料条例の一部改正について、原案可決。議案第１２号壱岐市介護保険条

例の一部改正について、原案可決。議案第１３号壱岐市後期高齢者医療に関する条例の一部改正

について、原案可決。議案第１７号壱岐市体育施設条例の一部改正について、原案可決。議案第

１８号壱岐市火災予防条例の一部改正について、原案可決。議案第１９号壱岐市消防関係手数料

条例の一部改正について、原案可決。議案第２２号壱岐市高齢者福祉計画及び第７期介護保険事

業計画の策定について、原案可決。議案第２３号長島地区放射線防護対策施設整備工事（建築主

体工事）請負契約の変更について、原案可決。議案第２５号平成２９年度壱岐市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第５号）、原案可決。議案第２６号平成２９年度壱岐市後期高齢者医療事

業特別会計補正予算（第２号）、原案可決。議案第２７号平成２９年度壱岐市介護保険事業特別

会計補正予算（第３号）、原案可決。議案第２９号平成２９年度壱岐市三島航路事業特別会計補

正予算（第１号）、原案可決。議案第３２号平成３０年度壱岐市国民健康保険事業特別会計予算、

原案可決。議案第３３号平成３０年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計予算、原案可決。議案

第３４号平成３０年度壱岐市介護保険事業特別会計予算、原案可決。議案第３６号平成３０年度

壱岐市三島航路事業特別会計予算、原案可決。 

 委員会の意見。 

 議案第５号壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例及び壱岐市議会議員の議員報酬及

び費用弁償等に関する条例の一部改正については、基本的に人事院勧告を尊重すべきであるが、

平成２９年１２月会議において、壱岐市特別職報酬等審議会の答申の議案を否決し、２カ月しか

経過していない現時点で、報酬や期末手当の議案審議を行うことは時期尚早である。 

 議案第１２号壱岐市介護保険条例の一部改正については、介護保険料の基準額の増額は市民負

担増となる。詳細について、市民にわかりやすい説明を行うこと。 

 以上です。 

 続きまして、陳情についての報告をさせていただきます。 
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 壱岐市議会議長小金丸益明様、平成３０年３月２３日。総務文教厚生常任委員会委員長赤木貴

尚。 

 委員会審査報告書、本委員会に付託された陳情は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱

岐市議会会議規則第１４５条の規定により報告します。 

 受理番号、陳情第１号。付託年月日、平成３０年３月６日。件名、「核兵器禁止条約の署名・

批准を求める意見書」提出の陳情。審査の結果、不採択すべきもの。委員会の意見は下記のとお

りで、委員会の意見として、我が国は非核三原則を堅持しており、安全保障と外交政策は日本国

政府の判断で行うべきものであり、地方議会の判断でできることではない。措置はありません。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  これから総務文教厚生常任委員長報告に対し、質疑を行います。なお、

委員長の報告に対する質疑は、審査の経過と結果であり、議案内容について、提出者に質疑する

ことはできませんので申し上げておきます。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、これで総務文教厚生常任委員長の報告を終わり

ます。 

〔総務文教厚生常任委員長（赤木 貴尚君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  次に、産業建設常任委員会副委員長の報告を求めます。中田恭一産業建

設常任副委員長。 

〔産業建設常任副委員長（中田 恭一君） 登壇〕 

○産業建設常任副委員長（中田 恭一君）  委員会審査報告書、本委員会に付託された議案は審査

の結果、次のとおり決定したので、壱岐市議会会議規則第１１０条の規定により報告をします。 

 議案番号、件名、審査の結果の順に報告をいたします。 

 議案第７号壱岐観光サービス拠点施設条例の制定について、原案可決。議案第８号壱岐市テレ

ワーク施設条例の制定について、原案可決。議案第１４号壱岐市都市計画審議会条例の制定につ

いて、原案可決。議案第１５号壱岐市都市公園条例の一部改正について、原案可決。議案第

１６号壱岐市道路占用料徴収条例の一部改正について、原案可決。議案第２０号公の施設の指定

管理者の指定について（壱岐市筒城浜ふれあい広場）、原案可決。議案第２１号公の施設の指定

管理者の指定について（壱岐市テレワーク施設）、原案可決。議案第２８号平成２９年度壱岐市

下水道事業特別会計補正予算（第３号）、原案可決。議案第３０号平成２９年度壱岐市水道事業

会計補正予算（第３号）、原案可決。議案第３５号平成３０年度壱岐市下水道事業特別会計予算、

原案可決。議案第３７号平成３０年度壱岐市農業機械銀行特別会計予算、原案可決。議案第

３８号平成３０年度壱岐市水道事業会計予算、原案可決。 
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 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  これから産業建設常任委員会副委員長の報告に対し、質疑を行います。

質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、これで産業建設常任委員会副委員長の報告を終

わります。 

〔産業建設常任副委員長（中田 恭一君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  次に、予算特別委員長の報告を求めます。市山繁予算特別委員長。 

〔予算特別委員長（市山  繁君） 登壇〕 

○予算特別委員長（市山  繁君）  報告いたします。 

 平成３０年３月２３日。壱岐市議会議長小金丸益明様。予算特別委員会委員長市山繁。 

 委員会審査報告書、本委員会に付託された議案は、審査の結果、次のとおり決定したので、壱

岐市議会会議規則第１１０条の規定により報告します。 

 議案番号、件名、審査の順に御報告いたします。 

 議案第２４号平成２９年度壱岐市一般会計補正予算（第１１号）、原案可決。議案第３１号平

成３０年度壱岐市一般会計予算、原案可決。 

 委員会意見。 

 壱岐市公営住宅等長寿命化計画については、１０年間の計画にもかかわらず、社会情勢の変化、

事業の進捗状況等に応じ、意見を見直すということであるが、この計画は議決事項であるので、

変更の際には、議会にも説明すべきである。 

 次に、壱岐市産業支援センターの人件費の予算については、費用対効果の検証をすること。 

 以上です。 

○議長（小金丸益明君）  これから予算特別委員長報告に対し、質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、これで予算特別委員長の報告を終わります。 

〔予算特別委員長（市山  繁君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  以上で、各委員会の報告を終わります。 

 これから議案第２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正について、討論を行います。討論はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 
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 これから議案第２号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の

報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第２号壱岐市附属機関設置条例の一部改正

については、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第３号壱岐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部

改正について、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第３号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の

報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第３号壱岐市特別職の職員で非常勤のもの

の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正については、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第４号壱岐市職員の給与に関する条例及び壱岐市一般職の任期付職員の採用等に関

する条例の一部改正について、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第４号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の

報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第４号壱岐市職員の給与に関する条例及び

壱岐市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正については、委員長報告のとおり可

決されました。 

 次に、議案第５号壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例及び壱岐市議会議員の議員

報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第５号を採決します。この採決は起立によって行います。本案に対する委員長の

報告は否決です。したがって、原案について、採決します。 

 議案第５号壱岐市長、副市長及び教育長の給与に関する条例及び壱岐市議会議員の議員報酬及

び費用弁償等に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願
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います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立少数です。よって、議案第５号壱岐市長、副市長及び教育長の給与

に関する条例及び壱岐市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正については、

否決されました。 

 次に、議案第６号壱岐市土地開発基金条例の廃止についてから、議案第２３号長島地区放射線

防護対策施設整備工事（建築主体工事）請負契約の変更についてまでの１８件について、一括討

論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第６号壱岐市土地開発基金条例の廃止についてから、議案第２３号長島地区放射

線防護対策施設整備工事（建築主体工事）請負契約の変更についてまでの１８件を一括採決しま

す。この採決は起立によって行います。各議案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第６号壱岐市土地開発基金条例の廃止につ

いてから、議案第２３号長島地区放射線防護対策施設整備工事（建築主体工事）請負契約の変更

についてまでの１８件は全て可決されました。 

 次に、議案第２４号平成２９年度壱岐市一般会計補正予算（第１１号）から、議案第３０号平

成２９年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号）の７件について、一括討論を行います。討論

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第２４号平成２９年度壱岐市一般会計補正予算（第１１号）から、議案第３０号

平成２９年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号）までの７件を一括採決します。この採決は

起立によって行います。各議案に対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定する

ことに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第２４号平成２９年度壱岐市一般会計補正

予算（第１１号）から、議案第３０号平成２９年度壱岐市水道事業会計補正予算（第３号）まで

の７件は、全て可決されました。 

 次に、議案第３１号平成３０年度壱岐市一般会計予算から、議案第３８号平成３０年度壱岐市
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水道事業会計予算の８件について、一括討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第３１号平成３０年度壱岐市一般会計予算から、議案第３８号平成３０年度壱岐

市水道事業会計予算までの８件を一括採決します。この採決は起立によって行います。各議案に

対する委員長の報告は可決です。委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、議案第３１号平成３０年度壱岐市一般会計予算

から、議案第３８号平成３０年度壱岐市水道事業会計予算までの８件は全て可決されました。 

 次に、陳情第１号核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書提出の陳情について、討論を行

います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから陳情第１号を採決します。この採決は起立によって行います。この陳情第１号は、委

員長の報告は不採択です。陳情第１号核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書提出の陳情を

採択することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立少数です。よって、陳情第１号核兵器禁止条約の署名・批准を求め

る意見書提出の陳情については、不採択とすることに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３９．同意第１号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第３９、同意第１号壱岐市教育委員会委員の任命についてを

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  同意第１号壱岐市教育委員会委員の任命について、御説明申し上げます。 

 本案は壱岐市教育委員会委員、田原和雄氏が本年５月１９日をもって任期満了となるので、新

たに横山秀敏氏を壱岐市教育委員会委員に任命したく、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるものであります。 

 同氏の経歴につきましては、参考として添付しております略歴を御参照願います。 

 御審議賜りまして、御同意いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 
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○議長（小金丸益明君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託を省略し

たいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、本件については、委員会付託を省略する

ことに決定いたしました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから同意第１号を採決します。この採決は起立によって行います。本件は、これに同意す

ることに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、同意第１号壱岐市教育委員会委員の任命につい

ては、同意することに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４０．諮問第１号～日程第４２．諮問第３号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第４０、諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦についてから、

日程第４２、諮問第３号人権擁護委員候補者の推薦についてまでの３件を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  諮問第１号、諮問第２号及び諮問第３号の提案理由を申し述べます。 

 これは、人権擁護委員の後任候補者を推薦し、法務大臣により委嘱していただく必要があり、

人権擁護委員法第６条第３項の規定により、人権擁護委員の推薦につきまして議会の意見を求め

るものであります。 

 諮問第１号につきましては、芦辺町湯岳興触の人権擁護委員、西高正氏が平成３０年６月

３０日をもって任期満了となりますので、引き続き、同氏を人権擁護委員の候補者として法務大

臣に推薦したいので提案するものであります。 

 諮問第２号につきましては、芦辺町諸吉仲触の人権擁護委員、辻川祐喜子氏が平成３０年６月

３０日をもって任期満了となりますので、引き続き、同氏を人権擁護委員の候補者として法務大

臣に推薦したいので提案するものであります。 
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 諮問第３号につきましては、勝本町坂本触の人権擁護委員、斉藤公彦氏が平成３０年１月

３１日をもって退任されたことに伴い、後任として、勝本町百合畑触の品川哲範氏を人権擁護委

員の候補者として法務大臣に推薦したく、提案するものであります。 

 なお、各候補者の経歴につきましては、議案裏面の略歴等を御参照願います。 

 御審議賜り御了承いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（小金丸益明君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。諮問第１号から諮問第３号の３件については、会議規則第３７条第２項の規定

により、委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、諮問第１号から諮問第３号の３件につい

ては委員会付託を省略することに決定いたしました。 

 これから諮問第１号から諮問第３号までの３件について、一括討論を行います。討論はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから諮問第１号から諮問第３号までの３件を一括採決します。この採決は起立によって行

います。諮問第１号から諮問第３号までの３件について、これを了承することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、諮問第１号から諮問第３号までの３件について

は、了承することに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４３．発議第１号 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第４３、発議第１号玄海原子力発電所再稼働に反対する決議

についてを議題とします。 

 提出議案の説明を求めます。１０番、町田正一議員。 

〔提出議員（町田 正一君） 登壇〕 

○提出議員（１０番 町田 正一君）  発議第１号、壱岐市議会議長小金丸益明様、提出者、壱岐

市議会議員町田正一、賛成者、壱岐市議会議員鵜瀬和博、同上、市山繁。 
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 玄海原子力発電所の再稼働に反対する決議について、上記の議案を別紙のとおり壱岐市議会会

議規則第１４条の規定により提出します。 

 玄海原子力発電所の再稼働に反対する決議。 

 かけがえのない多くの尊い命が失われ、東北地方を中心に未曽有の被害をもたらした東日本大

震災から７年の歳月が流れ、原発事故による大きな被害を受けた福島の被災地域では、避難指示

が順次解除されてはいるが、ふるさとに戻る見通しが立たず、今なお、７万人を超える方々が、

７年間に及ぶ長きにわたり不自由な生活を送られている状況であります。 

 重大な原発事故が起きた場合、直ちに避難を開始する予防防護措置区域（ＰＡＺ）は半径５キ

ロ圏内、屋内退避や避難などが求められる緊急防護措置区域（ＵＰＺ）は半径３０キロ圏内であ

り、原発事故が３０キロ圏内におさまらないことは、福島県飯舘村の状況を見れば明らかで、発

生時の風向や地形などが影響すれば、どこで放射線量が高まるかわからず、原発の安全神話は

７年前に瓦解している。 

 その後も、地震、噴火など自然災害が続く今日、再び大規模災害と連動し事故が発生すれば、

半径３０キロ圏内はもとより、その周辺も重大な被害に見舞われる可能性があることを福島は示

しており、再稼働をするということは、周辺住民に福島原発のような凄惨な事故を覚悟すること

を迫っているのと同じことである。 

 また、昨年の３月に開催された長崎県による玄海原発３、４号機の再稼働に関する住民説明会

では、国と九州電力は、新規制基準が厳しいものとなっていることや、原子力防災の取り組み等

を説明し、再稼働への理解を求めているが、市民からは、安全性や避難に対する不安が払拭でき

ない等の声が相次いでいたが、現在もその状況は変わっていない。 

 壱岐市は、３０キロ圏内地域の中で最も人口が多い離島であり、万一事故が発生すれば、本市

は壊滅的な打撃を受け、全島民避難を余儀なくされる。また、離島からの避難は船舶が主で、荒

天や台風等も考えられることから、どの自治体よりも不利な状況であり、全島民が避難するには

５日半かかると想定されている。 

 このような中、本年２月２０日に３号機の核燃料装塡が完了し、再稼働に向けた取り組みが着

実に進行していることは見過ごせるものではない。 

 よって、壱岐市議会は、国の責任において福島原発の事故原因究明がなされて、原発の安全性

検証の手段が確立されること、また、実効性のある避難計画や方策等が確立されていない現状に

おいては、市民の安全を守ることができないものと判断し、玄海原子力発電所の再稼働に反対す

る。 

 以上、決議する。平成３０年３月２３日、長崎県壱岐市議会。 

〔提出議員（町田 正一君） 降壇〕 
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○議長（小金丸益明君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本案については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託を省略し

たいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、本案については、委員会付託を省略する

ことに決定いたしました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから発議第１号を採決します。この採決は起立によって行います。本案は原案どおり決定

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（小金丸益明君）  起立多数です。よって、発議第１号玄海原子力発電所再稼働に反対する

決議については、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第４４．議員派遣の件 

○議長（小金丸益明君）  次に、日程第４４、議員派遣の件を議題とします。 

 壱岐市議会会議規則第１６７条によりタブレットに配信のとおり、関係議員を派遣したいと思

います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、議員の派遣については、決定されました。 

 以上で、予定された議事は終了いたしましたが、この際お諮りします。３月会議において議決

されました案件について、その条項、字句、数字、その他整理を要するものにつきましては、壱

岐市議会会議規則第４３条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小金丸益明君）  異議なしと認めます。よって、そのように取り計らうことに決定いたし

ました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（小金丸益明君）  ここで、白川市長から挨拶の申し出があっておりますので、これを許し
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ます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  平成３０年壱岐市議会定例会３月会議の閉会に当たり、御挨拶を申し上

げます。 

 議員の皆様には、３月２日から本日まで２２日間にわたり、本会議並びに委員会を通じまして、

慎重な御審議、また、さまざまな御意見、御助言を賜り、厚く御礼を申し上げます。賜りました

御意見等を十分尊重し、市政運営に当たる所存でございますので、今後とも御指導、御協力賜り

ますようお願い申し上げます。 

 さて、皆様御承知のとおり、日本テレビで日曜のゴールデンタイムに放送されている人気長寿

番組「ザ！鉄腕！ＤＡＳＨ！！」で、３月１１日と１８日の２日、２週連続、壱岐市が舞台とな

った内容が放送されました。人気アイドルグループＴＯＫＩＯの皆さんの活躍で、全国の幅広い

世代から支持されているこの番組で、壱岐を取り上げていただき、広く全国の皆様にＰＲするす

ばらしい機会をいただいたところであります。 

 御来島いただいた、ＴＯＫＩＯの城島リーダー、長瀬さんを初めスタッフの皆様、ロケの際に

御協力をいただきました市民の皆様に改めて感謝申し上げます。 

 さて、壱岐市は来年３月、市制施行１５周年の節目を迎えることとなります。これまで多くの

全国規模、九州規模のイベントや行事を開催し、本市のＰＲと経済振興への波及に努めてまいり

ましたが、平成３０年度も大きなイベントの開催を計画いたしております。 

 施政方針でも述べましたが、５月２６日には、第５９回外国人による日本語弁論大会を壱岐の

島ホールで開催いたします。この大会は、予選を通過した外国人出場者の皆様が日本語でスピー

チを行うもので、その様子はＮＨＫ・Ｅテレで全国放送されるほか、海外向けワールドプレミア

ムでも放送されます。 

 さらに、１５周年記念として、ＮＨＫ公開放送番組の誘致を要望しておりましたところ、この

たび壱岐市において、のど自慢の開催が決定いたしました。日程は、７月１日、日曜日、午後

０時１５分から午後１時まで、壱岐の島ホールで生放送となっております。のど自慢の出場や観

覧募集など詳しい内容は、後日改めて発表されますので、わかり次第、市民の皆様にお知らせし

てまいります。 

 ７月１日は「壱岐焼酎の日」でもあります。壱岐がＮＨＫのど自慢を通じて、全国、そして海

外にも広くＰＲできるものと大きな期待をしております。 

 いよいよ４月から平成３０年度がスタートいたします。有人国境離島法という大きな後ろ盾を

十二分に活用して、さらなる熱意を持って市政運営に取り組んでまいりますので、今後とも、議

員各位、市民の皆様の御理解、御協力を賜りますようお願い申し上げまして、閉会の御挨拶とい
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たします。 

 皆様、大変お疲れさまでございました。ありがとうございました。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

────────────・────・──────────── 

○議長（小金丸益明君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 これをもちまして、平成３０年壱岐市議会定例会３月会議を終了いたします。 

午前10時40分散会 

────────────────────────────── 
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